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　　序章『男の性』







　背中を狙ねらわれている仲間を突き飛ばした次の瞬しゆん間かん、肩かた口ぐちに激しい衝しよう撃げきが走った。そうして、ケイレヴ・レッドは力なく血の海に沈んだ。

　雨あられと降ふり注そそぐ迫はく撃げき砲ほう、迫り来る敵、銃じゆう弾だんの嵐。どこにでもある、地獄の戦場。

　何が何でも生き延のびて、一緒に故郷へ帰ろう。そう約束した仲間たち。ほんの数時間前まで一緒に笑っていた彼らが、目の前でどんどん倒れ、次々に死んでゆく。

　仲間の盾たてとなり、それでも戦い続けた身体からだは全身が穴だらけになっていた。もう、立ち上がる気力すらもない。だが、ケイレヴは重たい身体を引ひき摺ずりながら、眼前に横たわる仲間の遺体に左腕を伸ばしていた。

「必ず……必ず俺が連れてってやるからな。故郷に……俺たちの家に…………」

　彼を守れなかった己の不ふ甲が斐いなさを呪のろい、非力に涙しながら、それでも一緒に故郷へ帰るという約束を守るために、ケイレヴは震ふるえる左腕を伸ばす。

　指先が、彼の肩に触れたかと思ったその時、突如として世界の全てが白一色に染まった。

　そうして、目が色を取り戻すと、眼前には手首から先を消失した己の左腕と、何もない焦しよう土どだけが広がっていた。敵の迫撃砲が、無む情じようにもケイレヴが守ろうとしたものの、最後の一ひと欠片かけらまで消し去ったのだった。

「……あ、ああ…………。うわああああああああぁ────────────ッ！」

　血の涙を流しながら、ケイレヴは叫さけんだ。

　ボロボロの約束すら守れぬ自分の無力に嘆なげき、怒り、哀しむ。そういう雄お叫たけびだった。




　　　　　　　　　　◇




　父親が亡なくなったのは、ケイレヴが三歳の時だった。

　物心ついた時から、身体の弱い母親と臥ふせりがちな兄に代わり、学校に行っている間を除き朝早くから夜遅くまで畑で働いた。

　自分のことを馬鹿にされても無視していたが、家族のことを馬鹿にされると相手が謝るまで拳を振るった。やり返されることもあったが、そういう時でもボロボロの身体で畑仕事をこなした。余計な心配をさせまいと、母親と兄には、訊きかれても一切何も答えなかった。

　子供の頃から、そういう不器用で一いつ本ぽん気ぎな生き方しか出来なかった。

　徴ちよう兵へいには、二度応じた。

　一度目は、先に徴ちよう兵へい期き間かんを迎えることになってしまった病弱な兄に代わり、名を偽いつわって兄として入隊した。徴兵に応じるのに二歳足りぬ、十五の時であった。

　その徴兵期間の中で、新たに大切なもの、守りたい者を得た。仲間だ。

　地獄の戦場にあっては、ただ、仲間のために戦った。

　隣となりで共に戦う彼らが一人でも多く生き残り、明日も一緒に不ま味ずいレーションを食べ、安酒を吞のみ、馬鹿みたいな猥わい談だんをするため、何より彼らと共に無事に故郷へ帰るために戦った。

　そして家族のために戦った。国境に近い町で暮らす母親と兄が、一日でも長く穏おだやかな暮らしを続けられるように、静かな場所で安心して眠れるように戦った。

　二年の徴兵期間を終えると、今度は自分自身の徴兵期間を全まつとうするため、休む間もなく二度目の徴兵に応じた。軍属が肌に合っているのか、特に抵抗はなかった。

　人生が一変したのは、その二度目の徴兵で赴おもむいた、とある戦場でのことであった。

　前線は総そう崩くずれ、戦せん況きようは抗こう戦せんから撤てつ退たい戦せんに移行し、所属する部隊が殿しんがりを務めることになった。

　その時に、運悪く左手を失ってしまった。

　失った左手を見て、それでも思った。隣では、まだ仲間たちが戦っている。故郷には家族がいる。守りたいものがまだ沢たく山さんある。守りたい人たちがまだ大勢いる。俺はまだ死ねない。非力だろうが無力だろうが、彼らがいる限り、命のある限り、俺は戦い続けなければならない。そうやって、大量の血を流し、鉄てつ臭くさい血の味を嚙かみ締しめながら戦い続けた。

　だが、強い想おもいも、鋼はがねの意思も、全ては沈む意識に遮しや断だんされてしまう。

　次に目が覚めた時には、何処かも分からぬ場所にいた。

　頭上には蛍光灯の灯あかり。

　あの世ではないし、戦場でもないのだろうが、病院の手術室というわけでもなさそうだ。濃のう密みつな血の臭においに混じり、微かすかにオイルの臭いがする。

　起き上がろうとして、しかし全身の激痛に阻そ止しされる。負ふ傷しようしている正確な場所も分からぬほどに全身が痛い。何度銃じゆう撃げきを受けたのか、全身が穴だらけ、腹にはナイフが刺さっている。左手も手首から先が欠けており、血ち塗まみれの紐ひもで乱雑に止し血けつしてあるだけだった。全身を悪お寒かんが包み、瞳ひとみに映る景け色しきは色を失いつつある。ケイレヴは未いまだ、死の途と上じようにある。

　首も動かせないほど弱っている側そばで、二人の男性が何事か会話をしている。一方は怒鳴るような大声で、もう一方はどこか牧ぼつ歌か的てきな、ゆっくりとした口調。しかしどちらも声はしわがれている。死角になっていて姿は見えないのだが、恐らくは双方老人だと思われる。

「確認するが、本当によいのかタイラー？　本当に今回『ベリアル』を使うんじゃな？」

「あー、あぁー、使います。彼に移植してください」

　移植とは何のことか。俺に何かを移植するのか。ケイレヴはそう訊ききたかったが、しかし、肝心の口が容易には動いてくれなかった。

「しかし『ベリアル』のような魔ま王おうクラスの召しよう喚かん獣じゆうともなると、滅めつ多たにお目にかかれるものではないぞ。今後、二度と捕ほ獲かくする機会はないかもしれん。それでもいいのか？」

「彼は、自らの意思で仲間の盾たてになりましたからね」

「んん？」

「左手を失って、彼はそれでも銃じゆうを手に仲間のために戦い、途中、白はく兵へいで腹を刺されたそうです。しかし、彼は腹部にナイフが刺さったまま、仲間の盾となり続けたとのこと。別部隊の隊員が、この負傷状態で右手に拳けん銃じゆう一いつ丁ちよう握にぎり締しめ、前のめりに倒れている彼を回収したらしいのですが、彼の周囲には敵兵の死体が山と積み重なっていたそうです」

　怒鳴り声の老人が、感嘆を込めて「ほう！」と声を洩もらした。

「この小僧がやったのか？　それが本当ならば、確かにちょいと見み所どころがあるのう！　昨さつ今こんの若いモンにしてはなかなか根性がある！」

「でしょう？　死の際きわにあって、恐怖や恨みといった負の感情でなく、自分以外の誰だれかのために戦える人間というのはなかなかいません。彼には大きな可能性を感じます」

「ふむ！　納得した！　存分に腕を振るわせてもらおう！」

「お願いしますねえ、博士。ほっほっほ、ほっほっほっほ…………」

　それで会話は終了したらしく、笑い声が遠ざかっていく。

「お、俺はまだ……死ねないんだ……。あそこにはまだ、仲間が……家族が………………」

　夢ゆめ現うつつに呟つぶやいていると、眼前に、急に白衣の老人の顔が現れた。台か何かに寝ているらしく、この老人が上から顔を覗のぞき込こんでいるものらしい。

　何が嬉うれしいのか、老人はヤニの付着した黄色い歯を剝むき出しにして笑っていた。

「ほう！　この状態でまだ喋しやべれるか！　大した生命力じゃのう、小こ僧ぞう！」

　白衣の老人は、先の怒鳴るような声の主ぬしであった。

　老人は言ってから急に表情を正し、ごく真ま面じ目めな様子で喋り始めた。

「小僧！　突然だがお前さんに選択を迫るぞ！　このままではお前さんは死ぬ！　しかしワシの改造手術を受ければ必ず助かる！」

　改造とはどういうことか。意識が朦もう朧ろうとしている中、ケイレヴは老人の声に耳を澄すませた。

「だがのう、よく聞けよ！　助かったとして、お前さんは化け物として生きねばならん！　人ではなく軍の兵器として戦い、死んだ後は研究所行きとなる！　家族や友人に会うことも許されず、軍の管理下で一生を過ごすことになるのじゃ！」

　命が助かっても、もう一生家族に会えない。突き付けられた言葉の衝しよう撃げきが、死に瀕ひんしている筈はずのケイレヴの心臓を、ドクリと強く跳はねさせた。

「手術を断れば三十分と持たずに死ぬが、人として死ねる！　軍が葬そう式しきを出し、家族が墓に葬ほうむってくれる！　化け物として生きるか人として死ぬか！　時間はないぞ！　今すぐ選べ！」

　戦争が好きなわけではない。戦うことが楽しいわけではない。だが、それでも戦わねばならないと、死の際にあって、尚なおもそう思った。

　大切なもの、大切な人たちを守りたいなら戦うしかない。泰たい平へいの世よなら他に方法もあろう。だが、この乱らん世せにあっては戦う以外に守る方法がない。志こころざしや綺き麗れいごとだけでは何も守れない。

　ならば、やはり戦うしかない。化け物になろうと、人を捨てようと、戦うしかないのだ。

「ああああぁッ！　生きる！　戦う！　俺はまだ死ねない！　あそこには……戦場にはまだ仲間たちがいるんだ！　俺の仲間たちが！」

　半ばやけくそ気味に叫さけんだ。血を吐きながら、激痛に苛さいなまれながら、それでも力強く叫んだ。老人に対して叫んだのではない。自分自身に言い聞かせるために叫んだ。

　人間としての最後の言葉を自身に焼き付けるために、あらん限りの力で叫んだ。口の中一杯に鉄てつ臭くさい血の味が広がったが、そんなことは気にもならなかった。

　老人はもう一度、黄色い歯を見せてニッと笑い、右手の親指を立てた。

「よく言った！　これより術式を開始する！　小こ僧ぞう、必ず助けてやるからのう！」

　あくせくと動き始めた老人の声を聞きながら、ケイレヴは静かに目を閉じた。

　そうして、仲間たちと家族の顔を脳裏に思い起こした。













　　第一章『デッドマンズ』







　一人の怪物が誕生してから一年が経たった頃、大きな戦争が起こった。




　　　　　　　　　　◇




　戦場に、異様な沈ちん黙もくが漂っていた。

　アーミラル、そしてリヒター王国両軍の最大戦力をぶつけようという決戦だというのに、両軍は僅わずかな距きよ離りをあけて睨にらみ合あったまま、まんじりともせずに息を潜ひそめていた。要よう塞さいや拠きよ点てんを攻める、護まもるという戦いではない。起伏の少ない広大な平野での全力のぶつかり合いである。国境線上で行われるこの戦いの勝利者は、そのまま敵国へ攻め入る権利を得る、まさにこの戦争の天てん王のう山ざんとも言える戦いであった。更さらに言えば、リヒター王国が勝てば、この戦争の最重要目標である『皇こう帝ていの遺い産さん』奪だつ取しゆに王手をかけることになる。『皇帝の遺産』の所有権を手にしているアーミラルとしては、何としてもそれだけは阻そ止ししなければならない。

　リヒター王国軍の数は、およそ二万。初戦でアーミラル陸軍トレスク大将の率いる第三軍が一万を削けずり、それでも二万。第三軍も敵とほぼ同数の兵士を失って退却した。

　第三軍と入れ替わりで前線に入ったのは、アーミラル陸軍が擁ようする虎とらの子こ、非正規戦闘ブラツクオプス専せん門もんの特とく殊しゆ部ぶ隊たい『デッドマンズ』であった。

　この時、ケイレヴ・レッドは第八分隊に所属しており、最前線の塹ざん壕ごう内ないにいた。今、塹壕から顔だけ出して、軍用スコープで敵てき陣じんを覗のぞいている。

「……アリンコ一匹通る隙すき間まもねぇやな」

　スコープから目を離はなし、遠目に敵陣を見つめたまま、ケイレヴは誰だれにともなく呟つぶやいた。

　敵はほぼ真円に近い形で陣形を展開しており、薄うす桃もも色いろに光ひかり輝かがやく、大地を覆おおい尽くさんばかりの巨大なドーム状の防ぼう御ぎよ壁へきで自陣の守りを固めている。敵陣の防御壁は何かの装置によって形成されているものではなく、魔ま法ほうによるものだ。

「戦車の砲ほう撃げきですら通じない鉄壁の防御陣形『パンデモニウム』か……。あれさえなきゃあ、こんなとこで油あぶら売うってることもねえのになぁ」

　じっと、敵陣を睨んでいるケイレヴの背に「おい」と野太い声をかける者があった。

「ああ、レオ……」

　ケイレヴは振り返り、声の主ぬしの方を見た。

　肩まで伸びた金きん髪ぱつを全て後ろに流し、顎あごには無ぶ精しよう髭ひげが散っている。野戦用の歩兵アーマーから出ている右腕は銀色の光こう沢たくを放ち、傍かたわらに置かれた物もの々ものしい狙そ撃げき銃じゆうとケーブルで繫つながっている。右目はアイパッチのような形状をした金属プレートで覆おおわれているのだが、これにも銃から伸びたケーブルが刺されている。

　右腕、右脚、右目を機械化し、有線でリンクする専用狙撃銃を使った超々高精度を誇る狙撃特化型サイボーグ兵。ケイレヴと同じ第八分隊に所属する五つ年上の同どう僚りよう、レオニダス・シルバーウッドであった。

　レオニダスはそのごつい顔一杯に渋じゆう面めんを作り、ケイレヴを見つめている。

「お前なあ、塹ざん壕ごうから顔なんか出して、狙撃でもされたらどうする？　素人しろうとか」

　土の上に胡坐あぐらを搔かいたまま、レオニダスは顎あごのあたりを指でポリポリと搔きながら言った。

　レオニダスの言葉に、ケイレヴは苦笑しながら口を開いた。

「弾丸なんか飛んで来ねえよ。考えてもみろよ？　ライフルどころか、マスケット銃の一いつ丁ちようも持ってねえような連中なんだぜ、あいつら。装備は刀とう槍そうや鈍どん器きオンリーって話だ。狙撃なんか心配する必要ねえって。それとも弓矢や投なげ槍やりに注意しろってか？」

「ま、確かに敵軍の兵士は全員魔ま法ほう使つかいだ。弾丸は飛んで来ないだろうよ。だが、連中を舐なめたらいけない。連中には、俺たちにはない技術、まあ、つまりは魔法がある。魔法ってものは近代兵器に負けず劣らず厄やつ介かいだ。例えば魔法の火球とかで攻撃されたらどうする？　たかが拳大の火球が、弾丸顔負けの威力なんだぞ？　頭に喰くらえば即アウトだ」

「俺に炎は効かねえよ。知ってんだろ？」

　言って、ケイレヴは自らの左手に目をやった。

　ケイレヴの左手。手首から先、その全体が赤色に染まっており、甲や指先部分にはゴツゴツと隆起した装甲が張り付いている。一見すると甲かつ冑ちゆうの手しゆ甲こう部分のようにも思えるのだが、これはまぎれもなく素す手での状態であり、装甲に見える部分も全て皮膚で構成されている。

「この左手は鹵ろ獲かくされた炎の魔ま人じん『ベリアル』のもんだ。こいつを移植したおかげで、俺ぁ炎を吸い取る体質になったんだ。炎の攻撃なら逆にありがてぇくらいだ」

　ケイレヴは分類的にキメラ兵であるとされている。人間と機械のハイブリッドがサイボーグならば、人間と異生物のハイブリッドがキメラだというわけだ。

　ケイレヴの言葉に、レオニダスはうんざりした様子で鼻から短く息を吐いた。

「召しよう喚かん獣じゆうの中でも最上級の『神しん獣じゆう』だか『魔ま王おう』だったっけか、その左手のおかげで、強大な炎の力を無む尽じん蔵ぞうに使えるようになったんだろう？　ついでに右胸に魔人の心臓も移植して身体能力も強化されたんだろうが。その話はもう何なん遍べんも聞いたさ。聞きき飽あきたくらいだ」

「なら趣向を変えてちょいとした小こ噺ばなしでもしてやろうか？」

「お前にそんなもんが喋しやべれるだけの教養はない。お得意の移植の話でもしてろ」

　苦笑して「ひでぇ言い草だな」と前置きしてから、ケイレヴは言葉を続けた。

「ま、移植の影響で髪かみの毛けが真っ赤っかになっちまったのは難点だな。炎の力を使うと左の眼球が血の色みたいに紅あかく染まっちまうのもいただけねえかな？」

　レオニダスは「アホ」と前置きしてから言葉を返した。

「そんなもん難点の内に入るかよ。フルパワーを引き出すと魔ま人じんの皮ひ膚ふが身体からだを侵しん食しよくすることの方がずっと深刻だろうが」

　彼の言うとおり、フルパワーを引き出すと、その直後、ケイレヴの左手、魔人の皮膚が急激な勢いでケイレヴ自身の肉体を侵食、人間部分を魔人化しようとするのだが、あまりにも侵食が進み過ぎると、魔人化部分から受ける強烈な負荷に肉体が負け、最悪宿主であるケイレヴ自身が死に至るのだと、移植を担当した人物はそう言っていた。

　この侵食を抑おさえるため、ケイレヴはいつも抑制剤のアンプルを携けい帯たいしているのだが、これは常人なら一度で廃人になるほどの劇薬で、肉体強化されたケイレヴでも腕に激痛を覚えるという代物だ。一度で廃人になることはなくとも、使いすぎればやはり死期を早める。

「まあ、リターンが大きい分だけリスクもでけぇ。それが世の常ってもんだ。魔人化に耐え切れず死ぬか、薬に耐え切れず死ぬか。まあ、一番あり得るのは戦死だろうけど、どっちにしろロクな末路じゃねーだろうな。俺も馬鹿じゃないからそのへんは上う手まくやるさ」

「俺は馬鹿だと思うけどなあ、お前のこと」

「……断言するけど、お前は絶対にロクな死に方しねーぞ？　超ムゴイ死に方するだろうぜ」

「ロクな死に方しないってのは、この部隊で言っても皮肉にしかならないぜ？」

　そもそも本来ならとうに死んでいるところを、悪あく魔まの取引に応じて拾った命なのだ。自らの死に尊厳を求めるのは高望みであろう。

「ま、俺たち全員死人の『デッドマンズ』だからな」

「そういうことだ」

　非正規戦闘ブラツクオプス専せん門もん部隊『デッドマンズ』は人道を逸いつ脱だつした強化処置を施ほどこされた特とく殊しゆな人員で構成されており、一兵に至るまで一いつ騎き当とう千せんの強兵であった。彼らは兵士ではなく軍の兵器として運用されるため、表向きには戦死扱いとなっており、それが部隊名の由来となっている。

　部隊の構成は二十六分隊百二十三人。ケイレヴとレオニダスは第八分隊に所属している。

　彼らは記録が残る戦闘には用いられないのが常であったのだが、大本営はこの決戦に際し、確実なる勝利を得るため、今回に限り彼らの投入を決定したのだった。

「ん？　あれ？　何か話が脱線してないか？　俺が言いたいのは……」

　と、レオニダスが何か言いかけたその途中で、塹壕内の隊員全員のヘッドセットに、老人のものと思おぼしき音声が流れ始めた。

　参さん謀ぼう本ほん部ぶからの通信だ。それまで沈ちん黙もくしていた隊員全員が神妙な顔で音声に集中し始めた。

「……あー、あぁ。もしもーし、聞こえてますかぁー、死人の諸君？」

　どうにも戦場に似つかわしくない、のんびりと間ま延のびした、老人独特のモゴモゴとした声がヘッドセットから流れてくる。

「……間違いない、中ちゆう将じようだ」

　ケイレヴが顔を向けると、レオニダスも無言で頷うなずいた。二人とも渋じゆう面めんであった。

　声の主ぬしは彼らの指揮官、タイラー・メルケル中将である。どこか牧ぼつ歌か的てきな喋しやべり方かたをするこの老人は、かつて陸軍にその人ひと在あり、神しん算さん鬼き謀ぼうの作戦家と謳うたわれた名将であった。

「えー、こちらＨＱ、こちらＨキュ……ゲホッ！　ゲェッホ！　ガハッ！　ん、んんん……」

　言葉の途中で、中将はいきなり、苦しそうに咳せき込こみ始めた。

「何だよおい、ジイサン大丈夫かよ？」

　ケイレヴが苦笑しながら言うと、レオニダスも同じように苦笑を返した。

「中将は高齢の老人だからな。喋っているだけでも辛つらいんだろうよ。多分、今頃は副官のニリス大佐が、車くるま椅い子すの上で丸くなっているジイサンの背中でも擦さすっていることだろうよ」

　中将の咳はしばらく続いたが、やがては落ち着き、元ののんびりとした声が、再び隊員たちのヘッドセットに流れ始めた。

「……ふう、ふう、あー、あぁー、やれやれ。いやあ、失敬、失敬しました。ニリス大佐もありがとう。どうも、寄る年波には勝てませんなあ。あー、では、改めまして。こちらＨＱ」

　中将が言い終わるや、それまでずっと押おし黙だまっていた、隊の中でもとりわけガラの悪い隊員たちが一斉に口を開き始めた。

「ゴホゴホうるせーんだよクソジジイ！」

「何がＨＱだ、気取った専門用語使ってんじゃねえ！」

「ファッキューッ！」

　下品極まりない罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐であった。

　隊員の中には、生死の際きわで決断を迫られ、死にたくない一心で望まずに入隊した者も多い。任務も汚よごれ仕事ばかりで一年中こき使われている。憤ふん懣まんが出るのは当然のことと言えよう。

　そういう事情を汲くんでか、不満を隠さぬ彼らの声にも中将は寛容であった。

「あー、すいませんねえ、近頃耳が遠くて、よく聞き取れませんでした」

　と、大人の対応を見せてから、中将は改まった様子で口を開いた。

「まずは現状の確認です。敵軍の数は、およそ二万。この内、召しよう喚かん士しが五千、防ぼう御ぎよ壁へきを張る兵士が五千。残りの一万は全て歩兵です。敵軍の目的はアーミラル首都への進攻及び『皇こう帝ていの遺い産さん』と言われている『Ｄマテリア』の奪だつ取しゆ」

『皇帝の遺産』は長らく伝説にのみ登場するとされてきた遺物である。その名を聞いた隊員たちは、皆一斉に息を吞のんだ。

「彼らは現在、鉄壁の『パンデモニウム』陣じん形けいの中に閉じこもっており、正面突破でこれを破ることは不可能なため手を出せません。だからと言って核爆弾を落とすわけにもいきませんしねえ。故ゆえに、君たちも知ってのとおり、今現在別働隊が地中を掘り進んでいるわけです」

　別働隊という言葉に思い当たる節ふしがあったらしく、ここでケイレヴが口を開いた。

「トルクのおっさんのチームだな」

「そのとおり。えぇー、今現在、トレスク大将の第三軍を隠かくれ蓑みのにする形で先行した、トルク君率ひきいる工兵チームが敵てき陣じんに向けて地下を掘り進んでいます。所定位置に突入後、工兵チームが敵陣の直下を爆破、まずはあの防ぼう御ぎよ壁へきに君たちが攻め入るための穴を穿うがちます」

「……現在の敵陣の様子はどうなっていますか？」

　唐突に、そう質問する男の声があがった。底冷えするような暗い声こわ色いろであった。声の主ぬしは、第十二分隊の隊長、暗あん殺さつ特とつ化か型がたサイボーグ兵、グリードである。

「あー、あぁー、彼らは安全な防御壁の中で召しよう喚かん魔ま法ほうの詠えい唱しよう中ちゆうです。召喚魔法の魔ま法ほう陣じんは合計で五つ。衛星写真から召しよう喚かん獣じゆうの種類を解かい析せき中ちゆうですが、しかし彼らが呪じゆ文もんの詠唱に入った時間から逆算して、もうそろそろ現出してもいい頃合でしょう」

「何だよ、それじゃあ出たとこ勝負じゃねーか。もうちょっと何とかなんねーのか？」

　しかし、中将はその質問には答えず、何故か「んん？」とくぐもった声をあげた。

「……あら、あらあら、解析結果出ましたか？　あぁー、えー、死人の皆さん、たった今、魔法陣の解析結果が出たそうです。では、早速……と、あら？　眼鏡めがね、メガネ……」

　高こう齢れいなだけに、中将の身体からだには色々とガタが来ている。当然のことながら目も悪い。眼鏡なしではパンダとサッカーボールの区別もつかないほどだ。

「早くしろボケ老人！」

「老ろう眼がん鏡きようを直接目ん玉に埋め込みやがれ！」

「ファッキューッ！」

「あー、はいはい、静せい粛しゆくに、静粛に。あーっとねえ、召喚陣形の詳細ですが、えー、まず手前から『ワイバーン』が一と『ニーズホッグ』が一、後方にも同一セット。それとこれは気を付けてほしいんですがねえ、中央に『ベルセルク』も一、確認出来ました」

『ベルセルク』というその名を聞いた途端、部隊の全員が息を吞のんだ。

　いずれも強大で、本来ならば戦車や戦闘機が相手をする召喚獣たち、その中でも『ベルセルク』はとびきり強力な怪物だ。開戦以来多くの将兵が召喚獣の餌え食じきとなってきたが、中でも一番多くアーミラル兵の血を啜すすったのは、この『ベルセルク』だと言われている。

　全長十メートル。漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうで巨体を鎧よろった四本腕の巨きよ人じん騎き士し『ベルセルク』の悪名は、百ひやく戦せん錬れん磨まの常勝部隊『デッドマンズ』をして、その心しん胆たんを震ふるえ上あがらせた。

　凍り付いた空気を叩たたき割わるかのように、隊員たちは一斉に口を開いた。

「ざけんなバカヤローコノヤローッ！　死んでしまうわ！」

「てめーがサイボーグになって相手しろ！」

「たった百人ちょいしかいない俺たちだけで二万の兵士と召喚獣を相手しろってのか！」

「援えん軍ぐんいないのか！　航空支援どうなってる！　戦車と装甲車は！」

「ファッキューッ！」

　リヒター王国との開戦当初、彼らはこの巨きよ人じん騎き士しと相あい対たいしたことがあり、倒しはしたものの手て酷ひどくやられたことがある。その時の苦い記憶は、忘れようにも忘れられるものではない。こうして声を荒げるのも、抗議というより悲鳴に近い。

「あー、静せい粛しゆくに、静粛に。あのねえ、私も鬼じゃありませんから、ちゃんと援えん軍ぐんは用意していますよ。まあ、大本営は随ずい分ぶんと渋しぶっていたんですがねえ、とりあえず『ブラックレンジャー』の連隊が左さ翼よくに控えています。私らの後方にはシド中ちゆう将じようの第二軍も控えていますしねえ」

『ブラックレンジャー』の名を聞いて、隊員の何人かが「ほう」と感嘆の声を洩もらした。

「特殊作戦部隊『ブラックレンジャー』ですか。確か、陸軍から優秀者を選抜して編成したレンジャー部隊から、更さらに上位三割を抜いて編成したという、超が付くエリート部隊でしたね。私たちが死人部隊と呼ばれているのに対し、彼らは死神部隊と呼ばれているとか」

　そう言ったグリードに続いて、ケイレヴが口を開いた。

「確かに連中が来てくれんなら心強いが、援軍の投入タイミングはいつなんだ？」

「とりあえず、進軍に邪じや魔まな魔ま法ほう壁へきが完全に消えたら『ブラックレンジャー』が突入、彼らと協力して召しよう喚かん獣じゆうを殲せん滅めつした後、残った歩兵を掃そう討とうするため第二軍が投入されることになっています。空軍の協力は場合によりけりでしょう」

　それはつまり、魔法壁が完全に消えるまでは、百三十人に満たぬ兵力で二万の軍勢を相手に孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしなければならないということだ。

　いくら負け知らずの常勝部隊であっても、流石さすがにこれはゴリ押しが過ぎる。

「おいおいおい、ふざけんな！　それじゃあ俺ら完全な露つゆ払はらいじゃねーか！」

「えー、あー、エリートさん方は花道を通りたがるものですからねえ。危険な道みち普ぶ請しんは私らの役目ということです」

「結局俺たち汚よごれ仕事ばっかじゃねーかバカヤローッ！」

「もっとまともな作戦立てろボケ老人！　俺らの手しゆ榴りゆう弾だんくれてやるからてめーが突とつ撃げきしろ！」

「ファッキューッ！」

　それまで好きなように言わせていた中将ではあるが、しつこく同じ文句を言い続けている隊員がいることに気付き、ここで遂ついに口を挟んだ。

「あー、さっきからずっとファックファックと下品な言葉を連呼しているのは第二分隊のベンゲル君ですかねえ、いけませんねえ。いつの時代も下したっ端ぱ軍ぐん人じんというのは下品でいけません」

　中将が口にしたベンゲルという名の隊員は、投薬と脳内へのインプラントで肉体を強化したブーストマンと呼ばれる種類の兵士だ。投薬か、或あるいはインプラントの影えい響きようなのか、ブーストマンは往おう々おうにして粗そ暴ぼうな性格をしており、皆、一様に口が悪かった。

「誰だれが下っ端だファッキューッ！」

　ベンゲルが天高く中指を突き上げるのとほぼ同時に、敵てき陣じん最さい前ぜん列れつに特大の火ひ柱ばしらが上がった。

　それよりほんの僅わずかに遅れて、戦場を覆おおい尽つくさんばかりの爆音が空間一帯に轟とどろき、次ついで大地を叩たたき割わらんばかりの揺れが両軍を襲おそった。

　トルク率いる工兵チームが、キッチリと仕事を終えたのだ。

「レオ！」

　塹ざん壕ごうの中にもうもうと舞まう土つち埃ぼこりに咳せき込こみながら、ケイレヴはレオニダスを見た。

「分かってる！」

　そう返事をしたレオニダスは、しかしその場にうずくまったまま右のこめかみあたりに指を当てていた。レオニダスはサイボーグ兵である。彼は視界の利かぬ濃のう密みつな土埃の中、脳内のコンピューターを軍事衛星のカメラとリンクさせ、戦場を俯ふ瞰かんで見ているのだった。

　見れば、サイボーグ兵の多くが、レオニダスと同様の行動に移っている。

「……レオ、どうだ？」

「……崩くずれてる！　混乱しているみたいだ！　行けるぞ！」

　レオニダスが見ているのは、崩ほう落らくした大地に飲み込まれている敵兵と、直径十メートルくらいだろうか、ポッカリとだらしなく口を開け放っている、かつての鉄壁の姿であった。

　敵てき陣じんの『パンデモニウム』は、十人一組の魔ま法ほう使つかいが一枚五メートル四方の強固な魔法壁を張り、それを数千人規模で繫つなぎ合わせることにより長大かつ無類の強度を実現している。

　つまり、単純計算で最低でも二十人の敵兵が崩落に巻き込まれたことになる。

　突然の、それも敵からすればどこからどう攻められたのか分からぬ奇き襲しゆう攻こう撃げきだ。総司令官から一いつ兵ぺい卒そつに至るまで、敵陣は大混乱に陥おちいり、召しよう喚かん魔ま法ほうの陣形も前面二つが崩れ始めていた。

　機、であった。

「はい、突撃」

　中将ののんきな声と同時に、各分隊の隊長たちが一斉に命令を出した。

「チャアァ──────ジ！　ゴーッ！　ゴーッ！　ゴーッ！」

　彼ひ我がの距きよ離りおよそ三百メートル。仕事を終えたばかりの工兵チームと狙そ撃げき兵へい十数名を除く百名弱の部隊が、獲え物ものに飛びかかる獅し子しの群れのように塹壕から一斉に飛び出した。

「イイィーヤッハァーッ！」

　獣けものじみた雄お叫たけびをあげながら、ロケットランチャーを担いだ高こう速そく戦せん闘とう用ようのサイボーグ兵たち十数名が先陣を切る。舞い上がる土埃を戦闘機が雲を貫くように突き抜け、工兵たちが崩落させた大穴を軽々跳び越え、未いまだ混乱の極みから抜け出せぬ敵兵、最前線で防ぼう御ぎよ壁へきを張っている兵たちに向かいロケットランチャーを発射。爆発が敵兵を吹き飛ばし、防御壁の穴をさらに広げる。これで彼ら小部隊が通るには十分な入り口となった。

　鉄壁の『パンデモニウム』も、内から壊こわせば驚おどろくほどに脆もろい。見る間に広がる防御壁の穴に『デッドマンズ』の面々が続々と殺到、血みどろの白はく兵へい戦せんが始まった。

　部隊に与えられた第一の目的は、左さ翼よくで出撃を待つ友軍のため、敵防御壁を無効化することだ。そのためにはまず、防御壁を張っている敵兵を排除しなければならない。

　敵も馬鹿ではない。召しよう喚かん魔ま法ほうが完了する前に防ぼう御ぎよ壁へきが崩くずれれば、ドミノ式に戦線そのものが崩れることくらいは分かっている。未いまだ混乱の渦中にいながらにして、それでも召喚魔法の陣じん形けいを三つも維持しているのは流石さすがだと言えよう。前線も徐じよ々じよに息を吹き返し始め、歩兵部隊を攻こう撃げき組ぐみと召しよう喚かん士し防衛組の二つに割り、反撃に転じつつあった。

　高こう速そく戦せん闘とう用ようサイボーグ兵たちに少し遅れて、ケイレヴも敵陣内に突入した。

　突入後、ほんの一いつ瞬しゆんだけ周囲を確認する。敵指揮官が各かつ個こ撃げき破はを命じたのだろう、兵の数で圧倒的に劣る味方の隊員たちが複数の敵兵に囲まれて孤立していた。普通に考えればまずい状況だが『デッドマンズ』はワンマンアーミーの集まりだ。一対多などは慣れたもので、ベテランの兵士たちは臆おくすることもなく敵兵を次々と撫なで斬ぎりにしていた。

　小部隊における利が、存分に発揮されている。

　敵の歩兵も魔ま法ほう使つかいだ。本来ならばリヒター王国軍の歩兵は、まず相手と十分な距きよ離りを取ってから、火炎なり電撃なりの攻撃魔法を用いるべきところなのだが、神しん速そくで肉にく薄はくしてきた少人数のアーミラル兵に味方が群がっているため、味方を誤射してしまう、所謂いわゆるフレンドリーファイアを恐れ、存分に攻撃魔法が使えず、自然、白はく兵へいで戦うしかない状況に陥おちいっていた。強化処置を受けた『デッドマンズ』相手に白兵となれば、分が悪いのはリヒター王国軍側である。

「ホント、怪物だな、こいつら」

　木こっ端ぱのように敵を蹴け散ちらす味方の姿を見て、ケイレヴは思わずそう呟つぶやいた。勿もち論ろん、ケイレヴ自身もその怪物たちの一員であることは言うまでもない。

　味方が前線の敵兵に強きよう襲しゆうを仕掛けている最中、ケイレヴは一人、視界の全てを埋め尽くすように殺到する白はく刃じんを潜くぐり抜ぬけ、或あるいは蹴散らしながら、敵陣の後方に向かって疾しつ走そうしていた。

「おい、お前どこに向かっているんだ！　後方に攻め入れなんて命令は出ていないぞ！」

　ヘッドセットを介して、ケイレヴの耳元にレオニダスの怒ど号ごうが飛ぶ。

「独断だ！　魔ま法ほう陣じんに向かう！」

　人間ではあり得ない、駿しゆん馬めのそれを思わせる神速を帯びて疾しつ駆くするケイレヴが、短くヘッドセットに怒鳴り返した。敵陣深くなるほど敵の攻撃は密になる。電撃や凍結の魔法は敵の動作を見て回かい避ひするのだが、炎の魔法は自身に効果がないので直撃を無視して突き進んでいる。炎に包まれながら長たらしい言葉を喋しやべる余裕はないため、自然、言葉が短くなる。

「あ？　何だって？」

「召喚魔法を潰つぶす！　間に合わなきゃ召しよう喚かん獣じゆうを殺やる！」

　聞いて、レオニダスはそういうことかと呆あきれ半分に納得した。

　どうやらケイレヴは、この戦場における最大の脅きよう威いを排除しようとしているらしい。具体的に言えば『ベルセルク』の排除である。

　ケイレヴという男は、一いつ兵ぺい卒そつとしては鋭するど過すぎるほどに大局を見る目に長たけていた。

　先手を打っているものの、敵前線の層は厚い。理想を言えば『ベルセルク』が現出する前に召しよう喚かんを阻そ止ししたいのだが、しかし理想はあくまで理想、この戦場の現実に沿うものではない。参さん謀ぼう本ほん部ぶは召しよう喚かん獣じゆう現出前に前線を抜くのは不可能と判断し、精せい鋭えい部ぶ隊たいの合力で召喚獣に対抗しようというのである。これにシド中ちゆう将じようの第二軍や砲ほう兵へい科か、航空部隊の支し援えんが加われば戦場はいよいよ地獄と化すだろう。敵の召喚獣、飛ひ龍りゆう『ワイバーン』が現出すれば航空部隊の支援ヘリでは敵かなわぬため、空軍による戦せん闘とう機きの出しゆつ撃げきもあり得る。参謀本部は飛龍の魔ま法ほう陣じんを確認してすぐ、大本営に戦闘機の出撃を打診した筈はずだ。

　ケイレヴは参謀本部が無理だと判断した召喚獣の早期排除を単独で遂すい行こうしようとしていた。無論、ケイレヴは参謀本部が自身と同じ作戦を断念したことなど知る由もない。

　本能か、それとも天てん性せいの直観力か、ケイレヴは召喚獣という最大の脅きよう威いを早期に排除出来るか否いなかで、この会戦の勝敗が決まるということを誰だれに言われるでもなく理解していた。

　ケイレヴという男の、物事の肝かん心じん要かなめを即座に見抜く能力にレオニダスはいつも驚おどろかされる。この直観力と行動力が、結果として部隊を救ったことも一度や二度ではない。だが、レオニダスがそれ以上に驚かされるのは、ケイレヴが時に自分の命をも勘かん定じように入れ、一見すると無む謀ぼうとも思える作戦を何の躊ちゆう躇ちよもなく実行に移せるところだった。

　ケイレヴという男は、間違いなく勇ゆう猛もうな男ではあろうが、恐怖を抱かぬ蛮ばん勇ゆうの兵ではなく、また、彼の原動力はそういうところにはないように思える。いかんとも名めい状じようし難がたいのだが、ケイレヴという男は不思議な使命感に突き動かされて行動している。相棒であるレオニダスの目には、ケイレヴという男の姿がそう映っているのだ。

「いくらお前でも一人じゃ無理だ！　流石さすがに無茶が過ぎる！　一個は『ベルセルク』の魔ま法ほう陣じんなんだぞ！　お前が一人でやる仕事じゃない！　死にたくなければ本来の任務に戻れ！」

　敵陣深く孤立したケイレヴに殺到する敵兵を次々と撃うち抜ぬきながら、レオニダスは叫さけんだ。

　だが、その程度の警告で止まるケイレヴならレオニダスは苦労しない。

「こんなやべーこと、俺以外の誰が出来る！」

「どんな判断だ！　命をドブに捨てる気か！」

「だったら俺が死なねーようにしっかり援えん護ごしろ！　背中ぁ任せたからな！」

「お前はいつもそうだ！　一度目標を定めるとリスクを無視して突っ走りやがる！　命をかけることに何の躊躇もねえ！」

「んなこたぁ今に始まったことじゃねえだろ！」

「肝を冷やすのはいつも俺だと言ってるんだよ、馬鹿野郎！　骨は拾ってやらねーからな！」

　一度こうと決めると、ケイレヴはテコでも動かない。こうなるともう、レオニダスはケイレヴの生存確率が少しでも上がるよう、全力で彼の援護をするしかなくなる。

「それで結構！　こちとら元々死人だからな！」

　苦笑しながら、ケイレヴは言葉を返した。

『デッドマンズ』は元より死人。死して屍しかばねなし。骨も残らず。他の隊員たちとは違い、単純明快を愛するケイレヴは、いっそ清すが々すがしいまでの軍の徹底ぶりが嫌いではなかった。

「俺には墓も葬式も必要ねーよ！」

　そう言い放ったケイレヴの左の掌てのひらが発火し、掌しよう上じように炎が球状に収束し始める。

「爆ばく撃げき！」

　ケイレヴは左腕を振り上げ、膨ふくれ上あがった火球を勢い良く自らの足元に叩き付けた。

「クリムゾン・ヒートアーツ！　『エクスプロージョンボム』！」

　瞬しゆん間かん、ケイレヴ自身を爆心地として、信じられぬほどの大爆発が起こった。手しゆ榴りゆう弾だんの爆発などとは比べ物にならない、大爆発だ。

　ケイレヴが独自に編み出した爆ばく炎えん戦せん闘とう術じゆつ『クリムゾン・ヒートアーツ』。

　爆心地の周辺にいた敵兵たちが、姿を消した。逃げたのでもなく、爆風で吹き飛ばされたのでもない。あまりの威力に身体からだごと消し飛んだのだ。

　そしてケイレヴまでもがその場から姿を消した。

「………………自決？」

　かろうじて爆発を免まぬがれた敵兵が、爆心地のクレーターを見つめたまま呆ぼう然ぜんと口を開いた。ケイレヴのことを少しでも知っている人間ならば、絶対に口にしない言葉だった。

　ケイレヴという人物は、自分の命の損失すらも計算に入れて動く男だが、目的を果たす前に自決するような男ではない。仮に、必要に迫られて自決をするとしても、それは作戦半ばのことではない。目的を遂とげる、その瞬間だけだ。

　ならば、ケイレヴは何処へ消えたか。それは天である。

　爆発の次の瞬間には、ケイレヴは空中にいた。天高く跳び上がっていた。炎熱無効の体質と爆発の勢いを利用して、実に五十メートル近い高度を一気に跳ちよう躍やくしていた。

　サイボーグ兵ではないケイレヴでも、こうすれば戦場を俯ふ瞰かんで見ることが出来る。

　敵てき陣じんに突入した時と同じように、もう一度、ぐるりと戦場を見渡す。

　最前線ではすでに堆うずたかく敵兵の死体が積み上げられており、ベンゲルを始めとした戦闘狂の連中が嬉き々きとして無む双そう乱らん舞ぶしている。特にグリードなどは普段の物静かな様子とは一変、狂気を孕はらんだ笑顔を口元に貼り付けたまま、銃器に変形させた両腕でもって、針型の弾丸をばら撒まいていた。あれはグリードの独自兵装『ペインスパイク』と呼ばれるもので、身体の奥深く食い込む弾丸は、敵の体内で爆発する仕掛けになっている。グリードは執しつ拗ように敵兵の頭部を撃うち、首なし死体を量産するという、実に残ざん虐ぎやくかつ悪あく趣しゆ味み極まる戦い方をしていた。この分だと防ぼう御ぎよ壁へき消失は時間の問題だろう。敵の死傷者に対し、こちらは死者の報告は出ていない。

　戦場の中腹では、後方の召しよう喚かん士し連れん隊たいを死守するため、敵歩兵たちが扇おうぎ状じように陣形を組み、アーミラル軍の進攻に備えている。

　戦場の後方、最後列のあたりには、青色に光ひかり輝かがやく、直径にして二百メートルはあろうかという巨大な魔ま法ほう陣じんが三つ。いずれも中央にはサークルに囲まれた六ろく芒ぼう星せいが刻まれており、呪じゆ文もんの詠えい唱しようが終われば、あの六ろく芒ぼう星せいから召しよう喚かん獣じゆうが現出することになる。召喚獣現出が成れば、リヒター王国側が息を吹き返すことは明白だ。そうなれば、敵はここぞとばかり、一いつ気き呵か勢せいに攻めてくることだろう。アーミラル軍は現在の勢いを失い、後続の友軍は苦戦を強いられ、戦況は一気に泥沼と化す。失速したアーミラル軍は物量で押すしかなくなり、結果、勝っても負けても大量の将兵が死ぬことになる。戦争だから兵が死ぬのは当然だが、戦死者が少ないに越したことはない。その最たる道が、ケイレヴが行おうとしている召喚獣の早期排除なのだ。

　参さん謀ぼう本ほん部ぶが無理と言うだけあり、中腹の層は流石さすがに厚い。正攻法であれを抜くとなれば確かに骨だ。歩兵にかまけている間に召喚獣現出が成れば本末転倒、命がけの独行も無駄となる。

　と、ケイレヴがほんの数すう瞬しゆん、思考を巡らせていたその時だった。次々と三つの魔ま法ほう陣じん、その中央の六芒星が帯電しているかのように火花を放ち始めた。召喚獣が現出し始める前兆だ。

「もう時間がないな……」

「おい！」

　上昇する身体からだが失速、そろそろ落下し始める頃になって、レオニダスから通信が入った。

「お前はそんなところで何を悠長にやってるんだ！　狙ねらい撃うちされるぞ！」

「ヘッ、狙い撃ちはあんたら狙そ撃げき兵へいの専売特許だろうが！」

　軽口を叩たたきながら、ケイレヴは後方に身体を開き、遠方に睨にらむ魔法陣の反対方向に左腕を振り上げ、虚こ空くうに向けて掌てのひらをかざし始めた。

「余計なこと言ってんじゃねえ！　だから敵に……」

「心配しなくていい！　推進！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『フレイムジェット』！」

　叫さけんだ瞬間、ケイレヴの左掌から炎が噴ふき上がり、上空に炎の軌き跡せきを描き始めた。噴き上がる炎を推進力として、空中を滑かつ空くうしているのだ。炎は噴き上がるほどに勢いを増し、ケイレヴは流星の如ごとく上空を駆け抜けた。向かっている先は、勿もち論ろん魔法陣の方向である。まずはケイレヴから見て左側、すでに頭部が現れ始めている大だい蛇じや『ニーズホッグ』を潰つぶす。

　ケイレヴの滑空速度はすでに時速百キロメートル近くまで達している。

　後方に向けていた左腕を前方に突き上げ、開いていた掌を拳とする。

「オオオオォッ！　爆ばく炎えん拳けん！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『ハンマーストライク』ッ！」

　自身の肉体そのものを肉弾と化したケイレヴ、その弾頭たる炎を纏まとった左拳が、魔法陣から這はい出でようとする大蛇の脳天に突き刺さる。

　人間一人を軽々と丸まる吞のみにする大蛇の巨頭が歪ゆがみ、断だん末まつ魔まの叫びをあげる暇もなく爆散、あたりに焼け焦げた肉片が飛び散り、魔法陣は光を失い霧散するように消えてしまった。

　燃え盛る火炎を纏い、突如として天空より現れ、そして瞬またたく間に召喚獣の現出を阻そ止しした敵兵の威容に、召しよう喚かん士したちは声を失い、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　彼ら召喚士は、それのみに特化した特とく殊しゆな魔法使いで、攻撃魔法や防御魔法等、召喚以外の魔法は使えないのだと、ケイレヴはそう聞き及んでいる。
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　大だい蛇じやの召しよう喚かんは阻そ止しした。この連隊はもう脅きよう威いではない。この乱戦の最中、また一から魔ま法ほう陣じんを組み、長たらしい呪じゆ文もんを詠えい唱しようし直すようなことはしない筈はずだ。このまま捨て置いても後続の味方が処理してくれるだろう。

　それよりも次だ。時間から見て、次に現出するのは飛ひ龍りゆう『ワイバーン』だろう。中央の『ベルセルク』は現出までもう少し時間がかかる。

「よし、次！」

　意気込み、ケイレヴは次に目指すべき飛龍の魔法陣に向き直った。だが、そこに魔法陣はなかった。ケイレヴが見たのは、後方に退却する召しよう喚かん士したちの後姿だった。

「まさか！」

　ケイレヴが見上げると、雄々しく天を泳ぐ飛龍の姿がそこにあった。全長十五メートルはあろうかという蜥蜴とかげの身体からだに蝙こう蝠もりの羽根。宵よい闇やみのような漆しつ黒こくの鱗うろこに覆おおわれた巨体が、遥はるか頭上で二枚の翼つばさを羽ばたかせている。瞳ひとみなどは血のように紅あかい。

「あれは黒こく龍りゆう！　飛龍の上位種か！」

　ケイレヴの紅い目と飛龍の紅い目、両者の視線が交こう錯さくした、その時だった。

　上空の飛龍が、突如として垂直落下してきたと思った次の瞬しゆん間かん、ケイレヴの視界は漆黒に包まれ、彼を押おし潰つぶそうとする上下からの圧力に襲おそわれていた。

「クソッタレ！　こいつ、俺を喰くおうってのか！」

　飛ひ龍りゆうの口の中で、ケイレヴは舌打ち混じりに叫さけんだ。

　勿もち論ろん、飲み込まれたわけではない。悪あく臭しゆう漂う飛龍の口の中で、死臭のような呼こ気きを全身に受けながら、ケイレヴは咀そ嚼しやくが始まろうかというギリギリの境で、それでも飛龍の口が閉じてしまわぬよう、必死と己の身体でその上うわ顎あごと下顎の圧力を支えていた。

「ぬぐっ、が、あああああぁッ！」

　ケイレヴの口から、喉の奥から搾しぼり出したような苦く悶もんの声が止とめ処どもなく漏もれる。

　足の爪先から手の先まで、全ての筋肉をフル活用して身体からだを支える。炎の使い手のくせに、全身の筋肉が焼け切れてしまいそうだ。大量の唾だ液えきが背を伝わる感触が気持ち悪いのだが、そんなものを意に介している暇はない。

　強化されている筈の肉体が、あまりにも強大な力を受けて悲鳴をあげている。

　本当に、ほんの一いつ瞬しゆんだけ飛龍の口外に目をやると、遥はるか眼下に地上が見えた。どうやら飛龍は、ケイレヴを咥くわえたまま上空を飛ひ翔しようしているようだ。

「ケイレヴ！　おい！　まだ生きてたら返事しろ！　ケイレヴ！」

　流石さすがに慌てた様子で、レオニダスから通信が入る。

　正直、通信に応こたえるような余裕はないのだが、自分の生存を知らせるため、ケイレヴは無理をおしてレオニダスからの通信に応じた。

「ぬ、ぐおおおおおおおぁッ！　だ、大丈……」

　言葉の途中で、いきなり飛龍が炎を吐いた。恐らくはいつまでも口の中で抵抗を続けるケイレヴに業ごうを煮にやし、炎で焼き殺してしまおうという腹だったのだろう。確かに普通の人間ならば消し炭だ。強化を受けた兵士でも焼死は免まぬがれない。だが、この飛龍は誤算をしている。何故なら、ケイレヴは炎の魔ま人じんとのキメラ、炎熱に無類の耐性を持つ男だからだ。

　あまりの高熱により、身に着けているヘッドセットと野戦アーマーの表面部分が溶けてしまった。が、しかし、ケイレヴ本人には一切のダメージがない。

「支給品をぶっ壊こわしやがって、クソッタレめ！　その程度のとろ火が俺に効きくかってんだよ、トカゲ野郎！　本物の炎ってのはなあ！」

　ケイレヴの左手に炎が収しゆう束そくする。

「砕くだけ散ちりやがれ！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『エクスプロージョンボム』！」

　その叫さけびと同時に、高度にして百メートルはあろうかという上空、戦場に張り巡らされた魔ま法ほう壁へきの天てん蓋がい付ふ近きんで大だい爆ばく発はつが起こった。大だい蛇じやの時の比ではない、それに倍する規模、戦場の全てを紅あかく染め上げるほどの、特大の爆発だ。

　ケイレヴが飛龍の口内で大爆発を起こしたのだ。

　飛龍は黒煙を吐きながら、同時にケイレヴをも吐き出した。

　地上を背に、重力に引かれて落下するまま、ケイレヴは右手を突き上げ、中指を立てた。

「こういうのを言うんだ！　どうだ、クソトカゲ！」

　口からもうもうと黒煙を吐き、錐きり揉もみ回転しながら落下する飛ひ龍りゆう。いくら最強の飛龍たる黒こく龍りゆうであろうと、あの大だい爆ばく発はつを喰くらって無事でいられるものではない。

　ケイレヴがそのように思っていると、信じられぬことが起きた。

　死んだと思われていた飛龍の目が、カッと見開かれたのだ。

「野郎、生きてやがったか！」

　あれだけの爆発を、しかも口の中からの攻こう撃げきを喰くらってまだ生きているとは、さしものケイレヴも予想外のことであった。流石さすがに最強の龍、黒龍と言ったところだろうか、自身が炎を吐くだけに、どうやら飛龍にも炎への耐性があったようだ。

　翼つばさを開き、再び風に乗った飛龍が大口を開け、ケイレヴの落下速度を上回る猛もうスピードで、グングンと突進して来る。

「くっそ、やべえ！」

『フレイムジェット』の滑かつ空くう速そく度どでは間に合わず、炎による攻撃では効き目が薄うすい。万事休すと思われたその時、突如として飛龍の頭部が爆はぜ、上うわ顎あご部ぶ分ぶんが跡形もなく吹き飛んだ。

　力を失った飛龍の巨体が、再び重力に引かれて落下してゆく。

　一体、何が起こったのか。呆ぼう然ぜんとしているケイレヴの耳元に、半はん壊かいしたヘッドセットを介したノイズ混じりのレオニダスの怒ど号ごうが飛ぶ。

「油断してんじゃねえ！」

「……レオ？」

「ったく、俺がいなきゃ死んでるところだぞ、お前！」

　それでようやく合が点てんがいった。相手が最強の黒龍と見て得え物ものをロケットランチャーに持ち替えたレオニダスが、ケイレヴの起こした爆発で弱った飛龍を仕留めたのだ。

　持つべきものは相棒である。ケイレヴは口元に不敵な笑みを浮かべた。

「ヘッ！　だから言ったじゃねえか！　背中ぁ任せたってよ！」

「減へらず口ぐち叩たたくんじゃねえ！」

　空中で体勢を直し、頭から地上に向かうケイレヴ。

「オオオオオオオオオオオオオオオォ──────────ッ！」

　地上では、漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ四本腕の巨きよ人じん騎き士しが地上に降り立ち、今まさに産うぶ声ごえの如ごとき雄叫びをあげていた。

　世界の全てを震ふるえ上あがらせるように、空気が激しく振動する。

　ケイレヴは、まさにその巨人『ベルセルク』の頭上に垂直落下している最中であった。

「上等だ！　とことんまでやってやらあああああああああぁ──────ッ！」

　ミシリ、と左手の根元が音を立て、まるで血管が浮き出るように魔ま人じんの皮ひ膚ふが隆起する。

　落下するケイレヴの身体からだ、左腕と言わず全身が激しい炎に包まれ、業ごう火かの塊かたまりと化した。

「おい！　何をやっているんだ馬鹿野郎！　フルパワーを使ったらどうなるか分かっているだろう！　その力を使うのはヤバイ！　やめるんだ、ケイレヴ！」

　そう言ったレオニダスの声は、しかしケイレヴには届かなかった。あの飛龍の炎にさえ耐えたヘッドセットが、ケイレヴ自身の発する炎により完璧に溶けてしまったからだ。

　レオニダスは流星の如ごとき業火の塊を、ただただ見つめているしかなかった。
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　敵てき陣じんの後方で、一帯の空を紅ぐ蓮れんに染め上げるほどの大だい爆ばく発はつが起こった。

　ケイレヴがやったのだと、そう思った次の瞬しゆん間かん、レオニダスは『ベルセルク』の巨体が四散するという信じられぬ光景を目にした。

　あの怪物を独力で破ることの出来る男がいるのかと、信じられぬ思いがした。

　レオニダスを含む数人の狙そ撃げき兵へいが、狙撃銃のスコープから目を離はなし、黒煙を上げる爆心地の方向に、呆ぼう然ぜんと目をやっていた。

　彼らが埋まい伏ふくしている塹ざん壕ごうのすぐ近くに、彼方かなたより飛来した斧おの、先ほどまで『ベルセルク』が握にぎっていたものと思われる巨大なバトルアックスが轟ごう音おんを立てて突き刺さったことなど、気にもならなかった。













　　第二章『キメラの産声』







　早朝、人もまばらなこともあって、基地の食堂には静せい寂じやくが漂っている。

　声を発しているのは、備え付けのテレビだけである。テレビの中では、スーツ姿のニュースキャスターが、先ほどからひっきりなしに、終戦から五年の言葉を口にしている。

　ケイレヴ・レッドは半分方寝ぼけた頭のまま、皿を置いたトレイを手に、ボーッと配はい膳ぜんの列に並んでいる。ふとした瞬しゆん間かん、強烈な眠気に襲おそわれて頭がカクリと舟を漕こいだ。そうしてハッと目覚めると、トレイの上の皿は味も素そっ気けもなさそうな大盛りのマッシュポテトや、さして具も入っていないスープなどで埋まっていた。

「お前、立ったまま寝て、寝たまま歩いてたぞ。大丈夫か、おい？」

　配膳係の男に言われたもので、ケイレヴは思わず赤面してしまった。ここで、昨日は吞のみ過ぎたとか言い訳をしていても後ろが詰まるので、適当にお茶を濁にごしてから列を離はなれた。

『デッドマンズ』専用に用意された食堂なので、先客はいずれも見知った顔ばかりだった。

　その見知った顔の中で、特に馴染みのある顔を見つけたケイレヴは、その男の隣となりに座った。

「よう、レオ。早いな」

　そう声をかけると、隣の席でコーヒーを飲みながら新聞を読んでいた同どう僚りよう、レオニダス・シルバーウッドが緩かん慢まんな動作で顔を上げた。

「お前が遅いんだよ……って、息が酒クセェぞ、おい」

「昨日はちょいと変わった酒吞んだせいか、どうも調子が悪くてね……」

　ケイレヴが言うと、レオニダスはふむ、と唸うなってから口を開いた。

「この独特の臭におい……俺がくれてやったアブサンか？」

　問われて、ケイレヴはそうだと頷うなずいた。

「スプーンだの角砂糖だのと面倒クセェ吞み方だったし、味も独特だったし、俺にはどうも合わねえな、あれは。吞み方が特とく殊しゆ過ぎて、何だかイケナイ薬をやってる気分になる」

　アブサンはグラスに注いでそのまま吞むといった気軽な酒ではない。色々と用意するものや手間があるため、普段はビールを愛飲するケイレヴとはどうにも相性が悪かった。

「アブサンなんかより、よっぽどイケナイ薬やってる奴やつが何言ってやがる」

「依い存ぞん性のあるドラッグみたいに言ってんじゃねーよ。劇薬ってだけだ」

　ケイレヴの反論を聞き流し、仕方ないな、という感じでレオニダスは短く息を吐いた。

「ま、玄人くろうとでも好みが分かれる酒だからな。お前みたいな若造にはまだ早かったか」

「あーあー、今年で三十のオッサンになった兄貴には敵かないませんよ、俺みたいな若造は」

　ケイレヴのその言葉に、レオニダスの眉がピクリと動いた。

「次にオッサンて言ったらゲンコツだからな」

　ギョッとして、ケイレヴは銀色に輝かがやくレオニダスの右腕を見た。

「そのリアル鉄拳でか？　俺、頭割れて死ぬじゃねーか」

「それでくたばるほどヤワじゃないだろ。それよりお前、今日が何の日か知ってるか？」

　一般人と違い、軍人の仕事には土曜も日曜も関係がない。軍隊生活の長いケイレヴは、そうした日々の中で曜日や日付に対する頓とん着ちやくをすっかりと失っていた。

「今日？　今日ってそもそも何日だったっけ？」

　ケイレヴの言葉に、レオニダスは呆あきれたような表情を浮かべてから、机の上に広げていた新聞を手に取り、一面の大見出しをパンパンと叩たたいた。

「お前、日付も分からなくなるほど吞のんだのか？　あれにはトリップ効果があるから吞み過ぎに気を付けろと言っただろ。今日は六月五日だよ、六月五日。終戦から今日でちょうど五年だ。アーミラル国民なら小学生でも知ってることだ」

　レオニダスが手にしている新聞には『終戦から五年』の文字が大きく書かれている。それを見て、ケイレヴはようやく合が点てんがいったというふうに頷うなずいた。

「ああ、リヒター王国との『皇こう帝ていの遺い産さん』を巡る戦争が終わった日だったか。ふぅん、そっかそっか、あれからもう五年にもなるか。あれ以来デカい戦争はないけど、でも、俺たち軍人の仕事は特に変わってない、規模の差こそあれ、いつでも戦いばっかりだ」

「ま、人間が戦いばかりするのは、千五百年前からの慣習だからな」

　言って、レオニダスは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った、ケイレヴも同じように笑ってから口を開く。

「そうだな、人間が海を越えてこの『ウォールトル』大陸に足を踏ふみ入いれた時からずっと戦いだ。最初は先住民族のエルフ族、オーク族、ドワーフと戦って、大陸の覇は権けんを握にぎった後は人間同士で国土や『Ｄマテリア』の奪うばい合あい、戦争戦争の毎日だ」

「戦争が続いたことで文明が急速に進歩して、それによってドワーフの遺産『Ｄマテリア』の研究が進み、人類の文明は更さらに進歩した。人間の文明が常に戦争ありきで進歩してきたのは、ちょっとした皮肉だな。戦争に負けて大陸の隅っこに追いやられたエルフやオークからすれば俺たち人間は血を流さなければ進歩出来ない蛮ばん族ぞくみたいに見えているんだろうな」

「蛮族ねえ……。ドワーフなんかは種族ごと滅ぼしちまったワケだし、そう言われても否定は出来んわなあ。人間より遥はるかに文明の進んだドワーフが滅びたのは今もって謎なぞだが」

「ドワーフは科学と魔ま法ほうを高度に融ゆう合ごうさせた独自の文明を築いていたが、伝でん承しようによれば彼らは人間に抵抗することなく滅びたらしいな」

　歴史的に証明された事実ではなく、あくまで昔話、口く伝でん程度のことではあるが、ドワーフが自ら無抵抗の滅びを選んだとする説は大陸全土で広く語られているものだ。

「ドワーフ絶滅の真相は知らんが、誰だれ彼かれ構かまわず喧けん嘩かしてたっぷりと血を流したおかげで、俺たち人間もドワーフの足元が見えるくらいまでには進歩した筈はずだ。まあ、進歩の結果がそういいことばっかりってワケでもねーけど」

「ああ。文明、文化の違いによって、大陸中央の大きな括くびれを境に人間社会は南北に分かれてしまったからな。北部はドワーフの遺い産さんから科学技術を吸収し、それによって便利な暮らしを手に入れたが、それのみに傾けい倒とうするあまり未熟ではあってもそれまで有していた魔ま術じゆつの技法が完全に失われたし、南部は魔ま法ほう技ぎ術じゆつを吸収して原始的な魔術を高度な魔法にまで昇華させたが、物質文明の進歩が止まり、今でも中世程度の旧態然とした暮らしをしているらしい」

「それに南北であんまり文明、文化の違いが出ちまったもんで、それが溝になって南北間の交流がなくなっちまったからなあ。北部の技術を南部に普及させようなんて物好きもいないし、連中も北部の科学を毛嫌いしてる。生活スタイルに違いが出るのは仕方ねえやな」

　大陸が完全に南北に分かれてより数百年、今では北部は南部を文明遅れの蛮ばん族ぞくと罵ののしり、南部は北部を科学に依い存ぞんする心無い冷血漢と揶や揄ゆするような有り様だ。

　レオニダスは「だが」と前置きしてから口を開いた。

「北部国家だろうが南部国家だろうが、共通の常識として変わらないこともある」

　ケイレヴもふむ、と唸うなってから言葉を返す。

「どんだけドワーフの遺産を持ってるかってことだろ？」

「そうだ。文明の進歩は技術の進歩。ひいてはどれだけ『Ｄマテリア』を有しているか、その研究が進んでいるか。それが明確にものを言う時代になった」

「今やウォールトルは千五百年前以上の戦国乱世だからな。どこもドワーフが残した遺跡の発掘や『Ｄマテリア』獲かく得とくに必死だ。特に、いつ大国に喰くわれるかビクビクしている小国や中規模国家は死に物狂いだ。大国も寝首をかかれないよう常に猫のように警けい戒かいを密みつにしているし、弱小国家の侵しん略りやくや統とう廃はい合ごうに余念がない」

「ウォールトル大陸は、基本的に農のう耕こうに適した肥ひ沃よくな土地が大半だからな。国土の広さがそのまま国家としての地じ力りきに直結している。国土に未発見のドワーフ遺跡でも埋まっていようものなら万ばん々ばん歳ざいだ。だから小国は中規模国家を目指すし、中規模国家は大国に成長することを至上の目的と定める。大国も貪どん欲よくに土地を求める。大国の圧政に耐えられない者たちは離り反はんして小国を創つくる。そうして生まれた小国は……と。これはもう言ったな」

「戦争がなくならないワケだ」

　苦笑しながら言ったケイレヴに、レオニダスも頷うなずきを返す。

「そういうことだ。俺たちのアーミラルは残念ながら中規模国家。大国に成長するまでは泥に塗まみれて血を流すしかない」

「けどよう、大国になったって結局は血ぃ流すんだろうよ？」

「流血なくして進歩なし。ウォールトルの常識だ」

　流血が常識とは穏おだやかではないが、無血や戦せん争そう放ほう棄きを叫さけぶ者こそが少数派であり理想論であるとされる、それがウォールトルの現状なのだ。

「かくして俺たち人間は今日も血ぃ流して戦うワケだ。懲こりねえよなあ、ホント。蛮ばん族ぞくって言われてもしゃーねーやな、こりゃあ」

　言ってから、ケイレヴは話に夢中になり過ぎて、まだ一度も皿の上の料理に手を付けていないことに気が付いた。おもむろにスプーンを手に取り、一口だけスープを啜すする。話の間に冷めてしまったスープは、薄うす味あじも手伝ってほとんど味がしなかった。

　レオニダスも一口だけコーヒーを啜ったが、そちらも同様に冷めていたようで、もうそれ以上手を付けようとはしなかった。

　再び机き上じように新聞を広げてから、レオニダスは顔も向けずにこう言ってきた。

「そんなに蛮族と言われることが気になるなら、いっそのこと部隊の名前を『デッドマンズ』から『バーバリアンズ』にでも改名するか？」

「何だそりゃ？　『デッドマンズ』より弱そうな……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で『デッドマンズ』宿舎全体に男の声で放送が流れた。

「『デッドマンズ』全隊員に通達。本日〇九三○時に大会議室Ｃに集合。集合の際には必ず制服を着用すること。繰り返す。『デッドマンズ』全隊員に通達……」

　今日は特に任務などなかった筈はずだが、一体どういうことだろうか。二人して同じことを考えたのだろう、ケイレヴとレオニダスはどちらからともなく顔を見合わせた。

　そうして、ケイレヴはあることを思い付いて口を開いた。

「『バーバリアンズ』全員集合だってよ、おい」

　ケイレヴが言うと、レオニダスは、

「『デッドマンズ』より弱そうな名前だな、それ」

　と返した。
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　ケイレヴはどうにも居心地が悪くて、しきりに首を回していた。ケイレヴだけではない、見れば隊員のほとんどが居心地悪そうに顔をしかめていた。

　今朝早く召集を受けた『デッドマンズ』隊員総勢百二十三名は、長ちよう蛇だを成して基地内の大会議室に移動している最中だった。きっと、上層部から新しい作戦が下ったのだろう、会議室で行われるのはブリーフィングで間違いない。普段と同じだ。

　だが、普段と違うことが一つだけある。いつもはＴシャツに野戦服の下といったラフな格好を許されているのに、今日は何な故ぜだか制服着用を厳命された。制服の意図は分からないが、どうせ軍のお偉えら方がたが来るとか、そういうことだろう。ロクでもないことに決まっている。

　基地の長い廊下を歩きながら、この制服がいけないのだとケイレヴは思った。普段着慣れない、大おお仰ぎように勲くん章しようなど付いた堅かた苦くるしい制服を着ているものだから、どうにも息苦しいのだ。

　あんまり首のあたりが苦しいので、ケイレヴが襟えり元もとに手をかけようとしたところ、

「こら、仕事終わりでバーに来たビジネスマンじゃねえんだ。我慢しろ」

　と、隣となりを歩くレオニダスに窘たしなめられた。

　一応、年長者ということで窘めたのだろうが、言っている彼自身も不快そうにしている。

　しかも、見れば見るほど制服が似合っていない。右袖から覗のぞく手が銀色に光っていることもそうだが、右目のアイパッチ型義眼が実にミスマッチだ。軍人というより海かい賊ぞくに見える。今年で三十にもなる男が海賊をやらねばならないのだから軍人は辛つらい。

「あんた制服似合ってねーな」

　ケイレヴがストレートに言うと、レオニダスはけっ、と舌打ちした。

「いきなり何だ。お前の方が似合ってないだろ。それも恐ろしく」

「俺の部屋にだって鏡くらいある。分かってら」

　着替えの際、鏡の前で見た自分の制服姿が実に滑こつ稽けいだったことをケイレヴは思い出した。ケイレヴは普段、魔ま人じんの左手を専用のグローブで隠しており、鏡に映った顔はレオニダス同様に海かい賊ぞく面づらだった。しかも貫かん禄ろく不ぶ足そく感かんが否いなめない分、本当に海賊だとしたらレオニダスよりも下したっ端ぱであろうことは想像に難かたくない。

「ネクタイが苦しいのくらい我慢しろ。もう大人だろうが」

「あんたは俺の母ちゃんか何かか？」

「俺だって我慢してるんだ、お前も我慢しろ。ガキじゃないんだしよ」

「こんなの着るくらいならガキのままがいいね。服のことなんて気にしないで済む。ネクタイだのカフスだの、ゴチャゴチャしてんのは好きじゃねえんだ。シンプルなのが一番いい。世の中みんなＴシャツとジーンズだけになればいい」

　恐ろしいまでに単純化された極論であった。ケイレヴの理想とする世界では、どうやらオシャレのオの字もないらしい。あるのはＴシャツとジーンズだけだ。これが現実になれば、年頃の女子は泣いて暮らすしかなくなるだろう。とんだ世紀末世界である。

「Ｔシャツとジーンズだけじゃ冬に死ぬだろうが」

　ケイレヴの夢想するディストピアは、レオニダスのこの一言によって崩くずれ去さった。世界はアンチオシャレの恐怖からこうして救われたのだ。

　オシャレ勇者レオニダスは言葉を続けた。

「ワガママばかり言ってると、基地勤務の制服組が怒るぞ。それに、普段アーマー着てる時の方がもっとゴチャゴチャしてるだろ。しかもアーマーの方が重くて硬かたいし。それを考えれば制服の方がまだ楽だ。少なくともクソ重たい銃を持たなくて済む」

　レオニダスはそう言うが、ケイレヴの事情はもう少し違う。

「アーマーはもう着慣れたからいいんだよ。俺はあんたと違って武装も少なくて済むしな」

　炎の力を持つケイレヴはそもそも銃火器を装備する必要がないため、前線に出る兵士としては信じられぬほどの軽装が可能となっている。装備の重い狙そ撃げき兵へいの苦労など知る由よしもない。

「けっ。だったら制服にも慣れるんだな。慣れるまでは我慢。これしかない」

「慣れる慣れないの前に、俺は制服が嫌いだ」

　と、二人が雑談に夢中になっている間に列の行進が止まった。見れば、先頭を歩く第一分隊の隊員たちが大会議室の扉とびらを押し開いているところだった。

「おら、着いたぞ。もう口閉じろ」

「アイサー」

　ケイレヴがわざとらしく敬礼しながら言うと、レオニダスはやれやれ、といった感じで鼻から太い息を吐いた。

「普段からそうやってしてろ、このバッドボーイ」

「うっせ」

　吐き捨てるように言ってから、ケイレヴは苦笑を浮かべた。
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『デッドマンズ』は固定の基地を持たずに各地を転戦する部隊である。今は五年前の戦争、その終戦を機にリヒター王国との境界付近に新造されたセントラル基地に詰めている。

　大会議室は大学の講堂のような、扇おうぎ形がたと段を組み合わせた造りになっている。隊員たちが中に入ると、部隊の司令官タイラー・メルケル中ちゆう将じようと副官のジェイソン・ニリス大佐が、扇形の突とつ端たんに当たる部分、会議室の壇だん上じようで待っていた。

　今年で何歳になるのかは知らないが、中将は一見しただけでわかるほど高齢の老人である。つるりと禿はげ上あがった禿とく頭とうにチョコンと軍帽を載せたいつもの格好で、やはりいつものように車くるま椅い子すに乗っている。車椅子の後ろには、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、これぞ軍人といった雰ふん囲い気きの漂う大佐が、介かい護ご士しよろしく中将の身の回りの世話をするために控えている。これもいつもどおりだ。

　明確な決まりがあるわけではないが、隊員たちはいつも分隊単位で集まって座る。隊員全員がいつもどおりに座り終えたところで、大佐からマイクを受け取った中将が口を開いた。

「あー、あぁー、えー、まずはご挨あい拶さつ。死人の皆さん、おはようございます」

　千人以上を収容することの出来る大会議室は、しかし八割方が空白となっている。ガランとした会議室の中に、中将のくたびれた声が一杯に響ひびいた。

「朝早くからテメェの干ひ乾からびた顔なんか見たくねえんだよ、ジジイ！」

「こちとら任務明けで疲れてんだ！　昼まで寝かせろバカヤローッ！」

「ファッキューッ！」

　打てば響くといった具合に、安眠を邪じや魔まされた隊員たちが続々と中将に罵ば声せいを浴びせる。微ほほ笑えましさは微み塵じんもないが、いつもと変わらぬ部隊の光景であった。

「ああぁー、相変わらず、はち切れんばかりに元気ですねえ、君たちは。思春期の少年も真っ青ですねえ。いやはや、結構なことです」

「んで、今日は何で集められたんだ、俺たち？　しかも制服着用なんてよ。大体の想像は付くけど、今日は何か特別な事情でもあんのか？」

　そう中ちゆう将じように質問をしたのは、座したまま手を上げたケイレヴだった。

　何事か含むところでもあるのか、中将はふむ、と唸うなってから、おもむろに口を開いた。

「あー、えー、そのことについてなんですがねえ、本題に入る前に、まずはちょっとお話をさせてもらいますよ、死人の諸君」

「話？」

「昔話です。と言っても五年前の、ごく最近の昔話なんですがねえ」

　五年前というその言葉に、隊員たちの多くが何かしらの反応を見せた。

「五年前って言やあ、リヒター王国との戦争が終わった頃じゃねーか」

　ケイレヴの言葉に、先ほど反応を見せた隊員たちが頷うなずく。頷いた隊員は、いずれもあの戦争を生き延びた古ふる強つわ者ものばかりだった。

　彼らと同じように、中将もゆっくりと頷いた。

「レッド君、いいこと言いましたねえ、そう、話というのはその五年前のことなのです」

「何だ、戦争の話がしてーのか？　戦争だったら今でも大なり小なりやってるじゃねーか」

「まあまあ、まずは話を聞いてください。あー、えー、皆さんの記憶にもまだ新しいことと思いますが、つい五年前まで、我々北部大陸最南端国家アーミラルは、隣りん国ごくであり南部大陸最北端国家リヒター王国と戦争をしていましたねえ」

　ウォールトル大陸は中央部分の括くびれを境に南北に分かれている。アーミラルとリヒター王国はどちらもその境目に位置する国家で、異文明ながらも隣国同士という関係なのだ。

「国境線にバリケードを張ってまで国交を断たっていた異文明国家と戦争したんだ。しかも、南北の間は不ふ可か侵しんって暗あん黙もくの了解を破って、向こうからいきなり『皇こう帝ていの遺い産さん』をよこせって攻めて来たんだぜ？　あの戦いを五年やそこらで忘れるわけがねえ」

「そうですね。南北の境に位置する国家は四カ国。北部は東に我々アーミラルと西にタイダロス連れん邦ぽう、南部は東にリヒター王国と西にグリマルタ帝国。この内、タイダロス連邦とグリマルタ帝国は大陸でも屈くつ指しの大国、リヒター王国は我々アーミラルと同じく中規模国家です」

　アーミラルの西に位置する隣国タイダロス連邦は、共産主義を掲げる大国であり、アーミラルが建けん国こく以い前ぜんより争ってきた目もつ下かの大たい敵てきである。そして、グリマルタ帝国は、北部では時代の波に淘とう汰たされた帝政国家であり、リヒター王国にとっての怨おん敵てきであった。

「んなこたぁ言われねーでも分かってるっての。軍人じゃなくても誰だれだって知ってることだ」

　中将の言っていることは、南北の歴史や情勢に詳しくない者でも、まめに新聞さえ読んでいれば知っていることばかりだ。だからケイレヴはそう言ったのだが、中ちゆう将じようはこれを無視して、あくまでマイペースに言葉を続けた。

「我々アーミラルは、タイダロス連れん邦ぽうの圧政に対し蜂ほう起きした人々が、長きに亘わたる戦いの末に勝ち取った国家です。しかしリヒター王国はその逆、元々は南部随ずい一いちの超大国であったものを、後発のグリマルタ帝国に国土を削けずり取とられ、今では立場が逆転、グリマルタ帝国こそが南部最大最強の超大国となり、リヒター王国は中規模国家にまで落ちぶれました。国家としての独立後も、我々はタイダロス連邦との抗争を繰り返していますが、いつもギリギリのところで踏ふみとどまってきましたね。そういう意味でも、リヒター王国はアーミラルの逆と言えます」

「でも、だからって同情なんか出来ねーぜ？　台所事情が苦しかったり、大国の圧力で常に冷や汗搔かいてるなんてのはアーミラルも同じことだし、連中は何より南なん北ぼく不ふ可か侵しんの禁を破った。宣せん戦せん布ふ告こくすらせず、闇やみ討うち同然にアーミラルの国土を侵おかしたんだからな」

　ケイレヴだけではない、アーミラル国民の中に、リヒター王国に同情する者はいない。

　それはそうだろう、宣戦布告なしのリヒター王国による狂気の侵攻は、アーミラルに大だい打だ撃げきを与えた。国境に一番近い街は瞬またたく間に占領され、彼らは軍人だけでなく多数の民間人をも手にかけた。撤てつ退たいする時には街に火を放った。どれだけ逼ひつ迫ぱくした状況に置かれていたとしても、恨みこそすれ、非道を働いた彼らに同情などする者などいる筈はずがない。

　ここで、それまで中将と言葉を交わしていたケイレヴと交代するように、一人の隊員が口を開いた。第十二分隊の隊長、グリードである。

「確か、アーミラルに攻め入る一年前にも、リヒター王国はグリマルタ帝国と激しくやり合ったという話でしたね。その戦いで国土の実に三パーセントと、加えて発掘作業中だったドワーフの遺跡をも奪うばわれたとか。そのことに激怒した王族が、損失分を補ほ塡てんするという程度の浅はかな考えでアーミラルを攻めた。レッド君の言うとおり、同情の余地はありませんな」

　そう言ったグリードの声は、実に冷ややかなものだった。言葉の根底にはリヒター王国に対する侮ぶ蔑べつの色すら含まれているようだった。

「あー、グリード君、確かにそのとおり。戦争に負けたことにより、リヒター王国の王族は残らず処分されましたが、当時の国王は誰だれ疑うたがうことのない愚ぐ物ぶつでありました。北部国家が科学技術にのみ依い存ぞんする劣等人種の集まりという偏へん見けんは、南部全土において共通するものですが、国王はその偏見のみを下地に国土拡大と『皇こう帝ていの遺い産さん』奪だつ取しゆを狙い、攻めるに楽な隣りん国ごく、我々のアーミラルに攻めて来ました。結果は皆さんご存知のとおり」

「敗戦により、リヒター王国は地図上から消滅、残った国土は戦争に勝利した我々アーミラルの領土となり、土地の名を南なん部ぶ自じ治ち領りようと変じました」

　グリードの言葉に、中将はゆっくりと頷うなずく。

「旧リヒター王国併へい合ごうに伴い、我々旧来のアーミラル陸軍はアーミラル陸軍北部方面隊と名を改め、旧リヒター王国軍は陸軍に組み込まれアーミラル陸軍南部方面隊と名を変えました」

　グリードと交代するように、再びケイレヴが口を開く。

「でも、南なん部ぶ自じ治ち領りようの連中は賠ばい償しよう金きんって形で自分たちの自治権を買い取って、南部の土地から出て来やしねえ。自治権を盾たてに、昔っからの南部的なやり方を頑がんとして変えようとしねえし、本国からの干渉も露ろ骨こつに嫌う。政治だけじゃねえ、軍事にしたって同じことだ。どっちもアーミラル陸軍の筈はずなのに、五年経たっても交流らしい交流もねえ」

　自分たちから一方的に仕掛けた戦争に敗れ、同情の余地すらない敗戦国となったリヒター王国はアーミラルに吸収された。それにより、アーミラルはウォールトルで唯一の、南北を跨またぐ国家となった。加えて、南北の文明、文化を同時に有する唯一の混成国家にもなったのだ。これは、長きに亘わたる人の歴史の中でも初めてのことだ。

　だが、偉い業ぎようには常に困難が付つき纏まとうものであり、今現在、アーミラルはその困難の道を歩んでいる真っ最中であった。

「レッド君の言うとおりですねえ。南北の垣かき根ねを越え、我々はアーミラルという一つの共同体となった筈なのに、実情は本国と南部自治領で別々の道を歩いている。国土の広さや有している軍事力は大国に比ひ肩けんしていても、これでは大国とは呼べません」

「あえて言うんなら、同じ国土の中に中規模国家が二つあるような状態だな」

　ケイレヴが言うと、中ちゆう将じようは目を丸くして手を叩たたいた。

「おお、上う手まいこと言いますねえ、レッド君」

「別に褒ほめてもらわなくたっていいっつーの。それよりよう、まだこの話するのか？　俺はそろそろ肝心の本題に入ってもらいてーんだけど？」

　本題の前置きにしては、随ずい分ぶんと長く話をした。それも、苦々しい記憶の付き纏う五年前の戦争の話をだ。ケイレヴが代表して言い出す形になったが、そろそろ本題に入りたいというのは隊員全員の思うところであった。

　中将もこれ以上五年前の話をするつもりはないらしく、ケイレヴの提案を了りよう承しようした。

「あー、あぁー、そうですねえ、もう本題に入ってもいいですかねえ。では、早速。えー、喜んでください。君たちはねえ、本日を以もつて生き返れることになりました」

「…………は？」

　言われて、隊員たちは無言で頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべた。いきなり生き返れるだなどと言われても、何のことだかさっぱり分からない。

　老眼で目が悪い中将でも、隊員たちのいぶかしげな表情は流石さすがに見て取れたらしく、バツ悪そうに言葉を付け加えた。

「あー、えーとですねえ、つまりねえ、兵器扱いと死亡者扱いを解除してですねえ、君たちを記録上、正規の陸軍兵士に戻すということです。新たに階級も与えます。良かったですねえ。死んでもいない君たちのお墓に故郷で花を添えている御ご母ぼ堂どう御ご兄弟きようだいも喜ぶことでしょう。リアルに死んでいる天国の御お父ちち上うえも喜ばれますねえ」

　それまで重々しい雰囲気が漂っていた会議室内が、途端にざわめき出した。

　中ちゆう将じようの言葉が本当なら、軍上層部がこれまで秘ひ匿とくしてきた『デッドマンズ』の存在が、記録上のこととはいえ公おおやけになるのだ。これまでの隠いん蔽ぺい工こう作さく、その労力を自らの手で無駄にするというのだから、隊員たちが驚おどろくのも無理はない。

「ちょ、ちょっと待ってください、中将！」

　動揺を隠せぬ様子で、グリードが立ち上がった。

「はえ？　何でしょう？」

「はえ？　ではありません！　説明を願います！」

　グリードが皆を代表する形で中将に説明を求めた。中将がいくら口で皆を正規兵に戻すだなどと言っても、そう易やす々やすと信じられるものではない。現に隊員のうち二、三割の人間は、このじいさん遂ついにボケたか、と思っていた。

　だが、高こう齢れいではあっても、中将の頭脳はいささかも衰おとろえていない。それが証拠に、つい先日も中将の指揮の下、某国における極秘作戦を成功させたばかりだ。

「あー、ああぁー、だから今、通常の陸軍兵士に復帰させると……」

「それは分かっています！　無礼を承知で申し上げますが、言葉が足りません！」

「あー、ちょっと、君たちをとある長期的な実験に使おうと思いまして、どうにか上を言いくるめ……口く説どいてゴーを貰もらったのです。戦死扱い解除の理由は、詳細な記録を残さねばならない実験なので、君らの存在が秘匿されたままだと色々不都合が生じるからなんですねえ」

　言ってから、中将は大佐に水を貰い、喉を鳴らしてそれを飲んだ。中将の口の端から漏もれる水を、大佐は私物のハンカチでそっと拭ふき取とった。

「一体どんな実験だってんだ？　新兵器のテスターか？　それとも新戦術の実行部隊か？」

　ケイレヴが訊きき、間かん髪はついれずグリードが言葉を発する。

「我々は元々が研究部の実験部隊のようなものです。いくら記録を残すと言っても、今までの仕事とそう変わるものだとは思えませんが？」

　グリードが訊くと、中将は意外にも首を横に振った。

「あー、それが違うんですねえ。今回の実験が成功すれば、次はその成果を国家レベルで試すことになるんですねえ。今回の実験で得た結果は言わば教科書に載のせるためのものなのです。秘匿されたままの状態で君らのことを載せるわけにはいかんのですねえ」

「教科書とは何です？　意味が分かりません。もっとちゃんと説明していただきたい！」

　グリードは抗議するように言ったが、話はそれで終わりとでも言うように、中将はグリードへの受け答えを切り上げ、自分の話に戻った。

「えー、というわけでですねえ、本日を以もつて『デッドマンズ』は解散。お疲れ様でした」

　中将はさらっと、とんでもないことを言ってのけた。

「え──────ッ！」

　これには流石さすがに、隊員全員が立ち上がった。総勢百二十三名が寸分の狂いもなく声を合わせた大合唱であったが、いささかも臆おくすることなく中ちゆう将じようは言葉を続ける。

「でも、軍には残ってもらいますよ。指揮官も私が続投します。君たちの身体からだは機密の塊かたまりですからねえ、外部に技術が流出すると困るのです。君たちもメンテナンスのことを考えれば軍を抜けるわけにはいかんでしょう、普通の身体ではありませんからねえ。というわけで、これからも持ちつ持たれつでよろしくお願いしますねえ」

「それじゃあ部隊を解散する意味ねーじゃん！　今までと何も変わらねーじゃねーか！」

　啞あ然ぜんとして声も出せない隊員たちに代わり、ケイレヴが当然の疑問を投げかけたのだが、中将はやはりそれも無視して言葉を続けた。

「あー、それで、君たちの階級なんですがねえ、本当は在ざい籍せき期き間かんや実績のことを考こう慮りよに入れようかとも思ったんですがねえ、考える時間が惜しいので全員を少佐に任命します」

「はあぁ？」

　あまりのことに衝しよう撃げきを受け、呆ぼう然ぜんとする隊員たちを前に、中将は尚なおも言葉を続ける。

「今よりも待たい遇ぐうは良くなりますよ。給料もグンと増えますし、これまではないがしろにされていた福ふく利り厚こう生せいも復活します。つまりは人並みの生活に戻れるんです。良かったですねえ」

「お待ちください中将！　少佐というのは一体何のことです？　私たちのような日ひ陰かげ者ものが何な故ぜそんなに偉えらくなるのです！　少佐と言ったら佐さ官かんではありませんか！　将しよう校こうですぞ！」

　グリードの問いに、中将は緩かん慢まんな動作で頷うなずいた。

「あー、えぁー、そうですねえ、いきなり将校ですねえ。でも、君たちには、いきなりにでも偉くなってもらわんと困るんですねえ」

「俺たちが困るわ！」

　皆が声を合わせて中将に反論した。昇格昇給は歓かん迎げいだが、将校が背負うべき重い責任や堅かた苦くるしい義務、規律といったものは勘かん弁べん願ねがいたいという気持ちなのだ。

「えー、そうですねえ、君たちが困るんですねえ。だって、自分より階級が上の人間が部下になるなんて、そんなの変じゃないですか。部下が上官だなんて、扱いに困るでしょう？」

　言いながら、中将は一人で納得したように頷いた。

　何だか話が見えてこなくて、隊員たちはイライラし始めていた。

「ですから、先ほどから何を言っているのです！　もっと分かるように説明願いたい！」

　隊員たちが発するピリピリとした雰ふん囲い気きを感じ取ったものか、中将はおもむろに、

「あぁー、あー、まあ、つまりはこういうことです」

　と、これから話の核心に入るかのような前置きをして、言葉を続けた。

　そうして、中将は緩慢な動作で隊員たちの後方、会議室の入り口あたりに顔を向けた。

「えー、あー、お待たせして申し訳ありませんねえ。お入りください」

　どういうわけか、中将は少し声を張って言った。

　隊員たちはすでに全員入室している。

　一体何なんだと、皆が、中ちゆう将じようが視線を向ける方向に振り向いたその時、

「失礼します」

　と、会議室の扉とびらの向こうから声が返ってきた。野太い、中年男性と思おぼしき声だ。隊員たちの誰だれも、その声に聞き覚えがない。

　他にも誰か来るのかと、皆はその程度に考えていた。だが、扉が開かれ、新たに入室してきた一行の姿を見た途端、隊員たちは驚おどろきのあまり声を失ってしまった。

　まるで行進のように、一いつ糸し乱みだれず続々と入室してきたのは、五年前までアーミラルが戦っていたかつての敵、南なん部ぶ自じ治ち領りようのアーミラル陸軍南部方面隊の兵士たちであった。

　女性兵士の服に膝ひざ丈たけのスカートが採用されていたり、足元がアーミラル製軍ぐん靴かに変わっていたり、両肩にアーミラル陸軍のワッペンが縫ぬい付つけられていたりと、細部に若じやつ干かんの変更が見受けられるが、ローブと野戦服を組み合わせたような、特とく徴ちよう的てきな形状の制服は忘れようもない。

　胸に山ほど勲くん章しようを付け、ベテランの風格漂ういかめしい顔付きをした中年兵士を先頭に、若い兵士たちが次々と入室して来る。恐らく先頭のベテラン兵士は将しよう校こうで、若い兵士の引いん率そつ役やくなのだろう、他の兵士たちは濃のう紺こんの上着を着ているが、彼だけは純白の上着を着ている。

　目算で百三十名弱はいるだろうか、南部方面隊の兵士たちは入室し終えると席に座ることもなく、横一列になって部屋の最後方に整列し始めた。

　驚き覚さめやらぬまま、ケイレヴは後方の若者たちに目をやった。

　殆ほとんどは二十代前半の若者なのだろうが、まだ十代といった感じの、少年の面おも影かげを残した特に若い兵士がチラホラと見受けられる。そういう若者たちが大勢で後ろに立っていると、何だか社会科見学に来た学生のようにも見える。だが、学生が見学すべきお上品な大人など、この場には一人もいない。いるのは、およそ大人とは思えないような下品な末端の兵士だけだ。

　南部方面隊の兵士たちを含め、この場の皆が、どうにも落ち着かない様子だった。かつての敵同士がこうして一室に集められているのだから、それも当然なのだが、グリードを筆ひつ頭とうに、中には明らかに敵意や殺意のようなものを剝むき出だしにしている者たちもいる。互いが、互いのことを認めていないのだろう、室内に不ふ穏おんな空気が漂い始めていた。

　やがて、若い兵士たちをその場に残し、ベテラン兵士だけが一人で前に出て来た。

　前に出て来たベテラン兵士は一礼してから中将、次ついで大佐と握あく手しゆをし、顔寄せ合って何事か話し始めた。小声で話しているため、会話の内容は分からない。

　短い会話を終えてから、中将はしわだらけの顔に僅わずかに笑みを浮かべ、後方に詰めている南部方面隊の若い兵士たちに顔を向け、口を開いた。

「あぁー、南部方面隊の皆さん、ようこそおいでくださいました。どうぞお座りください」

　中将がそう促うながしても、南部方面隊の兵士たちは座らなかった。本当に座ってもいいのかと、そういう目でベテラン兵士を見ている。

　彼らの視線を受けて、ベテラン兵士は大おお仰ぎように頷うなずいた。

　それでやっと、南部方面隊の兵士たちは座り始めた。先客である『デッドマンズ』から離はなれた場所に、やはり五、六人の分隊単位でまとまっている。

　南部方面隊全員が座り終えたことを確認してから、中ちゆう将じようはマイクを持って口を開いた。

「あー、えー、お久しぶりですねえ、ギブス少しよう将しよう。お元気そうで何より」

　隣となりに立っているベテラン兵士を見上げながら、中将は言った。

　どうやらあの南部方面隊のベテラン兵士はギブスという名前らしい。士官学校出身者でも少将まで進める者はほんの一ひと握にぎりしかいないことを考えれば、このギブスという少将は南部でもかなりのエリートのようだ。

「恐縮であります、メルケル中将。閣かつ下かもお元気そうで」

「いえいえ、この五年で、もう自力で立つことも出来なくなりました。以前は杖つえがあれば何とか立てたんですがねえ……」

「そうでしたか。お元気だなどと、無礼を申しました。お許しください」

「ほっほっほ……ウゲホッ！」

　笑ったと思ったら、中将はいきなり咳せき込こみ始めた。彼の咳はいつものことなのでケイレヴらは何も思わなかったが、南部の面々は死にかけの老人を見るような目を中将に向けていた。

　大佐に背中を擦さすってもらい、少し落ち着いてから、中将は再び口を開いた。

「ガッハ、ゴハッ！　ゲホッ！　うう、あー、すいません、近頃は喉にすぐ痰たんが絡からんで……」

「閣下……。何なに卒とぞ、御自愛を」

「いえいえ、この老体がかろうじて生き永らえていられるのは、アーミラルの禄ろくを食はんでいるからこそ。命尽きるまではアーミラルのため老骨に鞭むち打うってでも働かねばなりません。いざとなれば私もサイボーグになりますよ。まだまだ恩返しをしなければ」

「……感服いたします」

　中将の言葉に感じるところでもあったのか、少将は本当に感服したように頭を下げた。

『デッドマンズ』の隊員たちは二人のやり取りを無言で、そして冷めた目で見つめていた。

「……何だこの茶番」

　隊員の誰だれかの言葉に、皆が頷く。あの老人は煮にても焼やいても蒸むしても揚あげても食えない狸たぬきじじいだ。綺き麗れいごとを抜かしている時は言葉どおりに受け取ってはならない。これは『デッドマンズ』隊員必ひつ須すの心こころ得えである。

　そんなことよりも、聞かなければならないことが他に山とある。

「中将！　このリヒター兵たちは何です！　説明してください！」

「ファック！　五年前に殺しまくったリヒターの連中じゃねえか！」

　グリードとベンゲルが同時に口を開いた。

　ベンゲルの言葉を聞いた途端、血の気の多そうな、特に若い南部兵士たちが一斉に、殺気のこもった鋭するどい視線を送ってきた。

　いくらアーミラル領になったとはいえ、終戦から僅わずかに五年。当時はまだ兵士ではなかったのだとしても、彼ら南なん部ぶ自じ治ち領りようの兵士たちはリアルタイムで祖国の消しよう滅めつを経験している。父母や兄弟をアーミラル兵に殺されたという者も少なくはない筈はずだ。そういう彼らに、アーミラル憎しという感情があっても、何ら不思議なことはない。

　逆に、アーミラルにもまた、彼らと似たような感情がある。理り不ふ尽じんに仕掛けられた戦争で親兄弟や大切な誰だれかを失った者たちは、声を大にしてリヒター人など滅ほろぼせばいいと言う。

　五年というのは、人々に生まれた憎悪の感情を洗い流すにはあまりにも短い歳月だ。そもそも一度生まれた憎悪を洗い流すことなど、本当は出来ないのかもしれない。

　この場にいる者たちは、同じ国の国民でありながら、互いに相あい容いれぬ者たちなのだ。ベンゲルの思し慮りよに欠けた言葉に、彼ら南部の人間が過か剰じような反応を示すのも当然のことだ。

　今までさんざ死し線せんを潜くぐり抜ぬけて来ただけに『デッドマンズ』の面々は殺気には特に敏感だ。気が短い隊員のうち幾人かは、明らかに臨りん戦せん態たい勢せいを取り始めている。

　ほんの一時のことではあるが、室内が騒そう然ぜんとなる。

　これに、中ちゆう将しようが水を打った。

　パン、と手拍子を打ってから、中将は声を張った。

「あー、皆さん、静せい粛しゆくに、静粛に。戦争は五年も前に終わったんですよ」

　ここで戦争の続きを演じることはないのだ。それくらいのことは流石さすがに双方分かっている。しばらく睨にらみ合ってから、両者はどちらからともなく臨戦態勢を解いた。

　室内に漂っているピリピリムードはまだ消えていないが、中将は大おお仰ぎように頷うなずいた。

「あー、えー、結構、結構。それとグリード君にベンゲル君、南部方面隊ね」

「何ですと？」

「彼らは南部自治領から来た南部方面隊の兵士です。もうリヒターじゃありませんよ。彼らも我々と同じアーミラルの人間、五年前のことを蒸むし返かえすのはよしてくださいねえ」

　中将が窘たしなめると、グリードは声を荒げてこれに反論した。

「冗談じゃない！　リヒターの名が南部自治領に変わっただけのこと！　現に、彼らは本国にろくろく従いもせず、自治だ独立だと誰憚はばかることなく訴えている！　本当に変わったと言うのなら、私たちの代わりにタイダロス兵の一人も殺してもらいたいものですな！」

　彼らは今日まで本国と昵じつ懇こんの交まじわりを持たず独立を保ってきた。それに、タイダロス連れん邦ぽうとの抗争にも参加せず、リヒター王国時代からの怨おん敵てきであるグリマルタ帝国との抗争にかかり切りになっていた。同じアーミラル兵ならば、少しくらいは本国に手を貸すのが筋すじであろうと、グリードはそう言っているのだ。言葉は乱暴だが間違った意見ではない。

「言いたいことは分かりますが、しかしグリード君、今のはいささか口が過ぎますよ。南部方面隊の皆さん、お気に障ったでしょう。私が代わりに謝りますので、ご容よう赦しやください」

　再び不ふ穏おんな空気が流れる前に、中ちゆう将じようは先手を打つ形で南部方面隊の兵士たちに頭を下げた。

　老人の神じん通つう力りきとでも言えばいいのか、それとも階級の関係からか、再び沸ふつ騰とうしかけていた南部方面隊の兵士たちは、ともかくもそれで感情を抑おさえた。

「何をしているのですか、中将！　謝罪をするのなら彼らがするのが筋すじでしょう！」

　南部に迎げい合ごうするような中将の態度が気に喰くわないらしく、グリードは語気を荒くして抗議したのだが、中将はこれを軽く流した。

「あー、えー、しつこいですよ、グリード君。あぁー、ともかく、彼らは五年前から変わったんですねえ。君たちには、そのことをしっかりと認識していただかねばなりません。それこそが今回の実験のミソなのですから」

「実験？　まさか南部の連中までキメラにするのか？　それともサイボーグか？　魔ま法ほう使つかいのキメラなんてもうワケ分からねーぞ？　身体からだが機械でも魔法とか使えるのか？」

　ケイレヴが言うと、南部方面隊の幾人かがギョッとしたような顔で『デッドマンズ』の面々に視線をやった。彼らは人間らしからぬ容よう貌ぼうの隊員たちを見ても平静を保っていたが、流石さすがにこうはなりたくないようで、顔から血の気が引けていた。

「あぁー、改造手術なんてするわけないでしょう。そんな非ひ人じん道どう的てきな」

「ファック！　どのクチで言ってやがんだ、クソジジイ！　俺らを改造するように指示したのはお前じゃねーか！　ファッキューッ！」

　ベンゲルが突っ込むと、中将は意い味み深しんに笑い始めた。

「まあ、キメラというのは言い得て妙なんですがねえ。ほっほっほ、ほっほっほっほ……」

「笑って誤ご魔ま化かすんじゃねえ！　ファッキューッ！」

　中将は笑いを引っ込めると、咳せき払ばらいを一つしてから真剣味の漂う表情を浮かべ、曲がった背筋をピンと正した。どうやらやっと本題に入るようだ。

「えー、冗談はさておき、役者が揃そろったところで皆さんに重大なお知らせがあります」

「勿もつ体たいぶらないで早く教えろ！」

「あー、えー、よく聞いていただきたいのですがねえ、隣りん国ごくタイダロス連れん邦ぽうとグリマルタ帝国がどうやら近日中に同盟を結ぶようです」

　急に、中将がとんでもないことを言い出した。

　タイダロス連邦とグリマルタ帝国が同盟を結ぶ。それが本当ならば国家の危機である。本国だ南なん部ぶ自じ治ち領りようだなどということは、些さ細さいな問題でしかなくなるほどの重大事だ。

　南北両方の文明を持った国家の前例はアーミラルが創つくった。だが、北部国家と南部国家の同盟というものは有史以来前例がない。中将の言うことが本当ならば、図らずもアーミラルの真隣に世界初の、そしてウォールトルにおける最大最強の同盟が誕生することになる。

　これによる被害を最初に受けるのは、間違いなくアーミラルだ。アーミラル本国、南部自治領とも、これまではギリギリのところで大国の猛攻を防いできた。だが、タイダロスとグリマルタの混成軍が一時に攻めて来るとなれば、これはもう防ぎようがない。アーミラルも同盟国に頼たよりたいところだが、アーミラルの同志は自身が庇ひ護ごする小国ばかりで頼りない。

　つまり、アーミラルは単独でこの同盟に対抗しなければならないのだが、残念ながらそんな軍事力はないし、国力も桁けた違ちがいだ。抗あらがおうにも術すべがない。だからと言って滅めつ亡ぼうを待つわけにもゆかず、降伏しても植民地化されて食い荒らされるのがオチだ。骨ほねの髄ずいまでしゃぶり尽くされた後、アーミラルは地図上から姿を消し、タイダロスとグリマルタが国土を広げるのだ。

　アーミラルはほんの五年前に地獄のような戦争を終えたばかりなのだ。やっと平静を取り戻したばかりで、早々に滅ほろぼされるのではたまったものではない。戦争で死んでいった連中も、無駄死にということになれば浮かばれない。

　北部方面隊、南部方面隊と言わず、その場の皆が立ち上がり声を荒げ、憶おく測そくが飛び交い、やがてそれは怒ど号ごうとなり、室内は騒そう然ぜんとなった。

「えー、静せい粛しゆくに、静粛に」

　先と同じ要領で中ちゆう将じようが手を叩たたいた。それで兵士たちは声を落とし、口を閉じたが、しかし座ろうとする者は一人もいなかった。

　未いまだ口を閉じぬ幾人かの兵士を叩き伏せるよう、グリードは机き上じように両手を叩き付けた。

「中将！　その同盟の話というのは本当なのですか？　確定情報だという証しよう拠こは？」

「間違いなく確定情報です。うちの優秀な諜ちよう報ほう部ぶがガセを摑つかむことなどありませんからねえ。それに、タイダロス連れん邦ぽうとグリマルタ帝国の両国から、それも同時期に同じ情報が出るなんてこと、あるんでしょうかねえ。私はないと思います。皆さんはどう思われますか？」

　だが、中将の問いに答える者は誰だれもいなかった。皆、聞かずとも答えは分かっている。だが答えたくないのだ。明確に言葉にしてしまえば、それが現実になってしまうような気がする。そういう思いがあるのだろう。この場のほとんどの人間が、歯は嚙がみして顔を伏せていた。

　しかし、どれだけ過か酷こくであろうと、現実は現実として認識しなければならない。

　胸中で「仕方ないな」と一人ごちてから、ケイレヴが皆を代表する形で口を開いた。

「……国交を持たねえ筈はずのタイダロスとグリマルタから同時に同じ情報が出たってんなら、その事実がもう情報の正しさを証明してる。疑う余地はねえやなあ。同盟の話は本当だよ。俺らアーミラルがこれから戦う敵は、タイダロスでもグリマルタでもなく、両方を合わせた超規模同盟ってことになるな。言いたかねえが、かなりやべぇな」

　ケイレヴの忌き憚たんない言葉を聞いた途端、多くの者が明らかに表情を曇くもらせた。

「あー、あぁー、そうですねえ、やばいですねえ。世界最大の同盟が、我々の真横でふんぞり返ることになりますねえ。虎とらと龍りゆうが親戚同士になるようなもんですからねえ。南なん部ぶ自じ治ち領りようごとアーミラルが喰くわれちゃうかもしれませんねえ。大変ですねえ、困りましたねえ」

　この最強同盟、その脅きよう威いに対しては、軍人と言わず政治家と言わず、アーミラルの全国民が当事者である筈なのに、中将の口調は他ひ人と事ごとのようであった。恐らくは作戦家として事態を客観視するが故ゆえのことなのだろうが、中ちゆう将じようの素す性じようを知らぬ南部方面隊の兵士などは、彼が国の行く末を諦あきらめていると思ったらしく、明らかに不安を煽あおられている様子だった。

　ここで初めて、南部方面隊の兵士の一人が口を開いた。

「……あのう、よろしいですか？」

　そう言って手を上げたのは、顔に幼さの残る、まだ十代と見られる女性兵士だった。

　慌てる皆には同調せず、ケイレヴは座ざして口を閉じたまま彼女の方に目をやった。

　服装は、南部方面隊女性兵士の標準装備、濃のう紺こんの上着に黒いスカート、足元は見慣れたアーミラル製軍ぐん靴か、頭上では長い黒くろ髪かみを纏まとめたツインテールが左右に揺れている。目元が若じやつ干かんキツい感じだが、肌は軍人らしからぬ白さを保ち、容よう貌ぼうは美人そのものであると言える。

　こんなうら若い女性が兵士になるのかと、ケイレヴは一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、しかし、自身も十代半ばで徴ちよう兵へいに応じ、半年程度の訓練で戦場に出たことを思い出した。貧困に喘あえぐ弱小国では少年兵も珍しくないし、そんなに変わったことでもないのかと自身を納得させた。

　中将は顔を上げて女性兵士に目をやった。

「あぁー、えーと、南部方面隊の方ですねえ。お名前は存じませんが」

「クロヅカ准じゆん尉いと申します」

　鋭するどい視線を中将に送りながら、女性兵士は一礼して名乗った。クロヅカという名は北部ではあまり聞いたことのない、珍しい名前だとケイレヴは思った。
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「ご丁てい寧ねいに、ありがとうございます。さて、何でしょうか、クロヅカ准じゆん尉い？」

　中ちゆう将じようが訊きくと、クロヅカ准尉は慇いん懃ぎんに敬礼を返してから口を開いた。その生き真ま面じ目めな態度から、彼女は恐らく士官候補生か何かだろうと、ケイレヴはそう予測を立てた。

「我々は、まだここに呼ばれた理由を聞いておりません。今回の召集は、その同盟のことと何か関係があるのでしょうか？」

　クロヅカ准尉の問いに、中将は大きく頷うなずいた。

「そうです、そのとおり。大いに関わりがあります。というか、他ならぬ君たちこそが今回の実験の中核になるんですねえ」

「実験？」

　クロヅカ准尉は首を傾かしげた。どうやら南部方面隊の面々も、中将の言う『実験』のことは聞かされていないようだ。

　ここで、中将は突如としてニリス大佐、ギブス少将二人の手を借りて立ち上がった。足元がブルブルと震ふるえていてとても辛つらそうだが、しかし、この場は何としても立たねばならないのだという気迫のこもった顔をしていた。

　これが普段のことならば、口の悪い隊員などは、口を極めて中将に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせたことだろう。だが、口を開く者は一人とていなかった。中将のあんなに真剣な表情を見るのは、長年彼の部下として働いてきた『デッドマンズ』の面々をして、初めてのことであった。

　マイクを床に放り捨て、中将は腹の底から声を出し、自らの肉声で語り始めた。

「五年前、旧リヒター王国の国土を併へい合ごうしたことで、我々アーミラルは中規模国家から大国へと成長しました。ですが俄にわかの大国です。南北の溝は深く、その文明、文化の融ゆう合ごうは容易ではありません。同じ国ながら国土は南北で分割され、人々の暮らしぶりも異なり、それぞれが違う敵と戦っています。今まではそれでもよかったのです。北は北、南は南で住み分けが出来ていた。ですが、この想定外の同盟は脅きよう威いです。これまでは別々の敵として戦っていたものが、同一の存在として我々の前に立ちはだかるのです。皆さんに問います。国土が二分され、軍までもが二分された状態で我々に勝ち目があるでしょうか？」

　皆、中将の問いかけに対する答えは分かっているが、やはり何も言えなかった。あまりにも過か酷こくな現実、質量を伴う重々しい空気が肺を満たし、容易に口が開かないのだ。

　そういう重苦しい沈ちん黙もくを破ったのは、やはりケイレヴであった。こういう時、怖おじることなく口を開ける胆たん力りよくは流石さすがだと言えよう。

　中将同様、さして動じた様子もなく、ケイレヴは淡たん々たんと喋しやべり始はじめた。

「……まず勝ち目はないだろうな。同じ国名でも、今のアーミラルは本国と南なん部ぶ自じ治ち領りようとで完全に別モンだ。それこそ根っこの部分からな。さっきも言ったが、今は同じアーミラルって国の中に、中規模国家が二つある状態だ。同じ国の筈はずなのに、繫つながりは同盟のそれよりも薄うすい。本国と南部自治領の間の溝が埋まらない限り、アーミラルは真の意味で大国とは言えねえよ。現状の、中規模国家の寄よせ集あつめのままじゃ、一個ずつ順番に潰つぶされて終わりだ」

　誰だれもが言えなかったことを、ケイレヴはずばりと言ってのけた。

　隣りん国ごくが結ぼうとしている超規模同盟の前に中規模国家などは風ふう前ぜんの灯ともしび、大人と子供が喧けん嘩かをするようなものだ。勿もち論ろん、この場合の子供はアーミラル本国であり、南部自治領である。子供の数が一人や二人増えたところで、大人にとってはものの数にも入らない。

　ケイレヴの言葉に、中ちゆう将じようもそのとおりだと頷うなずいた。

「そうですね。現状、大国をすら超えた超規模同盟の前で、我々は中規模国家のまま戦わねばなりません。結果は火を見るよりも明らか。踏ふみ潰つぶされて終わりです」

　中将の神しん算さん鬼き謀ぼうは北部方面隊の兵士ならば誰もが知るところである。その中将が終わりだと言うのだから、実際そのとおりなのだろう。中将のことを知らぬ南部方面隊の面々も、あまりに救いのない現実に言葉を失っていた。

　重苦しいどころではない、冷たい鉄のような空気が室内に漂い始めていた。

　だが、終わりだと言っていた当の本人、中将は落胆することなく顔を上げていた。皆が死んだような顔をしている中、中将の瞳ひとみには光があった。

　ケイレヴは皆のように下を向かず、中将の目だけを見ていた。ケイレヴだけは、中将の目が何らかの希望を見ていることに気が付いていた。

　震ふるえる指先を固く拳の内にしまい込み、中将は口を開いた。

「皆さん、顔を上げてください。今はまだ、絶望する時ではありません」

　多くはうつむいたままだが、何人かが顔を上げる。中将は構わず言葉を続ける。

「我々は今、アーミラルの歴史上最大の危機を前にしています。確かに絶望的な状況ですが、希望はまだ潰ついえていません。君たちこそが希望なのです」

　ここでようやく、全員が顔を上げた。

　ここぞとばかり、中将は固く結んだ拳を振り上げ、高らかに叫んだ。

「我々は今こそ、真の意味で大国にならねばなりません！　アーミラル、旧リヒター王国、この二つの国土を一つにし、同一の意志のもと、大国として強敵に相あい対たいするのです！」

　その場の皆が目を見開いた。中将が何を言わんとしているのか、全員が気付き始めていた。

「そ、それって……」

　南部方面隊の隊員の一人が、呆ぼう然ぜんと立ち上がった。

　その隊員に顔を向け、中将が大きく頷うなずく。

「そう、我々は今こそ一つになるのです！　歴史上初の、南北混成の大国として！」

　中将がぶち上げた話のあまりの規模の大きさに、先とは別の意味で室内が騒そう然ぜんとなった。

　文明、文化の相違から、これまで独立を保ってきた二つの国土を真に併へい合ごうし、軍をも併合、強大な大国としての国力で超規模同盟に対抗しようというのである。このような規模の話は、有史以来一度たりとてなかったことだ。

　この場の誰だれも、そのような歴れき史し的てき偉い業ぎようの当事者になるなど、思ってもみなかった。

「ま、マジかよ……」

「そんなことが可能なのか……？」

「私は断固として反対です！　戦時中、この連中は兵士ですらないアーミラルの一般市民をも殺したのですぞ！　そのような連中など、仲間として認められるわけがない！」

「リヒターを潰つぶした連中なんかと手を組めるか！」

「文明遅れの南部野郎なんかと仲良く出来るわけねーだろ！　南部の田舎に帰れ！」

「何だと北部の野や蛮ばん人じんどもめ！」

　会議室内に、様々な声が飛び交っている。事の大きさが大きさなだけに、飛び交う声は次第に熱を帯び始め、このままでは摑つかみ合いの喧けん嘩かにまで発展しそうな雰ふん囲い気きが漂い始めていた。

「静せい粛しゆくに！　中ちゆう将じようの話はまだ終わっていない！」

　若者が多いだけに、南部方面隊の兵士たちの方が熱くなっていた。ギブス少しよう将しようはそういう部下たちを一いつ喝かつ、即座に黙だまらせた。どうやら部下に対する躾しつけは行き届いているようだ。

「ありがとうございます、ギブス少将」

「いえ……」

「さて、皆さん。賛さん否ぴ両りよう論ろんあるのは当然でしょうが、本国と南なん部ぶ自じ治ち領りようの融ゆう和わが成らねば、その時はアーミラルが滅ほろびます。南北融和、その歴史的偉業の第一歩を、私は他でもない君たちに任せることにしました。アーミラル陸軍北部方面隊が擁ようする虎とらの子こ、生きつ粋すいの実験部隊である君たち『デッドマンズ』に」

　中将の言うように、こと実験において『デッドマンズ』以上の適任者は他にない。人体実験から新兵器の試験運用、考案されたばかりの作戦行動の試行まで、死に物狂いで何でもこなしてきた彼らだ、己の生死をすら超えた、国家の存そん亡ぼうがかかるとなれば、十二分にその実力を発揮するだろう。信頼が厚いのはいいのだが、現場の苦労を考えれば迷惑な話だ。国家の存亡だ歴史的偉業だなどという話は、日ひ陰かげ者ものの特とく殊しゆ部ぶ隊たいにはどうにも荷が重い。

　渋じゆう面めんの隊員たちはひとまず放置し、今度はギブス少将が口を開いた。

「南部からは、偏へん見けんや先入観の少ない人員をということで、今年卒業したアカデミー上位成績者百二十五名を代表として選出しました」

「ファック！　そのアカデミーってのは一体何なんだよ！　皆さん御存知みてぇに言われても俺ら分かんねーぞ、オッサン！　説明しやがれ、ファッキューッ！」

　ベンゲルの口汚さに少将は一いつ瞬しゆん顔をしかめたが、あくまで平静を保ったまま答えた。

「アカデミーとは、本国で言うところの士官学校のことです」

　聞いた途端、隊員の何人かが呆あきれ顔になった。

「ファック！　俺らに士官学校出たばっかのボンボンどもと組めってのか？　少し前までセンパーファイだガンホーだ言わされて、鬼おに軍ぐん曹そうにケツしばき回されてたような連中だろ！　大丈夫なのかよ！　南北の違いとか以前に、新米のお守もりする方が明らかに苦労するだろ！　どうせ南部野郎と組むなら、ベテランの方がまだいいわ！　ファッキューッ！」

　彼の言葉には思し慮りよも遠慮もないが、しかし『デッドマンズ』皆の気持ちを代弁していた。

　彼に同調して頷うなずく隊員たちの疑念を晴らすよう、中ちゆう将じようは首を横に振った。

「心配ありません。聞いてのとおり、彼らは上位成績者、エリート揃ぞろいです。徴ちよう兵へいで入隊して速そく成せいで現場に出た君たちよりも、ずっとしっかりしている筈はずですから」

「俺は士官学校出だっつーの！　ふざけんなクソジジイ！　ファッキューッ！」

　ベンゲルが言うと、中将は久しぶりに顔をほころばせた。

「おや？　そうでしたか？　これは意外ですねえ。ほっほっほ、ほっほっほっほ……」

「笑って誤ご魔ま化かしてんじゃねえ！　ファッキューッ！」

　ベンゲルはまたしても突っ込んだが、中将はこれを無視して口を開いた。

「我々はここに南北混成部隊『キメラ』を発足します。隊員は君たち二百四十八名です」

　中将は高らかに宣言し、ようやく車くるま椅い子すに腰を落ち着けた。

　兵士たちがザワつく中、ケイレヴは一人で苦笑していた。キメラ兵が『キメラ』なる部隊に配属されるということが、何だか妙におかしかった。

「おいおいおい、本気かおい！」

　そう言った誰だれかの声に、中将は言葉を返した。

「本気と書いてマジなんですねえ、これが。南北による混成部隊が可能かどうか、君たちで実験するんですねえ。そして、実験が上う手まくいけば、今度は国家レベルで南北の融ゆう和わを試みるのです。いやはや、自分で言っていて何ですが、実に壮大な計画ですねえ」

「不可能であれば、アーミラルが消しよう滅めつします。何としても成功させねばなりません」

「そうですねえ、ギブス少しよう将しようの言うとおりですねえ。だから君たち、過去のことは水に流して仲良くしてくださいねえ。喧けん嘩かは御ご法はつ度と、これ、私からの命令です」

　いきなり仲良くしろと言われても、それは無理というものだ。何せ隔へだたりある南北の兵士が組むのだ。喧嘩など日にち常じよう茶さ飯はん事じの軍人稼か業ぎようで、喧嘩を禁止するのは不可能に近い。軍人にとっての喧嘩とは、酒や煙草たばこ、ブラックジョークと同じくらい切っても切れない関係なのだ。

「無茶言うな！」

『デッドマンズ』の誰かが言うと、中将はふ、と苦笑した。

「無茶でも無理でも通してきた君たちでしょう。大丈夫、これくらいの無茶なら通せますよ」

「納得出来るかっつーの！」

　別の誰かがそう返したが、中将は聞こえないフリをしてこれを無視した。都合の悪い言葉は聞こえないのだから、実に便利な耳である。

　中将はさも、何事もなかったかのように話を続けた。

「あー、えー、それとねえ、先行きを不安がっている君たちに、ちょっとした吉報を一つ」

「まあ、悪い話じゃないだけマシか。んで、吉報って何だよ？」

　ケイレヴに訊きかれ、中ちゆう将じようはコホンと咳せき払ばらいをしてからこう答えた。

「十年前に発見されたドワーフの遺跡、その中に眠っていた『皇こう帝ていの遺い産さん』に関する話です」

『皇帝の遺産』というその言葉を聞いた途端、南部方面隊の兵士たちがざわつき始めた。旧リヒター王国崩ほう壊かいとこの『皇帝の遺産』との間には、切っても切きり離はなせぬ密接な関係がある。因いん縁ねんと、そう呼んでもいいかもしれない。

　クロヅカ准じゆん尉いが立ち上がり、驚おどろきを隠せぬ様子で口を開いた。

「こ……『皇帝の遺産』！　それはつまり、グリマルタ帝国建けん国こくの祖そ、全ての礎いしずえを築いたと言われる伝説の初代皇帝！　その伝説の人物が帯びていたという『魔ま剣けん』のことですか？　五年前の戦争の一因にもなったという、あの……ッ！」

「はい。初代皇帝がその身に帯びし『Ｄマテリア』のことです。我々は遺跡の発見より今日まで根気強く発掘作業を続けてきましたが、先人たちが遺のこしたセキュリティに阻はばまれ、未いまだ遺産を入手することが出来ずにいました。しかし、つい先日、現場を担当する発掘チームから報告が届きました。どうやら近日中にもセキュリティを全て解除することが出来そうなのです」

　思いがけぬ朗報に、場内から歓かん喜きや感嘆の声があがった。

「ほ、本当ですか！　遺産が手に入るのですか？」

「モチのロンなんですねえ、これが。うちの発掘チームもこれまた優秀ですから。首しゆ尾びよく遺産が手に入れば、敵の同盟に対抗するための大きな戦力になることでしょう。君たちの苦労も少しは軽減されるのではないでしょうかねえ」

　と言ってから、中将はこの話はこれでお終いとばかり、手拍子を打って遺産の話題を締しめ、また新たな話を喋しやべり始めた。

「あー、あぁー、というわけでですねえ」

「どういうワケだよ？」

「これから分隊の構成を発表します」

「無視かおい！」

「これまでと同じように、君たちには分隊単位で働いてもらいますから、そのつもりでお願いしますねえ。大佐、お願いします」

　中将が促うながすと、これまで一切声を発することのなかったニリス大佐が口を開いた。

「……は。えー、まずは第一分隊、ニコライ・ギャレット少佐、キーファー・ベンゲル少佐」

　資料らしきボードを手に、大佐がそれを読み上げる。

　第一分隊は二人だけなのかと皆が不思議がっていると、次ついで少しよう将しようがボードを読み上げた。

「同じく第一分隊、マッド・バーン准尉、シン・トクマ軍ぐん曹そう」

　どうやら北部側の人員は大佐が、南部側の人員は少将が発表するようだ。

「第二分隊、トルク少佐、トミー・カーン少佐……」

　少しよう将しようが読み終わると、交代で大佐がボードを読み上げた。




　　　　　　　　　　◇




　分隊の構成が発表されている中、自分の名が呼ばれるのを待っていたケイレヴが口を開き、隣となりに座るレオニダスに話しかけた。

「混成部隊ってのは、どうやらマジらしいな」

　ケイレヴが言うと、レオニダスは何事か考えているらしく、顔も向けずに頷うなずいた。

「ああ、そうらしいな。南なん北ぼく融ゆう和わの大国とは、とんでもねえ時代になったものだ」

　戦乱の世が続くウォールトルにおいて、アーミラルはいつの時代も荒波に揉もまれてきた。だが、今回の波は流石さすがに激しさが違う。ここ数年の間にこうも災難が続くとなると、時代の意志を疑ってしまう。成るほど、確かにとんでもない時代だ。

「厄やつ介かいなことになったもんだな」

「ああ、そうだな、厄介だ。同盟の話に限らず、色々とな」

　レオニダスの言う色々とは、主に南部方面隊の兵士と組むことの気苦労だろうが、確かに考えるだけでも気が重くなる。きっと、衝突も一度や二度では済まないだろう。ギクシャクとすること請うけ合あいだ。

　ふう、とケイレヴは珍しくため息をついた。

「ややこしいのは好きじゃねえんだがな」

　そういう様子のケイレヴに、レオニダスは苦笑を返すしかなかった。

「ま、慣れるまでは我慢だな。なるようにしかならないさ」

「なるように、か。それにしても、南部方面隊との混成とはなあ……」

　呟つぶやきながら、ケイレヴはちらと、唯ゆい一いつ名を知っているクロヅカ准じゆん尉いの方に視線をやった。

　先と変わらず、刺すような鋭するどい視線を放つ少女の横顔がそこにあった。




　　　　　　　　　　◇




　大会議室の片隅で一人、忌いま々いましげに歯を軋きしらせている男がいることに、その場の誰だれも気が付いていなかった。

「アーミラルが南部と手を組むだと？　我々の祖国を蹂じゆう躙りんし、同どう胞ほうたちを殺し回った時代遅れの蛮ばん族ぞくどもと……？　許せるものか。断じて許さん……」

　銀色に輝かがやく拳を固く握にぎり締しめ、グリードは憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで呟いた。怨おん念ねんめいた声こわ色いろであった。













　　第三章『南北の相違、共通のＤ』







　南北混成部隊『キメラ』発足翌よく日じつ、ケイレヴは寄き宿しゆくしていたセントラル基地を離はなれ、武装研究開発部、通称軍研究部のセントラル支部に足を運んでいた。

　武装研究開発部は、その名が示すとおり、軍で使用する武装を研究、開発する機関である。その研究内容は多た岐きに亘わたり、軽車両から装甲車、戦車等の戦せん闘とう車しや両りようから拳けん銃じゆう等の小火器の類、果ては戦闘糧りよう食しよくに至るまで、アーミラル全軍の使用するあらゆる装備の開発が一手に担われている。軍令部がアーミラル軍にとっての頭脳ならば、軍研究部はアーミラル軍にとっての骨肉を生産する機関であると言えよう。

　ケイレヴら『デッドマンズ』の隊員に強化処置を施ほどこし、そのメンテナンスを担当しているのもこの軍研究部であった。

　今日は新部隊発足に合わせ、各分隊に新装備が支給されるとのことだった。加えてサイボーグ兵であるレオニダスは義ぎ肢しと義眼のメンテナンスも受けるという。キメラ兵のケイレヴも簡単な診察のようなものを受ける予定だ。

　軍研究部の駐車場にジープを停とめると、運転席のケイレヴと助手席のレオニダスは、どちらからともなく車を降りた。

「おう、着いたぞ、隊長どの」

　レオニダスは何な故ぜだかクツクツと笑いながらケイレヴに声をかけた。

「言われなくても分かってるよ、少佐どの」

「お前も少佐だけどな」

　言われて、ケイレヴはけっ、と舌打ちをした。

　少佐だの隊長だの、言われる度に鼻がむず痒がゆくなり、どうにも居心地が悪い。

　レオニダスが言っている隊長とは、他でもないケイレヴのことであった。

『キメラ』部隊発足による新編成で、ケイレヴはまたもレオニダスと同じ分隊となった。新編成では、北部軍人二人と南部軍人二人ないしは三人による四、五人の分隊が六十二組ほど編成された。ケイレヴは第七分隊に配属され、何故か分ぶん隊たい長ちようを務めることになったのだ。

　ケイレヴ個人としては、自分より軍属も長く年長のレオニダスが分隊長を務めるべきだと思うのだが、上が決めたことなのでとやかく言うつもりはない。

　レオニダスも「俺は隊長なんてガラじゃない」と言っている。

　別にケイレヴ自身、隊長になることを望んだわけではないし、自分が面倒な隊長の仕事をするのだから、せめて俺をからかうのはやめてもらいたいものだと思った。

　そういうケイレヴのうらめしい視線に気付いたレオニダスが、ケイレヴの肩を軽く叩たたいた。

「ま、ともかくだ。何の因いん果がかお前とはまた同じチームになった。お前の相棒は苦労するが、気心が知れている分、他の奴やつと組むより仕事はしやすいだろう」

「あ？　あー、まあ、そうかもな」

「そうだろ？　つーワケで、これからもよろしく頼たのむぜ、隊長どの」

　言ってから、レオニダスは堪たえ兼かねたようにクックックッと笑い始めた。

「……どうやら焼きサイボーグになりてーみたいだな」

　眼前に闇やみを湛たたえたケイレヴが左手の指先をワキワキさせながら言うと、レオニダスはそれを無視して、たった今降りたばかりのジープを指差した。

「………………なあ、あれ」

「あん？」

　ケイレヴもレオニダスが指差す方向を見る。少しばかり改造されているが、別段何のことはない、ただの軍用ジープだ。おかしなところは特にない。

「ただのジープじゃねーか。パンクもしてねーし」

「いや、遅くないか？」

「あ？」

「いや、あいつらよ」

　レオニダスは、もう一度ジープの方、少し歩いて後部座席を指差した。

　後部座席に乗っているのは同じ第七分隊として組むことになった南部方面隊の兵士二人だ。

「あいつら、降りるの遅くないか？」

「ああ、確かに……」

　エンジンを止めて降車する時、ケイレヴは一応、彼らにも目的地に着いたからジープを降りるように告げたのだが、彼らは何な故ぜだか一向に降車してこなかった。

　一体どうしたのだろう、まさか北部の科学技術など見たくもないということなのだろうか、ケイレヴはそんなことを思いながら後部座席の窓ガラスを叩いた。

「おい、どうした？　もう着いたぞ」

　窓ガラスにはスモークが貼られており、中の様子をはっきりと見ることは出来ない。ケイレヴが見たのは、中でドア付近を手当たり次第にガチャガチャとやるシルエットだけであった。

　窓の外に立つケイレヴに気付いたものか、車中のシルエットが何事か言っている。

「……られな………です。どうや……これ…………」

　だが、分厚い防弾ガラスのせいで音が遮しや断だんされ、声がよく聞き取れない。

「え？　何て？」

「ドアの開け方が分からないんじゃないのか？」

　そう言うレオニダスに、ケイレヴは苦笑を返した。

「いや、そんなまさか。いくら何でも車のドアくらい…………」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、何な故ぜかジープの窓が開き始めた。ドアの付近をガチャガチャとやるうちに、どうやらパワーウィンドウのスイッチに触れたようだ。

　窓の向こうから現れたのは、同じ第七分隊に配属された南部方面隊兵士、ナナ・クロヅカ准じゆん尉いの困惑し切った顔だった。先日、刺すような鋭するどい目をしていたあのクロヅカ准尉だ。だが、今の彼女からは、昨日の面おも影かげは微み塵じんも感じられない。

　マジかよ、という表情で、ケイレヴもレオニダスも絶句している。

　その重苦しい沈ちん黙もくに負けそうになりながらも、ナナはおずおずと口を開いた。

「あの……私、よく分からないのですが、ここから出ればいいのでしょうか？」

　これ以上ないくらい赤面しながら、ナナは開け放たれた窓を指差してそう言った。

「…………そこは明らかに窓だろーが。そこから降りるのはアクション俳優だけだぞ？　つーかお前、それひょっとしてギャグで言ってんのか？　それとも俺を馬鹿にしてるワケ？」

　ケイレヴが頰ほおをポリポリ搔かきながら言うと、今度は怒りの感情によってナナの顔が真っ赤になった。窓から上半身を乗り出し、今にも摑つかみかからんばかりの勢いでまくし立てる。

「そんなわけないでしょう！　本当に分からないんです！　こんなに沢たく山さんの仕掛けがあるのにどうやって見分けろって言うんですか！　北部の人間が魔ま法ほうのことを分からないように、南部の人間も機械のことは分からないんです！　それくらい察してくれてもいいでしょう！」

「あ、ああ、そうだったの……ごめん…………」

　かつては部隊で最強かとも噂うわさされたケイレヴが、あまりの勢いに気け圧おされ、新しん米まいの兵士に対し頭を下げた。そして深しん窓そうの令れい嬢じようを扱うが如ごとく、うやうやしくジープのドアを開いた。

　ナナは憤ふん懣まんに満ちた表情でケイレヴのことを見つめていたが、あることに気付き、ハッとして口に手を当て、次ついで大急ぎで頭を下げた。

「あ！　大声を出して、その……すみませんでした！　あの、お手数かけまして……ッ！」

　ナナは何度も中小企業の外回りのように頭を下げた。上官に喰くってかかり、頭を下げさせ、あまつさえ召めし使つかいのようにドアを開けさせたのだ。普通に考えればどれだけ叱しつ責せきされても足りるものではないし、厳しい上官であれば何らかの形で罰ばつすることを考えるだろう。

　だが、つい先日まで階級など関係のない暮らしをしてきたケイレヴには、そもそも部下に罰則を課すなどという頭がない。レオニダスも同様だ。

「あー、別にそんなにかしこまんなくていいぜ。懲ちよう罰ばつとかは考えてねえから」

「あっはっは、隊長アゴで使われてるじゃないか」

　恐きよう縮しゆくしきりのナナをよそに、レオニダスはケイレヴの肩を叩いて笑った。

　その手を振り払い、ケイレヴは顎あごをしゃくって反対側のドアを差した。

「うるせー。そっちの奴やつのドアも開けてやれ」

　ナナの隣となりには、もう一人の南部方面隊兵士が座っている。

「あいよ」

　頷うなずき、レオニダスが反対側に回り込んでドアを開ける。

　中から出て来たのは、はたして、二十代前半と思おぼしき青年だった。

　レオニダスをすら超す百九十はあろうかという長身で、服装は南部方面隊男性兵士の標準装備、濃のう紺こんの上着に黒いズボン、アーミラル製軍ぐん靴かという格好で、上着のフードを目ま深ぶかに被かぶっている。そのフードから覗のぞく癖くせの強い藍あい色いろの巻き毛が、視界を塞ふさぐように目元を覆おおっている。

　彼の名はビシャス・ブルームバーグ。階級は軍ぐん曹そうで、ナナと同じく、ケイレヴが率いる第七分隊に配属された南部方面隊の兵士だ。

　資料によると、彼の出身兵科は、三年前に新設された『魔ま騎き士し』という特とく殊しゆ兵へい科かだそうだ。この『魔騎士』というのは、近年新たに開発された身しん体たい能のう力りよく強きよう化か魔ま法ほうを用いる、白はく兵へい戦せん闘とうに特とつ化かした兵科であり、他の魔法は一切使えないのだという。

　ちなみにだが、もう一人の南部兵士、ナナは攻こう撃げき魔ま法ほうに特化した兵科『魔ま撃げき兵へい』の出身なのだそうだ。彼女の出身兵科は南部方面隊で最もポピュラーな兵科で、アーミラル陸軍で言うところの歩兵科に相当するそうだ。

　ビシャスは専門職たる『魔騎士』であるため、身体能力強化魔法しか使えないのだが、アカデミー出身者は基本的には多た岐きに亘わたる魔法訓練を受けるため、兵科の垣かき根ねを越えた万能型の魔ま法ほう使つかいが多く存在するらしく、ナナも昨日の顔合わせで自分のことをそのように言っていた。出身が『魔撃兵』ということもあり、攻撃魔法が一番の得意らしいのだが、回復魔法や防ぼう御ぎよ魔ま法ほうもある程度使えるとのことだった。

「………………」

　ビシャスはのっそりとジープから降りると、黙もくしたままレオニダスに一礼した。

　母曰いわく、男の口数の多いのはいかんと、ケイレヴの父は生前よく言っていたらしい。だが、これは流石さすがに無口が過ぎる。昨日、顔合わせをした時でさえ、彼は一言も喋しやべらなかった。それどころか、初対面から今の今まで、ケイレヴはまだ一度として彼の声を聞いていない。

　ケイレヴの冗談に本気で怒り出すほどプライドの高いナナと、度過ぎた無口のビシャス。

『デッドマンズ』の面々もアクの強い人間ばかりだったが、今回もまた変わった連中と組むことになったなと、ケイレヴは感かん慨がい深ぶかげに鼻から太い息を吐いた。

「……ふむ。しかし、南部の人間ってのは本当に機械のことが分からないんだな。まさか車のドアも開けらんねーとは思わなかったが」

「自動車というものに乗るのは、これでまだ二度目なので、どうにも勝手が……」

　別に嫌味のつもりで言ったのではなかったのだが、ナナは恐きよう縮しゆくしきりでそう答えた。

「……ふうん。二十年近くも生きてきて、まだ一回も自動車に乗ったことがないなんて、北部じゃ考えらんねーことだな。北部でこそ自動車だの飛行機だのが当たり前に普及してるけど、向こうの乗り物ってのはどうなってんだ？　そもそも乗り物あるのか？」

「乗り物……ですか？　海では船に乗るとして……普通は馬車でしょうか？　速度や小回りを求める方は鞍くらを着けてそのまま馬に乗りますが……それっておかしいことでしょうか？」

「んー、そうだな、歴史とかあんま詳しくねーけど、北部でも二百年くらい前までは馬に乗ってたみたいだぜ？　その当時は軍に騎き兵へい科かも残っていたらしいし。でも今じゃ乗馬なんてもんはイイトコのボンボンが嗜たしなむくらいだ。ガチの乗り物としては使われていない」

「馬が、嗜み程度……」

　自分たちの常識が通じないということに、ナナは少なからず驚おどろいている様子だった。

　やはり、北部と南部とでは一般常識からして違うようだ。この巨大な相違を乗り越えて融ゆう和わを果たすとなると、これは相当な大仕事になるだろう。どれだけの力技が必要になることか、アゴで使われる末端の兵隊ながら、考えるだけでも気が遠くなる。

「……ちなみにだが、自動車に乗った一度目の時はどうやって降りたんだ？」

　ケイレヴは苦笑混じりに訊きいてみた。先々のことを考えると、苦笑しか浮かばなかった。

「一度目の時は勝手にドアが開いたので、今回もそうなのかと思って……」

「ああ、自動ドアだったのか。バスに乗ったんだな」

　恐らく、彼女らが初めて自動車に乗ったのは、南なん部ぶ自じ治ち領りようからセントラル基地へ移動した時のことだろう。大人数での移動だから、まずバスで間違いない筈はずだ。兵員輸送用トラックも大人数を運べるが、軍用トラックの荷台にはそもそもドアがない。

　百人強からの南部兵士がむっつりとした顔でバスに揺られている姿を想像すると、ちょっとおかしな感じがするが、彼らとしては生きた心地がしなかったことだろう。戦時中、戦せん闘とう用よう車しや両りようが魔ま法ほう攻こう撃げきの的にされていたことを考えれば、少なくとも心こころ穏おだやかではなかった筈だ。

　自動車のことなど何も知らないナナは、ケイレヴの言葉に首を傾かしげた。

「ばす……ですか？　私にはよく分かりませんが、とにかく大人数で乗れる自動車でした」

「バスだな。まあ、いいや。えーと、ナナ・クロヅカ准じゆん尉いだったな」

　ケイレヴが言うと、訓くん辞じでも垂たれられると思ったのか、ナナはピンと背筋を伸ばした。

「はい」

「一部車両を除く殆ほとんどの自動車は、基本的には自分でドアを開けなければいけない。これは国家に関わらず北部全体の常識だから、よく覚えておけ」

　聞いた途端、ナナは「何だ、そんなことか」とでも言うように安あん堵どした表情を見せた。

　だが、次の瞬しゆん間かんには表情を正し、ケイレヴに敬礼を返していた。

「了解しました」

「俺とレオには敬礼とかしなくていいぜ。杓しやく子し定じよう規ぎにやらんでも上にチクッたりしねーから。それとな、あとで教えてやるから、ドアの開け方覚えろよ。そっちの奴やつも、えーと……」

　今度はビシャスの方を指差しながら、しかしケイレヴは咄とつ嗟さに彼の名前を言うことが出来なかった。一応、彼らのことは資料を介して知っているのだが、ケイレヴはその資料にさらっと目を通しただけなので、無口で名乗りもしなかった彼の名はよく覚えていなかった。

　ケイレヴがしばらく言いい淀よどんでいると、驚おどろいたことに、ビシャスの方から口を開いた。

「………………ビシャス・ブルームバーグ……軍ぐん曹そう…………」

　ともすれば聞き取れぬほどの小さな声だったが、彼は確かに自分の名前と階級を口にした。

　ビシャス・ブルームバーグ軍曹。

　ケイレヴは、出会ってより初めて彼の肉声を耳にした。意外に低い声であった。

「おぉ？　今、喋しやべったのか、お前……？」

「ビシャスは極度の無口なんです。必要以外では滅めつ多たに口を開くことはありませんし、喋っても必要なことだけしか口にしません。一度言ったことをもう一度言うこともありません」

　ビシャスの代理とばかりに、ナナは説明口調で喋り始めた。

「え？　何で？　主義とかがあるのか？」

「私も親しいわけではないので、そういう性格としか……。私はアカデミーの同期なので彼の性格のことは噂うわさ程度に知っていましたが、少佐たちには説明が必要かと思いまして」

「そうなのか……」

　ケイレヴは何か途方もないものを見るような心持ちでビシャスを見た。

「変わり者なんだな、お前」

　そう言って、ケイレヴはビシャスの胸を軽く叩たたいたのだが、彼はやはり何も答えなかった。意図して無口を徹底しているのか、それとも天然なのか。どうにも判断に困る男である。
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「軍隊なんてのは奇人変人の巣そう窟くつみたいなものだろ？　現にお前も変人なんだから、他人のことはとやかく言えねえだろうよ」

　ケイレヴの後ろから、レオニダスが顔を出して言った。

　けっ、と舌打ちしてから、ケイレヴはレオニダスに対して顎あごをしゃくった。

「酒好きが高じて密造酒製造に手ぇ出すような奴やつに言われたかねえっつーの。それより、とっとと行こうぜ。ここでいつまでもダベッてても仕方ねえや」

「あいよ。おい、お前ら、付いて来い。ここで迷子になったら一生出られないんだからな」

　敷しき地ちの中央、研究棟に向かって歩き出したケイレヴの背に続きながら、レオニダスはナナとビシャスにも声をかけた。

「えッ？　本当ですか？」

　ナナはレオニダスの冗談を本気で信じたらしく、目を見開いて驚おどろいていた。

「冗談だよ、冗談」

　微び笑しようしながら言うレオニダスに続いて、ケイレヴが口を開いた。

「まあ、間違って変な場所に入ったら、本当に一生出られないかもしれないけどな」

「何か大きい力が働いて、世間じゃ神隠しだなんて言われたりな」

「ははは。あり得るから怖いんだよな、ホント」

「俺なんかそのクチなんだぜ。迷って捕まって、無理矢理改造されて」

「ウソこけ。前に、戦場でヘタこいて地じ雷らい踏ふんだって言ってたじゃねーか」

　二人は声を合わせて笑った。下したっ端ぱ兵士によくある、軽いブラックジョークだった。

　だが、ナナだけは血の気の引いた顔で二人のやり取りを聞いていた。




　　　　　　　　　　◇




　軍研究部の兵器開発棟では、日々新兵器の試作品が開発されている。現場の切実な声を形にしたものや、研究者の感性を爆発させたようなゲテモノまで、実に様々、多種多様な兵器がここで生まれている。発掘チームが持ち帰ったドワーフの遺い産さん、通称『Ｄマテリア』を研究し、その進んだ技術を軍事に転用するのもこの軍研究部の仕事だ。

　セントラル支部に来るのはケイレヴもレオニダスも初めてだったが、軍研究部はどこも似たような造りになっているため、さして迷うこともなく目的の研究室に辿たどり着ついた。

　研究室のドアには『ドム専用！　ノック必ひつ須す！』と手書きされたノートの切れ端がガムテープで雑に貼り付けられている。

「ああ、ドム爺じいの研究室なのか……」

　ドアに貼り付けられた注意書きを読んで、レオニダスが呟つぶやいた。

「あのジジイ、セントラルに異動になってたのか」

「……すみません、ドムとは誰だれですか？」

　ナナに訊きかれて、ケイレヴは次のように答えた。

「技術屋のジジイだ」

　ケイレヴの答えに、レオニダスが説明を加える。

「今こん日にち、アーミラル全軍で運用されている数々の兵器や武装を開発したことで有名なじいさんなんだが、実はドワーフ関連の研究でも第一線で活かつ躍やくしててな、近年、と言っても十数年前くらいなんだが、機動兵器系の『Ｄマテリア』を研究することで、人体のサイボーグ化技術を生み出したんだ。俺のこの腕や脚あしを造ったのも、他ならぬドム爺さ」

「人体を機械にする技術を……」

　ドム博士という、アーミラルに多大な恩恵をもたらした功労者の話を聞いて、しかし彼女はどこか不安げに表情を曇くもらせていた。そういう感情の機き微びを、ケイレヴは見逃さなかった。

「……もしかしてお前、人体の機械化は自然の摂せつ理りに反しているとか、機械に触れていると北部の文明に毒されるとか考えてないか？」

　図星だったのだろう、ケイレヴの鋭するどい質問に、ナナは動揺した様子で首を横に振った。

「い、いえ、そのようなことは……」

　レオニダスは苦笑しながら口を開いた。

「この技術が一般にまで下りる頃には、兵器として運用されていたものが、障害者を助けるための義ぎ肢しになるんだ。軍事のために考案された技術というのは、必ずしもそれのみに利用されるわけじゃない。飛行機や自動車もそうだ。最初は軍事目的で開発されたが、今では人々の移動を助ける足になっている。まあ、お前たち南部の人間には抵抗があるだろうけどな」

　誤解があるのは重々承知したうえで、その誤解を少しでも解こうとレオニダスは説明した。

　ナナも北部の機械全てが悪いものではないということくらい分かっている。だが、頭では理解していても、長年の思い込みというものがあり、それを今すぐ払ふつ拭しよくすることは出来ない。

「…………いえ」

　全てを了承したわけでも理解したわけでもないのだろうが、ナナは一言、そう呟つぶやいた。

「身体からだを機械化したと言っても、心まで機械になってしまったわけじゃない。今すぐ理解してくれとは言わないが、それだけは覚えておいてくれよ」

　レオニダスが言うと、ナナは一言「はい」と言って頷うなずいた。レオニダスの言葉に思うところでもあったのか、先ほどまでの不安げな表情は消えていた。

　こうやって、互いの間にある誤解や偏へん見けんを一つずつ地道に解消していくことが、もしかすると南なん北ぼく融ゆう和わに繫つながるのかもしれない。ゆっくり、じっくり、近道はないということだ。

　ナナがレオニダスの言葉に頷く姿を見て、時間はかかるが、南北融和は不可能なことではないのかもしれないなと、ケイレヴは何となく、そのようなことを思った。

「入ろうぜ」

　口元に浮かんだ微び笑しようを消してから、ケイレヴは三人をそう促うながした。

　そうして研究室のドアに手をかけようとしたところ、どういうわけか、向こう側からドアが押し開かれ、一人の男が姿を現した。

　二メートル五十はあろうかという、およそ人にん間げん離ばなれした長身に、超人的な筋肉の隆起を宿した肉体、深い緑色を湛たたえた肌、頭とう髪はつの生えていない頭上に君くん臨りんする二本の角。それでいて両腕がサイボーグ化されている。実に奇妙な風体だ。

　この奇妙な男の正体は『デッドマンズ』で工兵チームのリーダーを担当していた、古こ参さん兵へいの一人にして唯ゆい一いつのオーク族出身者、サイボーグ兵トルクであった。

「あ……トルクのおっさん」

　巨体を見上げるケイレヴの視線と、子供を見下ろすようなトルクの視線が交こう錯さくする。

　ケイレヴの姿を認めたトルクが、少し驚おどろいたような顔をした。

「レッドどのか。シルバーウッドどのも」

　そう言って顔を向けたトルクに、レオニダスも「おう」と手を上げて声を返す。

　研究室から出て来たトルクは、左手に大きなウエポンケースを下げていた。どうやら彼らもここで新装備を受け取ったらしい。トルクの後に続き、同じ分隊の仲間であろう南北の兵士たちが三人ほど出て来たが、彼らもやはりウエポンケースを手にしていた。

　見れば、知った顔に出会ったナナが、出て来た南部の女性兵士に、顔を綻ほころばせながら声をかけているところであった。

　あいつも友達の前ではあんな顔するんだなと、ケイレヴは何となくナナの横顔を見た。こうして見ると、軍人と言うよりは、歳相応の少女の顔に見える。

　そうして、すぐにトルクの方に向き直った。

「あんたらもドムのジジイんとこに呼ばれたのか？」

「うむ。新装備を賜たまわった」

　そう言って、トルクは左手のケースをひょいと持ち上げて見せた。物もの々ものしい金属製ケースは引越し用の大型ダンボールよりも大きかった。小柄な女性、例えばナナなどはまず持ち上げられないだろう。肉体を強化されたケイレヴでも、あの大きさは流石さすがに遠えん慮りよしたい。

「使えるやつだったか？」

　レオニダスが訊きくと、トルクは落らく胆たんした様子で、そのごつい顔一杯に渋じゆう面めんを作った。

「………………ゲテモノでござる」

　ケースの中身がどうなっているのかは知らないが、恐らくはドム博士の個性が存分に反映されたものなのだろう、兵器としてあまりに奇抜なタイプであろうことは想像に難かたくない。

『デッドマンズ』時代も新兵器のテスターは散々やったが、このタイプの武器を隊員たちは公然と『ハズレ』呼ばわりしていた。悲しいかな、トルクは部隊が解散になったというのに、またもハズレを引いてしまったのだ。

「……御ご愁しゆう傷しよう様さま」

　ケイレヴとレオニダスは、墓前で祈るように手を合わせ、トルクを拝んだ。ハズレの装備を与えられた彼には、せめて神の御ご加か護ごくらいはあってほしいものだ。

　その気持ちだけ受け取って、トルクは慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「かたじけない。では、任務があるので拙せつ者しやはこれにて」

　そう言いながら、トルクは二人に背を向けて歩き出した。

　残り三人の兵士たちも、慌てて彼の背に続く。

「命があったらまた会おうぜ」

　ケイレヴが彼の背中にそう声をかけると、彼も一いつ瞬しゆんだけ立ち止まり、

「承知した。さらば」

　と返した。そうして、また足早に歩き始める。ビシャスとはまた違うタイプの、口数の少ない簡潔な男であった。

　どこまで遠ざかっていっても、やはり大きな背中である。

　呆ぼう然ぜんとその背中に視線を送っていたケイレヴに「レッド少佐」とナナが声をかける。

　顔を向けると、ナナは何か訊ききたいことがあるというふうな顔をしていた。

「ケイレヴと呼び捨てにしてくれていいぜ。堅かた苦くるしいのは好きじゃねえ」

　ケイレヴはそう言うのだが、しかしナナは規律や規き範はんを重んじるタイプだ。上官を呼び捨てるなど考えられないことだ。

　しばらく思案してから、ナナは覚悟したように口を開いた。

「…………では、ケイレヴ少佐」

「ファーストネームは呼ばせてもらうが、あくまで呼び捨てにはしないってことか。んー、堅かたいなあ、お前。ま、いいけどよ。んで、何だ？」

「あの、トルクという方は……？」

　トルクたちが去って行った場所に顔を向けたまま、ナナが訊いてきた。オーク族が珍しいのか、どうやらトルクのことが気になっているようだ。

「ああ、トルクのおっさんか？　見たとおりオークだよ。ベテランの工兵だ」

「あれが、オーク族……」

　何だか途方もないものを見たような表情でナナは呟つぶやいた。

「オークがそんなに珍しいか？」

　ケイレヴが訊くと、ナナの代わりとばかりに、博はく識しきなレオニダスがそれに答えた。

「南部にオークはいないらしいぜ。北部にエルフがいないのと同じように」

「ああ、そっか。確か、オークって千五百年前の戦争に負けて、北部最北端の孤こ島とうに追放されたんだもんな。思い出してきたぞ、確か同じように戦争で負けたエルフも、南部最南端の荒地に追放されたんだよな。その後どうなったかは覚えてねーけど」

「エルフのことは俺も大して知らないが、追放された先でオークは船せん舶ぱく型がた『Ｄマテリア』を発見し、それを元に大だい艦かん隊たいを構築して一大海洋国家を築き、造船業でオークの右に出る者はいないとまで言われるようになった。人間社会への進出にも成功して、そのまま人間社会に根付くオークもちらほらと見受けられるようになった。トルクがそのいい例だな」

「なんだ、お前もエルフのことは知らないのか。にしても、南部にはオークがいないってのは本当なのかよ？　ホントに、唯ただの一人も？」

　ケイレヴが確認するように訊くと、ナナははっきりと頷うなずいた。

「いない筈はずです。少なくとも、南なん部ぶ自じ治ち領りようには一人もいません。今の今まで、私はオーク族を見たこともありませんでしたから」

「ふうん。北部にゃそれなりにいるんだけどな、人間社会で暮らすオーク。軍でも一般でも、たまにだけど見かけるし」

『デッドマンズ』に所属していたオーク族はトルク一人だけだが、アーミラル全体で見れば少数ながらも、ちらほらとオーク族の姿が見受けられる。統とう計けいでは、その多くが技術系の専門職に就つくとされている。ごつい見た目に反し、手先が器用で職しよく人にん気質かたぎな種族なのだ。

「確か、南部にも人間社会で暮らすエルフっているんだよな？」

　今度はレオニダスがナナに質問した。

「本当に、ごく少数だけ。エルフ族は人間を毛嫌いしていますから、殆ほとんどは追放先の荒地から外に出ようとはしません。厳しい生活環境でも、人間に交わるよりはマシだということです。そういう性質の種族ですから、人間社会に出る者は種族の中でも例外扱いを受けると聞いています。彼らは古こ代だい魔ま法ほうに長たけていますから、人間社会に出ても多くは宮きゆう廷ていに仕え、民間人の前には滅めつ多たに姿を現すことはありません」

「古代魔法？　人間が使う魔法と何か違うのか？」

「元は同じ技術なのですが、途中で枝分かれして独自に発展したとでも言えばいいのか……。ともかく、魔法のみに限って言えば、エルフ族はドワーフ以上の魔法の使い手であるとされています。召しよう喚かん魔ま法ほうは長らくエルフ族のみが扱える秘ひ術じゆつであるとされてきましたから」

「へえ、召喚魔法ってのは、エルフが編み出したもんだったのか」

「はい。人間の魔法は基本的にはドワーフのものを下地にしているのですが、唯ゆい一いつ、召喚魔法だけはエルフ族の模も倣ほうをする形で習得しているのです。だから、人間はエルフ族を召喚魔法の師として扱っているのですが、彼らはそれを屈くつ辱じよくと捉とらえているようです」

「そりゃまた、どうして？」

「エルフ族はプライドの高い種族ですから、人間に屈したばかりか、種族だけの秘術を食うために流出させてしまったと考え、それを何よりの恥辱と思っているらしいのです」

「ふむ、そうなのか。まあ、オークの国家は北部でも成功している方だからな。未いまだに厳しい暮らしをしているエルフほど卑ひ屈くつにはなってないってことだろうな」

　ケイレヴが言い終わるのとほぼ同時に、研究室のドアの向こうから怒ど号ごうが飛んで来た。

「おい！　小こ僧ぞうども！　いつまで喋しやべっとる！　はよう入らんか！」

　しわがれた、しかし力強い老人の声であった。

　この声には、ケイレヴもレオニダスも聞き覚えがある。アーミラル随ずい一いちとも謳うたわれる天才科学者ドム・トラボルタ博士のものだ。

　人としての音量調節機能がイカレているのか、ドム博士は常に怒鳴るようにして喋るという迷惑極まりないクセを持っている。今の怒鳴り声も博士にとっては普通に喋ったに過ぎない。

　相変わらずうるさいジイサンだなと思いながら、ケイレヴはドアノブに手をかけた。

「山ノ神がお怒りだ。さっさと入って怒りを静めよう」

　そう言ってドアを開けると、部屋の中央、大きな作業台の上で胡坐あぐらを搔かいている、ところどころ黒く焦げ、穴の空いた白衣を着た老人の姿がケイレヴの目に飛び込んで来た。

　アーミラルの兵器開発畑における重じゆう鎮ちん、ドム・トラボルタ博士その人であった。

「よう、久しぶりだな、クソジジイ」

　入室したケイレヴが軽く挨あい拶さつをすると、博士はどうやったものか、胡坐のままジャンプして作業台の手前に着地した。

「えッ？　何？　屁へで跳とんだの？」

　ケイレヴが戸惑っていると、博士がヤニの付着した歯をニッと見せて笑った。

「お前もよう生きとったな、クソガキ！　まだ死んどらんかったか！」

「あんたが俺を死なない身体からだに造ったんだろうが」

「左手なくして腹からダラダラ血ィ流してヒィヒィ言っとったあの小こ僧ぞうがのう！　少佐とはまた、立派になったもんじゃわい！」

「立派もクソも、少佐になったのはつい昨日のことだぜ？　それに俺自身、階級以外にどこがどう変わったのか分からねーしな。ま、仕事の厄やつ介かいさは少佐になっても変わらねーけど」

　ケイレヴたちの仕事はいつでも面倒事か汚よごれ仕事、もしくはその両方かの三択だけだ。それが証しよう拠こに、少佐になってから初の仕事も面倒極まりないものだった。恐らく、軍人でいる限り楽な仕事に巡り会う機会はないのだろう。因いん果がなことだ。

「レオ！　お前はまた老けたのう！　もう立派なおっさんじゃのう！　そろそろ枕まくらから父親と同じ臭においがするようになった頃じゃろう！　違うか？　ん？　そうじゃろ？」

　ケイレヴに続き入室したレオニダスを見るなり、博士はそうまくし立てた。

　レオニダスは顔をしかめて舌打ちをした。

「チェッ、うるせーな、もう。それに俺は施設育ちだから、実の父親の顔すら知らねーよ」

「そりゃ良かったのう！　父親なんてもんはロクなもんじゃないからのう！　ワシの息子なぞ会う度にワシのことクソオヤジとか言いよるからな！　まあ、年に一回か二回くらいしか会わんのじゃがのう！　ンガッハッハッハ！」

　今年で七十になる博士の息子だからもういい歳なのだろうが、博士の人物から察するに、息子某は恐らく母親の手によって育てられたのだろう。研究室にこもり切りの博士とは、親子でありながら別居しているようなものだ。

　レオニダスは呆あきれ半分に乾かわいた笑いを浮かべた。

「おいおい、笑い事じゃねーだろ、それ。ロクでもねえ。マジでクソオヤジじゃねーか」

「手足が機械やバケモンになっとるお前らよりマシじゃわい！　それよりそっちの二人！」

　と、何なに気げにケイレヴとレオニダスを侮ぶ辱じよくするようなことを言いながら、博士は後ろで大人しく控えていたナナとビシャスを指差した。

「わ、私たちですか……？」

　博士の人物に圧倒されているのだろう、ナナはポカンとした様子で返事をした。

「お前さんらしかおらんじゃろう！　四人で来た筈はずが、数えたら五人いるとか言い出したら怖いじゃろうがい！　ホラー小説か！　恐ろしい！」

「は、はあ……」

「お前さんら、南部の若造どもじゃな！」

「はい……」

　そう言うナナの顔には「南部人かどうかくらい格好を見れば分かるだろう」という呆れたような感情がありありと浮いていた。

　だが、博士にとっては相手の感情などどうでもよいらしく、ナナの表情にもただただ豪ごう快かいな笑いを返しただけだった。

「ガッハッハ！　若いくせに元気がないのう！　もっと腹から声出さんか！」

「す、すいません……」

「そっちの兄ちゃん、お前さんさっきから一言も喋しやべらんな！　どうした？　腹でも痛いか？」

　言いながら、博士はビシャスに向き直った。どうやら興味の対象が彼に移ったようだ。

「……別に…………」

「元気ないのう！　お通つ夜やみたいな顔して！　兄貴と姉貴がいっぺんに死にでもしたか！」

　博士がそう言った次の瞬しゆん間かん、一同の眼前で信じられないことが起こった。

「姉さんは死んでなんかいない！」

　何と、あのビシャスが怒鳴ったのである。

　博士の言ったことがよほど癪しやくに障さわったのか、ビシャスは親の仇かたき、いやさ姉の仇とでも言わんばかりの勢いで博士に詰め寄った。

　先ほどまで彫ちよう像ぞうのように押おし黙だまっていた男が、今にも胸むな倉ぐらを摑つかみ上げんばかりに肉にく薄はくしてきたことに、さしもの博士も声をあげて驚おどろいた。

「ぬおぉ！　お、落ち着けい！　落ち着かんか！　冗談じゃ！」

　博士だけではない、その場の全員が驚おどろいた。この中で最も彼のことを知っているだろうナナですら、ビシャスがこのように声を荒げる姿を見るのは初めてのことだった。

　どうやら家族が死んだと言われたことに対して本当に怒っているようで、ビシャスは青筋を立てて博士の顔を睨にらんでいた。このままでは本当に博士を摑つかみ上げるかもしれない。

　隊長として、ケイレヴはこの場を収めなければならなかった。博士の自業自得だから気は進まなかったが、隊長の責任は果たさなければならない。

「……な、なあビシャス、確かに不ふ謹きん慎しんだが、ジイサンも冗談で言ったことなんだ。腹立つのも分かるけどさ、相手は老人なんだ。ここは許してやってくれよ。な……？」

　博士の巻き添えを喰くってぶん殴られたりしても怖いので、ケイレヴは恐る恐る言ってみた。

　すると、何事か考えていたものか、ビシャスはしばらく静止してからゆっくりとケイレヴに向き直り、慇いん懃ぎんに一礼をした。

「…………すみません、でした。姉は故郷で静かに暮らしています……」

　次いで、博士に向き直り同じように一礼をしてから元いた場所に戻り、また彫像のように押し黙だまった。ケイレヴの言葉が届いたのかは疑わしいが、どうやら沸ふつ点てんに達していた思考は元に戻ったようで、顔には感情を感じさせない、あの能面のような表情が張り付いていた。

　どうにも人物の摑めない、不思議な男であった。とりあえず今後、ビシャスの前で彼の家族をネタにするのはよそうと、ケイレヴは固く心に誓ちかった。

　うろたえた様子を残したまま、博士はぎこちない笑みを浮かべながら口を開いた。

「ま、まあ、何じゃ。とりあえず元気はあるようで良かったわい！」

　博士のこういう姿を見るのは初めてで、ケイレヴは何だかおかしかった。見れば、レオニダスも笑いを堪こらえている。だが、ここで本当に笑ってしまうと博士が生なま殺ごろしになってしまう。

「ジジイ、そろそろ新装備くれよ」

　武士の情けとばかりにケイレヴが本題を切り出すと、博士は嬉き々きとしてそれに跳び付いた。

「おお！　そうじゃったな！　ちょっと待っとれい！」

　作業台の後ろには、大小様々なウエポンケースが山積みにされている。博士はその中から大き目のケースを二つほど持ち出して作業台の上に置いた。

「クソガキとレオ！　まず、お前さんらにはこれをやろう！」

　そう言って、博士は留め金を外してケースを開いた。中に入っていたのは陸軍兵士の標準装備、何のことはない、いつもの野戦アーマーであった。

　ケイレヴとレオニダスは顔を見合わせて首を捻ひねった。

「何だよ、いつもの野戦アーマーじゃねーか。もう持ってるよ、こんなもん。それに、わざわざここで貰もらわなくても、補ほ給きゆう部ぶでいくらでも手に入るっつーの」

　ケイレヴが言うと、博士は待ってましたとばかり、得意げに口の端を歪ゆがめた。

「フン！　同じなのは見た目だけじゃ！　よう聞けいクソガキ！　このアーマーはのう、強度の増強と軽量化を実現した最新型なのじゃ！」

『軽量化』の三文字に、レオニダスが反応した。

「おお！　軽くなったのか！」

　レオニダスは装備の重さに泣かされている狙そ撃げき兵へいである。装備が軽くなるということがよほど嬉うれしいらしく、身を乗り出して新型アーマーを見つめていた。

　レオニダスの嬉しそうな姿を見て、博士は満足そうに頷うなずいた。

「重量は従じゆう来らい型がたアーマーの半分ほどになった！　強度の方も、九ミリ程度の拳けん銃じゆう弾だんなら跳はね返せるほどになったわい！　炎熱に対する耐性も増強されとるでのう、クソガキの炎でも、ちょっとやそっとのことでは溶けんじゃろう！　同じく増強を図はかった特製ヘッドセットもくれてやるわい！　これらが量産ラインに乗れば、将兵の死し傷しよう率りつはぐっと低下するじゃろうて！」

「まあ、とにかく軽くなったのはありがたい」

「そしてレオ、お前さんにはもう一つ……」

　言いながら、博士はケースの山に戻り、その中から一ひと際きわ大きなケースを抜き出した。従来のライフル用ケースをいくつか重ねたような厚さと長さを持ったそのケースを、博士は満足に持ち上げることも出来なかった。見かねたケイレヴが手を貸したが、成るほど、これは博士のような老体が一人で持ち上げるのは無理だなと、そう思えるほどに重たいケースだった。具体的には三十キロくらいだろうか、個人装備としては少々行き過ぎた重さだった。

「これじゃ！　開けてみい！」

　ケイレヴが台上に置いたケースを指差しながら、博士が言った。

　明らかにヤバイ邪気の漂うケースに手をかけ、レオニダスは恐る恐るそれを開け放った。

　ケースが開いたその瞬間、レオニダスはこれ以上ないというほどの落らく胆たんの表情を浮かべた。

　はたして、ケースに収められていたものは、一丁の長大な対たい物ぶつライフルであった。

　対物ライフル自体が銃じゆうの中では巨大なのに、この銃はそれより一回りも大きく、銃じゆう身しんなどは大たい砲ほうを思わせるほどに太かった。通常サイズの対物ライフルが銃の化け物ならば、この銃は化け物の中の化け物だと言えよう。殺さつ戮りくと破は壊かいのために造られたような銃であった。

　全体的に角ばったブラッククロームのボディ。狙そ撃げき特とつ化か型がたサイボーグ用の超高倍率スコープと手に馴な染じみやすいエルゴノミックデザインのピストルグリップを採用、射しや撃げきモードは勿もち論ろんセミオートオンリーで、装弾数は十五発。巨大な弾丸を多数収めるため、狙撃銃としては非常に珍しい多弾数ヘリカルマガジンが用いられている。最高水準のマズルブレーキが装備されているようだが、超大口径だけに、その効果のほどは疑わしい。

「うわ、これ……」

　その銃の、あまりの威い容ように絶句するレオニダスに、博士は嬉うれしそうに声をかけた。

「新型アンチマテリアルライフル『ベルセルクバスター』じゃ！」

「『ベルセルクバスター』？」

「狙そ撃げき兵へいによる『ベルセルク』単独撃破を目指して設計された銃じゃ！　弾丸も、黒こく龍りゆうの牙きばから削けずり出だした特注品をくれてやるわい！　発射の瞬しゆん間かんに青白い炎を噴ふく超高速徹てつ甲こう弾だんじゃ！」

　黒龍というその単語に、レオニダスは思い当たる節ふしがあった。

「黒龍の牙？　どうせ俺たちがリヒターとの戦争で殺したアレだろ？　あんたの部下が戦場跡から律りち儀ぎに黒龍の屍し骸がいを回収していたもんな。あんなものよく取っておくよ、ホント。倉庫の中でウジでも湧いてるんじゃないのか？」

「阿あ呆ほう！　ホルマリン漬づけの屍骸にウジなど湧くか！　それよりワシの話をよう聞いとれい、レオ！　こいつは戦車の装甲くらいは豆腐のように撃うち抜ぬくでな！　新装備が嬉うれしいからと、何でもかんでも無む闇やみやたらと撃つでないぞ！」

「アホか！　どこの誰だれがこんな銃使えるっつーんだよ！　撃った瞬間に肩抜ける……いや、肩の骨砕くだけるわこんなの！　オークだってこんなの使えやしねーよ！」

　レオニダスは猛もう然ぜんと抗議するのだが、博士は首を横に振ってその言葉を否定した。

「確かに並の人間なら使えんじゃろうて！　しかしお前さんはサイボーグじゃ！　並大抵のことにはビクともせんほど頑がん丈じように造られておる！」

「あんたさあ、俺の身体からだが機械化された部分よりも生身の部分の方が多いんだってことを忘れてねーか？　機械の部分は無事でも、生なま身みの部分に影響が出るとは考えなかったのか？」

「安心せい！　お前さんの身体は計算上のことではあるが、こいつの衝撃にも耐えられることになっとる！　まあ二に脚きやくを使った方がいいのは間違いないがのう！　ガハ、ガハハハハ！」

　何が嬉しいのか、博士は大きな声で笑い始めた。

　これはいくら言っても話にならないなと、そう判断したのだろう、レオニダスは諦あきらめたように首を振り、大きくため息をついた。

「計算上だとか、実じつ地ちも伴わずに適当なこと言いやがって。ったく、こんなもんいらねえよ。これじゃあ、せっかくアーマーが軽くなっても無駄じゃねえか……」

　無念の表情を浮かべるレオニダスの肩に、ケイレヴはそっと手を置いて言葉をかけた。

「残念、ゲテモノだったな」

「うるせえ！」

　ケイレヴの意地の悪い言葉に、レオニダスは心底忌いま々いましそうに叫さけび返かえした。

　博士は早々に、次に装備を渡す者に向き直る。

「次！　そこの兄ちゃん！」

　そう言って、博士はビシャスを指差した。

「………………」

　ビシャスが物言うこともなく、無言で前に出て来る。

「資料によると、お前さんは二に刀とう流りゆうの使い手じゃったな！」

「……はい」

　呟つぶやきのような返事をして、ビシャスが頷うなずいた。

「へえ、お前、剣を二本も使って戦う奴やつだったのか。珍しいな」

　意外というふうに言ったケイレヴに、ビシャスがやはり機械的に頷き返す。

「……はい」

「北部では、剣は珍しいものなのですか？」

　そう質問してきたのはナナである。彼女も彼女で、ケイレヴがビシャスの二刀流を意外がっていることが不思議に思えるようだ。

　ナナの疑問に、レオニダスが答えた。

「北部では帯刀している兵士というのはまずいない。指揮官が軍刀を持っていたのも、俺たちのひいじいさんぐらいの代までだ。今は製造すらされていない。それに、五年前の戦争でも、ほとんどの南部兵士は槍やりを持っていたからな。剣はサイドアーム程度の扱いだったし、槍を持たない生きつ粋すいの剣けん士し自体がそもそも珍しかった。二刀流の剣士もいるにはいたが、これは数えるほどしかいなかったな。だから、俺たちから見ると剣士は珍種なんだよ」

「剣士が珍種……」

　ケイレヴたちがそんなことを喋しやべっている間に、博士は忙いそがしくケースの山を漁あさり、中から鞘さやに収められた大小二本の剣を取り出してきた。

「ほれ！　お前さんはこれを使えい！」

　そう言って、博士は二本の剣を順に抜ばつ刀とう、抜ぬき身みの剣と鞘を台上に置いた。

　実に奇き抜ばつな形状の剣であった。

　両もろ刃はではなく片かた刃はの刀とう身しん。二本とも刀身が微妙に湾わん曲きよくしており、鍔つば迫ぜり合あいを想定しているのか、相手の刀身にダメージを与えるため、刃の根元が鋸のこ状じようになっている。鍔の部分は、剣を握にぎった手を隠すような円えん盤ばん型がただ。滑すべり止どめだろうか、柄つかの部分には紐ひものようなものが巻かれており、鞘も柄も、鍔の部分も、刃でさえも、全体に黒く塗り込められていた。

　同じ湾刀でもカトラスやシミターではなく、サーベルでもない。五年前の戦争を戦い抜いたケイレヴをして、初めて見るタイプの剣だった。

「変わった形状の剣だな」

「それよ、クソガキ！　これはオーク族に伝わる古い剣でのう、刀かたなと呼ばれるものじゃ！」

「ほお、こいつがカタナか。噂うわさに聞いたことはあるが、実物を見るのは初めてだな」

「ただの刀ではないぞい！　そいつには何と、ドワーフのものを模した動力機関を組み込んである！　本物の『Ｄマテリア』に比べればまだまだ稚ち拙せつなものじゃがのう！」

　全ての『Ｄマテリア』に共通していることは、魔ま力りよくを燃料とする動力機関が使われているということだ。南部大陸で使用されている魔ま法ほう技ぎ術じゆつの多くは、この動力機関、特にそこに刻まれたドワーフの文字を研究することで確立されたのだとされている。

　ここで、ナナが驚おどろきの表情と共に声をあげた。

「ドワーフの動力？　というと、まさかこの剣は『魔ま剣けん』のレプリカですか！」

「嬢じようちゃんよく知っとるのう！　いかにも、これは『魔剣』を再現したものじゃ！」

「ドワーフの遺跡で稀まれに見つかる、刀剣状の『Ｄマテリア』のことを、確か『魔剣』と言うんだったよな？　俺の記憶が正しければ、使用者の魔力を吸って、刀身が炎や凍結のような攻こう撃げき魔ま法ほうの効果を帯びるという代しろ物ものだった筈はずだ。強力なものになると、一振りするだけで業ごう火かを巻き起こすものもあるとかいう話だったな」

　レオニダスの言葉に、博士は力強く頷うなずいた。

「うむ！　『Ｄマテリア』の動力機関には解かい析せき不ふ能のうな部分が多くてのう、ワシら研究者は長年に亘わたりこれの解明に頭を悩ませてきたのじゃが、戦後、南なん部ぶ自じ治ち領りようの研究者たちと交流を持ったことでドワーフの技術の再現度が飛ひ躍やく的てきに向上したのじゃ！　そうして近年、稚ち拙せつながらも遂ついに動力機関の再現に成功したというわけじゃわい！」

「技術者同士の交流の話は、私も噂うわさ程度は耳にしていました。ドワーフの技術に対する北部の解かい釈しやくを導入したことにより、身体能力強化のような新たな魔法が開発されたのだとか。その結果として『魔ま騎き士し』のような新たな兵科が生まれたのですから、技術者同士の交流は本国、南部自治領双方に多大なる恩恵をもたらしたと言えるでしょうね」

　詳しいわけではないが、ケイレヴも『魔剣』の話は聞いたことがある。

「そう言やあよう、例の『皇こう帝ていの遺い産さん』だっけ？　あれも確か『魔剣』なんだよな？」

　ケイレヴの言葉に、博はく識しきなレオニダスが頷く。

「北部でも有名な話だな。グリマルタの初代皇帝はたった一本の、しかし強力無比な『魔剣』を手に帝国の基き礎そを築き、鬼き神じんの如ごとき戦いぶりから『剣神皇帝』って呼ばれたんだよな」

　レオニダスが顔を向けると、ナナはそうだと頷いた。

「ええ。皇帝が発見して手にしていたものだけでなく、リヒター王国時代にも『魔剣』は何本か発掘されていますが、ご存知のように……」

「ほとんどの『Ｄマテリア』は再起動不能の停止状態で発見される。北部でも南部でも、この常識だけは変わらないようだな」

　破は壊かいされているわけではなく、経けい年ねん劣れつ化かで動かなくなっているのでもない、原因は今もって不明なのだが、レオニダスの言うように、多くの『Ｄマテリア』は動力機関が停止した状態で発見されている。これを再起動したという前例は一つとしてなく、それ故ゆえに動力が生きた状態の『Ｄマテリア』には計はかり知しれない価値があるのだとされている。

「グリマルタ帝国が今こん日にちこれだけの発展を遂とげたのは、動力が生きた状態の、かつその中でも特に強力な『Ｄマテリア』を手に入れたからに他なりません。現在に至るまで続くグリマルタ帝国の磐ばん石じやくな基礎を築いたのは初代皇帝です。皇帝の『魔剣』さえなければ、旧リヒター王国があそこまで逼ひつ迫ぱくした状況に追い込まれることはなかった筈です」

　リアルタイムでリヒター王国の滅めつ亡ぼうを経験しているだけに、ナナの言葉からは口くち惜おしいという感情がありありと伝わってきた。
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「でも、その強力な『魔ま剣けん』を持ってた初代皇帝も、確か二十年ちょっとでグリマルタを追放されたんじゃなかったっけ？　学生の頃、世界史の授業でそう習ったぜ？」

　ケイレヴが薄うすぼんやりと覚えていたことを口にすると、ナナがはきと頷うなずいた。

「ええ、国家の平へい定てい後ご、権力争いの末に初代皇帝を追い落としたのは、実子である二代目皇帝だとされています。放ほう逐ちくの際さい、初代皇帝は野心の強すぎる二代目に『魔剣』を譲ゆずることなくグリマルタ帝国から姿を消し、ウォールトルの各地を放ほう浪ろうしたのだとか。ただ、放浪の逸いつ話わはあくまで伝説上の話ではありますが……」

「しかし『皇こう帝ていの遺い産さん』の発見により、伝説の正当性は証明された。何の皮肉か、その放浪の旅の果てが、計らずもこの北部国家、アーミラルだったというわけだ。しかし、皇帝はどうしてわざわざドワーフの遺跡に遺産を封印したんだろうな？」

　そう言って首を傾かしげるレオニダスに、意外にもケイレヴが言葉を返した。

「実の息子にも渡さなかったくらいの代物だぜ？　心無い人間が遺産を手にした時のことを考えれば、自然、封印つー選択肢に辿たどり着つくんじゃねーの？　何で施設の起動方法を知ってたのかは分からねーが、ドワーフの遺跡ならセキュリティも万ばん全ぜんだしな」

　意外にも筋すじの通ったその考えに、レオニダスとナナが感嘆の声を洩もらした。

「言われてみれば、確かに……」

「おお、それなりの説得力。無む学がくなワリによく考えたな」

　レオニダスの言葉に、ケイレヴはけっ、と舌打ちを返した。

「無学は余計だっつーの、無学は。にしても、剣一本であれだけの大帝国を築けるんだから、ドワーフの技術ってのは恐ろしいよな。よく人間は戦争に勝てたもんだ」

「伝でん承しようにある、抵抗せずに人間に屈くつしたって一いつ節せつは、案外本当のことなのかもな」

「伝承とは、人間と他種族が大陸の覇はを争った千五百年前の戦争のことですね」

　ナナに訊きかれ、レオニダスはそうだと頷うなずいた。

「当時、ドワーフはすでに現代を超える高度な文明を築いていた。連中の兵器と魔ま法ほうなら、当時の未熟な人間を滅ほろぼすことなんてワケなかった筈はずなのに、実際は易やす々やすと人間に滅ぼされた。学界では、ドワーフが自ら滅びを選んだという口く伝でんが正しい説なのではないかと議論され始めているくらいだ。だから、伝承の一節は本当かもしれないと、そう言ったのさ」

「その説が本当だとすると、人間は彼らの自じ滅めつに利用されたということでしょうか？」

「あくまで仮説の話だから。それにドワーフ研究は知れば知るほどに謎なぞが深まると言われている分野だ。自滅説以外の学説もゴマンとある。俺の独断では何とも言えないな」

「謎が謎を呼ぶ、ということですね……」

　そうして、二人は同時にふむ、と唸うなった。

　二人の様子に目をやっていたケイレヴが、不意にその視線を博士に向けた。

「おい、ジジイ。ドワーフ研究者の観点から、伝承について何か分かんねーのか？」

　しかし、自身がドワーフ研究者であるというのに、博士はドワーフの歴史については興味がないらしく、台上の大刀を摑つかみながら「伝承なんぞどうでもいいわい！」と切り捨てた。

「それより兄ちゃん、説明じゃ！　剣の銘めいじゃが、大刀が『魔ま剣けんケルベロス・アイン』で、小刀は『魔剣ケルベロス・ツヴァイ』となっておる！　鞘さやから抜き放つと自動で電でん撃げきの魔法が発動し、刃が帯電するように造られておるでな、対人戦は勿もち論ろんのこと、北部で使われておる機械兵器にも抜群の効果を発揮するじゃろうて！」

　言ってから「どうだ？」という顔をビシャスに向ける博士。しかし、当のビシャスは特に何の感情も示すことなく、黙だまって頷くばかりだった。

　博士がいたたまれないとでも思ったものか、ビシャスに代わり、レオニダスが口を開いた。

「高圧の電撃で対象を黒コゲにすることも可能、出力を抑おさえて峰みね打うちでもかませば、相手を生け捕どりにすることも出来る、電子制御の兵器にも強い。こいつはさしずめスタンソードってところだな。白はく兵へいでの活かつ躍やくが見込める、優秀な武器じゃないか」

「うむ！　そうじゃろう、そうじゃろう！　レオ、お前はなかなか見る目があるのう！」

　満足そうに頷く博士。しかし、ここでケイレヴが博士に水を差した。

「それにしても剣に銘なんか付けるか？　鍛か冶じ屋やでもあるまいしよ。しかも『ケルベロス』って南部の召しよう喚かん士しが使し役えきする三つ首の犬の名前じゃねーか。あれは電撃なんか使わねーし、そもそもこの剣とどう関係があるんだよ？　どうせ、言葉の響ひびきがカッコイイだとか、そんなガキみてぇな理由で付けた銘めいなんだろ？　ん？　違うか？」

　ケイレヴの辛しん辣らつな言葉に、博士はけっ、と舌打ちを返した。

「男がカッコイイことを求めんで、他に何を求めるのじゃ！」

「……女とか、金とか、権力とか？」

「いかにも爛ただれた大人の言いそうなことじゃわい！　汚らわしい！」

「……爛れた大人の代表に言われたくねーんだけど」

「失敬な！　もういい、お前はどっか行け！　おい、南部の兄ちゃん、ちょいと耳貸せい！」

　一体何だろうと、ほんの少しだけ首を捻ひねってから、ビシャスが博士に顔を寄せる。すると、博士は彼の左耳に両手を当て、ひそひそと耳打ちをし始めた。

「実はこいつにはまだ細さい工くがあってじゃな……」

　時折ニヤニヤしながら、博士はビシャスに何事か説明している。ニヤけた老人が若者に顔を近付けている図は、ケイレヴからすると何だか気色が悪かった。

「ジジイが若造に顔を近付けて何をこそこそやってんだ。気持ち悪い」

　ケイレヴが思っていることを包み隠さずに言うと、博士は左拳から中指を突き立てた。

「うっさい！　お前のブサイク面の方がよっぽど気持ち悪いわい！　次！　嬢じようちゃん！」

　中指を早急に引っ込めて、今度はナナに向き直る。博士は老人ながら実にきびきびとしているが、同時にいつもアクセクしていて落ち着きがない。

　急に声をかけられたもので、ナナも少し慌てて返事をする。

「は、はい！」

「嬢ちゃんにはこれじゃ！」

　いつの間に手にしたものか、博士は台上に新たなウエポンケースを置いた。サイズ的にはラップトップパソコンのケースをもう少し厚くしたくらいだろうか、比較的小さなケースだ。

「開けてみい！」

「は、はい……」

　言われるまま、ナナはケースを開けてみた。

　中に入っていたのは、一いつ丁ちようのリボルバー拳けん銃じゆうだった。ただ、普通の拳銃ではなく、照準器の両サイドには鷹たかの翼つばさを模もした立体的な装飾が施ほどこされ、銃じゆう身しん下部にはストライクガンよろしく一体型の銃剣を装備、銃身と言わず弾だん倉そうから撃げき鉄てつ、引ひき鉄がね、グリップに至るまで目に見える部分全てがピカピカに磨き上げられており、茨いばらを模した銃身のエングレーヴも素す晴ばらしく、観賞用にはこれ以上ない一品であった。

　難があるとすれば、オートマチック拳銃を超えるタクティカルアドバンテージを見み出いだせないところだろうか。オートマチックが主流の昨さつ今こん、リボルバーは時代の流れにそぐわない。

「何だこれ？　ゴテゴテした銃だなあ、おい。しかもリボルバーだし。南北混成部隊なんだからせめてオートマチックくらい用意してやれよな。つーか刀とう槍そうと魔ま法ほうで戦う南部の兵士に銃なんか渡すなよ。さっきのカタナみたいに、こいつにも剣とか槍やりとかやればいいじゃねーか」

　だが、博士はそう言うケイレヴを鼻で笑った。

「はん、馬鹿者め！　よう見てみい！　そいつはリボルバーではない！」

　馬鹿呼ばわりされて少しだけムッと来たが、ケイレヴは言われたとおり、拳けん銃じゆうを仔し細さいに観察してみた。すると、通常のリボルバー拳銃とは違う、ある一点に気が付いた。

「……ん？　あれ、何だこれ？　弾だん倉そうが回転しないようになってら」

　よく見ると、リボルバー拳銃独特の回転式弾倉が銃本体と一体化し、回転どころか排はい莢きよう装そう塡てんすら出来ない造りになっていた。モデルガンということなのだろうか、これでは本当に観賞用にしか使えない、現場の兵士にとっては役立たずの拳銃ということになる。

「それは弾倉ではなく、魔ま力りよくを弾丸に変換するための機関じゃ！」

　博士に言われて、ケイレヴはようやくこの拳銃のコンセプトが分かった。

「おお！　弾丸のいらない魔ま法ほうの拳銃か！」

「うむ！　ワシが独自に設計したものじゃ！　使用者の魔力が続く限り無限に撃うてる、従じゆう来らいの弾丸を使わんエコな拳銃じゃ！　『魔ま剣けん』に対し、これは『魔マ銃ガン』といったところかのう！」

　魔の銃と書いて『マガン』と読むあたり、やはり博士の発明という感じがするが、レオニダスの化け物銃に比べれば、これは比較的まともな銃だと言えよう。

「現場の人間としては、普段からこういう使える武器を造ってもらいたいもんなんだけどな」

「僭せん越えつながらこの銃には『魔銃シルバーローズ』と名を付けた！」

「無視かおい！　つーかマガンしるばーろーず？　名前ダサッ！　センスもないし！」

「うっさい！　お前は黙っとれ！　ところで嬢じようちゃん！　お前さん、魔力満タンの状態からカラになるまで、何発くらい火球を放てる？」

「はあ、その……火球とは、ファイアボールの魔法ですか？」

「うむ！　何発いける？」

「……私は魔力が少ない方なので、二十発くらいでしょうか？」

「そうか！　ならば自前の魔力で四百発くらいは銃を撃てるじゃろうて！」

　普通、最前線に赴おもむく兵士でも、拳銃弾を四百発も携けい行こうすることはない。そこまで拳銃を酷こく使しする場面というのがそもそもないし、拳銃を抜かなければならないほど追い込まれた兵士は、その四百発を半分も撃たずに前線から引くか、途中で戦死することだろう。

「よ、四百発……？」

　銃火器には疎うとい南部出身のナナでも、四百発という数字が行き過ぎたものであるということが分かるらしく、半ば呆あきれたような顔を博士に向けていた。

「そいつは普通の拳銃で言うところの四十五口こう径けい程度の威い力りよくを有しておる！　弾丸の飛ひ距きよ離りも似たようなもんじゃろう！　それ以上飛ぶと弾丸を構成する魔力が霧む散さんしてしまうでな、使用の際さいには気を付けることじゃ！　これを使っておれば、いざという時のための魔ま力りよく節せつ約やくにもなろうて！　いや全く、いいもんを開発したもんじゃわい！」

　皆の呆あきれ顔がおも何のその、博士は自じ画が自じ賛さんでセルフトリップを決めていた。

　博士のことは無視して、ケイレヴはナナに向き直った。

「ところでお前、銃の撃うち方かた知ってるか？　まあ、南部出身だから知らないとは思うが……」

「一応、アカデミー時代に訓練しましたから、大丈夫だと思います。ライフルとかいう長い銃には触れず、あくまで拳けん銃じゆうの訓練だけでしたが…………」

　意外や意外、南部でも射しや撃げき訓くん練れんは行われているようだ。伊だ達てでも一応はアーミラル陸軍ということだろうか、ともかくケイレヴたちが一から彼女に教える必要はないということだ。

「おお、こりゃあ意外。今じゃ南部でも銃の訓練はやるもんなんだな」

「リヒター王国軍併へい合ごうを機に、と聞いています」

「へえ、そんなところでも地味に南なん北ぼく融ゆう和わを進めていたワケね」

　アーミラル上層部が今の事態を看かん破ぱしていたのかは分からないが、どうやら南北融和の下地については、技術者の交流以外にも些さ細さいなものながら以前から仕込みがあったようだ。このあたりの周しゆう到とうさは、常に大国の圧力下にある中規模国家ならではと言えよう。

　ほんの些細なことではあるが、今回はその仕込みが現場レベルで活いきたということだ。

「早速だが、こいつの撃ち方を教えてやろう！　撃ち方に少々コツがあるでな！　嬢じようちゃん、試しにこいつを構えてみい！」

　博士はケースから銃を取り出すと、それをナナに手渡した。

　ケースには説明書らしきものは同どう梱こんされていない。訓練場ですらない室内で銃を握にぎるのは多少抵抗があったが、ナナは博士から銃を受け取り、両手でそれを構えた。

「……こうですか？」

　なかなか様さまになっている構えだが、ケイレヴには気に入らないことが一つだけある。

「おい、こっち向けんなよ……」

　ナナが構えた拳銃、その銃口の先には渋じゆう面めんのケイレヴがいた。

　撃たれずとも銃口を向けられるのは嫌なものだし、通常、銃を撃たない場合、指は引ひき鉄がねの外に置くものだ。しかし、ナナは何な故ぜか引鉄に指をかけており、何だかとても危なっかしい。

　ケイレヴの抗議の声など無視して、博士がナナに銃の説明をする。

「普段、魔ま法ほうを放つ時のように掌てのひらに魔力を集中した状態でトリガーを引けば撃てるぞい！　グリップから魔力が吸収されると、エングレーヴが青く輝かがやくでな、一度確認してみい！」

「魔法の種類によって、魔力の集中のさせ方が違うのですが……？」

「何でもいい！　一番得意な魔法を放つ時の要よう領りようでやってみい！」

「攻こう撃げき魔ま法ほうだと、炎ほのお系けい統とうが一番得意なのですが……？」

「ならばその要領でやってみい！」

「こ、こうでしょうか……？」

　銃を構えたまま、ナナが小声で何事か呟つぶやくと、博士の言ったとおり、銃じゆう身しんに彫られた茨いばらのエングレーヴが薄うつすらと青い光を放ち始めた。

「うむ！　正しく機能しておる！　銃身のエングレーヴを確認してみるといい！」

　博士に促うながされ、銃身を見ようとナナが首を伸ばしたその時だった。

「ぐえッ！」

　突如として銃口から発射された弾頭大の火球が、ケイレヴの顔面に炸さく裂れつした。

　銃を構えたまま不自然な体勢を取ったため、どうやら誤ご射しやしてしまったものらしい。

　至し近きん距きよ離りで、しかも不意打ち気味に放たれた火球を避よけることも防ぐことも出来ず、ケイレヴは顔に直ちよく撃げきを受けてその場に倒れてしまった。

　ケイレヴに炎は効きかないからこの程度で死ぬことはないが、しかしいきなりぶん殴られたくらいの衝撃はあった。いくらケイレヴでもモロに殴られたとあれば流石さすがに倒れざるを得ない。

「あッ！　しょ、少佐！」

　突然のことにショックを受けたのだろう、ナナは拳けん銃じゆうを台上に取り落とし、両手で口元を押さえてそのまま声を失った。見れば、顔から血の気が引いている。もしかすると、ケイレヴのことを殺してしまったと思っているのかもしれない。

　ケイレヴは咳せきと共に口から煙を吐いて、上半身だけでムクッと起き上がった。どうやら咄とつ嗟さに炎の弾丸を口で受け止めたようだ。

「ゴホッ！　ウゲホッ！　バカヤローッ！　ホントに撃うつ奴やつがあるか！」

　効かないとは分かっていても、いきなり攻撃されては泡あわを喰くう。ケイレヴが吼ほえると、ナナは目を見開いて心から安あん堵どしたような表情を見せた。

「しょ、少佐！　良かった、生きてた！」

「勝手に殺すな！」

「ガーッハッハッハ！　トリガーの調節がゆるかったかのう！　これで銃の性せい能のうは分かったじゃろう！　魔ま力りよくの込め方で異なる性能の弾丸が撃てるでな！　今のは火炎弾じゃったの！」

「ああッ！　す、すみません！　すみません……ッ！」

　狂ったように笑い続ける博士と、同じく狂ったように謝り続けるナナ。実にカオスなこの状況に、さしものケイレヴも毒気を抜かれてしまった。

　床に手を突いて立ち上がると、ケイレヴはこれ見よがしにため息をついた。

「はぁ。もういいよ。戦場じゃ気を付けろよ？　味方を誤射するなんて洒落しやれにならねえぞ」

「面目次第もございません……」

「まあ、何にしてもゲテモノじゃなくて良かったよ。なあ、そうだよな、レオ？」

　ハズレを引いたレオニダスに、ケイレヴはわざとらしく話を振った。

　するとレオニダスは台上の『ベルセルクバスター』の銃身を撫なでながら静かに口を開いた。

「……今日は何だか銃を誤ご射しやしてしまいそうだ。何な故ぜか赤いものが撃うちたくなってきた」

「そうかい。だったら青春時代を思い出しながら赤く燃える夕陽でも撃つといいさ。あの的はいくら撃ってもタダだし誰だれも傷付かないからな」

「おい、クソガキ！　次の武器はお前さんのじゃ！」

　もう装備は全て受け取ったものと思っていたケイレヴに、博士がそう声をかけた。

　魔ま人じんの左手という何よりの武器を有する自分に、まさか追加武装があるとは夢にも思っていなかったケイレヴは、驚おどろきのあまり博士の顔を二度見してしまった。

「え？　マジで？　俺にも何かあんの？　アーマーだけじゃなくて？」

　確認のためケイレヴが問うと、博士は当たり前だと返して台上に一本の剣を置いた。

「ほれ、お前はこれを使えい！」

「これは……」

　南部兵士でもない自分に剣とは実に奇妙なことだと思ったが、ともかくケイレヴは台上の剣を手に取り、それを鞘さやから抜き放った。

　ビシャスが受じゆ領りようした刀かたなとはまた違う、確かグラディウスという名称だったか、分厚い刀とう身しんを持つ両刃の短剣であった。

　一見すると普通の短剣なのだが、刀身が、磨き上げられた鉄とは違う、白銀の輝かがやきを帯びているのが実に特とく徴ちよう的てきで、見ようによっては儀ぎ式しき剣けんのようにも取れる。

　白銀の刀身に目をやっていたケイレヴが、あることに気付いて博士の方に顔を向けた。

「おい、ジジイこれ……」

　すると、博士はニッと口の端を歪ゆがめて頷うなずいた。

「うむ！　『Ｄマテリア』じゃ！　ま、慣例とでも言おうか、案の定、発見段階で動力機関は死んどったから、そこはぶっこ抜いてやったんじゃがのう！」

　やはりそうかと、ケイレヴは思った。

　この剣の刀身には、ドワーフのみが製法を知るというミスリル銀が使われている。つまりこの剣は『Ｄマテリア』で、元は『魔ま剣けん』だということだ。

　今もって製法が解明されていないこの金属は、従じゆう来らいの金属のように年とし経へて錆さびることもなく超高硬度で傷付き難にくく、破は壊かいするのに容易ならざる無類の耐久度を誇ると言われている。

　なるほど、ミスリル銀の剣ならば確かに動力機関がなくとも刃物としての使い道は十二分にあるだろう、大量に打ち出されたナマクラを渡されるよりはずっといい。

　問題は、ケイレヴが剣士ではないということだ。

「おい、クソジジイ。確かに野戦、特にジャングルみたいなところじゃナタは結構役に立つけどよう、そんなもん、本物のナタを使えばいいだけの話じゃねーか。炎で戦う俺が、わざわざ動力の死んだ『魔剣』を持ち歩く必要がどこにある？」

「見た目に騙だまされおって、馬鹿者めが！　使っているのは『Ｄマテリア』の外側、刀剣の部分だけじゃ！　一度バラして、中身の動力機関はそっくり入れ替えておるわい！」

「え？　『Ｄマテリア』って滅めつ多たなことじゃ壊こわせないんだろ？」

「だから、バラしただけじゃと言うとろう！　組み立てられたものを分解しただけ！　ネジの一本たりとも壊しとらんから安心して使えい！」

「いや、使えって言われても、これやっぱり『魔ま剣けん』なんじゃねーか。魔ま法ほう使つかいでもない俺がどうやって使えばいいんだよ？」

　ケイレヴの言葉を聞いた途端、何がおかしいのか、博士は声高らかに笑い始めた。

「ガッハッハッハ！　お前さん、馬鹿に加えて阿あ呆ほうの要素も入っておるのう！　流石さすがキメラ、馬鹿と阿呆の混成じゃわい！」

「ぶち殺すぞクソジジイ」

「お前如きクソガキに殺されるワシではないわい！　そんなことより聞けい！　そいつは確かに『魔剣』ではないが、お前さんの左手から炎を吸い上げ、刀とう身しんに炎を纏まとうように造られておる！　『ヘリオスエッジ』と名付けたので、覚えておけい！」

　魔ま力りよくではなく、ケイレヴの炎のみを動力源とするということだろう、擬ぎ似じ的てきにではあるが、これは炎の『魔剣』の再現ということになる。動力が死んで使い物にならなくなった『Ｄマテリア』をこのような形で再利用するとは、流石は博士と言ったところか。

　ケイレヴとしても、こういう武器ならば使い道があるというものだ。

「相変わらずガキみてぇなセンスだな、ジジイ。それにしても、こいつはあれか、対象を焼き切ることが出来るってことか？」

　ケイレヴの炎による攻こう撃げきは、主に爆発を伴うものか、炎熱で対象を焼き尽くすものに集約されている。それに焼き切るというバリエーションが加われば、今までにない、新たな戦い方を模も索さくすることも可能だろう。機動兵器の駆く動どう部分を焼き切って鹵ろ獲かくしたり、パイロットを捕らえて捕ほ虜りよにするといった器用な作戦行動を取ることも不可能ではなくなるかもしれない。

　ケイレヴの問いに、博士は右手の親指をグッと立てて答えた。

「そのとおり！　こいつがあれば戦車だろうが軍ぐん艦かんだろうが、どんな分厚い装甲でもバターのように焼き切ることが出来るじゃろう！　爆殺しか能のないお前さんにも、これで殺しのバリエーションが増えるのう！」

「ヒトを爆弾魔みたいに言うな！　誤解されるだろ！」

「これは異いなことを！　人間爆弾が何を言うておる！」

　博士はケイレヴの抗議にまともに取り合わないばかりか、お前にもう用はないとばかり、ケイレヴに向けて、小動物を追い払うようにシッシッと手を振るような始末だった。

「装備を受領したならさっさと去いねい！　ワシもこれで暇ではない！　次が控えておる！」

　ケイレヴとしても、博士の怒鳴るような会話にこれ以上付き合うつもりはない。博士と減へらず口くちを叩たたき合あうのも一興だが、あまり長く博士と話していると、怒鳴り声に耳がやられて、どうにも聴力が落ちるような感じがするのだ。

　台上の剣を手に取って、ケイレヴは博士に背を向けた。

「はいはい、分かったよ。俺たちも暇じゃねえ。言われなくても帰る。あばよクソジジイ」

　そう言って足早に研究室を去ろうとするケイレヴの背に、

「さっさと去いねい、クソガキめ！」

　と、博士が素そっ気けない声をかける。

　用事が済んだら互いに背を向けさっさと帰る。ビジネスライクな関係に見えても、去さり際ぎわに二人がほんの少しだけ笑ったのをレオニダスは見逃さなかった。

　不器用と言えば格好が付くのだろうが、要は互いに素直ではないだけなのだ。

　大人のクセに、ガキみたいな男たちである。

　レオニダスも笑って、ケイレヴに続く。その後ろを更さらにナナとビシャスが追う。

　全員が退出し、最後尾のビシャスが研究室のドアを閉めたことを確認してから、ケイレヴは小声でレオニダスに囁ささやいた。

「あのジジイ、こりゃあと十年は死なねーな……」

　ケイレヴとしては、レオニダスにしか聞こえないよう、そっと呟つぶやいたつもりだったが、驚おどろいたことに、閉じている筈はずのドアの向こうから、博士の怒鳴り声が返ってきた。

「馬鹿者！　あと二十年は現役じゃわい！」

　集音器でも使っているのか、それとも盗とう聴ちよう器きでも仕掛けられているのか、どちらにしろ、とんでもない地獄耳だ。壁に耳ありどころのレベルではない。

「ドム爺じいマジか」

　ケイレヴとレオニダスは、顔を見合わせて笑い合った。

　ひとしきり笑ってから、ケイレヴが口を開いた。

「訂正する。あのジジイ、あと三十年は死なねーわ」

「三十年後は百歳か」

「ありゃ妖怪ジジイだ」

　ケイレヴが言うと、堪たえ兼かねたものか、ナナが後ろでクスクスと笑い始めた。




　　　　　　　　　　◇




　別室でドクターの診察を受けてから、ケイレヴは研究棟一階の喫きつ煙えん所じよに向かった。ナナとビシャスがそこで待っており、メンテナンスが終了次第、レオニダスも来ることになっている。

　ナナとビシャスにはケイレヴがポケットマネーから小額を渡している。ただ待っているのも暇だろうから、それで飲み物か煙草たばこでも買えと言ってある。

　今頃は、喫煙所内の自販機で買ったジュースでも飲みながら、置いてある新聞か雑誌でも読んで待っていることだろう。

　そのように思いながら喫きつ煙えん所じよのドアを開けたところ、ケイレヴの眼前に、紙し幣へいを握にぎり締しめたまま自販機とにらめっこをするナナと、金も入れずにひたすら自販機のボタンを連打するビシャスの姿が飛び込んで来た。

　どうやら自販機の使い方が分からないらしい。

　つくづく南北の文化、文明の違いを思い知らされる日だと、ケイレヴはそう思った。

　この先のこと、そして目指す目的のことを考えると、何だか気が遠くなってくる。こんな調子で本当に南なん北ぼく融ゆう和わが成るのかと疑いたくなってしまう。

　入り口の前で呆ぼう然ぜんと見つめているケイレヴと目が合った途端、ナナの顔がこれ以上ないくらいに赤くなった。
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　　第四章『キメラの初陣』







　荒れ果て、放ほう棄きされた、森の中の教会であった。

　壁にはあちこち穴が空き、小こ突づけば崩くずれそうなほどに太いヒビが走っている。

　うっとりと夢見るような笑顔を浮かべる女神の像は右半身を失っており、祈りを捧ささげるために胸元まで上げた腕は、しかし手首から先を欠けつ損そんしていた。

　見上げれば、満天の星空が頭上に輝かがやいている。屋根すらもないほどに朽くちているのだ。

　その朽ち果てた教会の中で一人、ケイレヴ・レッドは天に向かって紫し煙えんを吐き出した。

「ふう……」

　フィルターすらも付いていない両りよう切ぎりの煙草たばこを口に咥くわえたまま、ケイレヴは祈ることも出来ずに笑みを浮かべている女神像を見上げていた。

「半分この女神さんじゃ、死人ですら安らかに眠れねえやな……」

　そう呟つぶやきながら、ケイレヴはいつの間にかちびてしまった煙草を指先で摘つまみ、それを自らの野戦アーマーの胸元に押し付けて火を消した。

　クシャクシャのシケモクを左手の指先でピンと弾はじく。女神の前でポイ捨てとは太い男だが、肝心の女神は鼻より上が欠損しているので見み咎とがめられることはないだろう。

　空中で放物線を描いたシケモクが、地面に到達する前に燃え尽きる。

　肺の中に残った煙を鼻から吐き出す。ハラハラと桜の花びらのように舞まい散ちる消し炭を目で追っていたケイレヴの耳元に、ヘッドセットを介したレオニダスの声が飛び込んで来た。

「こちらシルバーウッド。左の木立に動きあり」

　ケイレヴがいる教会は、深い森の中の開けた一角に、ぽつねんと建っている。どうやら教会の正面、その左側に何か動きがあったらしい、教会からおよそ三百メートル離はなれた樹上に姿を隠し、周囲を警けい戒かいしていたレオニダスが目ざとく異変に気付いたようだ。

　来やがったかと胸中で一人ごちてから、ケイレヴは通信に応じた。

「……敵の数は？」

「いや、分からない。少人数なんだろうが、連中、どういうわけか暗視にも熱感知にも引っかからねえ。恐らくはタイダロスの新装備だな。厄やつ介かいだが、電子の目じゃ追えねえようだ」

　敵がタイダロス連れん邦ぽうの兵士ということは分かっているが、残念ながら現状、それ以上のことを知る術すべはない。その上、電子の目を欺あざむく新装備とは厄介なことだ。まだ敵が仕掛けてくると決まったわけではないが、いざとなれば一昔前のように肉眼を頼たよりに戦うしかないだろう。

「斥せつ候こうかもしれねえな。仕掛けてこないようなら……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、銃じゆう声せいが森中に響き渡った。タタタン、タタタンという、規則的な三点バーストの射しや撃げき音おんが複数。あの特とく徴ちよう的てきな甲高い銃声は、恐らくタイダロス連れん邦ぽう陸軍の特とく殊しゆ部ぶ隊たいが採用しているアサルトライフルのものだろう。

　射撃音を皮切りに、それまで眠っていた深夜の森が、途端に目覚め始めた。木々の梢こずえを揺らしながら怪鳥たちがギャアギャアと声をあげて夜空に飛び立ち、獣けものたちが茂みを疾しつ駆くする。

「少佐、左さ翼よくの木立から銃撃を受けています！」

　最初の銃声から前後する形で、歩ほ哨しように出ていたナナから通信が入る。

　その声に焦りの色が窺うかがえることから、恐らくは先制的に奇き襲しゆうを受けたのだろう。反撃するにしろ引くにしろ、まずは孤こ立りつしているナナと合流して態勢を整えねばならない。

「野郎、小勢と見て仕掛けてきやがった！　ナナ！　防ぼう御ぎよ壁へきを張って待機！　俺とビシャスが到着するまでカバーポジションを維持しろ！　レオはナナの援えん護ごを頼む！」

「了解しました！」

「あいよ！」

　ナナとレオニダスについては行動指針を示した。となると、次はビシャスだ。

　ビシャスはナナと入れ替わりに、教会の外に張ったテントの中で休んでいる。恐らくは銃声を聞いてもう起きている筈はずだが、まだ通信がない。最悪、就しゆう寝しん中ちゆうにテントを銃撃されてやられてしまった可能性もあるが、即死でもない限り重傷でも通信はある筈だ。

「ビシャス！　大丈夫か！」

「はい……」

　非常事態だというのに、相変わらず感情の感じられない返事である。呼吸も特に乱れていないし、とりあえずは五体満足でいるようだ。起きているなら通信よこせよとケイレヴは思ったが、今はそういうことを言っている場合ではない。急がねばナナがやられてしまう。

「ナナのところで合流するぞ！」

「了解……」

「レオ！　一人も逃がすなよ！　連中を絶対に発掘現場に近付けるな！　前線から引くようなら無視していいが、俺らのラインを抜くようだったら容よう赦しやなく殺やってくれ！」

　教会の後方では、森を開いた場所で軍研究部の発掘チームがキャンプを設営し、教会地下のカタコンベに続く穴の中で作業をしている。敵が彼らに危害を加えるような事態だけは、何としてでも回かい避ひしなければならない。

「任せろ！」

　レオニダスの返事を確認してから、ケイレヴも教会の壁に空いた大穴から身を乗り出した。

「よし、行動開始！」

　教会の外へ躍おどり出でたケイレヴの身に、早速木立の闇やみの中から銃撃の洗礼が降りかかった。

　銃弾すらも通さぬ魔ま人じんの左手で頭部を守りながら、上体を深く沈めて走り出す。

　教会入り口から五十メートルほど離はなれているだろうか、ナナが扉一枚分くらいの貧弱な魔ま法ほう壁へきを張り、そこに身を隠し、辛かろうじて敵からの銃じゆう撃げきを防いでいる。

　魔法壁と言えば『パンデモニウム』が思い出されるが、たった一人の魔ま法ほう使つかいが防ぼう御ぎよ壁へきを張ったところで、せいぜいアサルトライフルの銃撃を防ぐ程度、これがマシンガンになれば五分と持たず壁は破られるだろうし、歩兵が携けい行こうしている対戦車兵器レベルでも一撃で破られるほどに脆もろい。手しゆ榴りゆう弾だんでも一発持てばいい方だろう、二発投げられれば確実にアウト。あまりグズグズしているとナナがやられてしまう恐れがある。

　強度が増した新型アーマーを着ているため、ケイレヴは被ひ弾だんを無視して一直線にナナの元まで突き進む。どうしても生なま身みの部分に被弾しそうな場合だけ、右手の『ヘリオスエッジ』を振って斬きり払はらう。見れば、いつの間にかビシャスが右横を並走しており、彼は手にした二刀を振り回し、直撃コースの弾丸のみを器用に弾はじいていた。恐らくは『魔ま騎き士し』のみが使える身体能力強化魔法が可能にする業わざなのだろう、傍はたから見る分には、確実に人間業を超えていた。

「カバー！」

　五十メートルの距きよ離りを一息で詰つめ、右のビシャスと同時にナナの魔法壁に潜もぐり込こむ。

「少佐！　敵の数、恐らく四人です！　二人組が二方向から撃ってきます！」

　恐怖を必死に嚙かみ殺ころし、ナナが隣となりのケイレヴに報告する。いくらエリートとは言え、実戦はこれが初なのだ。恐怖するのは仕方がない。むしろ初うい陣じんでは恐怖を抱えているぐらいが丁度いい。優秀な兵士は恐怖を警けい戒かいという形に変え、生き残る確率を自ら上げるものだ。

　仲間、というよりは後こう輩はいを気き遣づかうように、ケイレヴはナナの肩に手を置いた。その瞬しゆん間かん、ナナの肩が微かすかに震ふるえていることが分かった。気き丈じように振ふる舞まってはいるが、やはり初陣における恐怖心は隠し切れるものではないようだ。

　ケイレヴは苦笑しながら口を開いた。

「ビビるのはいいが、あんまり固くなるなよ、新しん米まい」

「び、ビビッてなどいません！　これは武者震いです！」

　もう一度苦笑してから、今度は気合いを入れるように、ナナの肩を力強く叩たたいた。

「武者震いとは言い様だな、おい。そんだけ言い返せるなら大丈夫そうだ」

「左手で叩かないでください！　痛い上に熱いです！」

「にしても、敵はツーマンセルが二セットか……。魔法壁、あとどれくらい持ちそうだ？」

　ケイレヴが訊きくと、ナナはほんの一瞬だけ顔をしかめた。

「すみません、もう五分と持ちそうにありません！」

「分かった、とりあえずそのまま壁張っててくれ」

「了解しました！」

　次いで、レオニダスに通信を繫つなげる。

「レオ！　どうだ？」

　レオニダスは教会から離はなれた樹上で敵の動向を窺うかがっている。高性能な義眼を抜きにしても、彼の狙そ撃げき手しゆとしての目は優秀だ。そろそろ敵について何らかの情報を摑つかんでいてもいい頃合なのだが、しかし彼の返答は渋しぶいものだった。

「駄目だ、連中、上う手まい具合に闇やみに乗じてやがる！　どういう銃じゆうを使ってやがるんだ、これだけバカスカ撃うっているのに、マズルフラッシュも見えやしねえ！」

「マズルフラッシュがない？　旧型ベースの新型ライフルってことか……」

「姿を追うのに一度、闇を払う必要があるな！　照明弾を上げてくれ！」

「分かった！　殺さずにどうにか出来そうか？」

「アホか！　この化け物銃にそんなデリケートなこと期待するな！　こいつで出来ることなんてのは『殺す』ことと『壊こわす』ことくらいのものだ！」

「だわな。左の半分は任せるぞ！　右のもう半分は俺らで何とかする！　おい、先に言っとくけど、その怪物でフレンドリーファイアとか勘弁だかんな！」

「抜かせ！　誰だれに言ってる！」

　釈しや迦かに説せつ法ぽうとでも言いたいのか、レオニダスは当然とばかりにそう言ってのけた。

　ケイレヴ以上に長く戦場を生き抜いてきた男である、ここは任せておいても大丈夫だろう。

「任せたぞ」と言い置いてから、ケイレヴは通信を終了し、ナナとビシャスに向き直った。

「これから照明弾を上げる！　ビシャス！　タイミングを見み計はからって、右の木こ立だちから回り込んで敵を叩たたけ！　出来れば生いけ捕どりにしたいんだが、出来そうか？」

「…………」

　黙もくしたまま、ビシャスははっきりと頷うなずいた。いつでもどこでも、実に徹底した男である。

　ケイレヴも、彼を信じて頷きを返す。

「俺は正面から敵に突っ込む！　ナナ、お前はここで俺の援えん護ごだ！　当たらなくてもいいからとにかく敵に向かって撃ちまくれ！　魔ま力りよくが切れるようだったら教会まで退たい避ひしろ！　あー、それとこれは先に言っておくが……」

　すると、ケイレヴが最後まで言い切る前に、ナナが口を開いてそれを制した。

「背中は撃ちません！　私、そこまで機き械かい音おん痴ちじゃありません！」

「上等！　目ぇ潰つぶれるから空は見上げるなよ！」

　そう叫び、ケイレヴは魔ま人じんの左手に炎を収しゆう束そくさせ、手しゆ榴りゆう弾だん大の火球を作り出した。

「いくぞ！　炎光消影！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『シャイニングフレアー』！」

　左掌の火球を、ケイレヴは前方の敵ではなく、頭上に放り投げた。

　ゆるゆると放物線を描いて火球が上昇していく。十五メートルほど上昇したところで火球が失速、約二十メートルの地点で癇かん癪しやく玉だまのような軽い音を立てて破裂した。

　瞬間、破裂した火球が眩まばゆいばかりの白光を発生させ、森を覆おおうあらゆる闇を搔かき消けした。

　魔ま法ほう壁へきから顔を覗のぞかせ、闇の払われた木立を確認する。すると、全身黒ずくめ、顔全体を覆うマスクに暗視機能付きの遮しや光こうゴーグル、それに艶つやを消したアサルトライフルという装備の兵士が、ほんの一いつ瞬しゆんだが二人ほど、視界の右端に映った。

　一人はすぐさま木こ立だちに身を隠し、もう一人は異変を察知して増ぞう援えんを呼びにでも行くつもりなのか、茂みを駆け抜け戦線を離り脱だつしようとしている。

　間違いない、タイダロス連れん邦ぽう陸軍の特とく殊しゆ部ぶ隊たいだ。

「今だ！」

　倒すべき敵の姿を認めて、ケイレヴとビシャスが同時に魔ま法ほう壁へきから身を乗り出す。

　左さ翼よくは確認出来なかったが、恐らくは後方のレオニダスも狙そ撃げき体たい勢せいに入った筈はずだ。

　離脱しようとしている男はビシャスに任せればいい。ケイレヴは木立に隠れた男を目指し、体勢を低く保ったまま一直線に駆け出した。

　ケイレヴが魔法壁の庇ひ護ご下かから抜け出たと見るや、木立に隠れた男はタクティカルベストの胸元からパイナップル型の手しゆ榴りゆう弾だんを手に取り、安全ピンを抜いてこちらに放り投げてきた。

「んなもん無駄だ！」

　ケイレヴは左腕を伸ばして手榴弾をキャッチし、そのまま高熱の左手でそれを握にぎり潰つぶした。

　魔ま人じんの左手はサイボーグの義手以上に頑がん強きようだ。手榴弾程度の爆発ではビクともしないし、爆炎はすぐさま左手が吸い込んでしまう。左掌の中で起こった小爆発などものともせず、ケイレヴは一気に男との間合いを詰める。男は更さらにもう一つ手榴弾を投げてきたが、それは次の瞬間空中で爆発していた。ナナの放った魔ま力りよくの弾丸が、上う手まい具合に手榴弾を撃うち抜ぬいたのだ。

「ナナ、ナイス！」

「なななイス？」

「よくやったっつーことだ！」

　ケイレヴの左手に生なま半なかな攻撃は通じないと見て、男は銃じゆうを構えたまま木立から躍おどり出でた。魔人化していない生なま身みの部分、恐らくはヘッドショットを狙ねらっている。

　タタタン、という最初の三連撃を、地を這はうような低姿勢と神速で潜くぐり抜ぬけつつ、腰から新装備『ヘリオスエッジ』を抜き放つ。

　逆立った赤せき髪はつを数本薙なぎ、弾丸が頭上を掠かすめてゆく。ほんの数センチ頭を上げるだけで死に直結するその道程を、ケイレヴはしかし瞬まばたき一つせず駆けた。

　タタタン。次の三連撃を二発ほど左手で受け止め、直撃コースの残り一発を右手の剣で器用に弾はじき、ケイレヴは男の懐ふところまで一気に踏ふみ込こんだ。

　男の懐で、ケイレヴはグンと上体を上げ、同時に『ヘリオスエッジ』を左手に持ち替えた。

「シィッ！」

　低く呼こ気きを洩もらしながら『ヘリオスエッジ』を一いつ閃せん、炎を纏まとった刀とう身しんが、男の持つアサルトライフルから、その銃じゆう身しんを切り離した。

　間かん髪はついれず、ベストの上から男のボディに右拳を叩たたき込こむ。拳の感触からすると、恐らく防弾ベストだが、強化されたケイレヴの一いち撃げきは、ベストを突き抜け男の身体からだに衝しよう撃げきを与えた。

　衝撃のあまり、男は身体を『く』の字に折った。

　ケイレヴはすかさず後頭部に剣の柄つかを叩たたき込こみ、男を昏こん倒とうさせた。

「とりあえず、一人確保か……」

　そう呟つぶやきながら顔を上げたケイレヴの耳に、

「ぎゃッ！」

　という男性の悲鳴が飛び込んできた。ケイレヴが悲鳴のした方向に顔を向けると、茂みの奥で剣を鞘さやに収めるビシャスと、膝ひざから崩くずれ落おちる敵の姿が見えた。

　どうやら向こうも上う手まくやったようだ。

　ケイレヴの視線に気付いたビシャスが、ヘッドセット越しに口を開いた。

「……指示のとおり、生いけ捕どりに」

「お前知ってるか？　生け捕りってのは、殺すことよりもずっと難しいんだ。よくやったな、新しん米まい。上出来だ。目が覚めても抵抗出来ないように縛しばり上あげておいてくれ」

「……了解」

　ケイレヴも倒した敵を捕縛しようと腰のポーチに手を伸ばした次の瞬しゆん間かん、夜の森の中に、

　ドガン！　バギン！

　という、とてつもない銃じゆう声せいが響ひびいた。二発分である。破われ鐘がねを叩くような、耳を塞ふさぎたくなるほどの凄すさまじい音であった。最初は一体何事かと身構えたが、レオニダスがあの化け物銃で仕事を終えたのだと、ケイレヴはすぐさま気が付いた。

　仏は恐らく原型をすら留めていない筈はずだ。本来ならば死体を確認するべきところなのだろうが、流石さすがに人間のミンチ肉、それも二人分のそれを今すぐ見る気にはなれなかった。

「俺にぶん殴られてラッキーだったな、おい」

　言いながら、ケイレヴはその場にしゃがみ込み、男のこめかみをコンコンと小こ突づいた。

「ぬ……ぐ…………」

　ケイレヴは左手の剣を右手に持ち替えると、ぐったりとしたまま苦しそうに呻うめく男の左腕を取り、肩口に刃先を入れ、左袖を切り取った。そうして男の左肩を検あらためる。

　男の左肩には、はたして八角形の中央に『Ｏ』という文字が刻まれた刺青いれずみがあった。

　その刺青を見た瞬間、ケイレヴは舌打ちをして表情を曇くもらせた。

「チッ、厄やつ介かいな連中に目ぇ付けられちまった……」

　ケイレヴの舌打ちとほぼ同時に、ヘッドセットに通信が入る。レオニダスだ。

「二人分の死体を確認。こっちの持ち分はキッチリ仕留めた」

「レオ、厄介なことになったぞ……」

「……どうした？　何か問題か？」

「まずいぞ、こいつら『オクトスペック』だ」

「マジかよ……」

　レオニダスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「割り込むようで申し訳ありません」

　いきなり声がしたので振り向くと、いつの間にかナナがケイレヴの背後に立っていた。

　ヘッドセットを介して会話を聞いていたのだろう、二人からただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取り、ナナも心なし不安そうな表情を浮かべていた。

「その『オクトスペック』というのは一体何なんです？」

「……ああ、蚊か帳やにして悪かったな」

　腰のポーチから汎はん用ようロープを取り出し、男の手足を拘こう束そくしながら、ケイレヴは口を開いた。

「この『オクトスペック』って連中は、タイダロスの特とく殊しゆ作さく戦せん部ぶ隊たいでな、厄やつ介かいなことに他国領のドワーフ遺跡や『Ｄマテリア』の強きよう襲しゆう強ごう奪だつを専門にしている部隊なんだ。いつの間にかネズミみてえに他国に潜もぐり込こんで、発掘作業中の遺跡を襲おそって夜や盗とう顔かお負まけの外げ道どう働ばたらきをしていきやがる。お前も知ってるだろうが、去年、南なん部ぶ自じ治ち領りようの遺跡を荒らしたのはこいつらだ。その時は本国から派遣した発掘チームが護ご衛えいチームごと全ぜん滅めつした」

　建けん国こく以い来らいの怨おん敵てきだけあって、アーミラルはタイダロスとの国境には厳重な警けい戒かいの目を光らせている。だが、この『オクトスペック』は、いつもその警戒網を難なく突破してアーミラルに侵入して来る。そのため、ドワーフの遺跡調査、発掘には常に危険が付きまとうことになり、その危険度はタイダロスとの国境に近ければ近いほど高くなる傾向にある。

「つまり、隠おん密みつ性せいに優すぐれ、一切の容よう赦しやがない。だから厄介だと？」

「ああ。だけどそれだけじゃない。こいつらは一度狙ねらった獲え物ものは意地でも放さない、それこそタコの吸きゆう盤ばんみてえにしつこい連中でな。おまけに自国で開発された『Ｄマテリア』関連の新装備を優先的に与えられるもんだから、数が揃そろうと厄介なんだ」

　今回の敵は恐らく現状を偵てい察さつしに来た斥せつ候こうだ。装備は比較的軽装で人数も少なかった。仕掛けて来たのも、こちらが小勢で、夜襲かつ不意打ちが出来る有利な条件が揃っていたからだ。次は確実に勝てる人数で来ることだろう。その時は四人などという数では済まない筈はずだ。

「今回、その『オクトスペック』の分隊を倒したということは……」

「ああ。斥候が戻らねえんだ、連中、次は本気で来るだろうぜ。恐らく小隊くらいの人数は揃えて来るだろう。むしろ小隊規模で済むなら運がいい。装備も今回みたいな軽装じゃねえだろうしな。出来ることならさっさと現場を引き上げてえところなんだが、そうもいかねえ」

「発掘隊の作業が終わるまでは、ということですね」

「ああ。彼らの作業が終わるまで、少なくともあと一回は確実に『オクトスペック』と戦わなきゃならねえだろう。長引きゃ二回だ。無む傷きずで勝てるような相手じゃねえ、苦戦は必死だ」

「では、どうします？　何か策は？」

「援軍を要よう請せいする。連中を相手に俺たちだけじゃ手が足りねえ。現場の発掘チームは全員が非ひ戦せん闘とう員いんだ。護ご衛えい任にん務むを受けた軍人として、彼らのことは何としても守らなきゃならん」

　言ってから、ケイレヴは教会後方の開けた場所、発掘現場の方に顔を向けた。

「それに、発掘チームが見付けたあれは、絶対にタイダロスに渡しちゃならねえ。あんなもんが奴やつらの手に渡れば、アーミラルは確実に落ちるだろうよ」

「南なん部ぶ自じ治ち領りようも仲良く陥かん落らく、ということですか？」

「ああ。それだけは、絶対に阻そ止ししなきゃいけねえ」

　言ってから、ケイレヴはナナの肩に左手を置いた。

「気張れよ、新しん米まい。初任務からハードなことになっちまったが、これが俺たちの仕事なんだ」

　大切なもの、大切な人たちを守るために戦う。それが軍人の仕事だと、今も昔も、ケイレヴは変わらずにそう思い続けている。守るべき存在を思えば、おのずと気合いも漲みなぎってくる。

「……了解」

　ナナはその熱い手を振り払うこともなく、ただただ静かに呟つぶやいた。

　アカデミーを卒業したばかりの新米ながら、決意のこもった、良い顔をしていた。




　　　　　　　　　　◇




「不思議なもんだなあ……」

　広大な地下空間で立ち尽くし、ケイレヴは一人、煙草たばこを咥くわえたまま、そこに鎮ちん座ざする金属製の球体を呆ぼう然ぜんと見上げていた。

　球体。ベースボールで使う硬式球くらいの大きさだろうか、ミスリル銀製の真球だ。

　どういう仕掛けか、球体は床から二メートルくらいの高さに浮いている。研究者の話によると、これは正確には浮遊しているのではなく、空間に固定されているのだという。

　そして何より特とく徴ちよう的てきなのは、球体表面に刻まれたグリマルタ帝国の紋もん章しよう。

　かつて一振りの『魔ま剣けん』をその身に帯び、今日まで続く大帝国を築き、統すべたと言われるグリマルタ初代皇帝。しかしてこの球体こそが、その初代皇帝が帯びていたとされる『魔剣』の正体、今日まで語り継がれる伝説の武具『皇こう帝ていの遺い産さん』であった。

　ケイレヴも、この『皇帝の遺産』の正体を知ったのは、つい先日のことである。

　この場所に赴おもむく直前、ケイレヴが次の任務のために装備を整えていたところ、いきなり直属の上司である中ちゆう将じようから連絡が入り、次のような会話が交わされていた。

「あー、レッド君。突然あれなんですがねえ、お耳に入れたいことがあります」

「あ？　何？　俺、今すげー忙いそがしいんだけど」

　何の前触れもなく、突然ヘッドセットに入ってきた通信である。ケイレヴは準備の手を止めることなく中将に答えた。

「君たちがこれから向かうドワーフの遺跡にある『皇帝の遺産』と呼ばれる『Ｄマテリア』のことなんですがねえ、あれは『魔ま剣けん』ではありません」

「はぁ？　いきなり何言ってんだ？」

「グリマルタ帝国の初代皇帝は確かに一振りの剣を手に一大帝国を築き上げましたが、その剣は『魔剣』ではなく、とある『Ｄマテリア』が刀とう剣けん状態に変じたものなのです」

　アーミラル国内で『皇こう帝ていの遺い産さん』が発見されてより久しいが、遺産が実は『魔剣』ではないなどという話は初めて聞いた。

　いつの間にか、ケイレヴは準備の手を止め、中ちゆう将じようの話に聞き入っていた。

「変じる？　それってつまり、元は別の形をしていたものが、剣の形に変形したのか？　ってことは皇帝の剣は『魔剣』じゃなくて可変型『Ｄマテリア』だったってことか？」

「そうです。今日私たちが『皇帝の遺産』と呼んでいるものの正体は、使用者が心より望むものに姿を変える『Ｄマテリア』だったのです」

「心より望むもの？」

「そうです。この『Ｄマテリア』を手にした当初、皇帝は貧しく厳しい暮らしに喘あえぐ、ただの農のう奴どの青年でした。貴族や王族ばかりが富を独占していた当時のリヒター王国から逃げ出した青年は、その逃とう避ひ行こうの果てに、まだ誰だれにも発見されていなかったドワーフの遺跡に偶然迷い込んでしまいました。彼はそこで『Ｄマテリア』を発見するのです」

「それが『皇帝の遺産』だったと？」

　中将は「そのとおり」と前置きしてから言葉を続けた。

「その性質を知ってか知らずか、青年は『Ｄマテリア』を手にする時にこう願いました。故郷リヒター王国の劣れつ悪あくな現状を覆くつがえせるだけの力が欲しい、自分たちだけが甘い汁を啜すすり、民に苦労を強いる連中を打ち倒す武器が欲しいと。そうして青年は手に入れたのです、この世に二つとない武器、正真正銘、世界最強の剣を」

「そこから皇帝の快進撃が始まるわけか」

「最強の剣を手にリヒター王国に舞まい戻もどった青年は、圧政に喘ぐ故郷の村から、たった一人で国に反はん旗きを翻ひるがえしました。そうして農民の一いつ揆きを戦争規模にまで拡大、そこから連勝に次つぐ連勝を重ね、見る間に国家の礎いしずえを築き、帝国の発足と初代皇帝を名乗るに至るのですねえ。故郷での決起より僅わずかに十年で建けん国こくに至るのですから、いやはや、人にん間げん離ばなれした早はや業わざですねえ」

「そうして帝国の隆盛は今日まで続き、今や南部大陸最大最強、南北合わせて見ても有数の超大国にまで発展したわけか。そう考えると、初代皇帝は物凄い偉い業ぎようを成なし遂とげたんだなあ」

　ケイレヴがそう言うと、中将は何な故ぜか深いため息をついた。

「傍はたから見る分にはそう思うかもしれませんがねえ、帝国発足後がいけませんでした。何せ、実の息子と権力争いをして、挙句、実際に剣まで交えたのですから」

　聞いて、ケイレヴは「ん？」と眉を寄せた。初代皇帝が実子である二代目皇帝と剣を交えたなどという話は、今の今まで、聞いたことすらなかった。

「あれ？　そうだったのか？　歴史の授業でそんなの習わなかったけどなあ……」

「教科書に書いてあることではありませんからねえ。グリマルタ本国ではタブーとされている話題ですし、アーミラルの歴史家も知っているのはほんの数人といったところでしょう」

「何でタブーなんだよ？」

「二代皇帝が恥と捉とらえ、歴史に残すことを嫌がったのでしょう。何せ、彼が差し向けた千人から成る精せい鋭えい部ぶ隊たいを初代皇帝が一人で一掃してしまったのですから」

「まあ、持っている得え物ものが得物だけに当然だろうよ」

「その得物なのですがねえ、初代皇帝のあまりに強大な憤ふん怒ぬと憎しみに呼応して、最後には悪あつ鬼きの如ごとき姿形に変へん貌ぼうしてしまったそうですよ。彼が正気に戻ったのは、夥おびただしい骸むくろの中、血ち塗まみれの姿で自身の息子に剣を突き付けたその瞬しゆん間かんだそうです」

「そこまでやっといて、初代皇帝は二代目を殺さなかったのか？」

「気付いてしまったのですよ、眼前で恐おそれ慄おののく息子の瞳ひとみに映る、悪鬼のような自分の顔に。同時に皇帝は自らの心の醜しゆう悪あくさに恐れ慄いたそうです」

「え？　自分の心に恐れを？　どういうことだよ、それ？」

「彼が持つ『Ｄマテリア』はそのまま持ち主の心を現すものですからねえ、きっと、その時は千せん言げん万ばん語ごを尽くしても語り難がたいほど禍まが々まがしい形状に変形していたのでしょう。皇帝は変貌してしまった剣を持ってグリマルタ帝国を出しゆつ奔ぽん、そのまま放ほう浪ろうの旅に出たそうです」

「その旅の終点が、このアーミラルだったと？」

「そうです。旅の中で彼は考えました。帝国は今や、皇帝が全てを支配し、血の繫つながった親子が権力争いするような国になってしまったと。これではリヒター時代と変わらない、こんな国を創つくりたかったわけではないと。それにこうも考えました。自分がこの『Ｄマテリア』を帝国に残した場合、息子は強すぎる野心に物言わせて大陸中を戦火に巻き込むのではないかと」

　ドム博士のところで、ナナは『皇こう帝ていの遺い産さん』があったからこそ、グリマルタ帝国は今日これだけの発展を遂とげたのだと、そう言っていた。たった一人の男が千人の兵を撫なで斬ぎりに出来るような代しろ物ものだ、初代皇帝が遺産を息子に残していれば、グリマルタ帝国は今頃、ウォールトル大陸全土の支配者になっていたかもしれない。

「息子は度過ぎた野心家で、国の在り方も当初の志こころざしとは真逆になっちまったわけだ」

「ええ。ですから、放浪の旅に出た皇帝が最終的に目指したのが、自らの始まりの地、剣を手に入れたドワーフの遺跡だったというわけなんですねえ」

「自分の剣が後の憂うれいになるくらいなら、いっそ元どおり封印しちまえってか？」

「そんなところです。心無い人間が欲望のままに使うくらいならば、ふさわしい人間が現れるまで封印しておこうと思ったのでしょう。彼は、自らの憎悪を存分に吸った『Ｄマテリア』を遺跡深くに封印したのです」

「ふうん、そんなもんか。にしても、よく知ってんな」

「はえ？」

　ケイレヴの言葉に、中ちゆう将じようは何な故ぜか虚きよを衝つかれたような声を返した。

「いや、だって、皇帝の『Ｄマテリア』が持ち主の心に応じて形を変えるとか、皇帝が何を願って剣を手にしたとか、学者連中から貰もらった資料に目を通したから知ってんだろうけど、まるで皇帝本人みてーな語り口だと思ってよ」

　ケイレヴがそう言うと、中将は何事か考え込むように「ふむ」と唸うなった。ややあってから、中将は静かな、そしてごく真ま面じ目めな口調で口を開いた。

「……相変わらず鋭するどいですねえ、君は」

「ん？　何のこと言ってんだ？」

「君の言うとおり、私が皇帝本人だと言ったら……君は信じますか？」

　真面目な口調で、何を言っているのか。ケイレヴは首を傾かしげて「はあ？」と唸った。

「アホなこと言ってんなよ。初代皇帝だぞ？　何百年前の人間だと思ってんだよ？　人外の怪物でもあるまいし、一人の人間がそんなに生きるもんかよ」

　ケイレヴの言葉に、中将はまたしても「ふむ」と唸った。

「人外の怪物……。君は本当に鋭い。ある意味、私は普通の人間ではありませんからねえ」

「あー、はいはい。あんたは確かに普通の人間じゃねーよ。妖怪変化の古ふる狸だぬきか何かだろ？」

　ケイレヴが中将のよく分からない冗談をそう流すと、ヘッドセットの向こうから突如として面白おかしいといった感じの笑い声が返ってきた。

「ほっほっほ、古狸？　面白いこと言いますねえ、君は。ほっほっほっほ……」

「何笑ってんだ、ジイサン？　別に面白いこととか言ってねーぞ、俺？」

「ああ、いや、これは失敬。とにかくです、レッド君。遺跡と発掘チーム、それに何より『皇こう帝ていの遺い産さん』の護ご衛えい、頼みましたよ。我らが祖国とそこに住む人々を守るため、遺産の獲かく得とくは何よりの重要事項です。失敗すればその分だけ後の犠ぎ牲せい者しやが増えると心得てください」

「ん、了解」

　それで中将との会話は終了したのだが、ケイレヴも中将も、誰だれかを守るという、その一点においてのみ共通している男たちだ。今にして思えば、あれは守るべきもののために何としても目的を果たせという、中将の発はつ破ぱのようなものだったのだろう。

　眼前に浮かぶ『皇帝の遺産』を前に、ケイレヴは先日の中将の言葉を思い出していた。

「これが皇帝の剣だったなんて、事前情報がなきゃ信じらんねえ話だなあ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、頭上の球体に左腕を伸ばし、指先だけスッと触ふれてみる。するとどうだろう、触れた途端に指先がバチリと音を立て、激しく火花が飛とび跳はねた。

　魔ま人じんの手を持つケイレヴだから素す手ででも触さわれるが、常人であれば一いつ瞬しゆんで気絶するほどの強烈な電でん撃げきである。皇帝がこの場所に遺産を封印したことにより、元々遺産を守っていたセキュリティが再び作動しているのだ。

　無論、遺跡のセキュリティはこれだけではない。遺跡の発見当初は、他にも色々と侵しん入にゆう者しやを排除するための危険な仕掛けがあったのだが、それらは軍研究部の発掘チームが長年かけて地道に取り除いてきた。残すところはあと一つ。この電でん撃げきの仕掛けのみだ。

　今現在、ケイレヴら第七分隊はアーミラル国内、タイダロス連れん邦ぽうとの国境に近い小さな町、その更さらに西方の森の中にいる。もっと具体的に言うと、森の中、その地中深くに埋もれていたドワーフの遺跡の内部、最深層にいる。

　この森には、アーミラルが独立する前の時代に建てられ、放ほう棄きされて長い年月が経たった古い教会があった。約十年前のこと、偶然にも教会を訪れた土地の管理者が、カタコンベの床が崩ほう落らくし、その先に空間が広がっていることに気付き、それがきっかけとなり新たなドワーフの遺跡が発見された。そして、派遣された発掘チームが遺跡の最深部でこの球体を発見、綿めん密みつなる調査の結果、これこそが『皇こう帝ていの遺い産さん』であることが発覚したというわけだ。

　発掘チームは総力を結集して遺跡のセキュリティ解除を進めている。

　ケイレヴら第七分隊の役目は、前任の陸軍部隊から任務を引き継ぎ、彼ら非ひ戦せん闘とう員いんである発掘チームが作業を終えるまで人員及び遺跡の警けい護ごをすることだ。

「しっかし、本当に『皇帝の遺産』なんだなあ……」

　軽く痺しびれの残る左手を振りながら、ケイレヴは思わず感嘆の声を洩らしてしまった。

　それはそうだろう、伝説の初代皇帝が手にしていたという最強の剣（現在は球体だが）がこうして眼前に存在しているのだ。学者や研究者でなくとも、感かん慨がいはひとしおだろう。

　ふと、畏い敬けいを込めて遺産を見上げるケイレヴの背後から、

「いやあ、本当に凄すごいものだねえ、これは」

　と、同調するように声をかける者があった。男の声だが、レオニダスのものでもビシャスのものでもない。それに、ケイレヴの耳は、今の今まで誰だれの足音も拾っていない。

　ケイレヴが驚おどろいて振り返ると、はたして、そこに一人の男が立っていた。

　一見すると優やさ男おとこのような、線の細い長身、銀ぎん髪ぱつの男。中年ということがありありと分かるくたびれた顔には、しかし歴戦を物語る大小様々な傷が走っている。ケイレヴと同じくアーミラル製の野戦アーマーを着ているが、両腕と両脚の膝ひざから下が露ろ出しゆつしており、四し肢しのいずれも銀色の光こう沢たくを帯びていた。つまりはサイボーグ兵ということだ。

　ケイレヴに声をかけつつも、しかし男はケイレヴのことを見ていなかった。その視線は、先ほどまでのケイレヴと同様、眼前の遺産に注がれている。

「確か、初代皇帝が手にした時は刀剣状に変化していて、一振りで一軍を飲み込むほどの業ごう火かを巻き起こすような代しろ物ものだったとか。それが本当なら、いやはや、これは本当に凄いものだ」

　ケイレヴの隣となりに並び立つと、男は熱に浮かされたようにツラツラと喋しやべり始はじめた。

「グリード……」

　眉み間けんにシワを寄せた顔で、ケイレヴは男の名を呟つぶやいた。

　タイロン・グリード。それがこの男の名前である。

　元『デッドマンズ』第十二分隊所属、現『キメラ部隊』第十八分隊隊長。両手両脚を刀とう剣けんや銃火器等の兵器に変形させて戦うサイボーグ兵にして『デッドマンズ』最さい古こ参さんの一人。

　それが、この男、タイロン・グリードの素す性じようだ。

「四十年近く生きてきたが、まさか伝説にもなっている『皇こう帝ていの遺い産さん』にこうして実際にお目にかかれるとは。何とも感動的だねえ」

　言い終わってから、グリードはようやくケイレヴの方に顔を向けた。

「やあ、レッド君。早速、タイダロスからお客さんが来たんだってねえ？」

　昨夜のことである。ケイレヴら第七分隊の面々は遺産を狙ねらって夜や襲しゆうを仕掛けて来たタイダロス連れん邦ぽう陸軍特殊部隊『オクトスペック』の斥せつ候こう四名を倒した。今は朝だ。昨夜の夜襲からまだ半日と経たっていないばかりか、報告はセントラル基地の中ちゆう将じようにしか入れていない筈はずなのに、グリードはもうその情報を知っているらしい。耳の早いことだ。

　グリードの言葉には答えず、ケイレヴは露ろ骨こつに顔をしかめた。

『デッドマンズ』時代からずっとそうなのだが、ケイレヴはこの男のことが苦手だった。同じ部隊で戦った戦友ではあるのだろうが、どうにも好きになれないのだ。

「足音と気配を殺したな？　悪あく趣しゆ味みなことをしやがって。俺を試したのか？」

　ケイレヴが問うと、グリードはどういう表情も浮かべずに答えた。

「ほんの冗談のつもりだったんだがねえ」

「……タチの悪い冗談だ。笑い話にもならねえ」

「私は暗あん殺さつ特とつ化か型がたのサイボーグだからねえ。足音を殺すのがクセになっているんだ」

「……まあいい。増ぞう援えんは、あんたらの分隊だけか。随ずい分ぶん来るのが早かったな。事情は？」

「ざっとだが、シルバーウッド君から聞いたよ。別の任務を終えて帰る途中、偶然にもヘリの中で君たちからの増援要よう請せいを拾ってね。是ぜ非ひとも『皇帝の遺産』をこの目で見てみたくて、メルケル中将に直じか談だん判ぱんしたのさ」

「帰りのルートを変えちまって、部下は怒っただろ？　新しん米まいどもは初うい陣じんで疲れていた筈だ」

「なに、南部のボウヤたちに文句など言わせないさ。シマは違えど、彼らもアーミラルの軍人だ。本国の流儀に従ってもらうさ。それに、即応こそが特殊部隊の心意気というものだ」

「そういうことは俺じゃなくて新米どもに言ってやるんだな」

「君は相変わらずツレないねえ。もしかして、私は来ない方が良かったかい？」

　訊きかれて、ケイレヴは「いいや」と首を振った。

「あの『オクトスペック』とやり合おうってんだ、あんたがいれば戦力の面では心強いさ。まあ、今回は護ご衛えいするモノがモノだけに、兵の数の少なさには不満があるけどな」

「数については私の権限ではどうにも出来ないが、戦力面での期待には沿うつもりだよ。これをタイダロスに渡すわけにはいかないからねえ」

　言いながら、グリードは遺い産さんに向かって顎あごをしゃくった。

「ああ。本国も南なん部ぶ自じ治ち領りようも関係ねえ。こんなもんが連中の手に渡ればどうなることか。きっと、馬鹿デカイ大たい砲ほうとかに変化して、アーミラルなんか一発で焦しよう土どにされちまうだろうよ」

　アーミラルを焼き払ったところで、タイダロスには何の旨うまみもないが、新たに組んだ同盟の力と、入手した『皇こう帝ていの遺い産さん』の力を示すデモンストレーションとして、最悪、そのくらいのことをやるかもしれないという懸け念ねんがあるのだ。

「そうだね。こんな素す晴ばらしいものを、あのような連中に渡すわけにはいかない。これがあれば南部自治領の力など使わずとも、アーミラル本国だけでタイダロスを潰つぶすことも夢じゃないだろうからねえ。我らがアーミラルには、何としてもこれが必要なんだ…………」

　言いながら、グリードは夢見るような表情を浮かべて遺産に熱い視線を注いでいた。彼の口から出る言葉は、まるで遺産そのものに向けられているようだった。

「……グリード？」

　ケイレヴが声をかけると、グリードはハッとしたような表情を浮かべて我に返った。

「おや、済まない。ちょっと考えごとを……」

「そうかい。まあ、いい。俺はちょいと失敬するぜ」

「おや、どちらへ？」

「ちょいと尋じん問もんにな。昨日の夜に捕まえた捕ほ虜りよどもが何も吐かねえんだ。連中の口をどうにか割らせて、敵の情報を少しでも仕入れておこうと思ってな」

　ふむ、と唸うなってから、グリードは唐突にこう言った。

「無駄だと思うよ」

「あ？　何でだよ？」

　ケイレヴが訊きくと、グリードはもう一度ふむ、と唸ってから口を開いた。

「彼らは仮にもあの『オクトスペック』の隊員だ。拷ごう問もんしたところで口を割ることはまずないだろうし、特とく殊しゆなナノマシン注射で自白剤も効きかないという話だ。それに……」

「あん？」

「昔から言うじゃないか。死人に口無し、と」

　その一言で、ケイレヴは気が付いてしまった。

「……お前！　まさか捕虜を殺したのか！　何考えてんだ！」

　ケイレヴが激しい剣けん幕まくで詰め寄っても、グリードはしかし、平然とした様子で口を開いた。

「何をしても口を割らないんだ、生かしておいてもしょうがない。もし逃げられでもしたら、生かして無駄どころかデメリットだ。口封じという意味でも、私の判断は正しかった筈はずだが」

「だからって、無抵抗の捕虜を殺す奴やつがあるか！　どうかしてるぞ！」

　今にも摑つかみかからんばかりに、ケイレヴは激しくグリードに詰め寄った。拘こう束そくした捕虜を殺すというのは明らかに軍ぐん法ぽうに反しているし、無抵抗の人間をくびり殺すというのは、軍法どころか人間としての根底、人じん道どうにすら反している。

　ケイレヴら『デッドマンズ』は姿形こそ化け物に改造されたが、しかし心まで化け物に改造されたわけではない。ケイレヴも聖人ではない。任務となれば人を殺すこともあるが、それは戦いの中に限ったことだ。それ以外で人を殺すのは鬼き畜ちくの所しよ業ぎようだ。

　ケイレヴの言った「どうかしてるぞ！」という言葉にはそういう意味が込められているのだが、グリードにはその言葉が理解出来ぬらしく、困惑した表情を浮かべるばかりだった。

「君もあのクロヅカだかいうお嬢じようちゃんと同じことを言うんだな。一体何を怒ることがあるんだい？　私はたかが敵兵を殺しただけだ。君とてこれまでいくらでも殺してきた筈はずだ」

　教会周辺の警けい備び、及び捕ほ虜りよの見張りはナナとビシャスに任せてある。彼の口振りから察するに、グリードはナナに断りもせず、彼女らの目の前で、独断で捕虜を殺したに違いない。

「捕虜を殺したことは一度たりともねえよ！　考えてもみろ！　戦いじゃない、無抵抗の人間を殺したんだ！　そんなものはただの虐ぎやく殺さつだろうが！」

「これくらいの汚よごれ仕事、私たち『デッドマンズ』にとっては珍しくも何ともないだろう？」

「仕事だぁ？　捕虜を殺せなんて命令がいつ出たよ？　ふざけたこと抜かすな！」

「アーミラルに害する者を倒す。立派に軍人の仕事だと思うがねえ？」

「銃じゆうを持った奴やつが相手ならそうだろうさ！　戦場で出会ったなら敵として倒せばいい！　だがあいつらは丸腰で拘こう束そくされていた！　そんな連中を殺すことが軍人の仕事だと言えるか？」

「銃を持っていようが丸腰だろうが、タイダロス人など皆、敵さ。それに戦場と言うのなら、敵のいる場所はどこでも戦場さ。たとえ自国内であろうとね。敵を見つければ丸腰だろうと殺せばいいし、敵を殺して得にはなっても、損になることはないだろう？　違うかい？」

「人間の命は銭金じゃねえんだ！　損も得もあるもんか！」

「連中は人間じゃないよ、ただの敵だ。犬にも劣おとる畜ちく生しようだ」

「どんな国に住んでいようと人間は人間だ！　それに、捕虜の殺害が国益とどう繫つながる？　あんた、アーミラルのためと御お題だい目もく掲げれば非ひ道どうもまかり通ると思ってるようだが、それは間違いだ！　いくら国のためだと言っても、非武装の捕虜を殺した言い訳にはならねえぞ！」

「非道？　タイダロスの犬畜生を相手にするのに、非道も何もないじゃないか。それにこれは言い訳でもなく本心で言っていることだしねえ」

　強く歯を嚙かんだまま、ケイレヴは顔を俯うつむけて首を横に振った。

「話にならねえ……」

「私はただ、アーミラルに忠を尽くしているだけなんだがねえ」

　敵国の人間なら誰だれでも殺すと言うのなら、それは健全な忠誠心というよりもはや狂信だ。

　この先ずっと話し合ったところで、ケイレヴとグリードとでは一生話が嚙かみ合うことはないだろう。人間としての根本があまりにも違い過ぎている。

「言っておくが、こういうことは金こん輪りん際ざいなしだからな。この現場の指揮官は俺だ。俺の言うことには従ってもらう。今後、捕ほ虜りよを殺すような真ま似ねは禁止だ。文句は言わせねえ」

　言っていることを理解しろ、と言ったところで、恐らくグリードはその半分もケイレヴの真意を理解することは出来ないだろう。だが、これ以上の暴挙を許すことは出来ない。この現場を預かる人間として、ケイレヴは命令としてグリードに言い放った。

　納得はしていないのだろうが、アーミラルに忠を尽くすと言うだけあって、グリードはケイレヴの命令に従う意思を見せた。

「ふむ、了解。君がそう言うのなら従おう」

「……ならいい。俺はもう行くぜ」

「では、また後で」

　背を向けて立ち去ろうとするケイレヴに、グリードがそう声をかける。

「………………」

　だが、ケイレヴはうんざりした顔をするだけで、何も答えなかった。

「そうだ、レッド君。最後に一つ、訊きいてもいいかい？」

　ケイレヴの様子には構わず、グリードは思い出したように口を開いた。

　これ以上何を話すことがあるのか。立ち止まり、ケイレヴは振り返った。

「……何だ？」

「南なん北ぼく融ゆう和わの新国家建けん国こく。君は、そんな夢物語みたいなことが本当に可能だと思うかい？」

「唐突に何だ？　忠臣を謳うたうあんたが、まさかアーミラルの考えを疑ってんのか？」

「いや、そうじゃない。あくまで、君の意見が聞きたいだけだ。他意はない」

　内心ではいい加減うんざりしていたが、ケイレヴはグリードの質問に答えた。

「……可能か不可能か。そんなこと、現場の俺たちが考えることじゃねえや。やらなきゃアーミラルが地図上から消えて、タイダロスとグリマルタの国土が広がるだけだ。不可能だろうが何だろうが、やるしか道がないんだよ、俺たちには」

　どれだけ可能性が低かろうと、アーミラルは本国と南なん部ぶ自じ治ち領りようが一つになり、真の意味で大国に成長しなければならない。でなければ、タイダロスとグリマルタによる最強同盟には敵かなわないだろう。もう、アーミラルは南北融和の道を歩き始めたのだ。今さらその道を引き返すわけにはいかない。道の先は見えずとも、先がないわけではない。しっかりと大地を踏ふみ締しめ、どんな障害も乗り越えて一歩一歩進むのみ。それがケイレヴの考えだ。

「……そうか。君はそういう考えなのか。でも、そう単純に行くものかねえ？」

「あん？」

「南北の間には千五百年間も蓄積された大きなわだかまりがあるというのに、今さら融和など出来るのだろうか？　これはオフレコでお願いしたいのだが、私はどうにも、上層部も含め、皆がそのことを失念しているのではないかと思えてならないんだ」

「失念してんじゃなくて、それを踏まえたうえで、それでも無理矢理、力技でどうにかしようってんだよ。アーミラルにゃ悠ゆう長ちようなことやってる時間なんかねえんだ。細かいことには拘こだわってらんねえってことだろ？　俺個人としては、そんなの知ったこっちゃねえがな。俺は自分のやるべきことが分かっていればそれでいい」

　ケイレヴは素そっ気けなく言い返した。

「君は一直線なんだねえ。うらやましいことだ」

「話はそれだけか？　もういいんなら、俺は行かせてもらうぜ」

「ああ。時間を取らせて悪かったね」

　やっと解放されたかと安あん堵どして、ケイレヴは足早に遺跡の出口へと向かった。

　ケイレヴの姿が見えなくなるまで彼の背を見送ってから、誰だれもいなくなった空間の中で、グリードは一人、囁ささやくように呟つぶやいた。

「…………君も分かっていないんだねえ、レッド君。南なん部ぶ自じ治ち領りようの力などアーミラルにはいらないのだよ。不必要だ。崇すう高こうなアーミラルが南部の野や蛮ばんで遅れた文化に毒されるだけだ」

　言いながら、グリードは再びうっとりと陶とう酔すいしたような表情を浮かべながら『皇こう帝ていの遺い産さん』を見上げた。歩み寄り、そっと遺産の表面を撫なでる。

「これがあれば……こいつの力さえあれば、リヒターの力など必要ない。南なん北ぼく融ゆう和わなど……必要ないのだ。これさえあれば…………」

　何事かボソボソと呟きながら、何が面白いのか、グリードはクツクツと笑い始めた。遺産に触れている義手がバリバリと音を立て、激しく火花を散らしているというのに、彼はそれにすら気付かぬほど遺産に魅み入いられていた。

　誰もいない広大な空間の中に、彼の笑い声が不気味にこだましていた。




　　　　　　　　　　◇




　遺跡から出て、これからの作戦行動についてグリードの分隊の隊員たちと大まかな打ち合わせをしてから、ケイレヴは教会の方に向かった。

　朝の十時である。今の時間、教会の周辺にはナナとビシャスが歩ほ哨しように出ている筈はずだ。レオニダスは発掘現場に近い木こ立だちの上で警けい戒かいの目を光らせている。

　ケイレヴが教会の付近まで歩いて行くと、崩くずれかかった教会入り口の前に、膝ひざを抱えてうずくまるナナの姿を見つけた。

　彼女は血の気の引いた顔を俯うつむかせ、口元を真一文字に結んでいた。プライドが高く真ま面じ目めな彼女のことだ、グリードの凶きよう行こうを止められなかったと悔くやんでいるに違いない。

　ケイレヴの姿を見つけたナナが、どこか泣きそうな表情で、急ぎ立ち上がって駆けて来る。

「少佐！　先ほど来られたグリード少佐という方が捕ほ虜りよを…………」

　彼女の言葉を、ケイレヴは手を上げて制した。

「本人から聞いた。遺体はどうした？」

「血中のナノマシン？　とかいうものを調べるため、アーミラル本国に遺体を持って帰るということで、今、ビシャスが袋を取りに……」

「サンプルとしてラボに献けん上じようするつもりか……。そうか、分かった。歩ほ哨しようはグリードの分隊が引き継ぐ。昨夜の襲しゆう撃げきから寝てないだろう、お前は少し休め」

　言いながら、ケイレヴは発掘チームのキャンプがある発掘現場の方を指差したのだが、ナナは何な故ぜかその場に立ち尽くしたまま動かなかった。

　両の拳をきつく握にぎり締しめ、険けわしい表情を浮かべたまま無言でケイレヴの顔を見つめている。

「どうした？」

「……明らかに軍ぐん法ぽうに背いています」

「……グリードのことか？」

「グリード少佐を罪に問わないんですか？」

　訊きかれて、ケイレヴは何事か考え込んでから、鼻から短く息を吐いて口を開いた。

「……問わない」

「どうして！」

　そう食ってかかるナナに、ケイレヴは次のように説明した。

「これから敵の超規模同盟に対抗しようって時に、幸運にも『皇こう帝ていの遺い産さん』の発掘が完了しようとしている。だが、その発掘現場には凶悪な略りやく奪だつ者しやが来ることも分かっている。今回の一件を報告したとして、中将がそんな状態で現場の戦力を割さくような真似をする筈はずがない。確かにグリードは危険な男だが、戦力としては大きい。何より同じようなことは前例がある。その時も中ちゆう将じようは事件を揉もみ消けした。まあ、本人は渋しぶ々しぶだったみたいだが」

「そんな……」

　ナナのその一言には、ありったけの無念さが込められていた。確かに彼女の気持ちは間違っていない。だが、ケイレヴは彼女の言葉に同調するほど子供でもない。

「あのジイサンは作戦家畑の出身だから常に損得を考える。今回の場合、グリードを現場から外すのは得策じゃない。それに指揮官は中将だ。指揮官の方針には従う。それが特とく殊しゆ部ぶ隊たいの鉄則であり、私し情じようよりも優先されることだ」

　だが、ケイレヴが諭さとすように言っても、ナナがそれに頷うなずくことはなかった。

「………………」

　ただただ無言で、悔くやしそうに顔を俯けるナナ。エリートだ何だと言ったところで、彼女はまだ十代の少女だ。戦場の現実を受け入れるには、いささか若すぎるのかもしれない。

「納得出来ないか？」

　ケイレヴが訊くと、ナナはややあってから口を開いた。

「……私、信じられないんです。誇り高い軍人の中に、まさか拘こう束そくされた捕ほ虜りよを殺すような人がいるなんて。それも、まるで空気を吸うように平然と……」

「軍人は聖人じゃないからな。中には必ずしも善人とは呼べない人間もいるし、過激な思想の人間も少なくない。あー、でも、いいか？　良く聞け。北部の軍人が全員そういう人間てワケじゃねえから、その点、誤解はするなよ？」

　ケイレヴの言葉に頷うなずくでもなく、ナナは静かに口を開いた。

「……それくらい私も分かっています。北部の人間は機械のように心が冷たいだとか、そんなのはただの偏へん見けんだと分かっているんです。それでも、国家の守しゆ護ご者しやであるべき軍人が、あんな残ざん虐ぎやくなことをする場面を見せられては…………」

「志こころざしとしては、そうあるべきだろうさ。お前の想おもいは間違っちゃいないし、グリードが捕ほ虜りよに対してやったことを正義だと言うつもりもない。だが、それでも戦場ではああいう奴やつが頼たよりになったりするもんなんだ。それに、あいつにも一応は仲間意識ってもんがあるみたいだしな。少なくとも、仲間を見捨てることはしない男だ」

　ケイレヴはあくまで主観を排して言ったつもりだったが、彼女の耳には、それがグリードを擁よう護ごするものに聞こえたのだろう、ナナは不意に、憤ふん慨がいした様子でまくし立てた。

「だからって、彼の凶きよう行こうを黙もく認にんしろと言うんですか！　そんなの、絶対嫌です！　間違っています！　私は……私は…………ッ！」

　感極まってしまったのだろう、ナナは言葉の途中で声を詰まらせてしまった。

　目を見れば分かる。表面的には綺き麗れいごとのように聞こえるかもしれないが、しかし彼女は建前ではなく本音を語っている。きっと、軍人というものによほどの思い入れがあるのだろう、軍人が清く正しくあるべきだというその考えは、彼女にとっての信念のようなものであると、ケイレヴにはそのように感じられた。

　若者らしい、真まっ直すぐで穢けがれのない感情であった。ケイレヴには眩まぶしいほどの志だ。

「……少し落ち着け」

　ケイレヴに促うながされ、短く息を吐いて落ち着いてから、ナナは深々と頭を下げた。

「……取り乱して済みません」

「……いや、構わねえよ。それより、さっきは何を言おうとしていた？」

「…………五年前、軍人だった私の父は、リヒターを守るため戦場に行き、軍人として、守護者として死んだんです。父はいつも言っていました、国家の守護者たる軍人は誰だれより高こう潔けつであらねばならず、正義であり続けねばならず、一いち命めいを賭とし、粉ふん骨こつ砕さい身しん、護国に努めねばならぬのだと。そんな父を、私はいつも誇りに思っていました。尊敬していました。だから私も、父と同じ道を歩むため、軍人になったんです。父のような高潔な人間になりたくて」

　当時、まだ子供だった彼女にとって、父親は英雄的な存在だったのだろう。国家のため、家族のために命を賭して戦い、軍人とはかくあるべきと、自らの生き様で彼女に示したのだ。

「……そうか。なるほどな。納得したよ。だから、今回のような事件を起こしたグリードが、尊敬する父親と同じ軍人だってのが許せないわけか」

「……そうです。あのような非ひ道どうと、父が歩んだ道が同じ場所に通じているなどと、私、そんなふうには思いたくないんです」

　彼女の言葉を聞き、ふむ、と唸うなってから、ケイレヴは口を開いた。

「気持ちは分からんでもない。だが、これからも軍人を続けていきたいんなら、もっと柔じゆう軟なんな思考を持て。相あい容いれない人間でも、認めるべきところは認めなきゃいけねえ。そしてグリードには少なくとも認めるべき部分がある。軍人なら意い固こ地じにだけはなるな。思考の固い人間は得てして仲間の信を得られないもんだ。そういう奴やつは必ず孤こ立りつする。誰だれも助けてくれなくなる。そうなれば苦しむのはお前だ」

　ケイレヴの言葉に、彼女は険けわしい表情のまま首を横に振った。

「……私はそれでも、非道など許さぬ真の守しゆ護ご者しやになりたい。私が身を置く軍には、常にそうあってほしい。目的のために非道を許すような真似、私は絶対に嫌なんです。固いと言われようと、理想論だと言われようと、この志こころざしは私という存在の根底にあるものなんです。父から受け継いだ大切な意志なんです。曲げたくないんです」

　切々と、ナナはケイレヴに訴えた。

　言っていることは確かに固いが、しかし間違ってはいない。亡くなった人間から受け継いだ意志を貫きたい。彼女のその思いは、曲がることのない正道に続いている。

　正道を歩むと決意を固めた少女に、その考えは間違っているから捨てろなどと、そのような否定の言葉を吐けるほどケイレヴは達たつ観かんした人間ではない。

　ならば、どうするべきか。

「……なら、偉えらくなるしかねえよ」

　言いながら、ケイレヴは射い抜ぬくように、真まっ直すぐナナの目を見据えた。

「……え？」

「お前の言っていることは、今のところ理想でしかない。だから、その理想を実現したいんなら偉くなるしかねえ。誰も文句言えねえくらい、それこそ元げん帥すいくらいまでな。組織の中に間違いがあるのなら、自分が頂点に立って間違いを正す。これしかない」

「出世をすれば、正しいことが出来ると？」

「今の志を持ち続けて頂点に行くことが出来れば、或あるいはな」

「今の志を持って、頂点に……」

　まるで志がそこにあるかのように、ナナは自分の胸に手を置いて呟つぶやいた。

「ま、実際には途中で失敗する可能性の方が遥はるかに高い。任務で死ぬかもしれない。上う手まく出世出来ないかもしれない。そもそもアーミラルが無事に残っている保証もない。偉くなろうとすれば、出る杭くい打たれるの要領で必ず邪じや魔まが入るもんだし、偉くなっても仲間がいなきゃ誰も支えてくれない。孤独な為い政せい者しやは得てして数の横暴に屈くつするものだからな」

　何もかもが上う手まくいく人生などない。時に大きな過あやまちを犯すこともあるし、失敗は一度や二度では済まないだろう。壁にもぶち当たる。それでも自分の志こころざしを貫きたいのなら、失敗などにめげず、転んでも何度でも起き上がって己の心に描く正道を進むしかないのだ。

　途方もない前途のことを思ったのだろう、ナナは不安げな表情を浮かべて口を開いた。

「私……偉えらくなれるでしょうか？　少佐の言うように、私は確かに固い人間です。少しくらい出世しても、孤こ立りつしてしまうかもしれない。本当に、一人で偉くなれるのでしょうか……」

「その心配はない。断言するが、お前が孤立することはないよ」

「何を根こん拠きよに……」

　ナナが最後まで言う前に、ケイレヴが先んじる形で口を開いた。

「俺たちがいるだろうが」

「え？　少佐が？」

　ナナはいまいちピンと来ていないようで、ケイレヴは苦笑しながら口を開いた。

「俺だけじゃねえ。レオも、ビシャスもいる。お前にはもう、いざって時に支えてくれる仲間がいるってんだよ。お前が折れそうな時は、俺たちが支えてやる。俺たち、仲間が」

「仲間……」

「俺は出世コースなんて用意されてない、偉くなろうと思ってもなれない、特とく殊しゆ部ぶ隊たい上あがりの日ひ陰かげ者ものだが、お前なら行けると思うぜ、軍の頂点。何せ、俺たち仲間が支えるんだからな」

　その言葉に思うところがあったのだろう、ナナは真まっ直すぐにケイレヴを見た。

「……もしかして少佐は、仲間のために戦っているんですか？」

「そうだな。家族とか、他にも守りたいもんは沢たく山さんあるけど、仲間ってのは確かに大きい」

　思い起こせば、ケイレヴという男は、いついかなる時でも、常に私し情じようを排し、誰だれかのために戦ってきた。そういう、戦いばかりの人生だった。だが、後悔はない。大切なもの、大切な人を守るために戦っているのだから、悔くいることなど何一つない。そう言い切れる。

　だが、それだけでは英雄然とした美談になってしまう。ケイレヴは美談を望まない。

「何より軍人は給金がいいしな。命の安売りが商売なだけに、俺の懐ふところにも小金が貯たまった。国家の守しゆ護ご者しやになりたいお前から見れば、不ふ謹きん慎しんな理由だろうけどな」

　自分の言葉が自じ画が自じ賛さんに聞こえぬよう、ケイレヴが自じ嘲ちよう気ぎ味みに、少し茶ちや化かして言うと、ナナは真顔で首を横に振った。

「……いえ。そんなことありません。立りつ派ぱだと思います」

「立派なもんかよ。俺なんぞ下したっ端ぱの不良軍人だ」

　大人のくせに何を照れているのか、ケイレヴは思わず鼻の下を指で擦こすった。そういうケイレヴに、ナナはふっ、と微び笑しようを返した。しばらくぶりに見るナナの笑顔であった。

　高ぶっていた感情が落ち着いたのか、微笑を微かすかに残して、ナナはゆっくりと口を開いた。

「……こんなことを言うと怒られるかもしれませんが、私、北部に来るまではずっと、先ほど言っていた偏へん見けんを信じていたんです」

「北部の人間は文明に堕だ落らくしてどうたら、ってヤツか？」

「はい。頭では偏見だと分かっていても、心のどこかではやはり、冷酷で、機械のように心のない人たちだと思っていたんです。でも、今はそれが偏見だとちゃんと分かっています。少佐や他の人たちと話していて、やはりこの人たちも自分たちと同じ血の通った、心ある普通の人間なんだと、そう思えました」

　言われて、ケイレヴは紅あかく燃える左の瞳ひとみで異い形ぎようの左手を見た。当初は手首のあたりまでだった魔ま人じんの皮ひ膚ふが、今は左腕の三分の一まで侵しん食しよくしている。これまでにフルパワーを使った回数はたったの二回。その二回でこれだけ侵食が進むのだから、もう二回か三回使えば、今度はケイレヴ自身の生命が危うくなることだろう。長生きなどは望むべくもない。

　ケイレヴは口元に自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。

「我ながら、見た目は普通の人間じゃないと思うけどな」

「容姿は関係ありません。シルバーウッド少佐も言っていました。身体からだが機械になっても、心まで機械になるわけじゃない、と」

「ま、戦場じゃ心まで人間じゃなくなる奴やつは結構いるもんなんだけどな」

　ケイレヴが言うと、何が面白いのか、ナナはふふ、と笑いながら顔を伏せた。

　そうして、見上げるようにしてケイレヴの顔を覗のぞき込こむと、笑顔のままボソリと呟つぶやいた。

「……少佐はそうならないでくださいね」

「うん？」

「私、実は少し安心したんです」

「安心？」

「少佐は何のために戦っている人なのか、それを知って安心したんです。遊びのように殺しを楽しむような人じゃなくて、ちゃんと、守るべきもののために戦っている人だと、それを知って安心しました。北部の人も南部の人と変わらないんだと、そう思えたんです」

「おいおい、そんなの当たり前だろ？　俺を殺人マニアとでも思ってたのか？　それに北部だ南部だと言ったところで、結局は同じ人間だ。善人もいれば普通の人もいるし、悪人もいる。十人十色、人間の根底なんてもんは、どこだろうとそうそう変わるもんじゃねえよ」

「……そうですね。きっとそうなんだと思います。互いが互いのことを知らないだけで」

　感かん慨がい深ぶかげに、ナナは言った。

　彼女の言うとおり、南北対立の歴史は、互いへの無理解から生じている。お互いを知る努力をせず、伝でん播ぱした噂うわさにやがて尾ひれが付き、そうやって偏見が形成されていったのだ。

　きっと、そういう誤解を解くところから南なん北ぼく融ゆう和わは始まるのだろう。

　図はからずも、ケイレヴとナナは無自覚ではあるものの、その第一歩を踏ふみ出だしたことになる。ほんの小さな、しかしアーミラルにとって何より価値ある一歩である。

「俺たちだって、まだ互いのことあんまり知らないけどな」

　ケイレヴが言うと、ナナは、今度は苦笑を浮かべた。

「そうですね。でも、少しでも知ることが出来ました。いつになるかは分かりませんが、真の意味で互いを知ることが出来たら、その時は……」

「南なん北ぼく融ゆう和わも夢物語じゃなくなるかもしれないな。ま、今の段階じゃ、何を話したところで可能性の話にしかならねえんだけどな」

「はい」

　ナナが頷うなずき、それにケイレヴも無言で頷きを返す。

　ともかく、これで話には一いつ旦たん区切りがついた。

「おしゃべりはこんくらいにして、お前はキャンプに戻って身体からだを休めろ。休める時に休むのも軍人の大事な仕事だ。現場の人間は身体が資本なんだからな」

「分かりました。では、失礼します」

「ん、お疲れさん」

「少佐もちゃんと休んでくださいね」

　言って、ナナはケイレヴに背を向け、発掘チームのキャンプに向かって歩き始めた。

「若造に身体を気き遣づかわれるんじゃ、俺もオッサンの仲間入りだな」

　ケイレヴが自じ嘲ちよう気ぎ味みにそう呟つぶやくと、何な故ぜかナナが立ち止まって振り返った。

「ご自覚なかったんですか、オジサン？」

　いたずらっぽい笑みを浮かべながら言うナナ。普段、冗談など言わない彼女から発せられたジョークにほんの一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、ケイレヴはともかく「うっせえ！」と返した。

「休きゆう憩けい給きゆう水すいなしで百キロマラソン五時間切るようなオッサン知ってるか、お前？　それが出来る俺はまだまだ若いっつーの！」

「おや、そうだったんですか？　それは意外……」

　わざとらしく目を見開くナナに、ケイレヴは思い切り渋じゆう面めんを作って見せた。

「中ちゆう将じようみたいなこと言いやがって……ったく。俺より若いクセして、あんな狸たぬきジジイの影えい響きようを受けんじゃねえよ。ロクな大人にならねえぞ」

「そうですか？　あの方は、南北融和政策の発案者だと聞いています。言わば、最初に南北間の相違を乗り越える決意をした方です。尊敬に値あたいしますし、学ぶことは多いと思いますが？」

「学ぶにしても、悪いトコまで学ぶなっつってんだ。じゃねーと、お前まであのジジイみたいにツラの皮が厚くなっちまう。ジジイが狸なら、お前は狐になるかもしれん」

「その理論で言うと、私、将来的には赤せき髪はつ赤せき眼がんになっているかもしれませんね。顔付きや目付きも悪くなっているかもしれません。使える魔ま法ほうも炎だけになったりして」

　それではまるで、ケイレヴである。

　何のことか分からないというふうに首を傾かしげるケイレヴ。そういうケイレヴを真まっ直すぐに見つめたまま、ナナははきとして口を開いた。

「少佐のことも尊敬しているんですからね、私」

　言われた瞬しゆん間かん、全てを理解したケイレヴは、歳とし甲が斐いもなく赤面してしまった。そうして、思春期の少年のようにバツ悪そうな顔をして、ナナに一言「阿あ呆ほう」と言い放った。

「俺みたいなの尊敬してどうすんだよ？　変なことばっか言ってっと、お前まで不良軍人になっちまうぞ。いいからもう休め」

　言われて、ナナは微び笑しようを浮かべたまま頷うなずいた。きっと、うろたえたケイレヴの様子が面白いのだろう。先ほどまでとは立場が完全に逆転していた。

「少佐もちゃんと休んでくださいね」

「はいよ。オジサンへの心こころ遣づかい、感謝、感謝」

「ふふ……」

　赤面したままのケイレヴに、ナナは再びいたずらっぽい笑みを返した。

　そうして、颯さつ爽そうとした足取りで歩き始めた。




　　　　　　　　　　◇




　第七分隊、第十八分隊合わせての作戦会議を終え、休む間もなく森の中にブービートラップを仕掛け終わると、辺りはすっかり暗くなっていた。ケイレヴら北部兵士がトラップを仕掛けている間、歩ほ哨しようは南部の兵士たちに任せ切りにしていた。
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　昨夜の襲しゆう撃げきがあってから、ナナとビシャスはまともに休んでいない。ケイレヴとレオニダスも同じく不休だが、不慣れな新しん米まいに比べれば、このくらいどうということはない。

　ナナの方にはレオニダスが向かった。ケイレヴはビシャスと歩哨を交代するため、彼が警けい備びを担当している教会方面に向かった。

　トラップを仕掛けた木こ立だち付近でビシャスを見付けたケイレヴは、声をあげて歩み寄った。

「よう、ビシャス。お疲れさん。もうメシ食ったか？」

　ケイレヴに気付いたビシャスが、さして表情も変えず、静かに頭を下げる。

「……いえ」

「そっか。じゃあ、これ食え」

　そう言って、ケイレヴは小脇に抱えた二つの小箱、その片方をビシャスに手渡した。

「………………これは？」

　ケイレヴから箱を受け取ったビシャスが、不思議そうな視線を向けている。

「軍研究部の力作、Ｃレーションだ。喜べよ、こいつはレーションの中じゃ一番美う味まい」

　ケイレヴが言うと、ビシャスは確認するように箱を開き、中から銀紙で梱こん包ぽうされた、金の延のべ棒ぼうのような形状をした板を取り出した。

「…………これは？」

　訊かれてケイレヴは答える。

「ああ、それな。チョコレートだよ。アーミラルのレーションには必ず菓か子しが付いててな、普通はガムが入ってて、一番不ま味ずいのだと塩味のクソみてえなガムなんだけど、Ｃレーションには豪勢にチョコレートが入ってんだ。試しに食ってみな。美味いと思うぜ」

　言われるまま、ビシャスが銀紙を破くと、中からほんのり甘いカカオの香りと共に、食たべ応ごたえのありそうな分厚い板チョコが顔を覗のぞかせた。

「………………」

　無言で、ビシャスがチョコレートにかじり付く。

　コリコリと小こ気き味み良よい音を鳴らしながらチョコレートを咀そ嚼しやくするビシャス。よほど美味かったのだろう、彼は舌の上でゆっくりと味わってから、喉を鳴らして一口目を嚥えん下かした。

「どうだ？　結構イケるだろ？」

「………………」

　だが、ケイレヴの問いかけには答えず、ビシャスはただただ黙だまっていた。

「……おい、どうした？」

「………………」

　二度目の問いかけにも、ビシャスはやはり何も答えない。もしかすると、レーションに入っているようなチョコレートは、彼の舌に合わなかったのかもしれない。

「……不ま味ずいんなら、気ぃ遣つかわずに言っていいんだぞ？」

　そう言って、ケイレヴが顔を覗のぞき込んだ、その時だった。

　突然、ビシャスの目がカッと見開かれた。

「美う味まいッ！」

「うわッ！　な、何だ！」

「この嚙かみ始はじめのコリコリと心ここ地ちいい食感！　たまらないな！　まったりとしていて、それでいてしつこくない舌触りはまるで絹きぬの口溶け！　この上品な甘さは新しん鮮せんで上質な牛乳に……そうか、白砂糖か！　それも最高級の上白糖に違いない！　南部じゃ黒砂糖しか手に入らないからな！　それにこの鼻の奥に抜ける芳かぐわしいカカオの香り！　何と深みのあることだろう！　鼻び腔こうの全てが甘く優やさしいヴェールに包まれているようだ！」

　一体全体、何がどうなっているのか。それまでの寡か黙もくさが噓うそのように、ビシャスは明めい朗ろう快かい活かつに語り始めた。ケイレヴは仰ぎよう天てんして彼と同じように目を見開いてしまった。

「え？　え？　え？　び、ビシャス……？」

「凄すごい……凄いぞ！　無骨な見た目に反して、何と繊せん細さいな味のチョコレートなんだ！　ここまでのチョコレートは、南部では滅めつ多たにお目にかかれない、まさに至高の一品！　まさか、北部でこんなに美味いものが食えるなんて！」

　まるでケイレヴなどいないかのように捲まくし立てるビシャス。

　何だか目付きがヤバイので、ケイレヴは必死と彼の肩を揺すっていた。

「おい！　おいって！　どこにトリップしてんの！　帰って来いって！」

　そこまでやって、やっと、チョコレートと二人きりの世界から帰き還かんしたビシャスと、ケイレヴの視線が合った。瞬しゆん間かん、ビシャスがハッとして口に手を当てた。

「あ……ッ！　す、すみません…………」

　急ぎ頭を下げるビシャス。

　ふう、とため息をついてから、ケイレヴは指先でポリポリと頰ほおを搔かいた。

「勘かん弁べんしろよな……。お花畑にでもイッちゃったのかと思ったぞ」

「美食が趣しゆ味みなので、美味いものを食べると、つい……」

「筋すじ金がね入いりの変わり者なんだな、お前…………」

　どうにも人物の摑つかめぬ男だが、ドム博士に怒ったことなども含め、どうやら無感情というわけでもないらしい。感情の沸ふつ点てんが他人とは違うため、変わり者に見えるのだ。

「恐きよう縮しゆくです……」

　赤面したのはほんの一瞬、いつもの調子でそう言ってから、ビシャスは堅かたく口を閉じた。

　ケイレヴも、取り急ぎ返す言葉がない。

「……俺もメシ食うかな。隣となり、座るぜ」

　言って、ケイレヴはビシャスの横に腰を下ろし、持っていたレーションの箱からコーンの缶詰と先割れスプーンを取り出した。

　ビシャスもその場に腰を下ろし、残りのチョコレートを齧かじり始める。

「………………」

　黙もく々もくと、レーションを口に運ぶ二人。

　漂う沈黙は、しかし重苦しいといったものではない。二人とも、食事に集中しているのだ。

　食事の途中、その沈黙を破るよう、ビシャスがそっと口を開いた。

「…………少佐」

「何だ？」

　ケイレヴが声を返すと、ビシャスは何だか申し訳なさそうな面持ちで唐突に頭を下げた。

「すみません……。俺、さっきの、少佐とクロヅカとの話を聞いてしまいました…………」

　彼の言うさっきの話とは、恐らく軍人として正道を貫くなら云々という、あの話だろう。

「何だおい、盗み聞きか？　あの場には俺とナナの二人しかいなかった筈はずだが……」

「少佐のヘッドセット、通信チャンネルが全体に向けてフルオープン状態だったので……」

　聞いた瞬間、それでかと思い、ケイレヴは軽く舌打ちをした。

　いつのことかは分からないが、最後に隊全体に通信を入れたタイミングで、うっかりヘッドセットの通信チャンネルを切り忘れてしまったらしい。

「あー、チクショウ、うっかりしてたぜ。初歩的なミスを……」

　言いながら、ケイレヴはヘッドセットに手を伸ばし、送信ボタンをオフにした。

　ビシャスが聞いていたのだから、当然、レオニダスも聞いていたということになる。森にトラップを仕掛けている最中、彼は何な故ぜだかニヤニヤしながらこっちを見ていた。きっと後で茶ちや化かされるに違いない。そう思うと、ケイレヴの顔は自然としかめ面になる。

　ケイレヴが大きなため息をつくのとほぼ同時に、ビシャスが口を開いた。

「…………少佐は、仲間や家族のために戦っていると聞きました」

「ん？　ああ、まあな。俺は実は徴ちよう兵へいには二回応じてるんだけど、一回目の時は兄貴の名前を名乗って入隊してるからな」

「兄？」

「そうだ。容姿は俺とそっくりだが、どうにも兄貴は身体からだが弱い。軍隊なんて入ったらブートキャンプで死ぬんじゃねえかと思って、それで俺が替え玉として入隊したわけだ」

「そうだったんですか……。俺も……実は家族のために軍に入りました」

「ああ、そう言やお前、姉ちゃんがいるんだもんな」

「俺は……両親を早くに亡くしています。だから三人の姉が親代わりに育ててくれました。三人とも、俺の母親みたいなものなんです」

「母親が三人もいるってのは、俺には想像もつかねーが、お前が姉ちゃんたちを心から思ってんだなってことは分かるよ。なるほど、それで、ドムのジジイがお前の姉ちゃんが死んだとか冗談言った時、あんなに怒ったのか」

「姉たちは俺の全てです。彼女たちのことを悪く言われると、どうしても許せなくて……」

「ま、分からんでもない。俺もお袋や兄貴を馬鹿にされたら怒るだろうしな。まあ、流石さすがに冗談って分かり切ってる老人のジョークに怒いかり心しん頭とうで詰め寄るような真似はしねーけど」

　ケイレヴが言うと、ビシャスはほんの一いつ瞬しゆんだけ、ふ、と微び笑しようを浮かべた。

「一番上の姉には、今年、子供が産うまれます。彼女の作る料理は本当に美お味いしかった。二番目の姉は去年結婚したばかりなんですが、彼女はいつも、熱心に俺の勉強を見てくれました。三番目の姉も、今年やっと嫁とつぎ先さきが決まりました。子供の頃、俺の遊び相手を務めてくれたのは彼女でした。俺を育ててくれた姉たちには、幸せになってほしい。いつまでも故郷で平へい穏おんな暮らしを送ってほしい。だから俺は……」

「家族の平穏を守るため、軍人になった、か……」

　どうにも、この若者とケイレヴとの間には似ている部分があるようだ。容姿や性格のことではない、戦う理由が似ているのだ。

　自分と同じような思いで軍人となった若者が、今、ケイレヴの目の前にいる。そう思うと、何だか感かん慨がい深ぶかい気持ちになる。

「俺、少佐が家族のために戦っていると聞いた時、他ひ人と事ごととは思えなかったんです……」

　ビシャスもまた、ケイレヴとの間に相そう似じしたものを感じているらしい。

「まあ、動機としてはありがちなんだけどな」

　苦笑しながらそう返すケイレヴに、ビシャスもほんの一瞬だけ苦笑を返す。

「俺も、少なからず北部に偏へん見けんを持っていました。でも、少佐のような人たちもいる。俺と同じ思いで戦っている人が、北部にもいる。偏見は、所しよ詮せん偏見でしかないと思いました……」

「ん」

「まだ、偏見の拭ぬぐえない部分はあります。でも、少佐の下でなら俺は働けると思います……」

「そうか……。ありがとうよ。期待してるぜ、新しん米まい。南部出身のお前がそう言ってくれんなら南なん北ぼく融ゆう和わもあながち不可能じゃないって気がしてくるぜ」

　ケイレヴが力強く肩を叩たたくと、ビシャスは恐きよう縮しゆくして頭を下げた。

「はい。南部自治領、いや、アーミラルのため、精一杯働かせていただきます……」

「にしても驚おどろいたぜ。お前、実はよく喋しやべる奴やつだったんだな」

　場面を改めるように笑いながらそう言うと、ビシャスは何な故ぜだかいつもと同じ調子で、短く一言だけ「いえ」と返した。

　言いたいことを言えば、また寡か黙もくに戻る。やはり変わった男である。

　ケイレヴがそのように思っていると、歩ほ哨しように出たレオニダスからいきなり通信が入った。

「おい！　ケイレヴ！　聞こえるか！」

　そう言ったレオニダスの声には、何か切せつ羽ぱ詰まった感じがある。

　何か良くないことが起こったに違いない。ケイレヴの顔が、緊きん張ちようで一気に引ひき締しまる。

「レオか！　どうした？」

「たった今、セントラルの中ちゆう将じようから衛星を介して通信が入った！　北西の空、タイダロス領内からこちらに接近する影あり！　航空機だ！」

「航空機？　ファイターか？」

「確認するからちょっと待て！　今、衛星カメラに接続を……あの翼つばさの形状！　タイダロスの『スカイカーゴ』！　大型高速輸送機だ！」

「あ？　『スカイカーゴ』だって？　それって確か、輸送機なのに超大型ジェットエンジンを積んでるっつう、変わり種だねの……」

「おいおい、噓うそだろ！　野郎、国境を越えやがった！」

　耳を澄すましてよく聞けば、戦せん闘とう機きのそれに酷こく似じしたジェット音が微かすかに聞いて取れる。

　恐らくは『オクトスペック』の仕し業わざだろうが、それにしてもこれは普通ではない。狂気の沙さ汰たと言っても過言ではない、作戦とも呼べぬような乱暴極まる空くう挺てい作さく戦せんだ。

　タイダロスとの国境線には警けい備び隊たいが布しかれ、対たい空くう防ぼう衛えいに抜かりはない。音速で飛ぶ戦闘機だろうと、一度アーミラルの領空を侵おかせば一分と経たたずに細こま切ぎれの鉄くずと化すだろう。スパイを送り込むことに余念のないタイダロスが、そのくらいのことを知らない筈はずがないのだ。

「じ、冗談だろ？　国境線には、アホほど対空防衛システムが……」

「な、何だあれは！　野郎、ミサイルと追っかけっこしながらこっちに来やがる！　すごいスピードだ！　もうすぐこっちまで来る！　ミサイルが間に合わねえ！」

　尻から業ごう火かを吹いて猛追するミサイルと、不自然なほどの猛スピードで迫る輸送機。僅わずか数キロ先まで迫ったその巨体を、誰だれよりも先駆けて、強化されたケイレヴの視力が捉とらえた。

　輸送機、ミサイルとも、相当速い。だが、それでもミサイルはドーベルマンのような執しつ拗ようさで輸送機を追い、徐じよ々じよに距きよ離りを縮ちぢめている。着弾は間近だ。

　恐れを抱いていないのか、ミサイルに追われている危機的状況でありながら、輸送機は昆こん虫ちゆうが卵を産うみ出すように、臀でん部ぶから次々と兵士たちを吐き出している。吐き出された兵士たちが落らつ下か傘さんで降下し、続々と広大な森の中に飲み込まれる。目算だが、およそ十人。正確な数と照会すれば前後するだろうが、相手が分隊から小隊規模の兵力だということは間違いない。恐らくは選よりすぐりの人員、少しよう数すう精せい鋭えいを揃そろえて来ているのだろう。

　ただ、それにしても、これだけのリスクを背負って、たった十人程度の小勢を送り込むというやり方には疑問が残る。

　そのように思っていたケイレヴだが、次の瞬しゆん間かん、俄にわかに信じられぬ光景を目にした。

「噓だろ、おい！　あいつら、戦車を投下しやがった！」

　驚きよう愕がくのあまり、ケイレヴが叫さけんだ。

　兵員を降下し終え、そろそろ打ち止めかという頃になって、輸送機が最後に投下したのは、はたして戦車だった。パラシュートを四つも付けた戦車が夜空を悠ゆう々ゆうと舞まい、木こ立だちを薙なぎ倒たおしながら森の中に降下する。常じよう軌きを逸いつした、目を疑うような光景だ。

「ただの戦車じゃねえぞ！　脚あし付つきの機動兵器だ！」

　忌いま々いましそうに、レオニダスも叫さけぶ。

「クソッタレが！　『インセクトオーメン』で間違いねえ！」

　ケイレヴの言う『インセクトオーメン』とは、タイダロス連れん邦ぽう陸軍の現行戦車、型番六六六ハウザー戦車、通称『オーメンタンク』に改良を加え、キャタピラに替わり昆虫型の八本脚を採用、地形走破能力を向上した最新の機動兵器だ。

「ああ、畜ちく生しよう！　厄やつ介かいなことになりやがった！」

　追われている輸送機は、仕事を終えたというのに、ミサイルの追尾機能を狂わせるフレアーすらも焚たかず、ただひらすらアーミラル領土の内側へ内側へ行こうとしている。

「連中、最初から輸送機は捨て石にするつもりだったんだ！」

　舌打ち混じりに、レオニダスが叫んだ。

　十中八九、彼の言うとおりであろう。だが、ここまで強引な空くう挺てい作さく戦せんは、軍属の長いケイレヴをして見たことも聞いたことすらもなかった。普通、特とく殊しゆ作さく戦せん部ぶ隊たいは隠おん密みつ行こう動どうを信条とするものだが、その理念とは真逆の、超が付くほどのダイナミックエントリーである。

「全ユニットに通達！　敵てき襲しゆう！　敵襲！　全員持ち場に付け！　繰り返す、敵襲！　敵……」

　言葉の途中で、世界の全てが爆ばく音おんに包まれ、上空に紅ぐ蓮れんの太陽が昇った。国境に布しかれた対たい空くう防ぼう衛えいシステムが発射したミサイルが、遂ついに輸送機を捕らえたのだ。

　輸送機は空中で爆散、かろうじて原型を保った機体の頭部が炎を纏まとい、流星の如ごとくケイレヴたちのいる教会の頭上を駆け抜け、森の前に広がる広大な農地の彼方かなたへと墜つい落らくした。

　機体を捨て石にした決死行である。パイロットはおらず、恐らくはプログラムによる自動航行だった筈はずだ。ミサイル着弾前に兵員は全員降下したのだから、彼らの目的、その第一段階は達成されたと言えよう。ケイレヴたちにしてみれば迷惑極まりない話だ。

　爆音を受け、耳の奥がキンキンと甲高い音を立てている。僅わずかに痛む耳を押さえながら、ケイレヴは第七、第十八分隊の全員に通信を入れた。

「つぁ……ッ！　耳痛てぇ、畜生！　全ユニットに通達！　敵は森の中に降下！　十人前後の敵兵と『インセクトオーメン』を一機確認！　ユニットＡ、Ｂ、これより遊ゆう撃げきに入れ！　ユニットＣ、Ｄは発掘チームをしっかり守れよ！　一人も死なせず遺跡と遺い産さんを守り通せ！」

　ユニットＡはケイレヴとナナ、ユニットＢはレオニダスとビシャス、ユニットＣはグリードとキメラ兵マイケル・ブラス少佐、ユニットＤは防ぼう御ぎよ魔ま法ほうに長たける兵へい科か『防ぼう御ぎよ兵へい』二人で構成されている。ユニットＤは防御壁によって現場と人員を死守、ユニットＣはユニットＤに随ずい伴はんして前線を抜いた敵を迎むかえ撃うち、ユニットＡとＢは遊撃、それが各ユニットの役目だ。

「ユニットＢシルバーウッド了解！　これよりブルームバーグと合流する！」

「ユニットＣグリード了解。遺跡の守りは任せてくれ」

「ユニットＤ了解しました！」

　ケイレヴの号令に応じた各ユニットが、続々と作戦行動に移り始めた。

「敵はどんな新装備で武装しているか分からねえ！　各ユニット警けい戒かいを密にな！」

　電子の目を欺あざむく武装や新型ライフルの他にも、今回は何かあるかもしれない。そう注意を促うながしたケイレヴのヘッドセットに、キャンプで休きゆう憩けいしていたナナから通信が入った。

「少佐！」

「ナナか！　教会前に来い！　合流して敵を叩たたくぞ！」

「はい！　すぐに！」

　勇いさんだ声を返し、ナナが通信を切った。

「少佐、俺もそろそろ行きます……」

　通信が切れたタイミングを見み計はからい、ビシャスがケイレヴの背に声をかけた。

　ケイレヴが振り向くと、ビシャスは自身に身しん体たい能のう力りよく強きよう化かの魔法をかけている最中だった。

「忠告だが、森に仕掛けたトラップには気を付けろよ！　自前のトラップに引っかかるなんて笑えねえからな！　余裕があればレオのケツもついでに守ってやれ！」

「了解……」

　言って、ビシャスは常人のそれを遥はるかに凌りよう駕がするスピードで森の中に消えて行った。

「少佐……ッ！」

　ビシャスと入れ替わりでナナが教会に駆け付ける。きっと全速力で駆けて来たのだろう、流石さすがに肩で息をするような無ぶ様ざまは晒さらさなかったが、それでも息が弾はずんでいた。

「早かったな！　早速だが、行くぞ！」

　そう言って、ケイレヴがナナの肩を叩くのとほぼ同時に、森の中に砲ほう撃げきと思おぼしき轟ごう音おんが響ひびき始めた。砲撃音に混じり、手しゆ榴りゆう弾だんや仕掛け爆弾、地雷が爆はぜる音や木こ立だちが薙なぎ倒たおされる音も聞こえる。恐らくはトラップに気付いた敵が火力に物言わせて道を開き始めたのだ。戦車の砲撃によって、仕掛けたトラップも誘ゆう爆ばくしているようだ。

　敵が投入した最大戦力は『インセクトオーメン』と見て間違いない。ならば、この機動兵器の相手をするのは一番火力のあるケイレヴの役目だ。

「レオ！　俺たちは『インセクトオーメン』を叩きに行く！　戦せん車しや随ずい伴はん兵へいはついでに倒しとくが他は任せるぞ！　いいな！」

　ケイレヴがそう通信を入れると、レオニダスが心配そうに声を返す。

「おい、二人だけで大丈夫か！　合流して叩いた方がいいんじゃないのか！」

「いや、それだと脇がガラ空きになっちまう！　ユニットＣ、Ｄは最終防ぼう衛えいラインだ！　連中の負担が増えるのは上う手まくねえ！」

「分かった！　だが無茶だけはするな！　リーダーが倒れるようじゃ現場が持たん！」

「ヘッ！　無茶しねえで倒せる相手かよ？　それにお前も俺の性分は知ってんだろ！」

「おい、おま……」

「まあ、あんま心配すんな！　通信終了！」

　そう言って、ケイレヴはレオニダスの返答も待たずに通信を切った。

「少佐、行きましょう！」

「おう！」

　ナナを従え、ケイレヴは戦火の森へ向かった。




　　　　　　　　　　◇




　木立の影に息を潜ひそめて、ケイレヴとナナは『インセクトオーメン』の様子を窺うかがっていた。

　林程度の小さな茂みはそのまま踏ふみ拉しだき、進行を妨ぼう害がいする木立は百ミリを超える主砲で薙なぎ倒し、倒れた木立も昆虫形の脚で器用に踏み越え進む戦車。

　随ずい伴はん兵へいは三人。少し下がって戦車の両サイドに二人付き、後方に一人。いずれも昨夜の襲撃者と同じ格好だが、森の中ということを意識してか、大振りのナタを追加で装備している。

　歩兵でなく戦車を先行させているのは、トラップに気付いているからだろう、主だったトラップは主しゆ砲ほうで強引に吹き飛ばし、それ以外の細やかなものは戦車を盾たてに回かい避ひしているのだ。

　砲口から猛然と青白い炎を吐く戦車を注意深く見守りながら、ケイレヴは敵に見付からぬよう、囁ささやくような声でナナに話しかけた。

「……あれ、見たか？」

　戦車を見ること自体、彼女にとっては生まれて初めてのことなのだろう、緊きん張ちようした面持ちでゴクリと息を吞のんでから、ナナはぎこちなく頷うなずいた。

「は、はい。あれが、戦車というものなんですね……」

「それもそうだが、野郎、砲口から青白い炎を噴ふいてやがる」

「……それが何か？」

　ケイレヴの言わんとしていることが分からないらしく、不思議そうな顔を向けてくるナナ。

「……分かんねーか？　レオの化け物銃と同じなんだよ」

「シルバーウッド少佐の……？」

「そうだ。よく思い出せ。新装備を受領した時、ドムのジジイが言ってただろ、黒こく龍りゆうの牙きばから製造した弾丸は青白い炎を吐くって」

　ここまで説明したところで、ナナはようやく合が点てんがいったというふうに声を洩もらした。

「あ……。そう言えば…………」

「野郎の砲弾も、恐らくは破壊力の高い黒龍の弾丸だ。サイズからして、恐らくは牙じゃなく骨……砲の太さを考えれば背骨だろうな、特大の超高速徹てつ甲こう弾だんだ。レオの銃じゆうを単純にあの大きさまで拡大したものと考えれば、威力の想像はつく筈はずだ」

　言われたとおりに想像してみたのだろう、ゾッとした様子で、ナナは再び息を吞のんだ。

「そんなものをまともに受ければ……」

「ああ。生なま身みの人間なんか消し炭も残らず蒸発しちまうだろうな」

「………………」

　眼前を悠ゆう々ゆうと進む奇怪な鉄の塊かたまりが、どれだけの怪物かということを理解したのだろう、ナナは血の気の引いた顔を俯うつむけ、声を失っていた。

　彼女の肩に手を置き、ケイレヴは「そんなにビビるな」と語りかけた。

「いいか、よく聞け。戦車を攻める上で、まず何をすべきか。それは戦せん車しや随ずい伴はん兵へいの排除だ」

「戦車と一緒にいる兵士ですか？」

「ああ。戦車ってのは構造上、どうしても視界が狭くなって死角が多くなる。センサー系統の充実で最初期よりはマシになったが、それでも死角を補うために人の目が必要になるんだ」

「その目というのが、戦車随伴兵なんですね」

「そうだ。目の数が充実してる分だけ、相手の狙ねらいは正確になる。機き銃じゆうの攻こう撃げきでさえ一発喰くらえばアウトなのに、主砲の攻撃でも受けてみろ、言っちまえばあれは大砲だ。さっきも言ったが、どんだけ装備を固めても生身の人間なんぞカケラも残らず塵ちり芥あくただ」

　砲撃を受けた場面を想像したのか、ナナは血の気の引いた顔でゴクリと息を吞んだ。

「その戦車の砲撃を搔かい潜くぐって随伴兵を排除しなければいけないと……」

「こっちにも戦車があったり、タンクキラーが来るまでの時じ間かん稼かせぎでいいなら、もっとやり様はあるんだけどな、歩兵だけで戦う場合はどうしても肉にく薄はくすることが必要になる。先に言っとくが、お前の防ぼう御ぎよ壁へきは戦車相手じゃ通じないと思っておけ。主砲は勿もち論ろんだが、その上に据え付けられてる機銃の威力も相当のもんだ。歩兵の豆鉄砲とは桁けた違ちがいだと心得ておけ」

「……了解」

「随伴兵二人は俺が倒す。お前は俺が暴れてる間に隙すきを見て残り一人の随伴兵をやれ。殺すんでも失神させるんでもいい、とにかく無力化しろ。木こ立だちに隠れて狙ねらい撃うつか、あるいは魔ま法ほうでブッ飛ばすか。やり方は任せる。ともかくお前の持ち分は一人だ。出来るな？」

　歩兵を相手にする間、ケイレヴは戦車の標的にもなる。つまり歩兵と戦いつつ戦車の囮おとりになるということだ。本音を言えば囮に専念して歩兵は全てナナに任せたいところだが、新しん米まいの彼女が三人もの敵兵を倒せるとは思えなかった。

　殺す、というその言葉が効きいたのだろう、ナナは緊きん張ちようした面持ちで頷うなずいた。

「やります。やってみせます……」

　努めて冷静を保とうとしているのだろうが、恐怖が顔に表れている。これから起こることで死ぬかもしれない。人を殺してしまうかもしれない。新兵である彼女にとって、それはどちらも恐怖である。狂人でもない限り、感情を持った人間がその恐怖を拭ぬぐえる筈はずがない。

　だが、この戦乱の世で軍人を続けるのなら、これは必ず乗り越えなければならぬ恐怖、通過儀礼のようなものだ。これを乗り越えられるか否いなかが、彼女にとっての試し金きん石せきとなる。

　彼女を支えると言ったケイレヴとしては、期待したいところである。

「戦車は俺に任せろ。あれの装甲は並のことじゃあビクともしねえ。手持ちの武器で通じるのは俺の『ヘリオスエッジ』くらいだろうよ。ああ、そうそう、最後に一言」

「何です？」

「アーミラル軍には、戦死者は二階級特進という決まりがある」

「はい？」

「こんなとこで死ぬんじゃねーぞ、新米。確かに、正しいことをしたいのなら偉えらくなれとは言ったが、戦死で出世する、なんてのは許さねーからな」

「こんな時に縁えん起ぎでもないこと言わないでください！」

　頰ほおを膨ふくらませ、歳とし相そう応おうの少女らしい怒り方をするナナ。出会った当初は表情の硬かたかった彼女がそれだけ打ち解けてきたということだろう、ともかくこれで、幾分肩の力が抜けた筈だ。

「そんだけ威勢がいいなら大丈夫だな」

「少佐こそ戦死で出世なんてしないでくださいよ！」

「ヘッ！　元『デッドマンズ』の俺に言うことかよ！　行くぞ、新米！」

「了解！」

　ナナも茂みの影を進んで隣となりの木こ立だちに移り、銃じゆうを手に立ち上がる。

　木立を背にした両者の視線が交こう錯さく、準備はいいかというケイレヴの視線にナナが頷うなずき返す。

　左手に火球を握にぎったケイレヴが、木立から躍おどり出でた。

　瞬しゆん間かん、敵の視線がケイレヴに集まる。だが、歩兵が銃を構えるより、戦車が砲ほう塔とうを向けるより早く、ケイレヴは左手に握る業ごう火かの砲弾を、戦車左側を歩いていた敵に向けて撃うち出だした。

「直ちよく進しん爆ばく殺さつ！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『ヒートバズーカ』！」

　いつもの拳大の火球ではない、その五倍はあろうかという特大の火球だ。火力の分だけ推進力も増している。迎え撃つ敵は、しかし銃を構えたり回かい避ひしたりという様子がない。何な故ぜかは分からないが、火球を前に姿勢を低く、中腰に構えていた。

　そうして次の瞬間、敵はケイレヴと同じように、左手から拳大の火球を放った。

　一直線に空中を走るケイレヴの火球と、同じく一直線に空中を走る敵の火球。二つの火球が空中で衝突、夜の闇やみが吹き飛ぶほどの大だい爆ばく発はつが起こった。

　熱波を伴った爆風が、ケイレヴの全身を薙ないだ。普通であれば素す肌はだを焼くほどの熱風を受けながら、しかしケイレヴは瞬まばたきすらせず、火球を放った敵に驚きよう愕がくの視線を向けていた。

「何だと！」

　驚おどろき覚めやらぬケイレヴの耳元に、ナナの声が飛び込んでくる。

「敵の攻撃に魔ま力りよくを感じました！　あれは魔ま法ほうです、少佐！」

「こいつらまさか、タイダロスとグリマルタの南北混成部隊か！」

　タイダロス連れん邦ぽう製せいの装備で身を固めた魔ま法ほう使つかいの兵士。考えられる可能性は、アーミラルと同じように、敵国側で南北混成の新部隊が編成されたということだ。

　異文化同士の国家ではあるが、それでも同盟を結んだのだ、あり得ない話ではない。むしろタイダロス製の装備で身を固めた魔法使いがこうして眼前に現れたのだから、敵方も混成部隊を編成したのだと考えなければ辻つじ褄つまが合わない。

「でも、両国の同盟はまだ正式には発表されていません！」

「考えることはどこも同じってことだ！　きっと、こいつらも水面下で動いてたんだ！　それも俺たちより早くから……」

　と、いつの間に間合いを詰めたものか、ケイレヴの言葉の途中で、戦車後方にいた筈はずの兵士が両手に握ったナイフを逆さか手てに構え、いきなり斬きりかかって来た。

「こいつッ！」

　ケイレヴも急いで『ヘリオスエッジ』を抜ばつ刀とうして斬り結ぶ。敵の斬ざん撃げきは、ケイレヴをして驚おどろくほどの神速であった。明らかに人にん間げん業わざではない。

「てめえも魔法使いか！」

　十中八九、敵はビシャスと同じ身体能力強化タイプの魔法使いだろう、そうでなければケイレヴと同じように強化手術を受けているとしか思えない身のこなしだ。

　ほんの一息の間に十合近くも斬り結んだだろうか、最後の一合を合わせたタイミングで、敵が突然その場から跳とび退のいた。

　いきなり何だ、と思ったのも束つかの間ま、戦車右側にいた敵が、戦車を盾たてにカバーポジションを維持したまま銃じゆう撃げきしてきた。

「うおッ！」

　左手で頭部を庇かばい、右手の剣で直撃弾を斬り払いながら跳び退くケイレヴに、戦車の機銃が更さらに猛烈な追撃をかける。

　アサルトライフルならまだしも、機銃の攻撃を受けるのはまずい。いくら強度の増した野戦アーマーでも、流石さすがにマシンガンの弾丸は防げないだろう。一発喰くらうだけで致命傷だ。

　ケイレヴが慌てて手近な巨木の陰かげに退たい避ひしようとしたところ、轟ごう音おんと共に、目の前で巨木の幹みきがバラバラに吹き飛んだ。

　恐らくはケイレヴを狙ねらって外したのだろう、戦車の主砲が樹の幹を吹き飛ばしたのだ。

「ぐあッ！」

　先の火球同士の爆発などとは比べものにならない、猛烈な爆風に煽あおられたケイレヴの身体からだが地面を幾度かバウンド、激しい音を立てて茂みの中に突っ込んだ。

　間かん髪はついれず、敵兵と戦車の機銃が、ケイレヴが突っ込んだ茂みに猛烈な銃撃を叩たたき込こむ。

　間断なく火を噴く銃口を四つも向けられた茂みが、一いつ瞬しゆんで土つち埃ぼこりに包まれた。

「そんな！　少佐！」

　あれだけの猛攻だ、ケイレヴが死んでしまったと思ったのだろう、土埃と落ち葉の舞まう一帯に向けて、ナナが悲痛な声を発した。

　だが、あの程度で死ぬようなケイレヴではない。

「心配すんな、死んじゃいねーよ」

　ヘッドセットからケイレヴの声が流れた途端、ナナは胸に手を置き安あん堵どのため息をついた。

「少佐！　今、どこにいるんです！」

「戦車の方見てろ」

「え？」

　木こ陰かげから僅わずかに顔を出し、言われたとおり戦車の方を見たナナの目に、高く宙を跳ぶケイレヴの姿が飛び込んで来た。

　茂みに突っ込んだ後、ケイレヴはすぐさま体勢を立て直し匍ほ匐ふくにて移動、最寄りの樹上に登り敵の銃撃をやり過ごしたのだった。

　真っ赤に燃え上がる『ヘリオスエッジ』を手に樹上から躍おどり出でたケイレヴ。そのまま旋せん回かい砲ほう塔とう上じように落下し、右手で機き銃じゆうの銃身を摑つかむ。

「おらあぁッ！」

　気き合あい一いつ閃せん、灼しやく熱ねつの刃で銃身を切断したケイレヴは、剣を逆さか手てに持ち替え、そのまま乗員が乗り降りするハッチ部分に刃を突き立てた。

　ハッチにどうにか穴を空け、中の乗員を倒し戦車を無力化しようという作戦だ。刃の刺さった部分を中心に、高熱でドロドロと溶けてゆく戦車の装甲。随ずい伴はん兵へいを真っ先に倒すというセオリーからは外れたが、ともかくまずは厄やつ介かいな機銃を無力化することが出来た。

　だが、そう喜んでばかりもいられない。

　戦車の頭上にいるため、主砲を受ける心配はないが、生なま身みの歩兵はそうもいかない。ケイレヴの姿を認めた敵が、すぐさま迎げい撃げき態たい勢せいに入る。

　一人が銃を構え、もう一人が掌てのひらを開き魔ま法ほうを放つ体勢に入る。最後の一人はあのナイフ二に刀とう流りゆうの敵だ。先せん陣じんを切るように躍おどり出でて来た二刀流の敵の刃が、まさにケイレヴの眼前で閃ひらめくかと思われた。だが、ほんの一瞬、ケイレヴの動きが速さで勝った。

「燃えろ！」

　機銃に剣を突き刺したまま、柄つかから手を放したケイレヴ。ナイフを持った敵が眼前に躍り出て来た瞬間、敵に向けられた魔ま人じんの左掌が、猛然と放射状に火を噴ふいた。

　自慢の刃を振るうことなく、火ひ達磨だるまになった敵兵の身体からだが力なく戦車のボディに墜つい落らく、そのまま地面にころげ落ちた。しばらく地面の上でジタバタしていた敵であったが、ケイレヴが放った魔人の炎が消えることはなく、燃え上がる身体はほどなくして動きを止めた。

　仲間を一人やられたことで焦り始めたのか、或あるいはケイレヴに危険を感じたためか、戦車は八本脚を上手に使って巨体を激しく揺り動かした。

「うわっ、こいつ！」

　まるで暴れ馬、ロデオの経験などないケイレヴは、容易にしがみ付くことも出来ず戦車の巨体から振り落とされ無ぶ様ざまに落下、地面に尻しり餅もちをついてしまった。

　敵側にとっては明らかな好機。左右から同時に、ナタを抜いた敵が斬きり込こんで来た。

「チイィ！」

『ヘリオスエッジ』は戦車に突き刺さったままだ。尻餅をついた不自然な姿勢のままケイレヴは左から来た敵の刃を魔ま人じんの左手で受け止めた。が、右から斬り込んで来る敵の攻こう撃げきを受け止める術すべがない。今の体勢では攻撃を躱かわすことも出来ない。

「クソッ！」

　万事休す。あわやケイレヴの首が飛ぶかと思われたその時だった。

　今まさにケイレヴに刃を浴びせようとしていた敵兵が、突如として不自然に身をよじらせ、そのまま力なく前のめりに地面に倒れ込んだ。倒れた後も、敵は地面の上でピクピクと身をよじらせている。一体、何が起きたのか。

　ケイレヴが顔を上げると、木こ陰かげから半身ほど身を乗り出したナナが、銃口から硝しよう煙えん漂う拳けん銃じゆうを構えたまま、呆ぼう然ぜんとした様子で立ち尽くしていた。

　ケイレヴの危機と見たナナが、間かん一いつ髪ぱつのところで敵に電撃の銃じゆう弾だんを浴びせたのだった。

「しょ、少佐……」

　きっと、他人に本気で攻撃を加えたのはこれが初めてのことだったのだろう、攻撃した敵兵は死んだわけではないが、ナナはそれでもショックを受けた様子で、銃を手にしたまま細かく肩を震ふるわせていた。兵士としては少々情けない姿だが、彼女はキッチリ、それも絶妙のタイミングで自分の仕事をこなした。動くターゲットを正確に撃うち抜ぬいた腕も見事であった。

「ありがとよ、助かったぜ！」

　ショックが大き過ぎて言葉を返す余裕もないのだろう、礼の言葉を述べてもナナは何も言わなかったが、全て心こころ得えているケイレヴは気にしなかった。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突き、ケイレヴは左側の敵に脚あしを絡からませて転倒させた。そうして左の魔ま手しゆをずいと伸ばし、敵の首をガシリと摑つかむ。

「ふんッ！」

　短く呼こ気きを発するケイレヴ。ゴキリ、という鈍にぶい音を鳴らしながら、敵の首がへし折れた。

　これで歩兵三人を排除した。後は肝心の戦車だけだ。

　素早く立ち上がり、戦車に向き直る。すると、どういうわけか、戦車の旋せん回かい砲ほう塔とうがケイレヴではなく、あらぬ方向に照準を向けようとしていた。

「あん？」

　一体何を狙ねらっているのか。砲塔の向かう方向に目をやると、そこにナナが立っていた。

「ナナ！　おい、ナナ！　逃げろ！　逃げるんだよ！」

　ケイレヴがナナに向かって声を発した、その時だった。

　ナナが電でん撃げき弾だんで攻撃し、倒れたと思っていた敵兵が、自由の利きかぬ右腕を強引に持ち上げ、彼女に向かって魔ま法ほうの火球を放ったのだ。

「きゃッ！」

　完全に不意を突かれる形で火球が直撃、ナナはそのまま背中から地面に倒れ込んだ。

　強力な電撃に痺しびれる身体で、無理矢理搔かき集あつめた魔ま力りよくを込めて放った火球は、爆発するでもなく彼女に軽い火傷やけどを負わせるだけに終わった。言わば時じ間かん稼かせぎ。

　だが、この場合はそれでも十分だった。

　ガコン、と音を立てて、戦車の砲塔が旋回をストップする。照準を彼女に定めたのだ。

「やらせるかってんだよ！」

　このままではまずい。ケイレヴは一も二もなく走り出した。

　何としても、彼女を助けなければならない。まだ十代の少女を、自分の部下を、何より仲間をこのまま死なせるわけにはいかないからだ。

　彼女には夢がある。十代の少女らしく壮大で、多分に理想論的な夢ではあるが、ケイレヴはそれを支えると言ったのだ。約束は、必ず守る。命を懸かける必要があるのなら、迷わずそうする。それに何より、彼女の夢には命を懸けるだけの価値がある。

　ケイレヴは駆けた。風よりも速く、獣けもののように荒々しく。

　そうして、砲ほう口こうとナナとの間に立たち塞ふさがるケイレヴ。

　アドレナリンが過か剰じように分ぶん泌ぴつされているのか、世界の全てがスローモーションに見えている。

　恐怖のあまり目を閉じるナナ、火を噴ふく砲口、放たれる砲弾。

　次にケイレヴが取った行動は、ナナを抱えて逃げることでも、彼女の盾たてになることでもなかった。突っ込むようにして、自ら砲弾の前に歩を進めたのだ。

　燃え盛る左拳に全ての力を込め、撃うち出だされた砲弾に突っ込んだケイレヴ。どういうわけかは分からないが、これまでに見たこともない、黒い炎が拳に灯ともっている。神速で繰くり出された黒炎の拳と、百ミリを超える砲口から放たれた砲弾が衝突した。

「ああああああああぁッ！」

　最早、言葉にもなっていなかった。獣の雄お叫たけび。或あるいは魔ま人じんの咆ほう哮こう。

　最強の砲弾と真正面からぶつかり合って、しかし、ケイレヴの魔ま拳けんはいささかも押し負けることなく、火花を散らしながら拮きつ抗こうしている。

　骨が砕けているのか、拳の中でバキバキと音が鳴っている。熱に耐性がある筈はずなのに燃えるように拳が熱い。とてつもない圧力に無敵の筈はずの魔人の拳が潰つぶれてしまいそうだった。

　だが、そんなことは関係ない。拳が砕けようが、身体からだが砕けようが、この砲弾をこれより先へ通すわけにはいかない。守るべき仲間のいる場所へ、通すわけにはいかないのだ。

　その強い思いが引ひき鉄がねとなるように、左拳の黒い炎が勢いを増して燃え上がった。

「おらああああああぁ──────────ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合い。次の瞬しゆん間かん、ケイレヴが放った鬼き神じんの如ごとき一いち撃げき、左の鉄拳が振り抜かれ、戦車の主砲より放たれた砲弾が弾はじき返かえされた。

　ケイレヴが弾き返した砲弾が、そのまま轟ごう音おんを立てて戦車の胴体を貫いた。

　砲弾はジェネレーターを直撃したらしく、活発に動き回っていた八本脚の戦車は動きを停止し、だらしなく脚を伸ばし、そのまま地面に腹はら這ばいになった。

　本当ならここでドッカリと地面に腰をおろし、そのまま大の字になって休みたかったが、ケイレヴは一切休むことなくナナの元まで駆け寄った。

　そうしてすぐさましゃがみ込むと、急いで彼女を腕の中に抱き留めた。

　突然どうしたというのか。男性と触れ合ったことなどないナナは、赤面しつつも驚きよう愕がくしたような表情でケイレヴを見上げた。

「え？　しょ、少佐……？」

「喋しやべるな！　口閉じて頭下げ…………」

　言葉の途中で、ケイレヴの声がとてつもない爆音に搔かき消けされた。

　二人の背後で、ジェネレーターを破は壊かいされた戦車が爆発したのだ。

　ジェネレーターを破は壊かいしたことにより、ケイレヴは時を待たず戦車が爆発すると察知、腰を抜かして動けないナナをその爆発から守るために彼女を抱いたのだった。

　爆発によって飛び散った装甲の破片に、熱波を伴う強烈な爆風。まるで戦車サイズの榴りゆう弾だん砲ほうを撃うち込こんだような衝しよう撃げきが二人を襲おそった。

「きゃッ！」

「つあッ！　ああ、くっそ！　いてぇ！」

　背中に激痛を感じつつも、ケイレヴはともかくナナを強く抱きしめた。

　爆風が止み、感覚を失った鼓こ膜まくが音を拾うまでに回復した頃、ケイレヴはようやくナナから離はなれ、今度こそ、その場に腰をおろした。

　あの黒い炎は何だったのか。はあはあと荒い呼吸を整えることもなく、ケイレヴは確認するように左手に目をやった。当然のことながら、炎はもう消えている。親指、人差し指、中指、薬指の四本があらぬ方向に曲がっていたが、魔ま人じんの左手は早くも自己再生を始め、ギギギ、と歪いびつな音を立てながら驚きよう異い的てきなスピードで曲がった指を元に戻している。

　首を曲げるのに難なん儀ぎしたが、次ついで戦車の爆発を受け、しきりに激痛を訴えている背中に目をやる。爆発のダメージそのものはゼロだが、強化された野戦アーマーを貫いて、戦車の装甲らしき金属片がいくつも背中に突き刺さっている。幸運にも脊せき髄ずいを損傷している様子はないのだが、それでも突き刺さった破片を伝う血の雫しずくが、傷の痛々しさを存分に物語っていた。

「……流石さすがに左手は『魔ま王おう』クラスの化けモンだけある。癪しやくだけどドムのジジイに感謝だ。ああ、でも、畜ちく生しよう、背中は貧弱な一般市民のままだ」

　ぜえ、はあ、と息を乱しながら、ケイレヴは誰だれにともなくそう呟つぶやいた。

　いくら強化された身体からだでも、今回は流石に無理をし過ぎた。背中の傷もさることながら、力を入れて踏ふん張ばり過すぎたせいか、足腰の関節が一つ残らず体内でギシギシと軋きしんでいる。

　だが、それでもこうして生きているのだから、むしろ幸運だったと思わねばならないだろう。

「幸運つーよりは、悪運だな、こりゃ……」

　減へらず口ぐちを叩たたきながら、ケイレヴはナナに目をやった。

　地面にへたり込んだまま、呆ぼう然ぜんとケイレヴを見上げているナナ。

「おう、生きてるか、新しん米まい？」

　ケイレヴがそう声をかけると、彼女はいきなりボロボロと泣き始めた。

「少佐……ッ！」

　死に直面した恐怖、自分の不ふ甲が斐いなさ、生き延のびた安あん堵ど。緊きん張ちようの糸が切れたことで、心の中に溜たまっていたものが一度に噴ふん出しゆつしたのだろう、ナナはケイレヴの前であることも、ここが戦場であることも憚はばからず、大おお粒つぶの涙をこぼしながら泣いた。

　ただ、最後のプライドとでも言えばいいのか、彼女は泣くにしても声を殺していた。

　静かに、しかし心底悔くやしそうに泣いているナナ。ケイレヴも大人の男だ、女性の涙を見るのは初めてのことではないが、しかし何度見たところで慣れるものではない。

「おい、おいおいおい、いきなりどうした？」

「私……私！　肝心なところで役に立たなくて……足引っ張って！　少佐が死んでしまうところでした！　それなのに…………」

　彼女の言葉の途中で、ケイレヴは不意に、ナナの頭に右手を置いた。そうして、ポンポンと彼女の頭を軽く叩たたいてから、口の端に笑みを浮かべた。

「ハッ。なぁーに言ってやがる。お前は良くやったよ。死ななかっただけ上出来だ。それに何より、俺はお前に助けられた」

「え？」

「あそこでお前が敵を倒してくれたから、俺は死なずに済んだ。戦車の砲ほう撃げきを弾はじき返かえすことも出来た。こうして二人とも生き残ることが出来た。全部、お前が助けてくれたお陰かげだ」

　確かにケイレヴはナナを守るため無茶をした。だが、二人の敵に襲おそわれたケイレヴを助けたのは、他でもないナナなのだ。どちらの方が危険だとか、大変だとか、そのようなことは関係ない。仲間同士、互いの背中を守った。ケイレヴにとっては当たり前のことだ。

「少佐、私は……」

　戸惑う様子を見せるナナの肩に、ケイレヴはそっと右手を置いた。

「ありがとうよ、ナナ。お前が俺の仲間で良かったぜ」

　言いながら、本当に小さく笑ったケイレヴ。その微び笑しようは、しかしナナにとって、不ふ甲が斐いなさも情けなさも悔くやしさも、全てを吹き飛ばすような完かん璧ぺきな笑顔だった。

「……ッ！」

　ナナはたまらず、ケイレヴの胸に顔を埋め、再び猛もう烈れつに泣き始めた。不甲斐ない姿を晒さらしただけでなく、最悪の形で足を引っ張った自分に、ケイレヴはありがとうと言ってくれた。その言葉が何より彼女の心に染みた。

　気張っていても、そこはやはり十代の少女である。こういう時は存分に泣けばいいと、ケイレヴは胸を貸すつもりで彼女の背を優やさしく叩たたいた。

　と、ケイレヴの耳元に、いきなり野太い声が飛び込んで来た。レオニダスからの通信だ。

「おい、ケイレヴ。今、大丈夫か？」

「レオか？　どうした？」

「報告だ。こっちの持ち分、あらかた片付いたぜ。そっちはどうだ？」

「こっちも片付いたが、しかしもう倒したのか？　十人弱はいたと思ったが……」

「ビシャスがなかなかいい働きをしてくれてな。俺たちだけで八人倒した。万が一、まだ残りがいたとしても、一人か二人くらいだ。普通なら撤てつ退たいする。仮にヤケを起こして襲おそって来たとしても、ユニットＣ、Ｄで対処出来るだろうよ」

「ま、一人二人くらいの敵ならグリード一人で撫なで斬ぎりにしちまうだろうな」

　ともかく、これで今回の襲しゆう撃げきは乗り切ったと見ていいだろう。十人ほどの小隊に加え、機動兵器まで潰つぶしたのだ。仮に次があるとしても、準備には今回よりもずっと時間をかける筈はずだ。発掘チームの作業は終しゆう盤ばんに差し掛かっている。急がずとも、恐らくは今夜中にも仕事を終えてくれることだろう。彼らの作業が終われば、それで今回の護ご衛えい任にん務むは終わりだ。

「しっかし、今回は随ずい分ぶん仕事が早かったな、レオ」

「舐なめてもらっちゃ困る。今回はお前らが遅かったんだ」

「戦車が相手だったんだ。大目に見ろ。そっちの負ふ傷しよう者しやは？」

「ビシャスが少し手て傷きずを負ったが、本人は大丈夫だと言っている。俺も診みたが、応急キットで間に合う程度の軽傷だ。そっちはどうなんだよ？」

　訊きかれて、ケイレヴは背中に目をやろうとしたが、その途端に傷口がズキリと痛んだので、慌てて首を元に戻した。

「俺はちょいと背中をな……。ナナは無傷だ。大分ヤバかったが、二人とも一応は無事だ」

「何？　お前が背後を取られたのか？」

「いや、そうじゃない。戦車を潰す時、ヘタこいてジェネレーターを壊こわしちまってな。弾はじけ飛とんだ装甲が背中を直撃したんだ。でもま、立てるから大丈夫だろ」

「ドジ踏ふみやがって。後でドム爺じいにでも診てもらうんだな。荒あら療りよう治じで悲鳴をあげればいい」

　ケイレヴは身み震ぶるいしながらレオニダスに怒鳴った。

「想像しちまったじゃねーか！　おっかねーこと言うんじゃねーよ！」

「ハハッ。それが嫌ならナナに回かい復ふく魔ま法ほうで治してもらえ。どのくらい治せるのかは知らんが、ドム爺じいの治療よりはマシなんじゃないのか？」

「おお、その手があったか」

「それで、グリードたちには知らせたのか？」

「いや、これからだ。ちょっと待ってろ」

　言ってから、ケイレヴはグリードら第十八分隊に通信を入れた。

「こちらユニットＡレッド。ユニットＣ、Ｄ応答せよ」

　ケイレヴの通信に、すぐに応答する者があった。グリードだ。

「ユニットＣグリード。どうしたんだい？」

「敵はあらかた排除した。もしかすると一人か二人そっちに行くかもしれないから、その点留意しておいてくれ」

「了解した。誰だれか負傷したかい？」

「ブルームバーグが軽傷だが、これは問題ないそうだ。俺は背中を負傷した」

　ケイレヴが言うと、何か思うところでもあるのか、グリードはふむ、と唸うなった。

「そうか、君が負傷を……」

　そう呟つぶやいたまま、何事か考え込んでいるかのように、声も発さず押おし黙だまるグリード。どこがどうとは言えないが、何か様子がおかしいような気がする。

「おい、どうした？」

「……あ、ああ、いや。何でもないんだ。ご苦労だったね、レッド君。こちらは今のところ問題ない。君たちが引き返すまで現状を維持する」

「了解。通信終了」

　グリードとの通信を切り、再びレオニダスと通信を繫つなぐ。

「向こうはどうだって？」

「問題ないってよ」

　ケイレヴが答えると、レオニダスはそうかと返し、言葉を続けた。

「詳しい報告は後でするが、生いけ捕どりにするような余裕はなかったんで、敵は全員殺したぜ。ビシャスの怪け我がもあるから、俺たちは先に発掘現場のキャンプに向かうぞ」

「了解。キャンプで合流だ。こっちもすぐ行く。通信終了」

　レオニダスとの通信を切り、ふう、と一息つくケイレヴ。

「あの、少佐……」

　突然のナナの声にハッとするケイレヴ。自分が未いまだナナを手の内に抱いていることに気付き顔を向けると、そこに赤く上気したナナの顔があった。

　桜色の頰ほおに、涙に濡ぬれた瞳ひとみ。ケイレヴは一いつ瞬しゆんドキリとしたが、十代のガキでもあるまいしと自分を戒いましめ、努めて冷静に口を開いた。

「ナナ、頼たのめるか？」

　ケイレヴが野戦アーマーの上を脱いで負傷した背中を向けると、ナナは笑顔で頷うなずいた。

「はい」

　その綺き麗れいな手が血に濡ぬれることも厭いとわず、ナナは手始めに丁てい寧ねいにケイレヴの背中に刺さった金属片を取り除いた。そうして全ての破片を取り除くと、彼女は両掌をピタリと背中に付け、ブツブツと呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

　ああ、そういやお袋の手もこんなふうにひんやりしてたなと、ケイレヴが何なに気げなくそのようなことを思っていると、背中が突如として温かい白光に包まれた。




　　　　　　　　　　◇




「本当に、もういいんですか？　まだ、傷は塞ふさがっていませんが……？」

　ナナが回かい復ふく魔ま法ほうの詠唱を始めてから十分も経たっただろうか、出血はかろうじて止まったが、ケイレヴの背中は未だボロボロ、傷口は塞がっておらず、亀裂の隙すき間まから生々しいピンク色の血肉を覗のぞかせている。ごく初歩的な回復魔法しか使えないナナでは、どうしても治ち療りように時間がかかってしまうのだ。十分で治せる範はん囲いはたかが知れている。

「こんなもんでいいんだ。あんがとよ。時間をかけて向こうを手て薄うすにするのもアレだからな。あとは薬塗って包帯巻いて、残りの治療は病院だ。血は止まったから死ぬことはねーだろ」

　背中に目をやったまま、ケイレヴは鷹おう揚ように言った。確かに出血は止まったが、背中は未いまだ激しく痛む。だが、万が一のことを考え、仲間たちとの合流を急ぐ判断となった。

　応急キットを取り出し、ケイレヴの背中に軟なん膏こうを塗りながら、ナナは口を開いた。

「多分、二割か三割くらいしか治っていませんよ？」

「大丈夫だって。タフさが売りのこの身体からだだ。多少怪け我がしてても動くのに支障はない。本格的な治療は後回しでいいんだ。今はとにかく時間が惜しい」

「おい、ケイレヴ！　大変だぞ！」

　いきなり、レオニダスから通信が入った。いつも沈着冷静な彼が、珍しく焦りを隠さずに口を走らせている。一体どうしたというのか。

「レオか？　どうした？」

　神妙な面持ちでケイレヴが訊きくと、レオニダスはいきなり「死んでるんだよ！」と叫さけんだ。

「何？　誰だれが死んでるって？」

「発掘チームも、ユニットＤも、ブラスも、全員死んでる！　だが敵の姿が見当たらない！」

　ケイレヴは息を吞のんだ。発掘現場を守っていたのは、あのグリードが率いる第十八分隊だ。彼らと最後に通信したのはほんの十分前だが、その間銃じゆう声せいのようなものは聞こえてこなかった。仮に敵がやったのだとしても、たかだか十分で彼らが全ぜん滅めつするとは考え難にくい。

　明らかに、尋じん常じようならざる何かが起きている。

「誰だれの仕し業わざなんだ？　グリードは？」

「分からん！　グリードもいないんだ！　死体はないんだが、通信にも出ない！　ジャミングされているわけではないから、奴やつも別の場所で殺されたのかもしれない！」

　レオニダスはそう言うのだが、どうにも悪い予感がする。その予感が思い過ごしであればいいのだが、しかし、ケイレヴの胸の中でムクムクとある疑念が膨ふくらんできた。

「敵の仕業だとしたら『皇こう帝ていの遺い産さん』が心配だ！　レオ、お前たちは遺跡の中に入って遺産がどうなっているか確認してきてくれ！　俺たちもすぐに行く！」

「了解した！　これより遺跡に突入する！　行くぞ、ビシャス！」

　通信が切れた途端、ケイレヴは歯を軋きしらせて自らの膝ひざを叩たたいた。

「どうなってやがんだ、クソ……」

　通信を聞いていたのだろう、ナナが心配そうな顔でケイレヴを見上げている。

「何かがおかしい……。行くぞ、ナナ。まずはレオたちと合流だ」

「了解」

　ナナを伴い、ケイレヴはすぐに準備を整え、発掘現場に向かって走り始めた。

　走りながら、自分の悪い予感が当たらなければいいと、ケイレヴはそれのみを願っていた。













　　第五章『魔人の左手、人の心』







　走り始めて三分もした頃からか、ケイレヴは足元に小さな震しん動どうを感じるようになっていた。

「少佐、何だか揺れていませんか？　地震でしょうか？」

　やはり気のせいではなかったらしく、ナナもケイレヴと同じ疑問を口にした。

「お前も気付いたか。多分違うと思うぜ。具体的に何とは言えねえが悪い予感がすんだよな」

「ちょっと、もう、縁えん起ぎの悪いことを……」

　と、二人は森を抜けて発掘現場に出た。そうしてすぐさま足を止めた。

　そこに広がるあまりの惨さん状じように、言葉の途中にもかかわらずナナは思わず声を失ってしまった。

　苦く悶もんの表情を浮かべたまま横たわる大量の死体。斬ざん殺さつされ、刺し殺さつされ、銃じゆう殺さつされた数々の死体。どういう攻こう撃げきを受けたのか、中には身体からだの一部を欠けつ損そんした惨殺死体まである。

　見渡す限り、生存者は一人としておらず、辺りは文字通りの血の海に沈んでいた。

　ケイレヴは軍属が長い。こういう光景は何度も見たことがあるが、しかし何度見たところで見慣れるということのない光景だった。

「……こいつはひでぇな」

「この人たち、背中から撃うたれて……」

　震ふるえる手で、ナナはキャンプ付近に固まって倒れている発掘チームメンバーを指差した。彼らはいずれも前のめりに倒れており、明らかに背中から撃たれているようだった。この死に方がどういうことを意味するのか、ケイレヴには覚えがあった。

「銃声がしなかったから、周到にサイレンサーを使ったみてえだな。逃げようとした奴やつまで容よう赦しやなく撃ちやがって、えげつねえことしやがる……」

　ケイレヴが言い終わるかという、その時だった。いきなり、

　ズンッ！

　という地鳴りのような音が一帯に轟とどろき、地面が目に見えて分かるほど波打ち激しく揺れた。

「きゃッ！」

　ケイレヴは瞬間的に脚あしを踏ふん張ばり揺れに耐えたが、ナナはあまりの衝しよう撃げきに耐えられず転倒しそうになった。そのナナを両腕で支えたまま、ケイレヴは地じ響ひびきの中心地点、発掘現場付近に注意深く目をやっていた。

　ズンッ！　ズンッ！　ズズンッ！

　と、強さを増す揺れと音。まるで、下から何か巨大なものに突き上げられているようだ。

　ケイレヴがそのように考えていると、

「ケイレェーヴ！　逃げろケイレヴ！」

　と叫さけぶ男の声が聞こえてきた。レオニダスだ。隣となりにビシャスを伴ったレオニダスが、明らかに焦った様子で、遺跡に続く発掘現場入り口から飛び出して来た。

「レオ？　ビシャス？　お、おい、どうし……」

「逃げるんだよ！　走れ！　お前ら走れ！　一刻も早くここから……」

　だが、次の瞬しゆん間かん、レオニダスの言葉は、

　ズズウウゥ──────ンッ！

　という、世界の全てが砕けたのかと思うほどの爆音に搔かき消けされた。

　発掘現場はキャンプごと全て崩くずれ落おち、まるで地獄の底から這はい上あがって来たかのように地面を割って現れたのは、はたして、白銀に輝かがやく金属の巨人だった。

　頭があり、胴体があり、二本の腕と脚あしがある。だが完全な人型ではなく、頭や肩、肘ひじ、膝ひざ、拳、足など、ところどころ角ばったフォルムをしており、両肩に計二門の砲ほうを背負っている。全長は十メートルほどだろうか。腕も、脚も、胴体すらも、何処と言わず全体が太く厚く、堅けん牢ろうな要よう塞さいのようにも見える。胴体の中央部分には全長一メートルほどの円形の窪くぼみがある。

「ゴ……『ゴーレム』だと？」

　呆ぼう然ぜんと、ケイレヴが呟つぶやいた。

　リヒター王国との戦争中、何度か目にしたことがある。眼前の鉄巨人は召しよう喚かん獣じゆう『ゴーレム』で間違いない。この『ゴーレム』という巨人は、低級だと岩や錆さびた鉄、上級だと鋼はがねやゴールドといった具合に、強い個体になるほど希き少しような金属で肉体を形成する傾けい向こうがあるのだが、眼前の個体は明らかにミスリル銀で肉体を形成している。銅やシルバー、ゴールド製の個体とは戦ったことがあるが、ミスリル銀の個体などというものは見たことがない。

　どういうことにしろ、ともかく尋じん常じようならざる事態であることに変わりはない。

　とてつもない衝しよう撃げきに、走った勢いのまま、ケイレヴの眼前でつんのめるように倒れたレオニダスとビシャス。ケイレヴとナナも立っていられず、尻しり餅もちをついてしまった。

　その状態で、ケイレヴは全長十メートルという巨人の威い容ようを見上げていた。

　ともかく圧倒的であった。この威容の前では『ベルセルク』の脅きよう威いですら霞かすむことだろう。流石さすがに迫力が違う。あれだけ苦戦した筈はずなのに、先ほど破は壊かいした『インセクトオーメン』などはこれに比べれば子犬のようなものだとすら思えた。

「何だこれは！　グリマルタの召喚獣か！」

「違う！　グリマルタじゃない！　グリードの仕し業わざだ！　野郎、あろうことか発掘チームが作業を終えて回収した『皇こう帝ていの遺い産さん』を奪うばい取とって起動しやがった！　それだけじゃない！　遺産を乗っ取るためだけに部下も、発掘チームも、全員殺しやがったんだ！」

「なぁ……ッ！　じゃあこれ、あの『皇帝の遺産』が変形したもんだってのかよ！　あんなにちっこいボールが、こんな巨大なモンに！」

「そうだ！　俺も度ど肝ぎもを抜かれた！　だが、あれは正しよう真しん正しよう銘めい『皇こう帝ていの遺い産さん』だ！　俺たちの目の前であれに変形して、その場に残っていた作業員をほとんど踏ふみ潰つぶしたんだ！」

　ケイレヴの叫さけびに、レオニダスが言葉を返す。そしてレオニダスの言葉に、更に言葉を返す者があった。この惨さん状じようを引き起こした張本人、グリードだ。

「そして君たちも私に踏み潰される！　この圧倒的な『Ｄマテリア』の力でね！」

　いつの間にか、巨人の頭頂部が戦車の搭とう乗じよう口ぐちのように開き、そこからグリードが上半身を覗のぞかせていた。どうやらあの部分がコックピットになっているようだ。

　立ち上がり、ケイレヴは対たい峙じするようにグリードを見上げた。

「てめえ、グリード！　これはどういうことだ！」

　だが、グリードがケイレヴの言葉に答えることはなかった。

「どうだね！　この神こう々ごうしい姿！　威い容よう！　アーミラルの希望となることを望む私の願いに呼応して現出したのだ！　素す晴ばらしいと思わないかね？　ん？」

「んなこたぁ聞いてねえ！　質問に答えろグリード！」

「おや？　おやおやおや、君は負ふ傷しようしていた筈はずだが……。ははあ、分かったぞ、そこにいる南部の小娘が回かい復ふく魔ま法ほうで治したのかな？　南部人が使う邪じや法ほうで傷を癒いやすとは、君はそれでも誇り高きアーミラル軍人なのかね、レッド君？　気は確かかね？」

「気が狂ってんのはお前だ！　仲間を皆殺しにして、あまつさえ『皇帝の遺産』を奪うばうような暴挙に出るなんて、正気じゃねえ！」

「彼らはアーミラルが本来の崇すう高こうな姿に戻るために必要な犠ぎ牲せいだったのだよ」

「何が犠牲だ！　気でも狂ふれたか！」

「私は正気さ。正気だからこそ、アーミラルが南部と融ゆう和わするなどという狂気を、その間違いを正さねばならないのだ！　この私が、この『皇帝の遺産』を……いや、もう皇帝ではなく私のものだからな！　新たに『ミスリルゴーレム』とでも名付けるか！　このアーミラル最後の希望を使って、南なん部ぶ自じ治ち領りよう、いやリヒター王国を滅ほろぼすことで全てを正す！」

「な、南部自治領を……滅ぼす？」

　愕がく然ぜんとした様子で口を開くナナ。彼女だけではない、普段は感情を表に出さないビシャスまでもが、グリードの狂気じみた言葉に愕然とした様子を見せていた。

　思えば、グリードの南部嫌いは昔から顕けん著ちよだった。五年前の戦争でも、彼はリヒター軍人を虫ケラだ犬いぬ畜ちく生しようだと言って殺し、時には民間人にまで手を出すことがあった。

「前々からどうもヤベェ野郎だとは思ってたが、まさかここまで狂ってるとはな！」

「狂っているのは君たちだろう！　少し考えれば分かることだ、南部の穢けがれた血を取り込んだところで、アーミラルの国力が増強されることなどない！　君は自分の故郷が南部に毒されて腐くさり果はてる姿を見たいかね？　私は見たくない！　断固として拒否する！　ヘリの中で偶然にも遺産発掘現場の増ぞう援えん要よう請せいを聞いた時は天てん啓けいだと思ったよ！　私にこの『ミスリルゴーレム』でアーミラルを害する南部を滅ほろぼせというね！」

　嬉き々きとして、グリードは語った。愉ゆ悦えつに満ちた声で、雄ゆう弁べんに、しかし狂ったように。

「刹せつ那な的てきに思い付いたことで、ここまでのことを……」

「そのとおり！　しかし、あのタイダロスの連中にはガッカリだな！　彼らには『ゴーレム』入手に邪じや魔まな君たちを排除してもらおうと思っていたのに、アッサリ倒されてしまった！　少しは期待していたのだが、腑ふ抜ぬけのタイダロス兵には少々荷が重かったようだ！　まあ、でも安心したまえ、私がこの場で君たち全員を殺してあげよう！」

　確かに彼の言う『ミスリルゴーレム』とやらの力があれば、ケイレヴたちを殺すことなど容た易やすい筈だ。どれだけ強化されていようと、重装備だろうと、歩兵などは一ひと捻ひねりだろう。

　普通であれば、このような相手を前にすれば逃げ出す。誰だれでも逃げ出す。絶望し、心折れ、戦おうなどとは思えない筈はずだ。だが、ケイレヴはそれでも逃げずに立っていた。立って、巨大で強大な『ゴーレム』と、凶悪なグリードと対たい峙じしていた。

「てめえ一人で南なん部ぶ自じ治ち領りようを滅ぼすなんてこと、本当に出来ると思ってんのか？」

「この機体さえあれば造ぞう作さもないことだろうよ！　南部の次は憎きタイダロス連れん邦ぽう、その次はグリマルタ帝国だ！　アーミラルにとっての害悪を、愛国者たる私が滅ぼすのだ！」

　ケイレヴの立場は、言わば蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようなものだ。あまりにも絶望的、逃げ出すつもりがないのなら命いのち乞ごいをすべきこの状況で、ケイレヴはしかし、誰よりも不敵に唇を歪ゆがめ、グリードの言葉を鼻で笑ってやった。

「ハッ。自分の言葉に酔よってるとこ悪いんだけどよう、んなコトさせるワケねーだろ」

「……何だと？」

「大体がよう、南部自治領を滅ぼすなんて言ってる時点で、てめえは愛国者じゃねーんだよ。お前、何か勘違いしてねーか？」

「私が何を勘違いしていると言うんだね？」

「南部自治領はアーミラルの国土で、住民はアーミラルの国民だ。土地も、人も、お前の愛するアーミラルの一部なんだ。つまり、お前はアーミラルに弓ゆみ引ひこうとしてんだ。アーミラルを守ると言いながら壊こわそうとしてる。そんなもん愛国者じゃねえ、ただのテロリストだ」

　キッパリと、ケイレヴは言い切った。

　くどいようだが、ケイレヴは単純明快を旨むねとする男だ。かつてのリヒター王国はアーミラルに吸収され、南部自治領となった。アーミラルの一部となったのなら一いち命めいを賭として守る。南部大陸の領土だろうが自治領だろうが、そんなことは関係ない。守るべきものを守るまでだ。

　だが、グリードにはケイレヴの考え方が理解出来ない。グリードの目には、それこそケイレヴの方こそが狂人に見えていることだろう。

　ケイレヴとグリード。互いにアーミラルを守ると心に決めた男たちは、しかし互いにどこまでも相あい容いれぬ男たちだった。

　ケイレヴの言葉に何か思うところでもあるのか、グリードは静かに口を開いた。

「君は……どうやら南部に毒され過ぎたようだね。かわいそうに。大丈夫、誇り高きアーミラル軍人として、私がキッチリ葬ほうむってあげるから安心したまえ」

「やらせねえって言ってんだ。てめえはここで俺が倒す」

　ここで、それまで黙だまっていたレオニダスがケイレヴの前に立った。

「お前、正気かケイレヴ？　まさか、俺たちだけであの怪物とやり合おうって言うのか？」

「お前らは付き合う必要ねえよ。こっから先は任務の範はん疇ちゆうを超えた戦いだ。仲間に手をかけたこいつを、俺はぜってぇ許せねえ。俺の手でキッチリ落とし前つけてえんだ。だから、お前ら逃げろ。逃げて、中ちゆう将じように援えん軍ぐんを要よう請せいしろ。援軍が来るまでは、俺がこいつを何とかする」

「ハッハッハ！　君一人で私の『ゴーレム』を止めるだと？　いやあ、笑わせるねえ」

　グリードが言うと、その言葉に真まっ向こうから歯向かうようにナナが口を開いた。

「一人じゃありません。私もいます」

　言って、ナナは『ゴーレム』を見上げたまま、ケイレヴの左横に陣じん取どった。

「……俺も」

　ナナの左横に、抜ばつ刀とうしたビシャスが並び立つ。

「お前ら……」

　ここで、レオニダスも頭を搔かき毟むしりながら口を開いた。

「あー、もー、分かったよ！　しょうがないな。付き合うよ、相棒だもんな。お前が無茶をする時、その背中を守るのはいつだって俺の仕事だ」

　ケイレヴとしては、ここまで嬉うれしい申し出はない。たった一人の孤こ独どくな戦いだった筈はずが、またこの四人で戦えるというのだから、これほど心強いことはない。ケイレヴが最も信頼を置く自分のチームだ。このチームならば誰だれにも負けないと思えるほどの仲間たちだ。

　だが、今回の戦いに命の保証はない。戦いというものは常に命の保証がないものかもしれないが、今回は流石さすがに分ぶが悪過ぎる。四人で戦って一人でも生き残れたら奇跡だろう。そのような戦いを彼らに強制することは出来ない。

「レオ、ナナ、ビシャス……。お前ら、いいのかよ？　こいつは、俺のわがまま……」

　ケイレヴの言葉を、レオニダスは手を上げて制した。

「いいんだよ。これは俺の意地だ。背中を預けてくれた相棒に応こたえるためのな」

「私も意地です。私を支えてくれると言った人に最後まで付いて行くための」

「……少佐は、南なん部ぶ自じ治ち領りようを同じアーミラルの一部だと、故郷だと言ってくれた。守ると言ってくれた。俺も姉のいる故郷を守りたい。だから一緒に戦います。それが俺の意地です」

　三人は、口を揃そろえてこの戦いが自分の意志によるものだと言ってのけた。

　即席で編成された四名が、真にチームとなった瞬しゆん間かんだった。

　馬鹿野郎どもめと胸中で一人ごちてから、ケイレヴは嬉しそうに笑みを浮かべた。

「……ったく、俺の分隊がこうも意い地じっ張ぱり揃ぞろいだったなんてよ。嬉うれしくて泣けてくるぜ」

「遠えん慮りよしないで泣いてもいいですよ」

「……泣きたい時は思う存分泣けばいいと、姉が言っていました」

「その真っ赤な目ん玉で泣かれると、俺はちょっと引いてしまうな」

「つくづく口の減へらねえ連中だなあ。……へへッ」

　憎らしげに口を開いたケイレヴ。本当に、愛すべき仲間たちであると、心から思った。

「まあ、つーワケで」

　言いながら、仕切り直しとばかりに、ケイレヴはグリードに向けて左の親指を立て、それを百八十度回転、親指の先を地面に向けた。

「お前の野望は始まる前に終わりだ、タイロン・グリード」

「やれるものならやってみろ！」

　怒ど号ごうを返し、コックピット内部に潜もぐり込こむグリード。彼の心に呼こ応おうして自動で動いているのだろう、手も触れていないのにコックピットハッチが自動で閉じた。

「やってやるよ！　直ちよく進しん爆ばく殺さつ！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『ヒートバズーカ』！」

　まずは挨あい拶さつとばかり、ケイレヴはいきなり『ゴーレム』に向けて特大の火球を放った。

　流星の如ごとき業ごう火かの塊かたまりが敵の巨体に炸さく裂れつ、夜空を染め上げるほどの大爆発が起きた。

　しかし、ほんの数秒後には、何事もなかったかのように、爆風を搔かき分わけて『ゴーレム』が巨体を揺らしながら悠ゆう々ゆうと姿を現した。流石さすが、ミスリル銀製と言うべきか、あれほどの攻撃を受けてもボディは無傷、煤すすけてすらいなかった。

「はっはっは、効きかんな！」

「クソ、これでも効かねえのか……」

　高らかに笑うグリードと、対照的に歯は嚙がみするケイレヴ。

「では、お返しといこうか！」

『ゴーレム』の左肩の砲ほうが、ガコンと音を立ててケイレヴに照準、砲口の付近に青白い光の粒りゆう子しが収しゆう束そくし始める。実弾ではなく、恐らくは魔ま力りよくを収束して放つ大砲なのだろう。どうやら砲を撃うつのに若じやつ干かんのチャージ時間を要するらしい。

「やらせるかってんだよ！」

　すかさずレオニダスが援えん護ご射しや撃げき、超硬質の金属と金属が激しくぶつかる音が響ひびき、巨砲があらぬ方向を砲撃、誰だれもいない無人の森、その一部を焦しよう土どに変えた。

　砲が放たれる寸前、機転を利きかせたレオニダスが砲身を撃って照準を外したのだった。

「散開！　身を隠せ！」

　ケイレヴがすかさず号令を発すると、仲間たちはそれぞれ森の中へと身を隠した。

　だが、号令を発した当の本人、ケイレヴは何な故ぜだかその場に立ち尽くしていた。

「おい、馬鹿！　殺されるぞ！　お前も隠れろ！」

　レオニダスから通信が入るが、ケイレヴは首を横に振った。

「いや、俺はいい。お前たちは援えん護ごに回れ。俺がアタッカーだ」

「正気か？　見ただろ？　お前の自慢の『バズーカ』でも傷一つ付かない化け物だ！　たった今、衛星を通じて中ちゆう将じように援軍を要よう請せいした！　最も寄よりの基地からすぐに増援が来る！　お前も言っていただろう、俺たちは時じ間かん稼かせぎでいいんだ！　わざわざ死に急ぐような真似をするな！」

「火力不足は重々承知、今の俺じゃ百パーセントの力を出しても奴やつには勝てねえ」

「だったらどうして……」

「だから火力を上げることにする。百二十パーセントの力で奴を叩たたく」

　聞いて、レオニダスは思わず隠れていた木こ立だちから躍おどり出でた。

　ナナもビシャスも知らないが、レオニダスだけは知っている。ケイレヴが本気の本気、真の力を隠していることを。そして、それを使えば彼の身体からだがどうなるかも。

「お前ッ！　馬鹿野郎、ケイレヴ！　やめろ！　その力を使ったら…………」

　持続時間は五分弱と短く、使用後は肉体を侵しん食しよく、抑よく制せい剤ざいを打っても激痛に苛さいなまれ、しばらくの間、炎の力が使えなくなる。だが、魔ま人じんの左手から限界を超えた炎を引き出すことにより、ケイレヴは全身を業ごう火かに包まれた、魔人の如ごとき力を得る。

　左手から生じた炎が、導どう火か線せんを伝つたうようにケイレヴの左腕を昇り、瞬またたく間に全身を包んだ。煌こう々こうと燃え上がる炎は一層勢いを増し、ケイレヴ自身を業火の塊かたまりと化した。

「な、何？　何ですか、あれ？　シルバーウッド少佐！」

　ケイレヴの突然の変へん貌ぼうに戸惑うナナ。声には出さないが、ビシャスも彼女と同じ心境だ。

　こんな時ですら自分をかえりみることのないケイレヴによほど怒っているのだろう、レオニダスは声を荒げながら彼らの問いに答えた。

「あの馬鹿野郎！　本気を出したんだ！　畜ちく生しよう、こうなったら俺たちは徹底的に援護をするしかない！　先に言っておくが、高熱で焼け死ぬのが嫌なら、今のあいつには近寄るなよ！」

「りょ、了解！」

　木立から半身ほど出ると、拳けん銃じゆうを両手でギュッと握にぎり締しめ、ケイレヴを誤ご射しやせぬよう、ナナは注意深く『ゴーレム』に銃口を向けた。

　業火の塊と化したケイレヴと対たい峙じするグリードも、この状態の彼の力がどれだけ凄すさまじいかということは知っている。だが、それでも、グリードは余裕たっぷりに笑っていた。

「はっはっは、ようやく本気を出したか！　この状況で逃げないことは褒ほめてもいいが、しかしこの『ゴーレム』の前ではこけおどしにしかならぬことを思い知れ！」

　両肩の砲門がケイレヴに照準、砲口に光の粒りゆう子しが収しゆう束そくするが、ケイレヴは逃げることもなく姿勢を低く腰こし溜だめに保ったまま、両腕を前方の『ゴーレム』胴体に向かって突き上げた。

「爆ばく殺さつ連れん弾だん……マックスヒートアーツ！」

　瞬しゆん間かん、ケイレヴの両腕を包む炎が轟ごう然ぜんと燃え上がった。

「『ガトリングバズーカ』ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、ケイレヴの両腕から、先に放った『ヒートバズーカ』と同規模の火球が次々と放たれた。的が大きいだけに、放たれた特大の火球が次々と着弾、爆ばく発はつに次つぐ爆発が連れん鎖さ、やがて大爆発へと規模を拡大、堅けん牢ろう巨きよ大だいな『ゴーレム』の巨体が、爆発の威力に負けて、たたらを踏ふんで後ずさりし始めた。

「な、何ッ！」

　グリードは驚きよう愕がくの声をあげた。ミスリル銀で鎧よろわれた十メートル級の巨体が、たった一人の人間に押されているのだから驚おどろくのも無理はない。グリードだけでなく、ナナやビシャス、レオニダスまでもが呆あつ気けに取られた様子でその光景を眺めていた。

「炎えん進しん飛ひ翔しよう！　マックスヒートアーツ！　『ロケットブースター』！」

　好機と見たケイレヴは両りよう脚あしから炎を噴ふん射しや、二十メートル近く跳とび上あがった。噴射する炎の角度を調整して宙を滑かつ空くう、そのまま『ゴーレム』の頭上に降り立ち、駆け出した。

　向かっているのは『ゴーレム』の背中側、砲ほう身しんと胴体の連結部分だ。頭上から器用に左肩部へと飛び降り、一息で駆け抜けるケイレヴ。疾しつ走そうする勢いのまま、ケイレヴは左の砲身、その連結部分に燃え盛る右の拳を叩たたき込んだ。

「剛ごう爆ばく鉄てつ拳けん！　マックスヒートアーツ！　『ハンマーバースト』！」

　ケイレヴによる爆発を伴う強烈な拳けん打だが、堅牢極まるミスリル銀の装甲にめり込み、連結部分を歪いびつな形に変形させた。

「もういっぱあぁ──────つ！」

　続けて振るわれた左拳が連結部分を破は壊かい、無敵の『ゴーレム』から砲身を一つ奪うばった。

　黒煙を上げながら落下する左の砲身を、レオニダスたちは愕がく然ぜんとしながら目で追っていた。

　数十トンはあろうかという砲身が地面に落下、地じ響ひびきと共に激しく土つち埃ぼこりが舞まった。

「マジかよ……。あいつやりやがった！　本当にやりやがった！」

　レオニダスが歓かん喜きし、ナナとビシャスは絶句していた。

　独力でのミスリル銀製『ゴーレム』撃げき破は。そのような絵え空そら事ごとが、こうして目の前で実現しようとしている。レオニダスは思い始めていた。この男ならば、ケイレヴならばあの怪物を倒せるのではないかと。絵空事を現実に変えることが出来るのではないかと。

「やれ！　やっちまえ、ケイレヴ！　もうやめろだの逃げろだの言わねえ！　グリードのクソッタレごとその化け物を叩き潰つぶせ！　お前なら出来る！」

　手に汗を握にぎり、レオニダスは叫さけんだ。機械である筈はずの右腕にまで熱がこもるようだった。

「そんな！　こんな馬鹿なことが…………ッ！」

　コックピットの中で、グリードは驚愕のあまり絶句していた。よもや、堅牢なミスリル銀製の機体にここまで深くダメージを負わせることの出来る人間がいるとは、彼は夢にも思っていなかった。それも生なま身みのいち歩兵がだ。

　今、二度目の驚きよう愕がくを覚えたばかりのグリードだったが、しかし間を置かず三度目の驚愕を体験することとなる。

『ゴーレム』のコックピットは、頭頂部のすぐ下にあり、頭部の分厚い装甲がそのままパイロットの出入りするコックピットハッチとなっている。ケイレヴの狙ねらいは、そのハッチを破は壊かいすることにあった。

「ドロドロに溶けてくたばれ！　マックスヒートアーツ！　奥おう義ぎ！　『メルトオーバー』！」

　頭上に飛び移り、ハッチの部分に両手を置くケイレヴ。それと同時に、両掌からドロドロとした灼しやく熱ねつの液えき体たいが溢あふれ出だす。マグマである。全力を引き出したこの状態でしか出すことの出来ない、ケイレヴ最大最強の技、全てを飲み込み燃やし尽くすマグマの生成だ。

　子供時代に遊んだスライムの如ごとく、溢れ出るマグマが『ゴーレム』の頭部から流れ落ちる。マグマの流れた跡が、まるで猛もう獣じゆうの爪つめで裂さかれたような溝になる。この世で最強の硬度を持つミスリル銀が、地球の内部を流れる血液とも言える物質、原始の炎たるマグマの熱に負けて少しずつ溶かされているのだ。

　少量ずつしか生成することの出来ないマグマではあるが、しかし確実にハッチ部分を溶かしつつある。もう少し、あと少しで中のグリードに手が届く。

　そう思った途端、しかしケイレヴの身体からだは弾はじかれたように宙を舞まっていた。

「ええい、離はなれろおぉ！」

　強引に振るわれた『ゴーレム』の巨拳がケイレヴに直ちよく撃げき、軽々と弾き飛ばしたのだった。

　単純な、しかし堅けん牢ろう巨きよ大だいかつ強烈な打撃は、この状態のケイレヴにも流石さすがに効きいた。

　叩たたき付つけられるようにして地面に落下したケイレヴに、

「貴様、よくも私の『ミスリルゴーレム』を！　アーミラルを救う最後の希望を傷物にしてくれたな！　んぬうううぅ、許さん！　絶対に許さんぞ！」

　と、グリードが怒りも露あらわに追撃をかける。

　頭上高くから振り下ろされる巨大な、文字通りの鉄拳。

　あんなもので叩き潰されてしまえば、この状態のケイレヴでも即死は免まぬがれないだろう。

　全身が炎に包まれているのに背筋に冷たいものを感じながら、ケイレヴは素早く立ち上がり脚あしからスラスターのように炎を噴ふん射しや、その場から跳とび退のき、間かん一いつ髪ぱつで鉄拳を逃れた。

　鉄拳による一撃が、ズズン、と大地を揺らして大穴を穿うがつ。

「おのれ鼠ねずみが！　チョコマカと！」

　地面に拳を突き立てた姿勢のまま、グリードは右砲身をケイレヴに照準した。

「塵ちりと化すがいい！」

　砲口に青白い光の粒りゆう子しが収しゆう束そく、超規模の魔ま力りよくの砲弾が放たれた。

　だが、同時に放たれたケイレヴ渾こん身しんの火球、『ヒートバズーカ』の上位技に当たる、

「徹てつ甲こう炎えん弾だん！　マックスヒートアーツ！　『キャノンショット』！」

　が、魔ま力りよくの砲ほう弾だんを相そう殺さい、中ちゆう空くうで大だい爆ばく発はつが起こった。

　爆風に巨体を煽あおられながら『ゴーレム』がゆっくりと上体を起こす。

　そうして、グリードは狂ったように叫さけんだ。

「貴様ぁ……レッド！　レッド！　レッドぉ！　貴様はどこまでも……ッ！　何な故ぜだ！　何故私の邪じや魔まをする！　南なん北ぼく融ゆう和わなどという愚ぐ行こうを許すことが、すなわち北部を南部の野や蛮ばんな異文化で毒することの第一歩であると、何故分からんのだ！　これはアーミラル一国だけの問題ではない！　北部大陸そのものが滅ほろびてもいいのか！」

　炎によって溶けかかったヘッドセットから、ノイズだらけのグリードの声が聞こえてくる。

　相変わらず狂気じみた訴えだったが、ケイレヴはこれを鼻で笑った。

「馬鹿かお前は。北部に住んでんのも南部に住んでんのも、同じ人間だ。ちっとくれぇ異文化が入ってきたところで、簡単にゃ滅びねーよ。そのくれーでギャーギャー喚わめきやがって。人間のしぶとさ舐なめてんじゃねえぞ。事によったらゴキブリよりも逞たくましいんだからな」

「もういい！　話にならん！　南部の毒に骨ほねの髄ずいまで冒されたか、救い難がたい愚おろか者ものだな、貴様は！　毒は断固として排する！　貴様は塵ちりも残さず消しとばしてくれよう！」

　苛いら立だちと共に、グリードが叫んだ。その叫びに呼こ応おうするように『ゴーレム』の胸部、窪くぼみの部分に光の粒りゆう子しが収しゆう束そくする。肩に背負った砲を凌しのぐ、凄すさまじい光量の魔力が収束しつつある。

「まずいぞケイレヴ！」

　思わず、レオニダスが叫んだ。

『ゴーレム』の胸部にあるあの窪みは、恐らく収束した魔力を超ちよう圧あつ縮しゆくして放つ粒子砲だ。広域に放たれる強力無比なビームは、今の状態のケイレヴでも防ぎ切れるものではないし、仮に逃げようとしても、仲間たちが逃げ切れない可能性がある。身しん体たい能のう力りよく強きよう化か魔ま法ほうを使えるビシャスは逃げ切れるかもしれないが、ナナとレオニダスはそうはいかない。

　つまり、発射される前に何とかするしかない。

「やらせるかよぉッ！」

　腰から抜き放った『ヘリオスエッジ』を両手で強く握にぎり締しめ、足元から炎を噴ふん射しや、ケイレヴは十数メートルの距きよ離りを一息で駆け抜け跳ちよう躍やくした。勢いのまま光の収束する敵機胴体部分、その窪みに、ケイレヴは身体からだごとぶつかるようにして炎刃を突き立てた。

「内側から燃やし尽くしてや……」

　と、その時だった。ケイレヴの全身を包んでいた炎が、突如として消え失せた。

　何かの攻撃を受けたのでもなく、ケイレヴが意図して消したのでもない。言わば制限時間、限界を超えた炎の力を維持出来なくなってしまったのだ。こうなるともう、しばらく炎は使えない。力の回復までに最低でも丸一日、それまでは煙ですら出すことが出来ない。

　窮きゆう地ちにもかかわらず、途端に隆起し始める魔ま人じんの皮ひ膚ふ。限界以上の力を引き出した代だい償しようとして魔人化部分による侵しん食しよくが始まったのだ。

「クソッタレ！　こんな時にガス欠かよ……ッ！」

　敵機の胴体に突き刺した『ヘリオスエッジ』の柄つかにぶら下がったまま、ケイレヴは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で呻うめいた。

　左手を柄に残し、右手で腰のポーチから侵しん食しよく抑よく制せい剤ざいのアンプルを取り出す。器用に歯でキャップを外し、針の部分を一気に左腕へと突き立て、薬剤を注入する。

「く、ううぅッ！」

　途端に、左腕全体に激痛が走る。見れば、この僅わずかの間に、肘ひじの部分にまで魔ま人じんの皮ひ膚ふによる侵食が進んでいた。

　もう、ここまでなのか。ここで終わりなのか。先ほどまでの興こう奮ふんとは一転、希望が一気に失うせてしまったように、レオニダスは表情を曇くもらせた。

「はっはっは、時間切れのようだな！　快かい進しん撃げきもここまでだ！　死ねい、レッド！」

　勝利を確信したグリードの高笑いがヘッドセットを介して皆の耳元に響ひびいた。その笑い声に皆が顔色を失なくしてゆく。だが、皆の心が絶望に染まる中、炎の力を失うしなったケイレヴが、誰だれより絶望に近い場所にいるケイレヴだけが、未いまだ瞳ひとみの中で希望の炎を燃やしていた。

「まだ手はある！　ナナ！　俺を撃うてぇ！」

　激痛に蝕むしばまれる最中、突如としてケイレヴが叫さけんだ。

「え？　そ、そんなこと……」

　戸惑っているナナに、ケイレヴが更さらに叫ぶ。

「ドムのジジイんとこでのことを思い出せ！」

　言われて、ナナはハッとして目を見開いた。

「……あッ！」

　ドム博士の研究室で何があったか。あの時、ナナは受じゆ領りようした『シルバーローズ』を誤ご射しやしてしまい、結果的にケイレヴは無事ではあったものの、顔面に魔ま力りよくの弾丸を直ちよく撃げきさせたのだ。

　弾丸の直撃を受けたケイレヴが何な故ぜ平気だったのか。それは、弾丸が炎だったからだ。あの時は炎の魔ま法ほうを唱となえる要よう領りようで銃じゆうに魔力を込めた。

　炎の弾丸。そして自分を撃てと言っているケイレヴが握にぎっているのは、炎を吸収して刃を炎上させる剣『ヘリオスエッジ』だ。

　この二つが合わされば、何が出来るか。

　ケイレヴが何を狙ねらい、何を言わんとしているのか。それがやっと分かった。

　木こ立だちから躍おどり出でてナナは拳けん銃じゆうを構えた。銃口の狙う先はケイレヴの手元、深々と敵機ボディ部分に突き刺さっている『ヘリオスエッジ』の柄部分だ。

　ここで自分が失敗すれば、これまでの戦い、その全てが無駄になる。それだけではない、暴走する巨大な怪物が故郷にまで進攻し、父の守ろうとしていたものが滅め茶ちや苦く茶ちやに壊こわされてしまうだろう。土地が砕かれ家は焼かれ、人が殺される。

　そう思うと指先と言わず身体からだの芯しんから震ふるえてしまう。だが、今は怖がっているような場合ではない。そんな時間もない。即断即決。早くしなければ、まず誰だれより先にケイレヴが殺されてしまう。自分を支えてくれると言ったケイレヴが。

　それだけは何としても防がねばならない。ナナが目指す未来には、何としてもケイレヴの存在が必要なのだ。彼のいない未来は、今や考えられない。

　震える右手に力を込め、少しでも狙ねらいが外れぬよう左手でしっかりと右手を押さえる。

　離はなれていても、彼女の覚悟が伝わったのだろう、ケイレヴは彼女を鼓こ舞ぶするように叫さけんだ。

「お前ならやれる！　このクソッタレにデケェの一発ぶち込んだれ！」

　この期ごに及んでまだ軽かる口くちを叩たたくケイレヴに、ナナは思わず苦笑を浮かべてしまった。そうすると、何な故ぜか身体から余計な力が抜け、指先の震えもピタリと止まった。

　集中し、炎の魔ま法ほうを唱となえる要よう領りようで銃じゆうに魔ま力りよくを込める。青白く光ひかり輝かがやく銃のエングレーヴ。魔力充じゆう塡てん完了。いつでも撃うてる。

　ナナは右手の人差し指をトリガーにかけると、深呼吸の要領で大きく息を吸い込んだ。

「いっけぇッ！」

　ナナの気合いと共に銃じゆう口こうから魔力で構成された炎の弾丸が発射され、寸分の狂いもなく『ヘリオスエッジ』の柄つかに着弾、燃え上がる炎が吸収された。

　直後に、

　ズドムッ！

　という爆ばく音おんが響ひびき、魔力を圧あつ縮しゆくしていた窪くぼみの部分がボディの内部から外側に向け、まるで何かに食い破られたかのようにして破裂した。

　その衝しよう撃げきで、窪みの部分にいたケイレヴが吹き飛ばされた。吹き飛ばされつつも愛剣はしっかりと握にぎって放さなかった。

　火ひ達磨だるまになったケイレヴが、十数メートルの距きよ離りを経へてナナの眼前に落下し「ぐえッ！」と踏ふみ潰つぶされたヒキガエルのような声を出して地面を転がった。

　転がったことにより炎は消えたが、ケイレヴ自身は何処と言わず全身が黒く煤すすけていた。

「少佐ッ！」

　ケイレヴを助け起こそうと、慌ててナナが駆け寄る。だが、ケイレヴは倒れた姿勢のまま、手を上げてそれを制した。

「……ああ、大丈夫だ。炎のダメージはない。でも、あー、くそ、背中いってぇ……」

　今は炎の力が使えないとはいえ、炎に対する耐性や、強化された身体能力までが失われたわけではない。ダメージは確実に蓄ちく積せきしているが、とりあえずケイレヴは無事だ。

　落下した時に強打したからだろう、衝撃で傷口が開いたらしく、背中に強烈な痛みが走っている。出血している感覚もある。だが、倒れたまま仲間に心配をかけるわけにもゆかず、ケイレヴは痛みをおしてゆっくりと起き上がった。

　ナナに少し遅れて、レオニダスとビシャスもケイレヴに駆け寄る。

「無茶しやがって。本当、どこまでもしぶとい野郎だぜ、お前」

　ここまで無茶のし通しのケイレヴに、レオニダスは心底呆あきれたような顔を向けた。

「生あい憎にく、どっかのクソジジイに死なない身体からだに改造されててな」

　そのクソジジイに改造されたのはレオニダスも同じだが、ここまで無茶が出来るのはアーミラル広しと言えどケイレヴだけだ。他の誰だれ一人ひとりとして同じことは出来ないだろう。幸運の女神に好かれているか、或あるいは死神に嫌われているか。もしかするとその両方なのかもしれない。全く以もつて規格外の男だ。

　炎を失っているとは言え、未いまだ健在のケイレヴ。

　咄とつ嗟さの機き転てんで『ゴーレム』最強の武器を破は壊かいしたナナ。

　未だ温存された状態のレオニダスとビシャス。

　それに比べグリードが駆る機体の有様はどうか。主しゆ砲ほう一いち門もんを失い、粒りゆう子し砲ほうを破壊され、世界一強固な筈はずのミスリル銀で造られたコックピットハッチは半分以上も溶かされた。

　未だマグマによる熱のこもる灼しやく熱ねつのコックピットの中で、グリードは血が流れるほどに強く歯を軋きしらせていた。だが、あまりにも強い怒りのためか、彼は口の中に広がる鉄てつ臭くさい血の味にすら気が付いていなかった。

「ぬうううぅ、おのれえぇ！　許さんぞ南部の小こ娘むすめぇ！」

　グリードの怒りの叫さけびに呼こ応おうするように『ゴーレム』が両拳を開き、掌てのひらに内蔵された短い砲身をこちらに向けてきた。

「まずいぞ！　あれは恐らくバルカン砲だ！　来るぞ！」

　いち早く敵の動きに気付いたレオニダスが叫ぶと、その脇を高速で駆け抜ける者があった。はたして、それはビシャスであった。

　抜ばつ刀とうした状態で、ビシャスは皆を守るよう『ゴーレム』の前に立ちはだかった。

「おい、ビシャ……」

　と、レオニダスの言葉の途中で敵機から無数の魔力弾が放たれる。次から次へ連射される、人の頭ほどもある弾丸、その初弾があわや着弾しようかというところで、ビシャスの振るった右の大刀が弾丸を斬きり払はらい、彼の眼前で小しよう爆ばく発はつを起こした。

「しゃあああああああぁッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に振るわれる超高速の二刀が、次々と弾丸を斬り払ってゆく。北部から忘れ去られ、南部にのみ残り伝わった技術、魔法と剣技による神かみ業わざであった。

　だが、技は神技の域いきに達していても、肝心の剣そのものがビシャスの腕に付いて行くことが出来ていなかった。一ひと太た刀ち振るうごとに刃はこぼれ、斬り続けるうちやがて刃にひびが入り、左右の刀を同時に振るうと、遂ついには刃が折れてしまった。

　普通なら引くところだが、ビシャスはそれでも剣を振るった。

「あ、ありゃあ、どういうことだ……」

　ビシャスの奮ふん闘とうを見ていたケイレヴが、思わず呟つぶやいた。

　どういうわけか、刃のない剣が次々と弾丸を両断してゆくのだ。

　よく見れば、折れた刃の先から、欠けつ損そんした部分を補うように刃型に電気が走っている。恐らくドム博士が言っていた『ケルベロス』の仕込みだろう、大刀が一つ目、小刀が二つ目として三つ目の首とでも言えばいいのか、電でん撃げきの『魔ま剣けん』ならではの電刃であった。

　あの刃ならばいくら斬きったところで刃こぼれはしないだろう、ビシャスの腕ならばここを任せても問題なさそうだ。

　再び訪れたこの好機を逃すケイレヴではない。

「今だ！」

　いきなり、ケイレヴがビシャスの横をすり抜けて『ゴーレム』へと一直線に駆け出した。

　炎の力を失い、最早敵機に対する有効的な攻撃手段を持たないケイレヴが、これ以上何をしようというのか。レオニダスは慌ててケイレヴを呼び止めた。

「どこへ行くケイレヴ！　もう炎は使えない筈はずだろ！　お前、何を……」

「レオ！　俺が溶かした部分を撃うて！　撃ってコックピットをこじ開けろ！」

　言われて、レオニダスはピンと来た。恐らく今の状態では、どう頑張っても第七分隊だけであの怪物を倒すことは出来ないだろう。交戦状態に入った今、ただ黙だまって援えん軍ぐんを待つような余裕もない。逃げても追われるだろう。ならば攻め続けるしかない。だからこそ、ケイレヴは強引に敵機コックピットハッチをこじ開け、搭とう乗じよう者しやのグリードを直接倒す気なのだ。

「言いたいことは分かるが、しかし今の状態で本当に大丈夫なのか？　炎は使えず身体からだはボロボロ、左腕だって相当痛む筈だ。やせ我慢しながらやれるのか？　無茶じゃないのか？」

「ヘッ、無理も無茶も無む謀ぼうもお手のもんだ！」

　走りながら一いつ瞬しゆんだけ振り返り、ケイレヴは右拳から親指を立ててサインを出した。

　俺に任せとけという、相棒同士の二人の間でのみ通じるサイン。

　こんな時にようと呟き、レオニダスは苦笑した。

「よし、だったら行け！　くたばんじゃねえぞ、バッドボーイ！」

　言ってから、レオニダスは早々に『ベルセルクバスター』を構えた。目標はケイレヴのマグマによって半分方溶けている敵機頭頂部のコックピットハッチだ。

「アイサーッ！」

　そう返したケイレヴの背後から、早くもレオニダスの化け物銃が放つ獣けもののような咆ほう哮こう、豪ごう快かいな銃じゆう声せいが聞こえてきた。

　百発百中の弾丸が、溶けかかった敵機コックピットハッチに次から次へと命中する。弾丸が当たる度、コックピットハッチが不自然な形に歪ゆがんでいく。

　怒りによって視野が狭くなっているのか、グリードの操る機体はビシャス一人にかかり切りになっている。ケイレヴの接近にはまだ気付いていないようだ。

『ゴーレム』の右側から回り込むようにして敵の懐ふところに飛び込み、ケイレヴはそのまま跳ちよう躍やくして左腕に着地、バランスを保ちながらも全速力で登り始めた。

　ここまで接近されて、グリードはやっと機体に張り付くケイレヴの存在に気付いた。

「ええい、離はなれろ蟻ありめ！」

　腕を振り回してケイレヴを振り払おうとするグリード。だが、ケイレヴは愛剣をザイル代わりに必死としがみ付きながら、遅くとも確実にコックピットハッチに近付きつつあった。

　そして、ケイレヴが左腕を登りつつある今も、レオニダスによる狙そ撃げきでコックピットハッチが破は壊かいされつつあった。たわみ、歪ゆがみ、幾度も叩たたかれたハッチの表面にはやがてひびが走り、ひびはやがて確かな亀裂となっていた。

　そうして、ケイレヴが何とか左腕から肩へ、そして敵機頭上に飛び移るのとほぼ同時に、重金属の強烈な破砕音が鳴なり響ひびいた。レオニダスによる執しつ拗ような狙撃が、遂ついに強固な『ゴーレム』のコックピットハッチを破壊したのだ。

　見れば、ケイレヴの立っている場所の反対側に、人一人が通れるくらいの小さな穴が開いている。この瞬しゆん間かんが遂に来たと、ケイレヴはそう思った。

　己一人の力でここまで来れたのではない。レオニダス、ビシャス、そしてナナ、この四人の力を合わせなければ来られなかった場所、来なかった瞬間だ。仲間たちが、ケイレヴをここまで導いてくれたのだ。仲間たちがケイレヴを信じてくれたから、ここまで来れたのだ。

　その信頼に応える瞬間が、遂に来たのだ。

　右手に『ヘリオスエッジ』を握にぎり締しめ、ケイレヴは壊こわれたコックピットハッチを強きよう襲しゆうした。

　コックピットの中で見上げるグリードの怒りと狂気に満ちた瞳ひとみと、穴の上から見下ろすケイレヴの希望と信頼に満ちた瞳、あまりに違い過ぎる二人の男の視線が交こう錯さくする。

　ケイレヴは右手に『ヘリオスエッジ』を、グリードは右手を刀とう剣けんに変形させていた。

「グリードオオオオォ──────ッ！」

「レッドオオオオオォ──────ッ！」

　仲間の信頼を背負い、信念を胸に戦う男と、仲間を斬きり捨すて、狂った信念に殉じゆん教きようする男。二人の男が同時に吼ほえ、同時に剣を構えた。

　振り下ろすケイレヴと突き上げるグリード。同時に突き出された剣は、しかしグリードの方が僅わずかに速かった。刃物を使った戦いは、グリードに一日の長がある。速いのも当然だ。

　だが、ケイレヴはこれを読んでいた。グリードの剣の方が速い。だからこそ、あえて剣を右手で持ち、魔ま人じんの左手を自由に使えるようにしていたのだ。

　グリードの剣を左手で弾はじき、右手の刃を振り下ろすケイレヴ。

　だが、次の瞬間、ケイレヴは時が止まったかのように動くのをやめていた。

　トン、と軽く、左胸に衝しよう撃げきが走ったのだ。ゆっくりと視線を胸元に下ろしてゆくと、そこに何な故ぜか、銀色に輝かがやく刃が刺さっていた。グリードが密かに繰くり出していた二にノ太た刀ち、同じく刀とう剣けんに変形させていた左手が、ケイレヴの心臓を深々と突き刺していた。

　遠く離はなれたケイレヴの背中から生えた刃の切っ先、それを目にした瞬しゆん間かん、レオニダスとビシャスは声を失い、ナナは両手を口に当てて膝ひざから頽くずおれた。

「そんな……ッ！　少佐ぁッ！」

　サッと色を失った目に涙を浮かべ、ナナは呆ぼう然ぜんとケイレヴを見上げる。

　ケイレヴの心臓を刺し貫いた確かな感触に勝利を確信したのだろう、グリードは狂ったように笑い始めた。

「はは……。あはは……は…………。はあ──────はっはっはっは！　今度こそ！　そう今度こそ、私の勝ちだ！　私の勝ちだレッドおぉ！」

　高らかに笑い続けるグリードの声が、ナナたちを絶望の淵ふちに追い込む。

　だが、突如として、グリードのその笑いが止まった。

　グリードの笑いが止まり、そして、死んだと思われていたケイレヴが、血の垂たれた唇の端を歪ゆがめ、ニヤリと笑い、ゆっくりと顔を上げた。

「…………いやあ、本当、良かったぜ」

　笑いながら、ケイレヴは呟つぶやいた。

「なぁ……ッ！」

「少佐！」

　驚きよう愕がくして凍り付くグリードと、歓かん喜きに表情を取り戻したナナたち。

　心臓を突き刺され、大量に血を流しながら、しかしケイレヴは確かな様子で口を開いた。

「本当、心臓が二つもある化け物の身体からだで良かったよ。こうして片一方の心臓を刺されても死なないんだからなあ。ドムのジジイには感謝しなきゃいけねえ」

　ケイレヴには心臓が二つある。自前の心臓を左胸に、移植された魔ま人じんの心臓を右胸に。

　魔人の心臓を刺されていたら、どうなっていたか分からない。もしかすると即死していたかもしれない。だが、不幸中の幸いと言うべきか、刺されたのは出力の弱い左の心臓だった。

　ケイレヴ自身、こうなることを予測していたわけではない。幸運の女神に好かれたか、或あるいは死神に嫌われたか。ともかく、資質として持って生まれたもの、言わば天運が、この土ど壇たん場ばでケイレヴを生かしたのだ。

「貴様はどこまで……ッ！　どこまでこの私を………………」

　幸運の女神に見放され、わなわなと呻うめくグリードの首筋を、ケイレヴは右手の剣で静かに、しかし一切の躊ちゆう躇ちよなく、サッと撫なでた。

「幕だぜ、グリード。お前の狂った野望はここで終わりだ」

　言いながら、ケイレヴは緩かん慢まんな動作で左胸に突き刺さっていた剣を引き抜いた。すると、グリードは首から噴ふん水すいのように血を噴ふき、力なく椅い子すに背を預けた。

「てめぇが殺した仲間や部下に、地獄の底で詫わび続つづけろ」

「あ……あ…………。き、きさ…………ま……。れ、れ……ど………………」

　わなわなと右手を上げて、裂さかれた喉で声にもならない声を洩もらすグリード。やがて全身の力が抜け落ち、ぐったりとして動かなくなった。

　見開かれたままの目、その瞳ひとみが、流れ続ける血と共に急速に色を失ってゆく。

　時を待たずに、グリードは絶ぜつ命めいするだろう。ケイレヴはヨロヨロと仲間たちに振り返った。

「出世なんてなぁ、するもんじゃねえな、ったくよ。大隊だろうが分隊だろうが、隊長なんてのはしんどいことばっかりだ……」

　などと憎にくまれ口ぐちを叩たたきながらも、ケイレヴは苦笑混じりに地上で待つ仲間たちに手を上げて見せた。俺はこのとおり無事だと、そういうアピールであった。

　と、突如として『ミスリルゴーレム』の巨体が眩まばゆいばかりの光を放ち始めた。

　一体何が起きたのか。皆が突然の異変に身構えていると、光の塊かたまりとなった巨体が弾はじけ飛とび、そのまま霧む散さんして無数の光の粒りゆう子しとなった。

　恐らくは主であるグリードが倒れたからだろう、鉄巨人に変形していた『皇こう帝ていの遺い産さん』が形を保てなくなったようだ。

　足場を失い、仲間たちの待つ遥はるかな地上へ落下するケイレヴ。自らの狂気を具ぐ現げん化かした機体を失い、奈な落らくの如ごとき地上へ落下するグリード。そして原動力である主を失い、元の小さな球体に戻った『皇帝の遺産』。

　レオニダス、ナナ、ビシャスの三人は、落下したケイレヴを受け止めるため、慌ててその場から駆け出した。




　　　　　　　　　　◇




　死ぬ直前、人は過去の記憶を走馬灯として見るという。

　落下する中ちゆう空くうで、グリードは過去の自分と対面していた。

　誰だれにも言ったことはないが、生まれたのはグリマルタ帝国であった。

　皇こう族ぞく、貴族が全てを支配し、貧しい者は這はい上あがるチャンスすら与えられず、末代まで続く貧しさに苦しめられる不平等で閉へい塞そくした社会。平均以下の極貧の家に生まれたことで、満足に学校へ行くことも出来ず、幼おさない頃から地べたを這いずるような暮らしをしてきた。

　母国への愛などというものは、微み塵じんもなかった。王や皇帝、その一族ばかりが権力を握にぎり、民から搾さく取しゆするばかりの南部社会を恨みさえした。

　低てい俗ぞくとされる北部に生まれた方がずっと良かったとさえ思った。

　あまりに酷い暮らしから逃れるべく、一家が亡ぼう命めいしたのが、十三歳の時であった。

　亡命先は、北部国家アーミラル。

　聞いていたこととは違い、アーミラルには自分の望んでいたものがあった。王族や皇こう族ぞくはおらず、権力を持つ平民がおり、努力が実を結べば誰だれでもチャンスを手にすることが出来た。何より衝しよう撃げき的てきだったのは、十五歳まではタダ同然で学校に行けるということだった。

　やっと、自分を受け入れてくれる場所に来ることが出来たと、そう思った。ここが、アーミラルこそが自分の真の祖そ国こくだと、そう思った。

　大だい恩おんある、愛すべき祖国アーミラル。自分がその祖国を守るのだという、青せい雲うんのような志こころざしを胸に入隊した陸軍。過か酷こくな訓練の中で得た仲間たち。やがて知る地獄の戦場。仲間たちは次々と倒れ、誰一人守れぬまま無ぶ様ざまに生き残った自分。

　あの時、敵がいなければ皆が殺されることもなかったのに。あの時、自分が敵を全て殺していれば仲間たちが死ぬこともなかったのに。

　己の非ひ力りきを呪のろった。そして何より、仲間の命を奪うばう敵を憎悪した。

　仲間を守りたいのなら、殺される前に殺すしかない。そう悟った。だが、敵を殺すのならば非力なままでは駄目だ。力が必要だ。アーミラルを害する全ての敵を殺せるだけの力を。

　命を惜しまずがむしゃらに、狂ったように戦い続けた。結果、両の手足を失うほどの重じゆう傷しようを負い、選択を迫られることになった。悪あく魔まの取引だ。

　悲観的な感情は、全くと言っていいほど湧かなかった。新たな力を得られることに歓かん喜きすらした。これで全ての敵を殺せると、そう思った。

　取引に応じて得たものは、全てを砕く鋼はがねの拳足。数々の武器。

　その力で敵を殺した。殺して、殺して、殺し続けて屍し山ざん血けつ河がを築き上げた。全てはアーミラルのために。仲間たちを守るために。

　そうして、戦い続け、辿たどり着ついた先が、本国と南なん部ぶ自じ治ち領りようとの合がつ併ぺいであった。

　自分たちを虐しいたげた憎き南部との融ゆう合ごう。自分が愛した筈はずのアーミラルの決定が、狂気の沙さ汰たとしか思えなかった。でなければ、南部の卑ひ怯きような甘かん言げんに騙だまされたのだ。

　この間違いに、しかし誰も異いを唱となえる者がいなかった。自分がどれだけ言っても、中ちゆう将じようは聞く耳を持たなかった。ならば、自分が正すしかない。愛すべきアーミラルの間違いを。

　自分が正すしかないのだ。間違いを正せる者は自分しかいないのだ。

　その自分がこんなところで倒れるわけにはいかない。自分が倒れれば、一体誰が愛すべき祖国の間違いを正すのか。誰が南部に毒される祖国を救えるのか。強大な外敵から守れるのか。

　自分の愛するアーミラルを害そうとする全ての存在が憎かった。自分を邪じや魔ましようとする全ての存在が許せなかった。何より、ケイレヴ・レッドが憎かった。アーミラルを間違った道に導こうとする、この愚おろかで浅はかな男が誰より許せなかった。

　力を。もっと力を。

　邪魔者を、敵を、全ての間違いを叩たたき潰つぶす力が欲しい。

　力が欲しい。力を、もっと、もっと強い力を。

　そうして、死にゆく身体からだに残された全ての力を込めて右腕を伸ばした。

　伸ばした腕、その指先がカツン、と音を立てて何かに触れた。

　はたしてそれは、元の小さな球体に戻った『皇こう帝ていの遺い産さん』であった。

　グリードの指先が触れたその瞬しゆん間かん、遺産から猛然と黒煙が噴ふき出だした。




　　　　　　　　　　◇




　レオニダスとビシャスが、落下するケイレヴの身体を受け止めた。

　落下の衝しよう撃げきが激しく身体を打ち、何処と言わず全身が激しく痛んだが、ケイレヴは激痛を口に出すことも身み悶もだえすることもなかった。疲労と負ふ傷しよう、特に出血が酷ひどい。正確に計測したわけではないが、常人ならば致ち死し量りようの血液を失っている。

　まどろむ意識。泥のように重たい身体。体力、気力、全てが底を突いていた。

　もう、このまま眠ってしまいたかったが、そういうわけにもいかない。

　落下中に見た、あの光景。元に戻った『皇帝の遺産』に触れた途端、グリードの身体を包んだ謎なぞの黒煙。あれは何だったのか。確かめる必要がある。

　意志の力で強引に目を開けると、そこに、ケイレヴを抱えたまま呆ぼう然ぜんと上空に目をやる仲間たちの姿があった。

「……お、おい。どうなってる？　グリードは？」

　そう訊きいても、レオニダスとビシャスは何も聞こえていないかのように答えなかった。

　ナナだけが、かろうじて震ふるえる指先で天を指した。

「しょ、少佐……あれ…………」

「な、何だ、あれは……ッ！」

　ナナが指差すその先にいたのは、はたして、闇やみを湛たたえた『悪あく魔ま』だった。

　人間大の大きさで、形も人間のそれである。だが、目鼻や口はなく、頭上には闘とう牛ぎゆうのように太く鋭するどい二本の角が鎮ちん座ざしており、背中からは、蝙こう蝠もりのような翼つばさを生やしている。胸元では、白はく墨ぼくで乱雑に引いたようなグリマルタ帝国の紋もん章しようが薄うつすらと発光している。何より特とく徴ちよう的てきなのは、頭の先から爪先まで、身体の全てが漆しつ黒こくに塗ぬりつぶされていることだ。

　まるで、神話に登場する悪魔のような禍まが々まがしい姿。

　悪魔は、上空十数メートルで羽ばたきながら、じっと、こちらを見下ろしている。

　ケイレヴは二人の腕から降り、ナナに肩を貸してもらい立ち上がった。

「あ、あれ……まさかグリードなのか…………？」

「あ、ああ……。元の小さな球体に戻ったと思ったら、遺産からいきなり黒い煙みたいなものが噴き出してな……。グリードの身体を包んで、あっという間に…………」

　ケイレヴの問いに答えたレオニダスも、何が起こっているのか、詳しいことは分からないようだった。分かっているのは、あれはグリードが変へん貌ぼうした存在だということだけだ。

「素す晴ばらしい……」

　口らしきものは見当たらない。だが、変貌したグリードが、そう声を発した。とても静かで小さな声だが、しかし、地獄の底から響ひびいてきたかのような不気味さがあった。

　一体、何をしようというのか。皆が身構えていると、グリードが突如として、

「これこそが、私の求めていた『力』だあああぁ──────────ッ！」

　と、世界の全てを震ふるえ上あがらせるような、火の如ごとき憤ふん怒ぬを孕はらんだ雄お叫たけびを上げた。

「力が……身体からだの底から力が溢あふれる！　何と心ここ地ち良よい！　何と素晴らしい！　これならば……これならば殺せる！　殺せるぞ！　リヒターも！　タイダロスも！　グリマルタも！　そしてレッド！　貴様をも！　ハハ、アハハハハハハハハッ！」

　狂おしく笑いながら、蛇へびが鎌かま首くびをもたげるような動作で自らの胸元に目を下ろすグリード。

「……ふむ。グリマルタの紋もん章しようか。汚らわしい」

　そう言うと、グリードは自らの胸元に右手の指を突き立て、緩かん慢まんな動作で、ギギギ、と、まるで血肉を裂さくような音を立てながら紋章を引き裂いた。

　胸元に刻まれた歪いびつな形状の五本線。

　ケイレヴたちは、ゾッとしながらその光景を眺めていた。

「これでいい。さて、レッドは……」

　何事もなかったかのように、キョロキョロと首を回すグリード。そうして地上にケイレヴを見定めると、自由落下を遥かに上回るスピードでこちらに突進してきた。

「こいつ！」

　咄とつ嗟さに、レオニダスが銃じゆうを構えて前に出た。

　狙そ撃げき手しゆの冷静さとでも言えばいいのか、レオニダスは腰を落とし、焦ることなく上空の敵に向けて銃を構え照準、寸すん分ぶんの狂いもなく狙ねらい澄すました一いち撃げきを発射した。

「遅いな。無駄だ」

　その瞬しゆん間かんである。グリードの右腕が膨ぼう張ちようし、一瞬にして『ベルセルク』のような巨大な腕を形成、全てを破は壊かいする筈はずの巨弾を軽々と彼方かなたへ弾はじき飛とばした。

「なあッ！」

『ベルセルクバスター』による一撃を弾かれたことに驚きよう愕がくするレオニダスは、しかし気付いていなかった。グリードは右腕を変化させるのと同時に、左腕をも変化させていたのだ。

「部隊で最高の射しや手しゆと言われた君が、その程度の攻撃しか出来ないのかね？　嘆なげかわしい。この私が、本当の攻撃というものを教えてあげよう」

　左手の先から伸びた闇やみが禍まが々まがしく湾わん曲きよくした刃を形成、驚愕覚さめやらぬレオニダスを両断しようと、眼前まで肉にく薄はくしたグリードの凶きよう刃じんが閃ひらめいたその時だった。

「ぬうぅッ！」

　両の電刃を頭上で交差させ、ビシャスがグリードの刃を受け止めた。

　身しん体たい能のう力りよく強きよう化か魔ま法ほうを最大限に使っているのだろう、全身の筋肉が隆起し、脂あぶら汗あせに塗まみれた顔面にまで血管が浮いている。ただ、それでも相手を押し返すことが出来ないようで、ビシャスの靴くつ底ぞこが徐じよ々じよに地面にめり込み始めていた。

「ビシャス、お前……」

「下がって！　早く！」

　そう叫さけんだビシャスの左ひだり膝ひざが、踏ふん張ばり切きれずにガクンと折れた。あわや頭から両断かと思われたその時、レオニダスの銃じゆうが再び火を噴ふいた。

「喰くらえ化け物！」

　銃口を密着させ、レオニダスは回かい避ひも防ぼう御ぎよも不可能な零ゼロ距きよ離りから『ベルセルクバスター』の巨弾をグリードの胴体に叩たたき込こんだ。

「ぬぐッ！」

　低く呻うめき、グリードは直ちよく撃げき弾だんを受けて吹っ飛び地面をバウンド、森の中に消えていった。

「レオ！」

「野郎の狂気じみた声を聞いただろ？　あいつの狙ねらいは明らかにお前だ！　ここは俺とビシャスが引き受ける！　ナナ！　ケイレヴを連れて下がれ！　急いで手当てをしてやるんだ！」

「何言ってんだ！　俺もたたか……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、グリードが森の中を抜け出てそのまま上昇、遥はるかな上空で再び狂気の雄お叫たけびを上げた。

「君たちのような雑ざ魚こが、私の邪じや魔まをするつもりかね！　アーミラルの救世主たる、この私の邪魔を！　立場をわきまえたまえ！　無礼極まりない！」

　まるで拡声器を使っているかのような、耳の奥が痛くなるほどの強烈な声を聞きながら、レオニダスは油断なく敵に射撃を浴びせ続ける。だが、グリードの巨腕と凶きよう刃じんが次々と弾丸を弾はじき飛とばす。レオニダスはそれでも構わず撃うち続けている。

　ひたすら銃を撃ちながら、レオニダスはケイレヴに対して怒鳴った。

「あれを見てみろ！　心臓に穴ぁ空いているような奴やつに相手させられるか！　戦せん闘とうより治ち療りようが先だ！　今の状態でこれ以上無茶をすれば、いくらお前でも本当に死んでしまうぞ！」

「でも、二人じゃ……」

「いいから下がれって言ってるのが分からねえか！」

「レオ……」

　声を失うケイレヴに、レオニダスは無理から笑って左の親指を立てて見せた。

「大丈夫だ！　死ぬつもりはないし、あれを俺たちだけで倒そうだなんて大それたことは考えてねえよ！　援えん軍ぐんが来るまでの時じ間かん稼かせぎだ！　手当てが済んで、それでも余裕があったらお前も俺たちのこと手伝ってくれや！」

　普段は頑がんとして自分の意見を曲げないケイレヴだが、この時ばかりは立場が逆転していた。レオニダスの男気、決意を汲くんで、ケイレヴは断だん腸ちようの思いで頷うなずいた。

「……分かった。だが、二人とも絶対に死ぬなよ」

「了解！」

　ケイレヴの言葉に、レオニダスとビシャスが同時に声を返した。

「さ、行きましょう、少佐」

「ああ……」

　ナナの肩を借り、グリードの視界から逃れるため森の中に逃げ込むケイレヴ。

「待てい！　逃げるなレッド！　ええい、雑ざ魚こ共！　邪じや魔まをするな！」

　ケイレヴは神など信じていない。だが、今、この時ばかりは、狂気のこもったグリードの雄お叫たけびを背中に聞きながら、奮ふん戦せんしてくれている二人の無事をひたすら神に祈っていた。




　　　　　　　　　　◇




　深い森の中、アーマーを脱ぎ捨て上半身裸はだかになったケイレヴが、巨木の幹みきを背にナナの回かい復ふく魔ま法ほうで刺された左胸を治ち療りようしている。

　彼方かなたから、ひっきりなしに戦せん闘とうの音が聞こえてくる。

　仲間たちが極限の死地で戦っている。そう思っても、しかし今の自分はあそこへ行ける状態ではない。この歯がゆい状況に耐えているのだろう、ケイレヴは両の拳をギュッと握にぎり締しめ、ただひたすら、瞑めい想そうするように目を閉じていた。

「……ナナ、まだか」

　ナナが回復魔法の詠えい唱しようを始めてから、かれこれ五分近くが経過している。

　出血量は確かに減った。だが、ケイレヴは血液を失い過ぎて顔がん面めん蒼そう白はくだし、少し深い切り傷程度ではあるが、未いまだに出血も止まらない。

「すみません、回復魔法は専門ではないので……」

　ナナも、自分の未熟な回復魔法が歯がゆいのだろう、額ひたいに珠たまのような汗を浮かべながら、それでも必死と、歯を食くい縛しばるようにして治療を続けている。

「何も全快させる必要はない。血が止まればそれでいいんだ」

「……駄目ですよ。ただ出血を止める程度では、少しの衝しよう撃げきですぐに傷が開いてしまいます。そうなれば、次こそ出血多量で……」

「構わねえよ。いざって時、隊員のために命張るのが隊長の仕事なんだからな。早く行かねえとレオとビシャスが…………」

　そこまで言ったところで、堪たえ兼ねたように、ナナが目に涙を浮かべて猛然と口を開いた。

「何言ってるんですか！　駄目です！　少佐が死んでしまったら、私……」

　と、ここでいきなり、溶けかかったケイレヴのヘッドセットに、この場に不釣合いなほどの牧ぼつ歌か的てきな老人の声が流れてきた。中ちゆう将じようの声だ。

「………………あぁー、もしもし、レッド君？」

「えッ！　ち、中将？」

「あー、良かった。やっと無線の電波が届く距きよ離りに来ました。現状どうなってます？」

　そのように訊きいてくる音声の背後から、せわしないヘリのローター音が聞こえてくる。

　レオニダスは先ほど、中将に援えん軍ぐんを要よう請せいしたと言っていたが、どうやら中将自ら援軍を引き連れて現場に来てくれるようだ。

　ナナはまだ何か言いたそうにこちらを見つめているのだが、ケイレヴはともかく、中将に訊かれたことに答えた。

「グリードは倒した。変異した遺い産さんも元に戻った。その筈はずだった。だが、野郎、いきなり怪物みてぇな姿に変へん貌ぼうしやがった！」

「怪物？　どんな？」

「全身真っ黒の悪あく魔まみてえな姿で、胸にグリマルタの紋もん章しようが浮いている！　それに好き勝手に身体からだの形状を変形させやがる！」

　聞いて、中将は僅わずかに逡しゆん巡じゆんしたような様子を見せてから口を開いた。

「……あぁー、ちょっと、ヤバイみたいですね。第二形態に移行しましたか」

「第二形態だって？　まさか『皇こう帝ていの遺い産さん』の？」

「そうです。以前も話しましたが、前の持ち主である初代皇帝も、最後は手にしていた遺産が異い形ぎようの姿に変貌しました。恐らくはグリード君の身にも同じことが起こったのでしょう」

「でも、野郎は死んでいた……いや、仮に生きてたとしても虫の息だったんだぜ？」

「あれは人の心に呼こ応おうして自在に姿形を変えるものですからねえ。死の際きわにあって、グリード君の強烈な怨おん念ねんに呼応したのでしょう。恐らくはグリード君の身体をも取り込み形を成している筈。以前に吸収した皇帝の怨念をも力として吐き出しているのでしょう、あれは今やグリード君ではなく、怨念の塊かたまりのような存在になっているのです」

「皇帝の怨念……。確か、野郎の左腕は禍まが々まがしい形状の剣に変形していたが……」

「きっと、皇帝が手にしていた剣を模もしているのでしょうねえ。グリード君の記憶ではなく、皇帝の怨念から再現されたものでしょう」

　今まで、どんな強敵とでも戦ってきたケイレヴだが、流石さすがに怨念だなどというものと戦ったことはない。そんな不確かなものを相手に、どう戦えというのか。

「怨念……。そんなもん、どうやって倒せば……」

「恐らくは『皇帝の遺産』そのものがコアになっている筈です。それさえ砕けば、彼は力を失って姿を保てなくなるでしょう。遺産の変形もリセットされて、元の球体に戻る筈です」

　確かに、今の状態で遺産が元に戻れば、グリードは今度こそ絶ぜつ命めいしていることだろう。しかし遺い産さんを砕くにしても左手はガス欠で、先のどさくさで『ヘリオスエッジ』も手元にない。

「遺産を砕くったって、あれはミスリル銀の塊かたまりだぞ？　そんな武器がどこに……」

「武器ならまだあるでしょう。最強の武器が」

「だから、そんなもんがどこにあるってんだよ！」

「君の左手ですよ。忘れてしまったのですか？　魔ま王おう『ベリアル』の左手です」

　言われて、ケイレヴは思わずため息をついてしまった。

「……確かに、マグマならミスリル銀でも溶かせたんだろうけど、さっきフルパワーを使っちまったもんで、俺はもう炎が……」

「確かにもう使えないでしょうね、紅あかい炎は。ですがまだ『黒こく炎えん』があります」

　ケイレヴは眉み間けんにしわを寄せて首を捻ひねった。この左手とは長い付き合いだが、黒炎などというものには聞き覚えがない。

「黒い……炎？」

「はい。魔王『ベリアル』は本来、全てを焼き尽くす地獄の黒炎を自在に操る召しよう喚かん獣じゆうです。地獄の黒い炎は、この世界の紅い炎を遥はるかに凌りよう駕がすると聞いたことがあります」

「紅い炎じゃなくて、黒い炎…………」

　黒い炎。最初に聞いた時は何のことかと思ったが、よくよく考えれば思い当たる節ふしがある。ナナを救うために戦車の砲ほう弾だんを弾はじき返かえしたあの時。ほんの一いつ瞬しゆんではあるが、この魔ま拳けんが黒く炎を纏まとい、普段以上の力が出たように思えた。あの時は気のせいだと思っていたが、中ちゆう将じゆうの話が本当ならば、この左手にはまだ秘められた力があるようだ。

　己の左手を凝ぎよう視ししながら、ケイレヴは渋しぶい表情で口を開いた。

「でも、俺はその黒炎とやらの使い方を知らない。ぶっつけ本番で出来るかどうか……」

「大丈夫。出来ますよ、今の君ならば。いや、むしろ君にしか出来ないことでしょう」

「何を根こん拠きよにそんなことを……」

「出来る筈はずなのです、強大な力を持ちながら、しかしそれに吞のまれることなく戦い続けて来た君ならば。魔ま人じんの皮ひ膚ふによる侵しん食しよくは、同時に進化でもあるのです。より魔人のそれに近付いた今の君ならば、その左手に秘められた真の力を使いこなせる筈なのです、憎しみや哀しみに捕らわれず、純粋に仲間を守ろうという黄金の精神を持つ君ならば」

　中将の声には、いつになく熱がこもっていた。いつものように計算や打算の上で言っているのではない、心からの言葉、信頼からのそれであるように、ケイレヴには聞こえた。

　何の根拠もない言葉である。求めていた答えでもない。だが、ケイレヴは何な故ぜだか中将の言葉を信じようという気持ちになっていた。

　ここで、中将はごく静かに、しかしどこか荘そう厳ごんさを漂わせる声こわ色いろで口を開いた。

「…………レッド君、折り入って君に頼みがあります」

「……何だ？」

「グリード君の狂気を、その怨おん念ねんを。そして、グリマルタ帝国初代皇帝がこの世に残してしまった最大の過あやまちを、憎悪を終わらせてほしいのです。他の誰だれでもない、君に」

「……分かった。やるよ。俺がやる。あんたの気持ち、背負わせてもらった」

「やはり君は頼たのもしいですね、レッド君。お願いしますよ、君が終わらせてください」

　そう言って、中将は静かに通信を切った。




　　　　　　　　　　◇




「皇帝の……私の最後の過ちを」

　すでに通信が切れた無線機に向かい、中将はそう呟つぶやいた。

　副官のニリス大佐が、無言で中将から無線機を受け取った。




　　　　　　　　　　◇




　戦い始めてから、どれだけの時間が経たっただろう。一いつ瞬しゆんでも気を抜けば即、死に繫つながる極限の戦いは、肉体よりも精神を削けずる。もう何日も戦い続けているような錯さつ覚かくをしてしまうが、しかし実際にはまだ十分と経っていない。

　どれだけ弾丸を撃うち込こんでも、どれだけ斬ざん撃げきを加えても、漆しつ黒こくの悪あく魔まは何事もなかったかのように平然と立ち上がり、襲おそい掛かかって来る。

　こちらは戦えば戦うだけ消しよう耗もうするというのに、相手には消耗している様子がまるでない。

　二人とも、すでに身体からだはボロボロだ。レオニダスは、アーマーが半はん壊かい状じよう態たい、全身に大なり小なりの負ふ傷しようを抱え、残弾も僅わずか。

　ビシャスの方はもっと酷ひどい。レオニダスと違い、接近戦専門の彼は、左腕の肘ひじから先があらぬ方向に折れ曲がり、小刀を粉々に打ち砕かれている。

　限界などはとうに超えている。むしろ、死という概がい念ねんが存在するのかすら疑わしいこの怪物を相手に、よくぞここまで長く戦い続けることが出来たと言えよう。

　片腕でグリードと切り結ぶビシャスを援えん護ごしながら、レオニダスは周しゆう到とうに『ベルセルクバスター』の残弾を確認した。予備のマガジンは全て使い果たした。チャンバーに一発と挿そう入にゆうされているマガジンに残り一発。これを撃ち尽くせば、残るは心こころ許もとない拳けん銃じゆう一いつ丁ちようのみとなる。強力なマグナム弾を使用する大口径のコンバットピストルではあるが、あの怪物の前では豆鉄砲にも等しいものだ。恐らくは牽けん制せい程度にしか使えないだろう。

「畜ちく生しよう、早く来てくれよ中将…………」

　レオニダスが思わず弱気なことを呟いたその時だった。

　巨人のように変へん貌ぼうしていたグリードの右腕が、小動物を詰めた袋のようにグムグムと内からうねり出し、見る間に形状を変化、何と飛ひ龍りゆう『ワイバーン』の頭部を形成したのだ。

「私の邪じや魔まをしておいて、これでは余よ興きようにもならないじゃないか。そろそろ死にたまえ」

「なぁ……ッ！」

　驚きよう愕がくするレオニダスとビシャス。

　グリードは隙すきを突く形で、左腕を変へん貌ぼうさせた刃を、横から薙なぎ払はらうように振るう。一いつ瞬しゆんの虚きよを衝つかれたビシャスは後手に回る形でこれを受けてしまった。

　ギリギリのところだったが、ビシャスは何とか大刀でグリードの剣を受けた。だが、相手は人間の常識など通用しない化け物である。あまりにも強大な剣圧によって、ビシャスは剣を受けた姿勢のまま十メートル近くも吹き飛ばされ、地面を転がった。

「ぐうッ！」

　苦く悶もんの表情を浮かべて呻うめくビシャス。

　グリードは一切の慈じ悲ひもなく、龍りゆう頭とうに変貌した右腕をビシャスに向けた。飛龍の巨大で禍まが々まがしい口が開かれ、喉の奥に火ひ種だねのようなものが燻くすぶっている。

　ゾッとして、レオニダスが叫さけんだ。

「逃げろビシャス！　そいつ、炎を吐く気だ！」

「ぐ……く…………ッ！」

　レオニダスの声は聞こえている筈はずだが、しかしビシャスは立てなかった。限界を超えて酷こく使しし続けた肉体である。先の一撃を受けたことにより身しん体たい能のう力りよく強きよう化か魔ま法ほうが途切れてしまい、全身に一気にガタが来てしまったのだ。

　ここで、この若者を死なせるわけにはいかない。弟分のケイレヴにも、二人とも絶対に死なないとそう約束したのだ。兄貴分として、何より相棒として、約束は果たさねばならない。

「畜ちく生しよう、間に合え！」

　ビシャスの異変を察知したレオニダスは、彼の窮きゆう地ちを救うため、咄とつ嗟さに銃じゆうを構えた。

　その瞬間である。

　不意に、射撃体勢に入ったレオニダスの脇を、何者かの黒い影が神速で駆け抜けて行った。

「ケイレヴ！」

　レオニダスが思わず叫んだ。

　突如現れた、上半身裸のケイレヴ。心臓の出血は止まったようだが、しかし背中を中心に全身傷だらけ、おまけに一つも武器を持っていない。出血量があまりにも多かったせいだろう、皮肉だが顔も死人のように血の気を失っている。

　だが、それでも、目は死んでいなかった。まだ希望を失っていない、生きた目をしていた。

　ビシャスを焼き殺すべく龍頭が炎を吐こうかというまさにその時、神速を帯びたケイレヴの左剛拳がグリードの頭部に炸さく裂れつした。

「おるあぁッ！」

　例えるならサンドバッグだろうか、まるで重い粒りゆう子しの集合体を殴っているような奇妙な感触が拳から伝わってくる。ケイレヴは拳を振り抜いてグリードを吹っ飛ばした。

「待たせたな、レオ、ビシャス……」

「ケイレヴ、お前！」

「しょ、少佐……」

　突然のことに驚おどろく二人に一いつ瞬しゆんだけ顔を向け、すぐさまグリードへと向き直るケイレヴ。

　地面を何度かバウンドした後、左の刃を突き立てて立ち上がるグリード。

　濃こく闇やみを湛たたえた頭部、人間で言えば額ひたいのあたりが大きく横に裂さけたかと思うと、そこから血走った一つ目が現れ、ギョロリとケイレヴに視線を飛ばした。

「まさか君自らが出向いてくれるとはな、レッド！　ハハハハハッ！　この時を待ちわびていたのだ！　君を殺せる、この時をな！」

　ケイレヴの姿を認めたグリードが、歓かん喜きするように、狂気を迸ほとばしらせるように、怒りにその身を燃やされているように、愉ゆ悦えつを湛えて笑い始めた。

　用心深く距きよ離りを取ったまま、ケイレヴは静かに口を開いた。

「……俺を殺してどうする？　お前は俺を殺すことに拘こだわっているようだが、俺一人を殺したところで、アーミラルの決定は変わらねえぞ」

　ケイレヴの言葉を聞いて、しかしグリードは「何だ、そんなことか」とでも言うように、軽く左手を上げて見せた。

「先ほども言っただろう？　君を殺したその後は、南なん部ぶ自じ治ち領りようを滅ほろぼすのさ。南部自治領さえなくなれば、南なん北ぼく融ゆう和わなどというものをせずに済むのだから」

「南部自治領がなくなれば、アーミラルは中規模国家のままだ。そうなれば、アーミラルは超規模同盟に簡単に喰くわれてしまう。お前にはそんなことも分からねえのか？」

「南部自治領を滅ぼした後は、タイダロスとグリマルタを滅ぼす。そうして空いた国土はアーミラルが吸収し、生き残った敵国人は奴ど隷れいにすればいい。そうすれば、アーミラルはウォールトル大陸最大最強、千年続く大国となるだろう。いや、いっそのこと南部国家を全て滅ぼしアーミラルを永遠不滅の超大国とする手もあるな」

　まるで輝かがやかしい未来を語るかのように、陶とう酔すいした様子で口を走らせるグリード。

　純粋に殺意だけを増幅したものと会話しているようだと、ケイレヴはそう思った。

「……何な故ぜだ？」

「んん？」

「タイダロスは昔からアーミラルの大たい敵てきだ。憎むと言ってもまだ分かる。だが、何故、そこまで激しく南部を憎む？　北部人のお前とは何の関係も……」

　ケイレヴが最後まで言う前に、グリードが口を開いた。

「関係ならあったさ」

「何？」

「これは私の人生で唯ゆい一いつの汚お点てんなのだがねえ……グリマルタ帝国の出身なのだよ、私は」

「な、何だと！」

　ケイレヴを含め、その場の全員が驚きよう愕がくに目を見開いた。

　あれだけ南部への憎悪を見せていたグリードが、まさか南部の人間だなどと、この場の誰だれも思ってもみなかったことだ。

「お前が……南部人？　南部人が、南部を憎んでいたってのか…………？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくケイレヴに対し、グリードは緩かん慢まんな動作で首を横に振った。

「南部人ではないさ。北部人……いや、アーミラル人だよ、私は。ただ単にグリマルタの領内で生まれてしまったというだけだ。少年時代にアーミラルへ亡ぼう命めいし、人生の大半をアーミラルで過ごし、アーミラルのために働いた。だから私はアーミラル人だ」

「それでもグリマルタは祖そ国こくだろう？　血の繫つながった縁えん者じやだっている筈はずだ。友達だっている筈だ。そんな祖国まで滅ほろぼすと言うのか？」

「……君は分かっていないなあ、レッド。私はグリマルタが祖国だと思ったことなど、一度もないよ。ただの一度もだ。それに、血の繫がりなど、あの国ではさして関係がない。友達など一人もいない。グリマルタには……いや、南部国家には、君が夢想するような、温かい人と人との繫がりなどというものは存在しないのだよ」

「そんな馬鹿なことが……」

　疑問視するようなケイレヴの言葉に、グリードがすぐさま言葉を返す。

「あるのだよ。少なくとも、グリマルタにはね。貴族や皇こう族ぞくだけが権力を握にぎり、それ以外は搾さく取しゆの対象、家か畜ちくのように扱われる最悪の国家。這はい上あがる機会など一切与えられず、平民階級はその後の人生をずっと彼らの奴ど隷れいのように扱われる。それが南部の正体だ」

　断言するグリードに、今度はケイレヴが首を横に振った。

「……それは思い込みだ。たとえグリマルタの実情がそうだったとしても、南部の全てがそんな国だけではない筈だ。彼らを見れば分かる」

　そう言って、ケイレヴは倒れているビシャスを指差した。

　ビシャスが口にした、姉たちへの想おもい。ナナが口にした、亡き父への想い。故郷を思う、強くも熱い気持ち。それらは全て、本当のことだ。本物の心だ。グリードの言うようなことが事実なら、南部出身の彼らから、このような言葉を聞くことは出来なかった筈だ。

「お前は間違っている。南部にも、人と人との繫がりはある。温かい人の心がある。何な故ぜ、そのことを理解しようとしない？　ちゃんと見ようとしない？」

　ケイレヴの言葉に「くだらない」と吐き捨ててから、グリードは言葉を続けた。

「リヒターから来た犬共だろう？　どれだけ見たところで、犬は犬だ。それも従順さに欠ける野犬だ。狂犬と言ってもいい。生かしておいても手を嚙かまれるだけだ。放置しておけば、いずれは飼い主である我々の喉のど笛ぶえを嚙かみ千ち切ぎる存在だ。そうなる前にくびり殺すべきなのだよ。君こそ、どうしてそのことが……」

　言葉の途中で、グリードは「いや」と言い直した。

「そのことが分からぬから、このようなことを言うのか。全くもって度どし難がたい。骨ほねの髄ずいまで南部の毒に冒されているようだ。やはり君は、ここで確実に殺しておくべき存在のようだ。その毒がアーミラル本国にまで広がる前に」

　その言葉を聞いて、ケイレヴは確信した。どれだけ言葉を重ねたところで、きっと、今のグリードには何も届かないのだろう。

「憎悪に曇くもった目じゃ、やっぱり何にも見えねえか……」

　グリードを覆おおう闇やみはすなわち怨おん念ねん。今やグリードは怨念の塊かたまりが醜しゆう悪あくな恨みや狂気のままに動いているだけの存在となってしまったようだ。心のない、純粋な殺意の塊。哀れなモンスターになり下がっていた。最早、あれを人とは呼べないだろう。

　言わば、怪物モンスター。恨みに支配された悲しき怪物。

　確かに、中ちゆう将じようの言うとおりだ。確かにお互い相あい容いれなかった。反目していた。だが、かつての同どう僚りようとして、仲間として、この無限の恨みを終わらせねばならないだろう。終わらせて、この怨念の呪じゆ縛ばくから彼を解とき放はなってやらねばならない。

「レオ、俺が一人でやる。お前は下がっていてくれ」

　固く拳を握にぎり締しめて、ケイレヴは言った。

　ここまで来て、仲間など必要ないというのか。驚きよう愕がくのあまり、レオニダスは俄にわかには信じられないというふうに口を開いた。

「なッ！　お、お前、正気か！　あれは一人でやれるような……」

　言葉の途中で、不意に、レオニダスの肩に手を置く者があった。いつの間にか背後に立っていたナナである。レオニダスが顔を向けると、ナナは静かに首を横に振った。

「シルバーウッド少佐、やらせてあげてください」

「な、ナナ……？　お前まで何言って……」

　レオニダスが最後まで言う前に、ケイレヴが割り込む形で語り始めた。

「さっき、中将から連絡が来たんだ……」

「ち、中将から……？」

「ああ。そん時に言われたよ、野郎の狂気を俺に終わらせてほしいって」

「中将が、そんなことを……」

「それにこうも言われたんだ。野郎のコア、つまりは遺い産さんを砕けるのは俺のこの左手だけだってな。中将によると、俺はまだ、こいつの真の力を使いこなしていないらしい」

「その左手に、まだ隠された力があるってのか？」

「思い返してみれば、確かにそれらしい片へん鱗りんはあった。そいつを使えれば、俺にも勝しよう機きがあるだろう。だから俺がやる。野郎の狂気は俺が終わらせる。お前たちには見届けてほしいんだ。俺と野郎の、最後の戦いを。その行き着く先、結末をな」

「ケイレヴ……」

「そしてもし、俺が戦いに負けたその時は……」

　言おうとして、しかしケイレヴは口を閉じた。レオニダスが手を上げてそれを制したのだ。

「……言う必要はない。やると言ったら必ずやる。お前はそういう男だ。お前が自分にしか出来ない、任せろと言うのなら、疑ったりしない。必ずやり遂とげる！　そう信じてる！」

「レオ……」

　レオニダスはケイレヴの肩に左手を置き、ぐっと強く力を込めた。

「今度は俺が言う番だ！　絶対に死ぬなよ、ケイレヴ！　必ず生きてやり遂げろ！　生きて、さっきの言葉……奴の狂気を終わらせるという言葉が噓うそじゃないと証明しろ！」

「う……く…………ッ！　お、俺も……信じます、少佐のことを」

　ナナが機き敏びんに働いてくれたのだろう、いつの間にか二人の側に運ばれ、彼女による回かい復ふく魔ま法ほうの治ち療りようを受けているビシャスが、レオニダスに続く形で言った。恐らくは無理をしているのだろう、一言一言が搾しぼり出だすような声だった。

「ビシャス……」

「私も信じています、少佐。だから勝ってください。勝って、必ず戻って来てください、私たちのところへ。この、第七分隊へ……」

　ビシャスを治療しながら、ナナが顔を上げてケイレヴの背に声をかけた。我慢している感情が山とあるのだろう、目元に涙を溜ためて、実に複雑な表情を浮かべている。出来るのなら行ってほしくない筈はずだ。絶対に死んでほしくない筈だ。だが、それでもケイレヴの決意に水を差すことは出来ない。ビシャスとはまた違う、心の底から搾り出したような声であった。

　言われずとも、彼女の感情はひしひしと背中で感じている。

　誰だれにも見られぬよう静かに、嬉うれしそうに、しかに不敵に笑いながら、ケイレヴは仲間たちに右手を上げて、拳から親指を立てて見せた。

　お前たちの気持ちは確かに背負ったという、そういう無骨な意思表示であった。

「……了解」

　ずしりと重い、仲間たちの気持ち。しかし重荷ではなく、背負い甲が斐いのあるものだ。この土ど壇たん場ばにあって、これだけ心強いものはない。

　仲間たちの強い想おもいを背に、ケイレヴは駆け出した。かつての仲間、グリードに向かって。

　グリードもまた、動き出したケイレヴに呼こ応おうするように駆け出した。かつては戦場で共に肩を並べて戦った男、ケイレヴに向かって。

「待たせたな、グリード！」

「別れの言葉が済んだのなら、早速死ねい、レッド！」

　熱い心と漆しつ黒こくの怨おん念ねん、相あい反はんする、しかしどちらも人の中にある心、それを体現する二人の男が激しくぶつかり合った。

　再び巨人のそれに戻った怪物の右拳と、ケイレヴの魔ま人じんの左拳が真ま正しよう面めんから激突する。凄すさまじいインパクトに空気が震ふるえ、二人の拳が同時に後ろへ弾はじかれる。

　怪物は倒れずに踏ふん張ばったが、ケイレヴはあまりの衝しよう撃げきに地面をバウンド、三転したところで体勢を立て直した。

　立ち上がろうとしたところに、高速で変化した右腕の龍りゆう頭とうが猛然と業ごう火かを吐く。

　全身にとてつもない業火を浴びながら、ケイレヴは躊ちゆう躇ちよすることなく突進、一気に炎を潜くぐり抜ぬけ、一つ目の頭部に左拳の一撃を叩たたき込こんだ。

「おらぁッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いが弾け、怪物の巨体が宙を舞まった。錐きり揉もみ回転して地面に背を打った怪物に突撃するケイレヴ。走りながら軽くジャンプして右みぎ膝ひざを相手の胸に叩き込むと、次の瞬しゆん間かんには刃に変へん貌ぼうした怪物の左腕が眼前に迫っていた。その刃を左手で受け止め、ケイレヴは片膝立ちのまま怪物の顔面に右拳を叩き込む。

「おらッ！　おらッ！　おらぁッ！」

　最初の一撃を叩き込んだところで、自前の右拳の皮ひ膚ふが裂さけ血が噴ふいたが、構わずに二撃、三撃と叩き込む。そうして四撃目を叩き込もうとしたところで、左脇腹に衝撃が走った。

　的に当てるためのサイズ調整をしたのだろう、人間大にまで戻った怪物の右拳が、ケイレヴの脇腹を打ったのだ。まるでスラッグ弾で撃うたれたかのような衝撃だった。

　ズザザ、と引ひき摺ずられるようにして地面を転げたケイレヴ。

「あがあああぁ……ッ！　うあぁッ！」

　恐らくは骨が何本か折れている。地面の上で、打たれた脇腹を押さえ、身体からだを折って苦痛に呻うめくケイレヴに、今度はグリードが突撃した。怪物の右拳が、直径一メートルほどもある球体に変化している。ケイレヴの頭上で振り下ろされたその球体から、突如として無数の針が生え始めた。簡易的な、しかし威力は絶大であろうモーニングスターである。

　あんなものを喰くらえば一撃で見るも無残な轢れき死し体たいの出来上がりだ。ケイレヴは身体を反転させて回かい避ひしようとしたが、しかしその途端、打たれた脇腹が激しく痛んで動きを阻はばんだ。

「あぐぁッ！　クソ……ッ！」

「……こんなものか。呆あつ気けない。口ばかりで取るに足らない存在だったな、レッド」

　巨大な怪物の一つ目が愉ゆ悦えつに歪ゆがむ。

　あわやケイレヴが潰つぶされてしまうかという、その時だった。突如として轟ごう音おんが響ひびき、振り上げられたモーニングスターが弾かれるように方向を変え、あらぬ場所に振り下ろされた。

「何だッ！」

　苛いら立だたしく声をあげるグリード。

　レオニダスが狙そ撃げきによってモーニングスターの軌き道どうを変えたのだった。

　この機を逃す手はない。脂あぶら汗あせを垂たらしながら、痛みに邪じや魔まされぬよう奥歯を嚙かみ締しめ、ケイレヴは地面を背にしたまま腹筋を使って下半身を持ち上げ、怪物の胴に右の蹴けりを入れた。

　蹴りの反動で起き上がってから、急ぎレオニダスに顔を向けるケイレヴ。

「レオ！」

「戦いの邪魔はしない！　だが、出来る限り援えん護ごはさせてもらう！　文句は言わせねえ！　お前のワガママに対する、こいつは俺のワガママだ！」

「……文句なんか言わねえよ、助かったさ。恩に着る」

　レオニダスに右拳の親指を立てて見せるケイレヴ。そうしてすぐさま怪物に向き直る。

　数メートルの間合いを保ち睨にらみ合あう二人。

　ケイレヴは油断なくファイティングポーズを取っている。

　対する怪物は、変形させ、膨ふくれ上がった右腕を再び人間大に収しゆう束そくさせ、翼つばさを再び体内に取り込み、左腕も手を直接刃に変えるのではなく、左手で剣を持つように変形させている。恐らくは学んだのだろう、ケイレヴに大振りの攻撃は当たらないということを。もっと素早く、もっと正確に、もっとシャープに。相手に合わせて柔じゆう軟なんに身体からだを絞しぼったのだ。

　流石さすが、変幻自在の『皇こう帝ていの遺い産さん』と言ったところか。厄やつ介かいな相手だ。

　だが、その厄介な怪物と戦ってみて、ケイレヴは思う。心底思う。

　哀れだ、と。

　我が目を疑ってしまう。

　これが、愛国者を謳うたったあの男の姿なのか、と。

　名めい状じよう出来ない不気味さがある。心を震ふるわせる恐怖がある。身を焼かれるような焦しよう燥そうがある。だが、心の奥底では、ずっと哀れみの感情が声をあげている。

　グリードは確かに狂気の男だった。国のためならば何でもする。平然と噓うそをつき、笑いながら敵を殺し、捕ほ虜りよをも殺し、あまつさえ邪魔と判断して味方まで殺した。やり方は、完全に間違っていた。まともではなかった。だが、それでも彼の国に対する愛国心は噓ではなかった。あれが正しい行いだとは今でも思えない。だが、本当に、彼は国のためを思っていた。

　しかし、今のこの怪物はどうか。

　ただ、怨念のままに殺意だけを口にし、何の信念もこもらぬ、殺さつ戮りくのためだけの空くう虚きよな刃を振るっている。国のためではない、誰だれかのためでもない、ただ殺意を、怨念を満たすためだけの破は壊かいの権ごん化げ。ケイレヴの目には、そのようにしか見えなかった。

　かつての、同じ志こころざしを持ちながらコインの表裏のように相あい容いれぬ男の姿ではない。正しいとか間違っているだとかいうことすら関係ない。もう、人としての道すら歩いていない。

　グリードのこんな姿は見たくなかった。見ていられなかった。

「なあ、グリードよう……」

　そっと、呟つぶやくように、ケイレヴは眼前の怪物に語りかける。

「どうした？　今さら命いのち乞ごいかね？」

「本当にもう、その化け物の中にあんたはいないのかい？」

「何だ？　何を言っている？」

「国を愛したあんたの心は、本当にもうなくなっちまったのかい？」

「わけの分からぬことを……。あまりの恐怖で、気でも狂ふれたのかね？」

「俺たちの祖国を……アーミラルを愛したあんたの心は」

「ふざけたことを……」

　静かに呟き、怪物と化したグリードの動きが、ほんの一いつ瞬しゆん、ピタリと止まった。そうして、血のような眼で天を睨にらみ、吼ほえた。

「貴様のような売ばい国こく奴どがふざけたことを抜かすなあああアアアアァ───────ッ！」

　まるで、ケイレヴの言葉を搔かき消けそうとしているかのような雄お叫たけびだった。

　その声を聞いて、ケイレヴは悟った。もう、グリードは怪物から人へは戻れぬのだと。狂気に支配された心が元に戻ることはないのだと。

「……分かったよ。終わらせてやるよ、この俺が。あんたを……あんたのその恨みを、空っぽの器の中に残っちまったその哀しみを」

　熱い心を固く拳の内に握にぎり締しめ、ケイレヴは駆け出した。

　そうして、再度の激突。

　走りながら、怪物は左の剣を横一文字に振るう。ケイレヴは頭を沈めながらダッキングの要よう領りようで刃をやり過ごし、相手の右脇腹に左拳を叩たたき込こみ、続いて右のボディブロー。上体を起こす勢いを利用して左のアッパーカット。

「効きかん！」

　直後に、アッパーカットで反そり上がった怪物の頭部が、それ以上の勢いで返って来る。強烈な頭突きを受けて、ケイレヴの額ひたいが深く裂さけ、バッと血が飛ぶ。

　ともすれば頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつするほどの一いち撃げきを受け、ケイレヴはそれでも退ひかなかった。

「ああああぁッ！」

　右拳で怪物の顔面を殴り返す。が、その瞬間に拳の骨が砕けた。

　構わずに左の拳を胸板に叩き込み、次ついで渾こん身しんの右みぎ回まわし蹴げり。突進して左ボディブロー、顔面に右みぎ肘ひじ、再び左アッパー、反撃の隙すきを与えずジャンプして顔面に左後ろ回し蹴り。生なま身みの人間が受ければ確実に死んでいるであろう、渾身の連撃であった。

　だが、その渾身の連撃を受けて、怪物は倒れるでもなく笑っていた。

「痒かゆい！　痒いぞレッド！　その程度か！」

「クソッタレがぁッ！」

　苦し紛まぎれに放った右の膝ひざが、その鳩みぞ尾おちに届く前に、怪物の左刃によって切り裂かれる。骨にまで達する深い一いち撃げきを受け、しかしケイレヴは倒れない。

　もう、自らの体重を支えるような力はない。しかし気力で踏ふみとどまり、右の拳を振るう。だが、砕けた拳で放ったパンチは、いとも容易たやすく怪物の右手に受け止められてしまった。

「砕！」

　右手の内にあるケイレヴの拳を、そのまま握にぎり潰つぶす怪物。

「あがあアアアァッ！」

　トマトのように、音を立ててぐしゃぐしゃに潰れる右拳。苦く悶もんの声をあげながら、ケイレヴは左拳で何度も怪物を叩たたくのだが、力の入らぬ拳には最早何の打撃力もなく、ただ子供がダダをこねているようにしか見えなかった。

「ケイレヴッ！」

　たまらず、レオニダスが最後の一発を使い怪物を狙そ撃げきする。だが、怪物はレオニダスに一いち瞥べつをくれることもなく、あっさりと左剣で弾丸を弾はじいてしまった。

「この化け物がぁッ！」

　もう、見守るだとか援えん護ごに徹てつするだとかいう考えは頭から消えていた。今すぐケイレヴを助けなければ殺されてしまう。残弾を失った『ベルセルクバスター』をその場に投げ捨て、ホルスターから拳けん銃じゆうを抜いて射撃しながら猛然と走り出すレオニダス。走行しながらの不安定な射撃は、しかしその神かみ業わざで全弾が命中しているのだが、怪物は最早防ぼう御ぎよすらせず無視している。命中した弾丸が、まるでＢＢ弾のように闇やみに弾かれている。

「死にやがれ化け物！」

　それでも銃を撃うちながら、レオニダスは構わず前進する。いざとなれば、この自慢の右腕でぶん殴ってやるつもりだった。

「私はこれからレッドを殺す……その邪じや魔まをするなあぁッ！」

　苛いら立だたしげな雄お叫たけびと共に、怪物の背中から闇が溢あふれ出だす。そうして溢れ出た闇が三本目の腕を形成、蛇のように伸びてレオニダスの腹を殴り飛ばした。

「レオ！」

　そう悲痛な声で叫んだケイレヴに答えることもなく、レオニダスは声もなく空中を飛んで、受身も取れずに背中から地面に落下した。恐らく死んではいない。だが、レオニダスはそのままぐったりとして動かなかった。

「てめえ！　よくもレオを！　俺の相棒を！」

　途端に、怒りが沸ふつ点てんまで到達、ケイレヴは痛みを忘れて猛然と怪物に左拳を叩き込んだ。

　するといきなり、左ひだり脚あしに衝撃が走った。

　見れば、いつの間にか怪物の背中に生えていた四本目の腕、その手に握られた剣がケイレヴの左脚、太ふと腿もも部分を深々と貫いていた。

「あぐぅッ！」

　もう、自分の身体からだを支えていることも出来なかった。

　怪物に吊つるされるようにして、力なく右腕を捻ひねり上あげられているケイレヴ。

「く……そぉ…………」

「ハアッ！　ハハハ、フハハハハハハハハッ！　弱い！　弱すぎる！　人間とはかくも脆もろい生き物か！　これならば殲せん滅めつなど容易たやすい…………」

　と、言葉の途中で、いきなり怪物の顔面で小しよう爆ばく発はつが起こった。

　一体、何が起こったのか。

　ケイレヴがそう思っている間にも、怪物の顔面に次々と弾丸状の火球が放たれ、小爆発を起こす。ナナによる銃じゆう撃げきであった。

　見れば、傍かたわらにビシャスを寝かせたナナが、震ふるえる手で拳けん銃じゆうを握にぎっていた。

「やらせない！　その人は殺させない！」

　きっと、ずっと耐えていたのだろう。ケイレヴの窮きゆう地ちに我慢出来ず、ビシャスの治ち療りようをすら放り出して、彼女はケイレヴを助けることを選んだのだ。

「ナナ、やめろ！　ビシャスを連れて早く……」

「この！　このッ！」

　ケイレヴの制止も聞かず、効きいている様子のない魔ま力りよく弾だんを次々と放つナナ。

　鬱うつ陶とうしい羽は虫むしでも見るように、怪物はギョロリと彼女に目を向けた。

「小ざかしいぞ小娘ぇッ！」

　まるで石ころでも投げるように、右手に握っていたケイレヴをナナへと放り投げた怪物。

「きゃッ！」

「ぐあ！」

　突如として投げ飛ばされたケイレヴを受け止めることも出来ず、二人は衝しよう突とつして同時に地面の上に倒れてしまった。

　ナナはよろよろと立ち上がり、ケイレヴは立ち上がることも出来ず上半身だけを起こす。

　そうして見据える怪物は、更さらなる変異を遂げようとしていた。

　何処と言わず、全身が沸ふつ騰とうするようにボコボコと泡立ち膨ふくれる。最初に胴体が膨ぼう張ちようし、次ついで四本の腕が膨張、脚が膨張し、持っていた剣までもが膨張、最後に頭部が膨張し、見る間に見上げるほどの巨きよ軀くへと変貌してしまった。全長は、十メートル程度だろうか。

「オオオオオオオオオォ──────────ッ！」

　巨大に変へん貌ぼうした怪物が、産うぶ声ごえの如ごとき雄お叫たけびをあげる。ここに誕生した四本腕の漆しつ黒こくの巨人。

「な、あ、あれは……ッ！　『ベルセルク』！」

　ケイレヴが驚きよう愕がくして声をあげる。

　怪物の威い容ようは、紛まぎれもなく最強の巨きよ人じん騎き士し『ベルセルク』のそれであった。

「せめて二人仲良く殺してやろう！　粉こな微み塵じんだ！」

　更さらに身体からだを膨ぼう張ちようさせ、全ての手に剣を握にぎる怪物。ケイレヴの息の根を止めるべく、四本の剣を全て頭上に振り上げたその姿は、さながら巨塔のようですらあった。

　もう、打つ手がなかった。両脚は立てぬほどの怪け我がを負い、右手も拳を握れぬほどに潰つぶれている。心臓には穴が空き、もう炎も出ない。動く体力すらもない。どれだけ命を張っても、どれだけ攻こう撃げきを続けても、頼たのみの綱つなの黒こく炎えんは気配すら匂におわせてくれない。

　眼前の巨人はいささかも消しよう耗もうしておらず、それどころか戦うほどに力を増している。

　もう、自分には何も残されていない。言葉すらも出ない。

　そう思っていたケイレヴの眼前に、一人の少女が立った。ナナだ。

　ケイレヴには、まだ残されていたものがあった。それは仲間だ。

　ビシャスがやられ、レオニダスがやられ、最後に残ったナナが、まるでケイレヴの盾たてとなるように、両腕を広げて怪物との間に立たち塞ふさがった。

「させない！」

「な……ナナ！　お前、何をやって…………」

　そう言うケイレヴに、ほんの一いつ瞬しゆんだけ顔を向けるナナ。恐怖のためか、或あるいは死を覚悟しているからか、彼女の目には涙が浮いていた。

「少佐は……ケイレヴ少佐は絶対に死なせない！　この人はアーミラルの……私の希望！　最後の守しゆ護ご者しや！　だから命を懸かけて私が守る！　あなたのような怪物には殺させない！」

「小こ娘むすめと共に死ねい、レッドオオオオオオオオォ────────ッ！」

　少女の決意も、心を失った怪物には届かない。

　一切の慈じ悲ひもなく、情けも容よう赦しやもなく振り下ろされる四本の大剣。

　死の恐怖を必死に堪こらえ、覚悟を決めて目を閉じるナナ。その瞳ひとみから一ひと粒つぶの涙が零こぼれ落おちる。

　その瞬間、ケイレヴの心に、戦場の光景が蘇よみがえった。

　地獄のような戦場の中で、次々と倒れてゆく仲間たち。無力な自分。絶望と後悔。

　あの光景を繰り返さぬために、この左手を手に入れたのではなかったのか。

　あの状況を跳はね返かえすために手に入れた力ではなかったのか。

　あの時誓ちかった筈はずだ。もう、自分の目の前では絶対に仲間を死なせないと。奪うばわせないと。

　絶望には負けない。絶望を跳ね返すのだと、そう決意した筈だ。

　この左手で。燃え上がる魔ま人じんの拳で。

　ならば応こたえろ、魔人の拳よ。魔王『ベリアル』よ。俺の魂たましいに応えろ。

　力を……炎を燃え上がらせる時は今だ！

　瞬しゆん間かん、音も立てずに大剣の刃が消失した。

　一体、何が起きたのか。

　ナナも、そして怪物ですらも、何が起きたのか分からなかった。

「………………情けねえよなあ、ホント」

　突如として、そう言う男の声が横から聞こえた。ナナが驚おどろいて顔を向けると、どういうわけか、そこにケイレヴが立っていた。

　ただ、ナナの横に静かに並び立ち、緩ゆるく左腕を上げているケイレヴ。その左手は、ゆらゆらと揺れる闇やみのようなものに覆おおわれている。それは、地獄の黒こく炎えんであった。

　怪物の大剣は、ケイレヴがこの黒炎で瞬しゆん時じに焼き尽くしたのだった。

　確かに、彼女の決意は怪物には届かなかった。怪物には心がないからだ。

　だが、その決意はもう一人の怪物、ケイレヴに届いていた。怪物の身体でありながら、誰だれより熱い、本物の人間の魂たましいを持った、ケイレヴの心に。

　彼女の覚悟が、熱い心が、炎を失いかけていたケイレヴの心に火を点つけたのだ。

　意識して発現したのではない。そんなことが出来ればとうにやっている。

　彼女の決意の言葉、振り下ろされる剣、死を免まぬがれぬ状況、命を賭として守るべき者、過去の絶望と後悔、手に入れた希望、決意、その全てが強烈に、鮮せん烈れつに眼前まで迫せまった時、ケイレヴの左手に、このどうしようもなく救いのない現実を打ち破るための最後の力、この世のものではない、地獄の黒い炎が灯ともったのだ。

「しょ……少佐？」

　驚きよう愕がくしている怪物に目を向けたまま、ケイレヴは静かにナナへと答えた。

「ここまで追い詰められて、仲間やられて、死ぬ寸前でようやくこれだ。しかも自分が死ぬからってんじゃなくて、仲間が死ぬ寸前でだ。俺がもっと早くにこの炎を使うことが出来たら、レオもビシャスもやられずに済んだんだ。お前に死を覚悟させるようなこともなかったんだ。そう思うとよう、自分自身が情けねえったらありゃしねえんだ」

「少佐……その左手…………」

　黒炎揺らぐ魔ま人じんの左手を呆ぼう然ぜんと見つめているナナに、ケイレヴが頷うなずきを返す。

「ああ、これが地獄の黒炎ってやつなんだろうな。不思議だよ、別に傷が癒いえたわけでもねーのに、身体が全く痛みや疲労を感じない。それどころか、不思議と力が湧いてくる」

　静かに、一切の心の揺らぎをなくしたケイレヴに対し、激しく動揺を見せる怪物。

「何だこれは！　認めんぞ！　絶対に認めん！　今度こそ殺して……」

　再び身体からだを膨ぼう張ちようさせ、新たな剣を創つくり出だそうとした怪物に向かい、ケイレヴは静かに一言、

「無駄だ」

　とだけ呟つぶやいた。

　すると、いきなり、自然発火したように怪物の四本の腕、その全ての手首から先が黒炎に包まれ、瞬またたく間に消しよう滅めつしてしまった。

「ぐがあぁッ！」

　これまでどんな攻こう撃げきを受けても平然としていた怪物が、ここで初めて苦く悶もんの声を発した。

　ケイレヴは静かに、しかしどこか力強い言葉で怪物に語りかけた。

「お前はもうグリードですらない。だけどあえて言うよ、お前は安心して眠れ、グリード。お前の無念は俺が継ついでやる。お前とはやり方は違う。だけどお前の守りたかった祖そ国こくは、アーミラルは、俺たちが守る。俺と仲間たちが守る。だから安心しろ」

「ぬ、う、ああああぁッ！　私の腕が……力がッ！　燃えていく！　なくなっていく！　レッド！　許さんぞ、レッドオォッ！　殺す！　貴様は必ず殺してやる！」

　ケイレヴの言葉など始めから聞いていない、聞いていたとして届いていないのだろう、怪物はひたすらにどす黒い殺意を喚わめき散ちらしている。

　もう、終わらせてやるべきだ。

　この狂気を。この憎悪を。そして、グリードが犯した全ての間違いを。

　ゆっくりと瞳ひとみを閉じ、覚悟したようにそれを開ける。すると、紅あかく染まっている筈はずの左瞳が漆しつ黒こくを湛たたえた黒い瞳となっていた。

　ふう、と短く息を吐いてから、ケイレヴは前へと足を踏ふみ出だした。

　ナナの眼前で、ケイレヴの姿が消えた。あまりの速さに、目が追いついていなかった。

　ほんの一いつ瞬しゆんで、ケイレヴは怪物の足元にまで到達、直後に「ふん！」と短い気合いを発し、左の裏うら拳けんを振るうと、その一いち撃げきで怪物の右足、くるぶしの部分から下が爆はぜ飛とんだ。

「ぬがぁッ！」

　あまりにも一瞬のことで、当の怪物は自分の身に何が起こっているのか理解出来なかった。分かるのは、突如として右足の感覚がなくなったことと、激痛のみ。

　片足を失い、バランスを崩くずして前のめりに倒れる怪物。眼前にはケイレヴがいる。

「少佐！」

　ケイレヴが押おし潰つぶされる。そう思ったナナが叫さけんだが、しかしそれは杞き憂ゆうだった。

　冷静に位置を計測しながら移動、居場所を定めてから左拳を固く握にぎり締しめ、下から掬すくい上あげるように強烈なアッパーカットを放ったケイレヴ。その魔拳が怪物の顎あごに突き刺さった次の瞬間には、漆黒の巨きよ軀くが宙を舞まっていた。

　ただのアッパーカット。その一撃で、怪物の身体からだは五十メートル以上も上昇していた。

「地獄の炎がお前の怨おん念ねんを浄じよう化かする。安心して眠れ、グリード」

　何かを決意するように、眼前で左拳をきゅっと握り、ケイレヴは静かに呟つぶやいた。

「炎えん獄ごく焼しよう天てん……境地、ブラックヒートアーツ」

　そう呟いた瞬間、ケイレヴの全身が黒い炎に包まれ、轟ごう然ぜんと燃え上がった。

「『黒こく炎えん撃げき』！」

　全身全霊、この身体に残った全ての力、その最後の一いつ滴てきまで振ふり絞しぼり、ケイレヴは天を突く魔拳の一撃を放った。

　瞬間、拳の軌き道どうをなぞるように、ケイレヴの眼前で特大の火ひ柱ばしらが上がった。

　空中で怪物の巨軀を全て飲み込み、それでも更さらに上昇する漆黒の火柱。その威い力りよくは衰おとろえを知らず、雲を抜き、文字通り天をも突いた。

「レッドオオオオオオオオオオオオオオオオオオあ────────────────ッ！」

　マグマの温度をすら超える地獄の業ごう火かに焼かれ、怪物は火ひ柱ばしらの中でしばし断だん末まつ魔まの悲鳴をあげ、狂ったように身をよじらせていたが、やがては動くこともなくなり、火柱が消えるころには姿かたちもろともこの世から消しよう滅めつしていた。炎えん獄ごく焼しよう天てん。焼き尽くされ天に昇ったのだ。

　後に残ったのは、力を使い果たした満まん身しん創そう痍いのケイレヴだけ。

　黒炎が消えた途端、全身に漲みなぎっていた力が何処かへ霧む散さんしてしまった。両足を負傷している。もう、立っていることも出来なかった。意識も遠い。最後に仲間たちの顔を目に焼き付けておこうと、ケイレヴは彼らに顔を向けようとした。

　しかし、ケイレヴは何な故ぜだか前のめりに倒れてしまった。

　焼けるように胸が熱い。それでいて熱が冷めた鉄のように身体からだが寒い。

　重傷を負いながら戦い、死ぬ寸前までボロボロになり、己のキャパシティを超える力を発揮したせいだろう、辛かろうじて止まっていた心臓の出血が、再び始まっていた。

　滂ほう沱だのように溢あふれ出でる血が、ケイレヴから急速に命の炎を奪うばっていた。

「少佐ああああああぁ──────────ッ！」

　最後にナナの悲痛な叫さけびを耳に焼き付けて、ケイレヴは意識の底に沈んでいった。

[image: ]













　　終章『ＴＥＡＭ』







　血の海に沈むケイレヴを抱き上げて、ナナは泣きながら声をあげていた。

「起きて！　起きてください少佐！　死んだら駄目です！　お願いだから起きて！」

　回かい復ふく魔ま法ほうはさっきからずっとかけ続けている。応急キットによる処置も施ほどこした。だが、所しよ詮せんは応急処置である。どれだけ処置しても血が止まらない。それはそうだろう、自じ前まえの心臓は修復不可能なほどズタズタにされている。いくら胸元を止血したところで、心臓そのものが修復出来なければ溢あふれ出でる血は止まらない。

「少佐、約束したじゃないですか！　必ず生きて戻って来るって！　第七分隊に……私たちのところに戻って来るって！」

　ナナは必死に訴えるのだが、どれだけ訴えたところでケイレヴは何ら反応を示さない。

　治ち療りよう途中だったビシャスを、かろうじて動けるレオニダスが応急キットで処置し、ナナは重傷のケイレヴに掛かり切りになっている。ナナの悲痛な声を聞いて、レオニダスもビシャスも顔を曇くもらせている。特に付き合いの長いレオニダスなどは、血が出るほどに強く歯を嚙かみ、湧き出る感情を必死と堪こらえながらビシャスの手当てをしていた。

　身体からだは死人のように冷たくなり、右の心臓もどんどん鼓動が弱くなっている。

　確実に、ケイレヴの身体から命が零こぼれ始はじめていた。

「駄目！　逝いかないで！　嫌です！　嫌…………」

「あぁー、恐らく、普通のやり方では助からんでしょう」

　唐突に、皆の背後からそう声をかける者があった。はたして、それは中ちゆう将じようであった。

　副官のニリス大佐を背後に従え、いつものとおり車くるま椅い子すに乗っている。

　気が付けば、上空にはヘリのローター音が響ひびき、周囲には人の気配が満ちている。

　要よう請せいしていた援えん軍ぐんが、やっと到着したのだ。しかも、中将自らが手勢を引き連れて。

　突然のことに、最初は皆も驚おどろいていたが、しかし今はそんな場合ではない。再び暗く沈んだ顔をし始めた皆をよそに、中将は上から覗のぞき込こむようにしてケイレヴの負傷を検あらためた。そうして、特に動揺した様子もなく、ごく平然と口を開いた。

「見たところ、自前の……人間の心臓を激しく損傷しているようですねえ。今すぐ心臓移植でもしない限り、レッド君は助からんでしょう」

「そんなことは言われないでも分かっている！　だったら早く……」

　病院に連れて行けと、そう言おうとしたレオニダスを、中将は軽く手を上げて制した。

「医い療りよう施し設せつに搬はん送そうするような時間はありませんし、搬送したところでそもそも都合良く移植用の心臓が用意されているわけではありません」

「だったら見殺しにしろって言うのか！　アーミラルのために……仲間のために、あの化け物と命を懸かけて戦ったこいつを！　そんなことが出来るか！　ふざけんな！」

「勿もち論ろん、彼を見捨てたりはしませんよ。病院や軍研究部に行くような時間はありませんから、心臓移植、ここでやってしまいましょう」

「で……でも、どうやってやるんです？　中ちゆう将じようは先ほど仰おつしやいました、移植しようにも、そもそも移植用の心臓がないのだと。それにお医者様もおられません」

　そう質問したのはナナだが、彼女の疑問はここにいる皆が持つ共通のものだ。

「心臓を造りましょう、今、ここで。これを使って」

　言いながら、中将は静かに右拳を前に差し出した。掌てのひらを上に向ける形で拳を開く。

　はたして、そこに鎮ちん座ざしていたのは、白銀に輝かがやく金属の球体であった。

　球体を見た途端、レオニダスとビシャスは声を失い、ナナはゴクリと息を吞のんだ。

「こ、これ……まさか『皇こう帝ていの遺い産さん』？」

　ただの金属球でありながら、隠し様もなく溢あふれる神こう々ごうしさ。周囲に漂う荘そう厳ごんな存在感。そこにあるのは紛まぎれもなく『皇帝の遺産』であった。ケイレヴが地獄の黒炎で破は壊かいして、欠片かけらも残らず消し炭になったものと思っていたが、よもやここまで早く再生していようとは、この場の誰だれも、予想だにしていなかったことだ。

「そう、これは『皇帝の遺産』です。森の外れのあたりですかねえ、道々、正体不明の消し炭の中から回収しました。ま、正体不明と言っても察しはついているんですがねえ」

「これを使って……どうするんです？　必要なのは機械や武器ではなく、臓器ですよ？」

　ナナが訊たずねると、中将は意い味み深しんに微笑ほほえんだ。

「忘れましたか？　この『皇帝の遺産』は、持ち主が心から望むものに姿形を変えます。それこそ変幻自在。どれだけ大きいものにでも、複雑怪奇なものにでもなれるのですから、人間の心臓を形成するくらいのことは容易たやすいものです。まあ、レッド君を助けたいという、心の底からの強い気持ちがあればの話ですが」

　中将の話を聞いていたナナが、何かを決意したように顔を上げる。そうして彼女は、真まっ直すぐに中将の目を見据え、静かに、しかし力強く口を開いた。

「…………私でも、出来るのでしょうか？」

「はえ？」

「私、少佐を助けたいんです！　私、今までずっと、少佐に守られてばかりでした！　だから今度は私が少佐を助けたい！　叶かなうのなら、私自身の手で！」

　必死と、ナナは中将に訴える。ケイレヴを絶対に死なせたくない。どうにかして助けたい。そして、助ける方法があるのだとすれば、自分はどんなことでもする。その一心だった。

　南部兵士であるナナが、こうも強くケイレヴを助けたい旨むねを訴えるとは思ってもみなかったのだろう。中ちゆう将じようは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような目で彼女を見た。

「ほお……。君が、レッド君を…………」

「私にとって少佐は……ケイレヴ少佐は、道を示してくれた人なんです！　とても大切な人なんです！　どうしても助けたいんです！　立場もわきまえず、出すぎたことを言っているのは重々承知しています！　それでもどうか私にやらせてください！　お願いします！」

　深く頭を下げ、ナナは中将に懇こん願がんした。

　中将は「ふむ」と短く唸うなり、何かを見定めるようにナナの顔を凝ぎよう視しし始めた。

　まるで、心の底を覗のぞかれているような、深みを見ている目であった。

　ゴクリと息を吞のむナナ。

　やがて、中将は何事か決心したように口を開いた。

「……分かりました。では、貴方あなたに頼たのみましょう。クロヅカ准じゆん尉い、手を出してください」

「……はい！」

　はきと頷うなずき、ケイレヴの頭を膝ひざの上に寝かせてから、ナナはそっと両手を差し出した。

　中将が彼女の手の上に遺い産さんを置く。すると、遺産は粘ねん土ど細ざい工くのようにグニグニと形状を変化させ、見る間に人間の心臓の形になった。

　ナナの掌てのひらの上で、白銀の心臓がドクリと跳はねた。




　　　　　　　　　　◇




　目覚めたケイレヴが最初に見たものは、涙に濡ぬれるナナの顔だった。涙だけではない、汗や鼻水、煤すすや泥などの汚よごれも混じり、本来は美しい筈はずの顔が酷ひどい有り様になっている。

　ナナの顔が影になっている。彼女の背後から差し込む光がとても眩まぶしくて、しっかりと目を開けていられない。どうやら夜が明けて朝になっているらしい。しかも屋外にいるようだ。

　意識を取り戻してからというもの、耳元には常に喧けん騒そうがつきまとっている。大勢の人がせわしなく行き交い作業をする物音、何事か打ち合わせのような会話をする声、トラックや重機と思おぼしき車両の音、ヘリコプターのローター音。実に騒さわがしい。

　恐らくは横になっているのだろう、ケイレヴは上からナナに覗き込まれていた。

　目覚めてからずっと頭がボーッとして、どうにも意識がハッキリしない。ただ横になっているだけで、身体からだ中じゆうの関節という関節が、錆さびた鉄のようにギシギシと軋きしんだ音を立てている。疲労感も半端なものではないし、身体の内も外も、ともかく全身が激しく痛む。

　だが、眼前で泣いている少女をこのまま放っておくわけにもゆかず、ケイレヴは身体の痛みをおしてゆっくりと上体を起こした。

「…………あぁー、いてて」

　起きるついでに、状況を確認するため周囲に目をやる。

　心臓を刺されて意識を失ってから覚かく醒せいするまで、すでに数時間が過ぎたようだが、場所は依い然ぜんとしてグリードが滅め茶ちや苦く茶ちやにした発掘現場の周辺だった。

　要よう請せいしていた援えん軍ぐんか、それとも『皇こう帝ていの遺い産さん』を回収しに来た作業チームか、昨夜まで戦火に包まれていた森は、ともかく人と物で溢あふれていた。上空には何台ものヘリが飛び交い、ひっきりなしに物資や人員を降下させている。

　と、目を覚ましたケイレヴに気付いたナナが、いきなり、凄すごい勢いで抱き付いてきた。

「少佐ッ！」

　瞬しゆん間かん、ケイレヴの身体からだに激痛が走った。心臓を刺されたからだろう、抱き付かれた瞬間の衝しよう撃げきは、瘦やせた少女のものとは思えない、大たい砲ほうのそれを思わせるほどに強烈なものだった。

「ぐげえッ！　痛い！　死ぬ！　死ぬ！」

「あッ！　す、すいません……ッ！」

　苦しむケイレヴから慌てて身体を離はなすナナ。

「せっかく生き残ったのに殺す気か！」

　そう怒鳴った瞬間、激しい痛みが胸を襲おそったもので、ケイレヴは口を閉じて唸うなった。

「んぬううぅ……」

　歯を食くい縛しばって痛みに耐えるケイレヴの顔は、何だか鬼おに瓦がわらみたいで異様な迫力があった。

「…………ともかく、俺は今度こそ死ぬかと思ったぞ」

　ケイレヴが抗議するように言うと、横からずい、と顔を出す者があった。野戦アーマーの上を脱ぎ、身軽になったレオニダスであった。

「お前の身体は死なないように造られているんじゃなかったのか？」

「うるせー。それが心臓刺された俺に言う言葉か。もっと気を遣つかって……」

　言葉の途中で、ケイレヴはあることに気が付いた。刺された筈はずの左胸、その傷がどういうわけか塞ふさがっているのだ。胸板には刺傷どころか掠かすり傷きず一つ見当たらない。見えるのは、ミミズ腫ばれのようにうっすらと隆起した傷きず痕あとだけだ。潰つぶれた右手も何な故ぜだか元通り動く。

「あれ？　え？　あれ？　傷が……」

「……傷は、クロヅカが回かい復ふく魔ま法ほうで治ち療りようしました」

　戸惑っているケイレヴに説明したのは、レオニダスの背後から現れたビシャスだった。彼もローブ型の野戦服を脱いで、折れた左腕を包帯で吊つっている。

　いくら心臓が二つあると言っても、片方をズタズタにされて、普通の人間で言うところの致ち死し量りようを失血したのだ。どれだけ優秀な衛えい生せい兵へいでも蘇そ生せいは難しかっただろう。ナナにはどれだけ感謝してもし切れないだけの恩が出来た。

「おお、そうだったか。流石さすが、魔ま法ほう使つかい。すげーもんだな、こりゃ。ありがとよ、ナナ」

「……いえ、そんな。私が塞いだのは、あくまで重傷だった右手と両りよう膝ひざ、胸の傷だけです。移植する心臓がなければ、とても助けることは出来ませんでした」

「え？　い、移植？　こ、ここで移植手術をしたのか？」

　ケイレヴが驚おどろいていると、レオニダスが説明を始めた。

「ああ。ズタズタの心臓を取り出して、新しい心臓を埋め込んだんだ。縫ほう合ごう手しゆ術じゆつが出来るような奴やつはいなかったから、そこはナナの回かい復ふく魔ま法ほうに頼たよったんだけどな」

「そ、そうだったのか……。いや、驚くことは色々あるけどよ、にしても、よく移植用の心臓があったもんだな。中ちゆう将じようが持って来てくれたのか？」

　ケイレヴの質問に、レオニダスは含むところでもあるように「ふむ」と唸うなった。

「それだ。お前の新しい心臓、それ、何で出来ていると思う？」

「……出来てる？　もしかして、人工心臓を埋め込んだのか？」

「半分正解かな？　驚けよ、お前の新しい心臓、そいつは何と『皇こう帝ていの遺い産さん』だ。心臓に変化した遺産を、お前の胸に埋め込んだんだ」

　聞いた途端、ケイレヴは目の玉が飛び出るほど驚いた。多くの人間が長い年月をかけて掘り起こし、戦争の一因にすらなった『皇帝の遺産』が、まさかいち歩兵たる自分を助けるために使われたとは夢にも思っていなかった。

「えぇッ！　『皇帝の遺産』だって！　ま、マジかよ、おい！」

「中将の英断です。あの方は、少佐のことを見捨てませんでした」

　と、そこまで言ったところで何か思い出したらしく、ナナは憤ふん慨がいした様子で口を開いた。

「少佐は無茶し過ぎです！　いくら回復魔法をかけても起きないし！　本当に死んじゃったかと思ったじゃないですか！　あんまり心配させないでください！　私、私……」

　言葉に詰まったナナが、唐突にわんわんと泣き声をあげ始めた。

「あー……。あー、悪かったよ。でも、こういう性分なんだ。大目に見てくれよ、な？」

　困り果てた様子のケイレヴに助け舟を出すべく、レオニダスが言葉を続ける。

「そうそう、こいつに無理するなとか言っても無駄だ。昔っからこうなんだから。誰だれかが背中を守ってやらなかったら、死ぬまで無茶するのがこいつなんだ」

　まるで狂人を語るようなその言葉に、ケイレヴは短く鼻を鳴らした。

「あーあー、お前たちには感謝してるよ。でも、あんまり恩着せがましく言うんじゃねーや」

「今回だって、俺たちがいなきゃお前は死んでいたんだ。そこのところ自覚はあるか？」

「分かってるっつーの。それが分かんねーほど馬鹿でも阿あ呆ほうでも恩知らずでもねーや」

「ナナには特に礼を言えよ。傷を癒いやせる彼女がいなきゃ、お前は間違いなく死んでいた」

　いつの間に泣き止んだものか、赤い鼻で、ズズッ、と鼻水をすすりながら、ナナは謙けん遜そんした様子で首を横に振った。

「いえ、私は、そんな。出来ることをしたまでで……」

　そう言うナナに向き直り、ケイレヴは彼女の肩を軽く叩たたいた。

「ま、感謝はしてるさ。お前は出来ることをしただけかもしれねえが、実際他の誰だれにも同じことは出来なかったんだからな。アカデミーで色々な魔ま法ほうを学んだお前だから出来たことだ。レオもビシャスもそうだが、お前ら全員、俺の命の恩人だ。本当、ありがとうよ」

　飾った言葉や気の利きいた言い回しは得意ではない。座ざして上半身だけを起こした状態で、ケイレヴは深々と皆に頭を下げた。これが、今出来る精一杯の感謝を示す方法だった。

　不器用なやり方だが、どうやら気持ちは伝わったらしい、

「少佐……」

　と呟つぶやきながら、ナナは嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。

　見れば、レオニダスも、ビシャスでさえも、まんざらでもない表情を浮かべている。

「あー、あぁー、私からも、お礼を言いましょうかねえ」

　和んだ様子の四人の背後に、突如としてそう声をかける者があった。四人が同時に振り返ると、はたしてそこに、車くるま椅い子すに鎮ちん座ざしたメルケル中ちゆう将じようの姿があった。

　副官のニリス大佐に車椅子を押され、中将は四人の前までやって来た。

「中将……。まさか本当にあんたが来るとはな」

「あー、えー、レッド君たちがグリード君及び貴重な『皇こう帝ていの遺い産さん』と戦っていると聞きましてねえ、心配になって見に来たのです」

「あんたが？　俺の心配を？」

　ケイレヴが訊きくと、中将は苦笑しながら頷うなずいた。

「君だけでなく、私は自分の部下なら誰のことでも心配していますよ。私のこと、もしかして計算だけで動いている冷血ジジイとでも思ってます？」

「ちょっとだけな」

「酷ひどいこと言いますねえ、君は。これでも急いで駆け付けたんですよ？　君に『皇帝の遺産』を使うことを決定したのも私です」

「……本当にいいのか、俺なんかに貴重な遺産を使っちまって？　こいつは、タイダロスとグリマルタの同盟に対抗する切り札に……」

　ケイレヴが最後まで言う前に、中将は割って入る形で喋しやべり始はじめた。

「いいのですよ。私にとっては、君の方がずっと重要。遺産の損失など安いものです。上層部には、遺産は完全に破は壊かいされたと報告しておきますから、その点も心配しなくていいですよ」

「……そうか。ともかく、あんたには感謝しなきゃな」

「ま、礼の言葉はいりませんから、感謝は働きで返してください。少なくとも遺産の分は働いてもらわないと、元が取れませんからねえ」

「遺産の分まで働けってか？　人生が三回くらいなきゃ返し切れねーな、こりゃ」

「三回で足りますかねえ、四回か五回は見ていただかないと」

　無む体たいなことを言ってから、中将は「あー、それと」と前置きして言葉を続けた。

「これだけは褒ほめておきましょうか」

「ん？　何？」

「南北の兵士が力を合わせれば『Ｄマテリア』をすら凌しのぐ力を発揮する、その可能性を君たちの分隊が示してくれました。アーミラルが推おし進すすめる南なん北ぼく融ゆう和わ政せい策さくにとって、これは大きな前進と言えるでしょう。よくやってくれました」

　言ってから、中ちゆう将じようは慇いん懃ぎんに頭を下げた。

　人を食ったような、飄ひよう々ひようとして捉とらえどころのない中将がこのように頭を下げる場面を、ケイレヴは初めて見た。ケイレヴより長く『デッドマンズ』に在ざい籍せきしていたレオニダスですらも、このような場面に出くわすのは初めてのことだった。

「…………あんたがまともに人を褒めてるとこ、初めて見た気がするわ、俺」

「あぁー、えー、それよりレッド君、君は自分の隊を連れて、今すぐ北に向かってください」

　ケイレヴの言葉は無視して、中将はまた、いつもの調子でそう言った。

　今すぐ北へ向かえとは、一体どういうことか。普通、戦時中でもない限り、大きな任務をこなした後は疲労を抜くために休暇が与えられるものだ。ハードワーク上等の『デッドマンズ』でさえ、任務後には必ず数日の休暇があったのだ。

「は？　え？　昨日の今日でまた任務？　何で？」

「えー、あぁー、昨夜、つまり君たちがグリード君とドンパチやっている頃にですねえ、同盟国オルトラの生物兵器研究所でバイオハザードが起きたという報告が入りましてねえ、放っておくと何だかヤバいことになるシロモノが多数野のに放はなたれたようでして、オルトラ政府に泣き付かれたアーミラル政府首脳陣は、陸軍から増ぞう援えんを出すことを決定しました」

　中将の言うオルトラとは、アーミラル北部に接する隣りん国ごくで、近年タイダロス連れん邦ぽう領りようから独立した小国である。アーミラルが独立を手助けしたという経けい緯いもあり、オルトラは建けん国こく以い前ぜんからのアーミラル傘さん下か、現在は同盟国となっている。

　オルトラのような小国が独立を勝ち取れた背景には、タイダロス連邦の生物兵器研究所の存在がある。独立前、オルトラにはタイダロスの生物兵器研究所があったのだが、これを乗っ取ることにより、オルトラはタイダロスに抗し得る軍事力を得たのだ。

　野生の獣けものをベースにした生物兵器の数々は、ケイレヴも資料で目にしたことがある。中将の口振りから察するに、どうやらその生物兵器がオルトラ国内で暴走しているものと見える。

　兵士の数が少ないオルトラには、独力で事態を収める力がないのだろう。

　ケイレヴは目一杯渋しぶい顔をして、大きくため息をついた。

「おや？　行きたくないのですか？」

「いや、行くよ？　行くけどさあ、今すぐじゃなきゃ駄目なのか？　よく見てみろよ？　俺たちボロボロだぜ？　せめて治ち療りようとか補ほ給きゆうとかあるだろう？　他にも分隊はあるんだし、少しくらい休ませてもらえねーもんかな？」

　昨日の今日で病院にも行かずに次の任務では、流石さすがに身体からだが持たないだろう。強化された身体を持つケイレヴですらそう思うのだから、ナナとビシャスのことを考えれば、これはいささか乱暴な命令で、無理が過ぎるという感がある。

　だが、ケイレヴがいくら抗議しても、中ちゆう将じようはそれを聞かなかった。

「あー、君の言いたいことは分かります。そうですねえ、だから手が空いている分隊は全てオルトラに向かわせました。ただ、事態は思ったよりも逼ひつ迫ぱくしていまして、どれだけユニットを投入しても足りそうにないのです。任務を終えた今、君たちはフリー状態ですからねえ、四の五の言わずに行ってください。他の分隊も、任務完了次第オルトラに向かわせます」

「…………俺、生き返ったばかりで死んじゃいそうなんだけど」

「貧乏暇なしという言葉がありましてねえ、逼迫した状況のアーミラルに、手の空いた兵を休ませるような余裕はありません。治ち療りようやメンテナンスの必要性は認めますが、それは向こうに設営したベースキャンプで受けてください。向こうにも機材は用意していますから。あと、新装備もね。ともかく、君たちには一刻も早くオルトラに向かってもらいたいのです」

「……あんたにはでっけぇ恩が出来ちまったからな。行くよ」

「そうしてください。まあ、嫌だと言っても無理矢理行かせますけどねえ」

　ここで、ケイレヴは表情を正し、改まった様子で中将に訊きいた。

「で、実際、向こうの状況はどうなってんだ？　被害のレベルは？」

「あぁー、結構ヤバイですよ。首都は完全に機能を停止、首相を含む政府首脳は国外へ退たい避ひ、オルトラ軍はほぼ壊かい滅めつ状じよう態たいで、戦火は徐じよ々じよにですが確実に拡大しています。今後は南部方面隊の防ぼう御ぎよ壁へきによる封じ込め作戦が行われる予定です」

　どうやらケイレヴが思っているよりもずっと、オルトラの状況はまずいようだ。

「またハードなことになりそうだなあ、おい。俺、やっぱ死んじゃうんじゃねーの？」

「死ぬにしても、ちゃんと死体を回収出来る場所で死んでくださいねえ。君の死後、遺い産さんを回収しなければいけませんから」

　中将の笑えぬ冗談に、ケイレヴはまたも渋じゆう面めんを見せた。

「……断言するけど、あんた、絶対にロクな死に方しないぜ」

　ケイレヴが言うと、何がおかしいのか、中将は唐突に笑い始めた。

「ほっほっほ、ほっほっほっほ………………」

　笑いながら、サッと右手をあげる中将。

　すると、それまでずっと佇ちよ立りつしていた大佐が動き出し、車くるま椅い子すを引いて中将と共に停とまっているヘリの方に行ってしまった。話はそれで終わり、ということなのだろう。

　皆、しばらく呆ぼう然ぜんと中将たちを見送っていた。

　やがて、レオニダスが口を開いた。

「笑って誤ご魔ま化かされたな」

「軍人って一応宮みや仕づかえだよな？　これ労働基準を大幅に超過してんじゃねーの？」

　ケイレヴが訊きくと、レオニダスはため息混じりにこう答えた。

「今に始まったことじゃないさ。それにお前も言っていただろう、無理も無む謀ぼうも無茶もお手のものだって。勘かん弁べんしてほしいのはやまやまだが、また無理しろってことだろうな」

「ったく、病院行くどころか、ゆっくりメシ食う暇もねえ」

「ま、一服する時間くらいはあるだろうよ、ほら」

　言いながらレオニダスが差し出してきたものは、煙草たばこのケースだった。ケースの口が開いており、中から一本だけ煙草が飛び出している。ケイレヴが吸っているものとは銘めい柄がらが違うため煙草にはフィルターが付いていた。

　見れば、レオニダス本人も煙草を咥くわえている。

　本音を言えば、いつも吸っている両りよう切ぎりのドぎつい煙草が吸いたかったのだが、今は贅ぜい沢たくが言えるような状況ではない。レオニダスの好意の手前もある。

「ん、どうも……」

　レオニダスの手を借りてゆっくりと立ち上がってから、恐きよう縮しゆくして煙草を一本だけ受け取り、それを口に咥えてから、ケイレヴは自分が火を持っていないことに気が付いた。今現在、左手は炎の力が使えず、ライターも持ち合わせがない。

　レオニダスに火を借りようかと思っていると、不意にナナが前に出て来た。

「よろしければ、どうぞ」

　そう言ってナナが差し出してきたものは、彼女の愛あい銃じゆう『シルバーローズ』だった。ごつい銃を目の前に差し出され、ケイレヴは一いつ瞬しゆんギョッとしたが、銃口に小さな火がチロチロと燃えているのを見て、思わず苦笑してしまった。実に贅沢な使い方だと、そう思ったのだ。

「こういう形の変わり種だねライターがあるって知っててやってんの、お前？」

「らいたって何です？」

「いや、まあ、分かんねーならいいんだけどよ……」

　言いながら、ケイレヴはナナの銃で煙草に火を付けた。

　肺に煙を満たすと、刺された左胸がズキリと痛んだが、しばらくぶりに吸う煙草はそれでも美う味まかった。まるで何年ぶりかに吸ったような、そんな気にさせる一服だった。

　ゆっくりと紫し煙えんを燻くゆらせながら、ケイレヴは東の空に目をやった。雲ひとつない晴天の空に高々と太陽が昇っている。

「……朝日が眩まぶしいなあ、しかし」

　感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやくケイレヴに、ナナがすかさずツッコミを入れる。

「もうすぐお昼ですよ」

「まあ細かいことは気にすんな。しっかし、見通し良くなっちゃってよ。見ろよ、あれ」

　先の戦いで破は壊かいされた森に目をやりながら、ケイレヴはナナにそう言った。

　昨夜の激戦によって、森は一部が焼け野原のようになっていた。昨日まで青々と木こ立だちが茂っていた一帯が根こそぎ消え失せ、遥はるか遠くに畑が見渡せるほどになっている。畑には白い花が一杯に咲いており、その中央にはバケツを被かぶったカカシが、主とばかりに仁に王おう立だちしている。畑の更さらに向こう、地平線の彼方かなたからは、狼煙のろしのように煙が上がっている。恐らく、昨夜墜つい落らくした輸送機の残ざん骸がいがまだ燃えているのだろう。

　戦火に焼けた森と、その先に広がる牧ぼつ歌か的てきな光景が、何だか不思議な、ともすれば幻想的とも言えるようなコントラストを醸かもし出だしていた。

「……綺き麗れいですね。お花畑でしょうか？」

「あれはジャガイモの畑だよ。綺麗な花だが、あれはジャガイモの花だ。出荷するための生せい花かにはならない。ウチの実家も畑やっててよ、俺もガキの頃育ててたから知ってんだ」

　こうして畑を見ていると、実家のことが思い出された。

　少年の頃、ケイレヴは毎日のように畑仕事を手伝っていた。毎日のこととなると辛つらい作業だったが、ケイレヴはそれでも畑が嫌いではなかった。いずれ作物を収しゆう穫かくするために黙もく々もくとこなす作業が、何とはなしに、自分の性に合っていると、そう思っていた。

　当時は禁じられていたから当然と言えば当然なのだが、強化手術を受けて『デッドマンズ』に入隊してからというもの、ケイレヴは一度として実家と連絡を取っていない。正規の兵士に戻されてからも、何だかバツが悪くて連絡を取っていなかった。

　お袋は今も畑をやっているのかなと、ケイレヴがそんなことを思っていると、不意に、ナナが次のようなことを言ってきた。

「少佐が守ったんですよ。あの畑も、向こうの村も、そこに暮らす人たちも、アーミラルに生きる大勢の人たちも、みんな、少佐が守ったんです」

　ごく真ま面じ目めに、言葉を飾る様子もなく、ナナはそう言った。どうやら本心のようだ。

　だが、それはケイレヴ一人の力によるものではない。

「ちげーだろ」

「え？」

「それを言うんなら、俺たちみんなで守ったんだ。俺たち第七分隊みんなで。言ったら、このチームの功績だ。俺一人じゃ何も出来なかった」

　結果としてケイレヴはグリードを倒したが、それは仲間の支えがあったればこそ、仲間たちがいたからこそ最後まで戦えた。それがケイレヴという男の本心であり、本質であった。

「でも、一番活かつ躍やくしたのはやっぱり少佐です」

　ふう、と煙を吐いてから、ケイレヴはチビてしまった煙草たばこを左手に押し当てて火を消した。

「誰だれがどんだけ活躍したとか、そんなのどうでもいいんだよ。それぞれがやるべき仕事をキッチリこなした。その結果がこれだ。軍人てのは結果を出してナンボだ。結果が出たなら、過程の話は省略していい。そして結果論で語るのなら、これはチームが出した結果だ」

「何というか、少佐らしい考え方ですね」

　単純明快、個ではなく全、結果のための過程、それがケイレヴの考え方なのだと、ナナはそう理解して、感かん慨がい深ぶかげに口を開いた。

「俺は単純明快が好きでね。ごちゃごちゃ考えんのは嫌いなんだ。俺もお前たちも、やるべきことをやっただけ。それだけのことさ」

　ケイレヴは簡単そうに言うが、昨夜のようなことは誰だれにでも出来ることではない。このチームだから、何よりケイレヴがいたからこそ出来たことなのだ。他の誰にも、どの分隊にも、同じことは出来ないだろう。

　そう考えると、ケイレヴという男がいかに大きな人物かということが分かる。

　兵士として、ナナはケイレヴに多くを学ぼうと、そう思った。

「やっぱり私、少佐の分隊に配属されて良かったです」

　言われて、ケイレヴはこそばゆいといった感じで頰ほおを搔かいた。

「そいつはどうも……」

　と、ケイレヴの言葉を遮さえぎるように大きなローター音を響ひびかせながら一機のヘリが着陸した。アーミラル陸軍が運用している兵員輸送用ヘリである。見れば、ヘリに搭とう乗じようした兵士が、こちらに向かって手招きしている。どうやらあれがケイレヴたちの足になるようだ。

「どうやら迎むかえが来たみたいだな。行こうぜ、みんな」

「了解。今度も背中は任せとけ」

「……了解。故郷にいる姉たちのためにも、働かせていただきます」

「了解しました。でも、次はあんまり無茶しないでくださいよ？」

　ケイレヴの言葉に、三人それぞれが返事をする。

　三者三様、いや、四者四様、実に個性的なチームである。

「同盟国ったら仲間も同然だ。ま、仲間のためと思って働こうぜ」

　仲間が助けを求めているのなら、どこにいようと助けに向かう。時には文句を言うこともあるが、結局は自分の信念に従ってしまう。それがケイレヴという男なのだ。

　自分のチームを引き連れて、ケイレヴは今日も戦場に向かう。

　仲間たちの待つ戦場に。










　　　あとがき




　みなさまはじめまして。新人でありながらすでに三み十そ路じのオッサンという稀け有うな存在、西にし村むら西せいでございます。山やま本もと山やま（ネタ古いですね……）みたいな感じで覚えてもらえれば嬉うれしゅうございます。ちなみに三十だけど色々と薄汚れてるから魔法は使えません。

　本書は私、西村西の作家デビュー作となります。色々と拙つたない部分が見受けられるかと思いますが、そこはどうか生暖かくも慈じ悲ひ深い目で見守っていただければ幸いです。そしてこのあとがきを立ち読みしているそこの貴方あなた、そう、貴方です。本書を手に取りレジへ向かっていただければもっと幸いです。更に本書を読んだ感想などをお手紙やお葉書にて送っていただければ幸いの極みであります。みなさまからのおたより、心よりお待ちしております。




　さて、本作『灰かい燼じんのカーディナル・レッド』ですが、これは少年漫画のようなノリと過激なアクション、熱さを目指して作られたハイファンタジー作品であります。

　元々、ファミコン時代からテレビゲームに親しみ、特撮映画のヒーローたちに漢おとこの何たるかを学び、数々の少年誌を読み漁あさって育った私であります、それら歴史に燦さん然ぜんと輝かがやく作品群から受けた影響、要素は、本作にも腸詰めよろしくみっちりと詰まっております。

　少年たちが手に汗握って喜んでくれるものを。その一念で担当・粂くめ田た氏と二人、二〇一二年の一年間を使い書き上げた本作、そしてケイレヴ・レッドら主人公たちの姿は、みなさまの目にはどのように映ったでしょうか？　楽しんでいただけたでしょうか？

　本当に、少しでも面白いと思ってくれた方が一人でもいらっしゃったら、ケイレヴたちが好きだと言ってくれる方が一人でもいらっしゃったら、作家冥みよう利りに尽きるというもの、それだけでこの一年のがんばりが報われます。




　本書の発行に携わってくれた全ての方々、チャンスを与えてくれた担当・粂田氏、美麗なイラストを描いてくださった暗あん猫びようさん、支えてくれた家族と友人、そして何より、本書を読んでくださった全ての方々に感謝を。本当に、本当にありがとうございました。




　また会えること（具体的には続刊とか新作とか……）を祈りつつ、今回はこれにてお別れ。

　またね。





西村西
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西にし村むら 西せい

北海道出身、札幌市在住の新人作家。

第十七回電撃小説大賞への応募を機に拾ってもらい、この度めでたくデビュー。

テレビゲームと少年漫画誌をこよなく愛する、頭脳は子供、身体は大人なオッサンです。

[image: ]




イラスト／暗あん猫びょう

いつのまにかイラストのお仕事を受けている自分、人生何が起こるかわからない。東京来たばかりの頃はホント考えもしなかった。こんなことあるんだなぁ。
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